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外来語の 表記 

常用漢字 表 
現代 仮名 遣 I 
新 人名用漢字 


表 


# 


% 


® 常用漢字 表 

(総画 索引 •字訓 索引 付き） 

@ 常用漢字の 筆順 
® 現代 仮名遣い 
㊃ 送 MR 名の 付け 方 
^ ⑱ 人名用漢字 別表 
? ® 学 年別 漢字 配当 表 
® 「異字 同訓」 の 漢字の 用法 
%  ® 同音異義語の 使い分け 
- ® 書き 間違い やすい 漢字 
® 同音の 漢字に よる 書き かえ 
⑱ 外来語の 表記 

⑯ 公用文 作成の 要領 
® これからの 敬語 


ほ) b 


新し い 国語 表記 ハン K フック 1 


2 色 刷 


E 省 堂 


J 

一 


正しくき れいな 字を ft くた めの 

漢字 霞 ハンドブック 


現代 国語 表記 辞典 


必携 用字 用語 辞典 


>1 守 賢 治 著 日常よ く 使われる 漢字 2  5  〇  〇 余 字 お 
よび 筆順の 分かりにくい 特殊な 漢字 や IH 字の 筆順を 
収録。 見出しは € 筆、 筆順は ペン 書きな ので、 細字 楷 
書 や ペン 習字の お 手本に も 最適。 四六判 


武部良 明 編 正確で 美しい文 章を 書く ための 辞典。 
収容 語数 五 万。 常用漢字 表 •現代 仮名遣い _送リ 仮名 
の 付け 方 等に 従い 「どぅ 書く か」 の 手引き。 同 t 同 副 
用 列を 豊富に 収録。  B  6 変型 判 


語 


三省堂 編修 所 編 日本語の 書き表し 方を 示した 表記 
の 手 ^ I き。 常用漢字 表. 現代 仮名遣い •送り仮名の 
付け 方 等に 基づいた 表記と、 簡潔な 用例を 揭げ る" 

B  7 蛮 型 判 •中型 版 


• カバ— 写真 = 鍋 島 絵 椿 文 皿 
(サン トリー 美術館 蔵) 


堂 

省 

三 


L 


气 


黴 覼  _ # # 馨 # # 纛  0  翁 # # ■# # _ # _ 


新しい 国語 表記 ハ’— ク 


I 【潑版 】| 三 省 堂 編修 所 編 


三省堂 


_ # • • _ # # • _ # # 


S 


:為.：： 


•.•パ 


国語 表記の 資料 •用語 解説 纩 3 沢^ frf W 


当用漢字 表 昭和 ニー 年 一 
-日常 使 用す る } f: 字の M 

当用漢字 音訓 表① 昭和 一 

号 。「当 


|_  一 -11 


を 


IV  - 


内閣 告示 第三 二 号 
.11 0 卞に W 限した。 


ニニ 年 一' 
【ついて 


六 H 内 抝告示 第 


U 

f  j 


M と〆 -r 遢グ 


■X: 


を 


今後 使用す る 1 n _ を 示 一 ^ たもので ある 


②昭和 


年 六月； 八日 内 [i 告一 


号 


「表 


ハ 小した 音訓 以外は 使 


な 


と 


\| 


則 肢 的な芩 え 4 


を 改め、 「一般 の 社会生活に おいて 


11 用 


表 j に 


げる逆 字に よって 現代の 国語を 擔き 表す 場合の A 


he 


パ '4 を 示す ものである 


当用漢字 字体 表 

丄  了 ^ 」 1^9 る 


7J P 


f 


四月 二 


内 


鞭 さは、 その 数の 多い、 

その f li% みかたの 多様で ある ことによ る ばか リでな 


第一 号 

しと や' 


厂 


体の 不統一 や 
ないから、 当用漢 


画の 複雑 さ 
子 表 制‘ 


さ 


る ことが ^ 要で ある 


n 


ももと づ^と ころ か少 
趣旨を 徹底させる ため 


して、 その 標準を 定め 


内閣 i 令 第 


11 厂フ 


常用漢字 表 昭和 五六 年 一〇月 一日 内閣 ル 

令. 公用文 書 •新聞 •絶 誌 ■放送な ど、 


一号。 「法 
般の 社会 生 


舌 こお 

1  It. 


> 


現代の 国語を 書き表す 場合の 漢卞使 m 


厂 


1 :4- を 示す の 


し 


で字種( 

不 一 一 た 表で ある 


1111 P 


「当用漢字 表」 「座 用 漢字 音訓 表 

された。 なお、 一〇〇 ぺ i 


i-J 五 字 T 字体. 音 

。(この 告示に よリ、 

「当用漢字 字体 表」 は 

参照。) 


教育 漢字  1 当用漢字 別表 j 


昭和 


ニニ 年 二月 


i  i  I  大  v 


—I— 

+ - 

/  l 


号) の 漢字で、 「義務教育の 期間に、 読み書き 


できる ように 指導すべき」 もの 


0 


-三 一 


IV 

/ 


IV 


r^7 


tnT- 


^L 


一二く 


吸収 さ 


ている 


学年 別 漢字 配当 表 

一 父 f 男 指導要領」 


11* 


る 士 


一て 


平成.. 儿年三 H 一 五 H 文部省 ル 
、平成 四 年 四月 施行) に H1 げられ て 
の 漢 i 子を 小学校 各 学年に 配当して 


( ■J M させよう とする もの。 (この ^ の ^ 字を 学 B 


教育 w it ベ j  . 教育 ^ 〃 ::J など > 

いない。) 

標準 字体 

いては、 


〇 


名称は 統一 さ il て 


tr の 表に 示されて 

当 表 


- 


IL 

纗  ■  L 
ft- 


る 字体。 「漢字の 指導に お 
示す 字 本を # 寧と する こ 


と-とされて 


現代 仮名遣い 昭 


る 


rf 


一年 七 


日 内閣 告示 第一 号。 「現 


代 力 4 
で、 「一 


%  、 
力 IV 


旧 和 


-L  ■  J 卜  ^ 


=? 义 


I 年内 la 告示) を 改定した もの 
の 社会生活に おいて、 現代の 国語を 書き表 


すため の 仮名遣いの よ U 


どころ を 示す ものである。」 

送り仮名の 付け 方 昭和 四 八 年 六 A 一 八日 内閣 告示 第一 
号 (「常用漢字 表」 の 告示に 伴い、 一 部 改正 r 「送りが な 
のつ け 方」 (昭和 三 四 年 七月 一一 日 内閣 告示 第一 号) を 
改定した もので、 「一般の 社会生活に おいて、 『常用 漢 
字 表』 の 音訓に よつ て 現代の 国語を 書き表す 場合の 送 
リ反 名の 付け 方のより どころ を 示す ものである。」 


外来語の 表記 平成 三年 六 H 二 
「一般の 社会生活に おいて、 現 
の 『外来語の 表記』 のょ リど 


/ 


日 内閣 告示 第二 号。 

の 国語を 書き表す ため 
ろを 示す ものである 


日本語の 表記を、 読み やすく、 分か リや すくす るた め 


\ 


常用漢字 表」 「送 リ仮名 の 付け 方」 


現代 仮名 造 


IV 


の 制 


の 国語 施策が 行われて いますが、 この 本 


は それらが fe 合 的 


つかめる よう 


» した ものて す 


1- 


■_ 


文 3 省 i 


:口- 刁  _ 


語{番議会報吉、その他、現代日 


本 語 表記の 描と なる 資料を 原文の まま 収録し’ それが、 


つ'  どんな 


で 出された のかを 明ら 


1 


力 


lu  id  / 


LJ 
—frv  7/ 


「辟 

/  n/  b-  *^J} 


の 地 


ぎ 


ね 


方」 や 


編修 所で 作成した 「書き 問 違 


やす 


同 普 異義 語の 使い分け i など も 収めて ぁリ ます。 巻末には 「心 J1J 用 ^ 字 表 一の 心寸 劼 


* 


総 II 索 nn をつ けました 


J の 


>  i 


7t 


国罸施 策 力 & パ 


か ル C 示され、 「人名用漢字 別表 


i るた びに 改訂を 重ねてき ましたが、 このたび、 「外来語の 表記 I 


一子 年別？ f 


SL S 表」 が 改定され ましたので その 部分を 差し 啓 


之 穿 匹 )! k 


て 千 行 _ i ます 


〇 


平語の 書き表し 方の 手引きと して、 学習に、 実務に、 実生活 


i 役立てて いただき 


% 


ます 


0 


成 三年 


JJ 

1/» 


宵 堂 編修 所 
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次 


常 用 漢字 表 
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表 等と 常用漢字 表との 対比 


当用漢字 表 (まえ かき 使用 上の 注意事項 
常用漢字の 筆順 . …… … 


書体に ついて 


学年 別 漢字 配当 表 
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異字 同訓」 の 漢字の 用法 
同音異義語の 使い分け… 


き 問 il いやす い 漢字 


4 - * 

rD 


同 音の 漢 r による 書き かえ……. . … _ 

日本 新聞 協会の、 同音の 漢字に よる 書き かえ 


人名用漢字 別表 


現代 仮名 遣 


送 リ阪 名の 


IJ 


方 


OJ 

8 

11 


J 


し 


らの敬 五 口 


二 In 


公用文に おける 漢字 使用 等に ついて 
公用文 作成の 要領 …… _ :… .…… …： 


ぎり 符号の 使い方 


- — / 


返し 符号の 使い方 


横書きの 場合の 書き方…* . . 

横 W きの 場介 の 数字の 1^ き 表し 方 


外来語の 表記 

ロ ー マ 字の つ 


方 


常用漢字 表絲幽 索 
常用漢字 表 字訓 索 


#  *  4 


常用漢字 表 


常用漢字 表 

* 昭和 五六 年 一〇月 一日 内閣 告示 第一 号。 

•内容は、 「新 漢字 表 試案」 (昭和 五 二 年 一月 ニー 日 国語 
審議会 報告) 及び 「常用漢字 表 案 J  (昭和 五 四 年 三月 三 
〇日 中間 答申) に対する 各方 [rff からの 意見を 含めて 国 
語 審議会で 検討し、 昭和 五六 年 三月 二三 日に 文部大臣 
に 答申した ものに よってい る。 

•原文は 横 # き。 

，この 告示に より、 内閣 告示 「当用漢字 表」 (昭和 二 一 年 
一一 月 一六 日付) 「当用漢字 音訓 表」 (昭和 四 八 年 六月 
一八 日付) 「当用漢字 字体 表」 (昭和 二 四 ^ 四月 二八 日 
付) は 廃止された。 これらとの 扣 述点 について は一〇 
〇ぺ ー ジを 参照され たい。  (三 错觉編 修所 注) 

前書き 

1 この 表は、 法令'  公用文 書、 新聞、 雑誌、 放送な ど、 

一般の 社会生活に おいて、 現代の 国語を 書き表す 場合の 

漢字 使用の 1111 安を 示す ものである。 

2 この 表は、 科学、 技術、 芸術 その他の 各種 専門分野 や 

個々 人の 表記にまで 及ぼそう とする ものでは ない。 

3 この 表は、 固有名詞を 対象と する ものでは ない。 

4 この 表は、 過去の 著作 や 文書に おける 漢字 使用を 否定 


する ものて はな レ 

5 この 表の 運用に 当たって は'  個々 の 事情に 応じて 適切 
な 考慮を 加える 余地の ある ものである。 

表の 見方 及び 使い方 

1 この 表は、 「本 表」 及び 「付表」 から 成る。 

2 「本 表」 には、 字 種 一九 四 五 字を 掲げ、 字体、 音訓、 
語 例 等を 併せ 示した。 

3 漢字 欄には、 字 種と 字体を 示した。 字 種は 字音に よっ 
て 五十音順に 並べた。 同音の 場合は おおむね 字画の 少な 
いものを 先にした。 字音を 取り上げて いない ものは 字訓 
によった。 

4 字体は 文字の 骨組みで あるが、 便宜上、 明朝体 活字の 
ぅちの | 種を 例に 用いて 現代の 通用 字体を 示した (「(付) 
字体に ついての 解説」 参照)。 

5 括弧に 入れて 添えた ものは'  いわゆる 康熙 字典 体の 活 
字で ある。 これは 明治 以来 行われて きた 活字の 字体との 
つながりを 示す ために 添えた ものであるが、 著しい 差異 
のない ものは 省いた。 

6 音訓 欄には、 音訓を 示した。 字音は 片仮名で、 字訓は 
平仮名で 示した。 一字 下げで 示した 音訓は、 特別な もの 
又は 用法の ごく 狭い ものである。 

7 派生の 関係に あって 同じ 漢字を 使用す る 習慣の ある 次 
のよぅ な 類は、 適宜、 音訓 襴 又は 例 襴に 主な ものを 示した。 


ぼ 用 漢字 表 


けむる 

けむり 


けむ 


\ 


煙る 

煙 

煙い、 煙た 
煙たがる 


わける 

わかれる 

わかる 

わかつ 


分ける 

分かれる 

分かる 

分力つ 


なお、 次の ような 類は、 名詞と して だけ 用いる ものである。 


しるし 


印 


J お 


氷 


8 


れは 、音訓 使用の 目安と 


欄には、 語 例を 示した。， 

て その 使用例の 一部を 示した ものである。 

9 例攔の 語のぅ ち、 副詞 的 用法 又は 接続詞 的 用法と して 
使ぅ ものであって 紛らわしい ものには、 特に 〔副〕 又は 
〔接〕 という 記号を 付けた。 

Q 他の 字 又は 語と 結び付く 場合に 音韻 上の 変化を 起こす 
次の ような 類は、 音訓 欄 又は ■考欄 に 示して おいた が、 
すべての W を 尽くして いる わけでは ない。 


納得 (刊 


ク 


手綱 (タツ 十) 

音頭 (オン H) 


格子 (コウ シ) 

金物 モ ， 


頃 {心 (ジュン ノウ) 


夫婦 (フ ウフ) 

因縁 ( 


ン ネン) 


春雨 


サメ 


1 :ナ 


11 編 考 欄には、 個々 の 音訓の 使用に 

事項を 記した ほか、 異字 同 II の ある ものを 適宜 


留意すべき 


で 示 


し、 また、 付表に ある 語で その 漢字を 含んで いるものを 

注記した。 


表 一には、 いわゆる 当て字 や 熟 字 P など、 主として 


一字 一字の 音訓と して 挙げに くいものを 語の 形で 掲げ、 
便宜上、 その 読み方を 平仮名で 示し、 五十音順に 並べた。 

(付) 字体に ついての 解説 
第 1 明朝体 活字の デザィン について 

常用漢字 表では、 個々 の 漢字の 字体 (文字の 骨組み) 
を、 明朝体 活字のう ちの 一種を 例に 用いて 示した。 現在、 
般に 使用され ている 各種の 明朝体 活字 (写真植字を 含 
。) には、 同じ 字で あリな がら、 微細な ところで 形の 相 

かし、 それらの 相違は、： 


む 


の 違 


違の 見られる ものが ある 
れも活 字 設計 上の 表現の 差、 すなわち、 デザィ 
属する 事柄であって、 字体の 違いでは ない と考えられる も 
ので ある。 つまり、 それらの 相違は、 字体の 上からは 全く 問 
題に する 必要の ない ものである。 以下、 分類して 例を 示す。 


へんと つくり 等の 組合せ 方に 
W 大小、 高低な どに 関する 例 


% 


V 


硬-, 硬 


—吸 


⑵はな れ ている か、 接触して いるかに 関する 例 


賭 


\ 


2 点画の 組合せ 方に ついて 
⑴ 長短に 関する 例 


常用漢字 表 


7 


はなす かに 関す る 例 


y 


V 


湿 湿/吹/吹 


⑶接触 の 位置に 関する 例 


P 


家， •脈/脈/脈 


VI」/  ごて 


⑷交 わる か、 交わらない かに 関する 例 


r 


m 


b 一 


孝 1 


ft-4 个 -^ 


⑸ その 


牙 中 


，夢/夢/ 


3 点画の 性質に ついて 
⑴点か 、捧 (画) かに 関する 例 

,,, 均/均， 麄 •，麗 

⑵ 傾斜、 方向に 関する 例 

拳 参/値/値/望 望 

⑶ 曲げ 方、 折り 方に 関する 例 

气勢 競/競/ 

頑 广頑一 頑 一' 災 1 火 

⑷ 「筆 押さえ」 等の 有無に 関する 例 

芝 芝！！ 
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仿 とめる か'  はらぅ かに 関する 例 

環 爆 泰氛一 映 一 炚 

& 陵 . 継 園 t 釋 

⑹ とめる か、 ぬく かに 関する 例 

耳'  耳'  邦/邦/ 篑贺 


8 


常用漢字 表 


⑺は ねる か 


める 


力 


関する 例 


/ 配/ 


第 2 明朝体 活字と 筆写の 楷書との 関係に ついて 


常用漢字 表では、 個々 の 漢字の 字体 (文字の 骨 
を、 明朝体 活字のう ちの 一種を 例に 用いて 示した。 この 


み) 


とは、 これに よって 筆写の 楷血 
めようと する もので よな、。 M 


おける 書き方の 習 K を改 


ては 同じであって 


も、 明朝体 活字 (写真植字を 含む。) の 彫と 筆写の 楷書の 


形との 間 こま 

二  //  /L  S0  *PM  In 


ろい ろな 点で 違いが ある" それらは、 


刷 上と 手書き 上の それぞれの 習惯の 相違に 基づく 表現の 差 
と 見るべき ものである。 以下、 分 » して 例を 示す。 

1 明朝体 活字に 特徴 的な 表現の 仕方が ある もの 
⑴ 折り 方に 関する 例 


去 玄 


玄 


⑵ 点画の 組合せ 方に 関する 例 


裝 


レ 


⑶ 一 筆 押さえ 一等に 関する 例 


芝 


史 


ノ 


⑷ 曲直に 関する 例 


子 


'.斗 丁  .  j 


了 


( 5 ) その他 


於 


か 

A 


、レ 


Jy 


/ 


2 


筆写の 楷書では、 いろいろな 書き方が ある もの 


⑴ 長短に 関する 


雨 


\尸 /产 、尸 


./T 

1 

⑵ 方向に 関する 例 


匕 


比 


年 


、王" 


年年 年 


ネネ 

七 5 十 0  、一 & 


⑶ つける か、 はなす かに 関する 伊 


月 


JJ 

t  * ノ 

条 

w  i らぅ か、 とめる かに 関する 伊 


角 


角 


- 1 

— t , 冃 


⑸ はねる か、 とめる かに 関する 例 


S 


% 


公 ハ 4 

A 月 2 月 

2  E  7k 

M  A  ^ 

s  5N  0] 


プ 


セ. ic 


糸 


iNr 付 


⑹ その他 


タ  タタ 


本 


表 


* 


署 


「木 表」 には、 三省 觉 編修 所で 次のよぅに 手を 加えた。 

X  漢字の 字 種の 上に、 見やす いよぅに 見出し 仮名を つけた。 

2 「当用漢字 { 音訓} 表」 より 増えた 漢字 や 音訓には 〇 印を つけた 

3  r 学年 別 漢字 配当 表」 の 漢字は 赤色に し、 1 〜 6 の 数字で 配 
当 学年を 示した。 

4  赤色の 杏 _ は 、「特別な もの X は 用法の ごく 狭い もの」 (五べ 

!ジ 「6」 参照) である。 

5  「備考」 欄の、 熟字訓の 読み 仮 ^ と 「 J の いくつかを 省略した 
「例」 欄の 送り仮名は、 「送り仮名の 付け 方」 の 「本則」 「例外」 及び 
「通则7」に準じている。  (三 猶觉 編修 所 注) 


〇 


1 

1，11 

m 

プ •し1 ^ 

izp 

~ir  齔  r* 

%  Jr  k 

日 

訓 

例 

ァ亜 

ァィ哀 


ア 

アイ 

あわれ 

あわれむ 


4 ア 


肌 ® 麻亚 熱带 


ァク悪 (惡) 


5 


アク 

才 

わる ぃ 
了 ク 


哀愁 哀願 悲哀 

K れな話 哀れが る 
哀れむ 古 众れみ 

愛情 愛読 恋愛 

悪 

悪寒 好悪 憎悪 


悪事 悪意 


悪い 

擊 


悪さ 

握力 


悪者 

掌握 


育 域緯遺 遺 
児 内 度言棄 

教地北  遺 
育域緯  産 

発 区 経  遺 
育域緯  失 


暗 案 安安 扱 圧 握 
示 文い 全う 力る 

暗 案 安安 扱 圧 握 
愚 内ら 価い 迫り 

明 新 だ 不客気 一 
暗 案  安 扱 圧 握 

い  り I 


為 胃威委 帰依 医 囲 
政 腸 力 任 依頼 学う 

胃威委  依 医 囲 
行 酸 圧 員  拠療ぃ 

胃示委  依 名 
作 弱 威 細  然医 
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常用漢字 表 アツ ーイ ク 


尉官 


大尉 


異論 異同 奇異 
異にする 異なる 

移転 移民 推移 
移る 移り変わり 
移す 

偉大 偉人 偉観 

《早 い  韋 ぶる 

意見 意味 決意 
違反 違法 相違 


違 


童 
%  J 


間違 


息え る 見違える 間〗 里え る 

維持 維新 繊維 
慰安 慰問 慰労 

慰める 慰め 
慰む 慰み 


育つ 育ち 
育てる 育て親 


暗い 暗がり 

以上 以内 以後 
衣服 衣食住 作業衣 
衣 羽衣 

位置 第一位 各位 
位 位取り 位する 
囲碁 包囲 範囲 
囲む 囲み 


浴衣 


「三位 一 
従三位 

「サン ミ 
タィ 
サン ミ 


休 


為替 


尉 


\ 


ダ タ 


韋 

/f _ _ 


意 

違 


141 - 

慰 


イキ 


M 

%  X 

緯 

域 

育 


3 


こと 


つる 

つす 


えら 


> 


ちがう 

ちがえる 


V 


なぐさめる 

なぐさむ 


V 


イキ 
イク 
そだつ 
そた てる 


アツ 


_r (壓) 


あっか 扱 

ァン务 


音 


以 

衣 

位 


I 井韋 


医 S 

依 


委 

威 

冒 

為 (爲) 


にぎる 
アツ 
あっか 
了 ン 


やす 

アン 

アン 


飞 


ころも 


ら 


A 


為 


J む 


ェ 


V 


イ チ— エイ 常用漢字 表 
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つ息般 度 

一同 一 
筋 一 座 

一統 第 
月  — - 一 
目 


A 


人 U 


ヴ 


ク 


映英 泳 永 


\/ 


L 


|1 


宇 


右 韻 


6  4 


5 


2 


3 


1 


2  6 


エおエ なエ夂 
イ よイが イ も 


ウはウ  あウ はは ウウ みユ ウイ 

ンこン あめ  ね  ぎウ  ン 

ぶ  ま 


か か 
<  < 
れす 
る 


映 英泳泳 永 
画 雄ぐ 法い 

上 英泳水 日 
映 断ぎ 泳 永 


永 雲 雲 


運 運 雨 
海ぶ 動 


7 て 


永 隠 風 
久れ雲 


反 俊 
映英 


北 

冃 

泳 


永 

、 十. 


積 

乱 

部， 


長 


運 雨 

尸 


f 旧 


雨 雨 羽 三 白羽 宇 右左 
量 羽 羽毛 宙  右 
羽^^の  右 

降 飾! i 矢羽 気 手 座 
雨り  化 宇  右 


大 

雨 


海 雨 
運 具 


梅 

_ 


羽 羽 羽 堂 

芯 翼* 


右 

岸 

右 

折 

右 

派 


韻 隠 
律れ 

る 


隐 

す 


隠 

音れ 

^/t=i 

己 貝 


きめは 霧-梅 時 五に 厂に前 ぜ 
り 二 つ雨 ■雨 雨 月な 勺 卜に il 

さ r はし1、 4  雨 る ば ふ 来は 

め 1 るな 小  つる ご 

_ めさ ど 雨  i 丈て 音は 


春 万円 

逸話 逸品 逸する 


芋 里芋 


き 竿 


引力 引退 索 
弓  <  字 r リ 

引ける 

印刷 印象 調 
印 目印 矢印 
因果 原因 要因 


fi- 

U1 


因る 


H る 


姻族 婚姻 

満員 定員 社員 

議院 病院 

陰気 陰性 光陰 

陰 日陰 

陰る 凄 り 

飲料 飲食 痛飲 

飲む 飲み水 

隠居 隠忍 隠語 


イチ 


イチ 


'匕 (士官 

逸 (逸 


ン 


ひと 

ひと 

イチ 


ハ も 


大 


因 

女 

1 

院 

陰 


飲 


ひ 


ン 


く 


ひける 

イン 

しるし 

イン 

よる 

イン 

イン 

イン 


力 


力 


ン 

ーナ 


イン 

のむ 


\ 
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散 用 漢字 表 エイ ー エン 


煙 学園 援宴 
突 び 芸助会 

の 

煙 園 公応宴 
霧  園援席 
花 

喫 園 楽 声 酒 
煙  園援宴 


液体 液状 血液 
駅長 駅伝 貨物駅 
悦楽 喜悦 
越境 超越 優越 

M す 年 t し 
越える 山越え 
謁見 拝謁 謁する 
閲覧 閲歴 校閲 
円卓 円熟 一円 


- JJ 


V4 


円 さ 円み 


延長 延期 遅延 

延びる 

延べる 延べ 


延ばす 

へ 口 


沿 


沿線 沿革 

H 八 口、 

1—  ^  VI  IV 

炎上 炎天 火炎 
炎 


t. 


超す 
超え る 


丸 


びる 


i  す 

/Tn.  JF  -  一 


穴 4 

*  VI 


% 

\ 


つす 

える 


える 


はえ 


之る 


呂 


詠 

ノ\ノ 

MC 小 

鋭 


衞 


H キ易 


となむ 


む 


するど ぃ 


キ 


疫 

益 


やさしい 

ェキ 

ャク 

ェキ 


映る 映り 
央す 

_  睡 ^ V 

映える 夕映え 
栄養 繁栄 
栄える 栄え 

栄え ぁる 見栄え 出来栄え 

栄える 

営業 経営陣 営 
営む 営み 

朗詠 

詠む 

影響 陰影 撮影 
影 影絵 人影 
銳利銳 敏精銳 

鋭い 銳さ 

衛生 謹衛 守衛 

易者 貿易 不易 

容易 安易 難易 


-^ す 
米え る 


詠嘆 詠草 


易し 


易し さ 


疫病 悪疫 防疫 

病 神 

有益 利益 益す る 

御利益 


映 


1, ^ 


It 

•■■ ■l- rl * 


読む 


液 

駅へ 睪 

i 


B 

二 -: 口 

9 

% 

円 ( 

正 J 


易 

二 15 


6 


U 


キ 

キ 


こす 

こえる 

エツ 


ン 


まるい 

エン 

のびる 

のべる 

のばす 


ン 


炎 


宴 

援 


煙 


そ 


ン 

の お 


エン 

エン 

その 

エン 


エンー オツ 常用漢字 表 
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乙 

女 


i 部 母 
家 MM 


凹凸 凹面鏡 凹レンズ 

中央 


芯 


応用 呼応 


往復 往来 既往症 

押収 押印 押韻 


押す 


押し 


押さえる  W さえ 

欧文 西欧 渡欧 

ルス ー ~ ^ 

区才 


「反応： 順応 

などは 「ハ 
ン ノウ、 ジ 

ユン ノウ ー 


推す 
111 える 


殴る 

桜花 観桜 
桜 桜色 葉桜 
老翁 

奥義 深奥 
奥 奥底 奥さん 
横断 横領 専横 
横 横顔 横たわる 
屋上 屋外 家屋 

屋根 花屋 楽屋 

意 万 一意 

記憶 追憶 

虞 

乙種 甲乙 


袁 


けむる 

けむり 


*  *  tfc-N  - 

ijrl 


鉛 

塩 ( 


縁 (綠 


才 


汚 


けむ 

エン 

さる 

H ン 


才 

とお 

ン 

なま 

エン 

しお 

ン 

ン 

ふち 


> 


オウ 


才 

けがす 

がれる 

けから わし 

よごす 

よごれる 

きたない 

オヴ 


煙る 

S K 

级 

煙 ぃ煙 


六 


煙たがる 


野猿 類 人 m 犬猿の仲 

猿 

遠近 永遠 敬遠 
久遠 

遠い 遠出 遠ざかる 
鉛筆 亜鉛 黒鉛 
鉛 鉛色 
塩分 塩酸 食塩 
塩 

演技 演奏 講演 


縁故 


縁取 


血縁 

額緣 


汚点 汚物 汚名 

汚す 

汚れる 汚れ 

汚らわしい 

汚す  口汚し 

汚れる 汚れ 汚れ物 


凹 A 

央 

応 (應 


(歐 
殴 (歐 


桜 (櫻) 


因縁」 は』 
イン ネン〕 


汚 


汚らし 


i 子  帝王 


「親王、 勤 

王」 などは、 

「シン ノウ" 

キン ノヴ- 


翁 


(奥 

(橫 


オク 


屋 


▼し 

意 

ぉ それ 虞 

ォツ乙 


ォゥ 

ォヴ 

オゥ 

オヴ 

オゥ 

おす 

おさえる 

オゥ 

ォゥ 

なくる 

ォゥ 

さくら 

ォヴ 

ォゥ 

おく 

ォゥ 

よこ 

オク 

や 

オク 

オク 

おそれ 

オツ 


化 化 イ匕下 

下 

下 

け粧 石り 

ろ 

さ 

る/,  る 

f 化 

t 

る 

お# 学 

化げ 

き 

け, 文 

下 

化 化 

ろ 
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常用漢字 表 オロス ーカ 


化 力す 

火災 灯火 発火 
火 火花 炭火 
火影 

加入 加減 追加 

' x. r'o 

加わる 

可否 可能 許可 
仮面 仮定 仮装 
仮病 

仮の 住ま い仮に 仮処分 

幾何学 

何何 者 何事 
何 本 何十 何 点 
花弁 花壇 落花 
花 花火 草花 
佳作 佳人 絶佳 


おろす^!；" 


オン 


日 


十 S 


日 皿へ 四 ITrr 


穏 (穩) 


力 


-^1 


% 


おろす 

おろし 

オン 

ィン 

おと 

ね 

オン 

オン 

あたた 

あたたか い 

あたたまる 

あたためる 

オン 

お だ や 

力 

ゲ 

した 

しも 

AJ 

さげる 

さがる 

くだる 

くだす 


力 


走 


す 


卸 卸商 

音楽 発音 騷音 
音信不通 福音 
音物 音 
音 音色 

恩情 恩人 謝恩 
温暖 温厚 気温 

温か だ 
温かい 
温まる 
温める 

穏和 穏当 平穏 

穏やか だ 

下流 下降 落下 

下 ガ 下車 上下 

r  下見 

r  川下 

下足 下 

下げる 

下がる 

下る 

下す 


Tr  2^  -  ^9 
降ろす 

「観音」 は 

「カ ン ノン- 

「音 m 不通」 

は 「 t ンシ 

ンフ ツウー 


暖か 


力 


魄 まる 
111 める 


「安穏 

「アン 

r 手 


ン 


t 元本 基 

^^ ^ t f る 


く 


ださる 


火 


おろす 

おりる 

力 

ケ 

尤 于る 

F  Jr  -h  Jf  〆 


旧 


It 


5 


仮 (假) 


力 

ひ 


力 


くわえる 

くわわる 


力 

亡 


力 


力 


匕 


4— 


桂 


なに 


な 


力 


はな 

力 


餌す 
$ ろす 
降 リる 


r 


仮名 


力一 力 常用漢字 表 
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香華 荷 出家 家家 家 夏 
華美  荷主  来屋 

荷  家  夏 

散 繁物入 借 柄 本家 月 民 
華 華  荷 家  家庭 

初  家  真 

栄荷  元 分 作 夏 

華  家家 


力 


華 何 


3 


f  1 . »■ 

豕 


架# 


川 


2 


2 


2 


5 


田 


価 

m 


4 


力に 力 や 


ケ カな 


力 か 力、 
か け 
る る 


5 

力 力 か 力は はは 力 あ 力 
わ  てて た  た 

るす  い 


価値 価格 評価 

/I — 

果実 果断 結果 

果たす 果たして 〔副〕 

果てる 

果て 

可 n  可コ 1 可 
河 

科学 教科 罪科 
架橋 架空 書架 

架ける 

架かる 

夏季 初夏 盛夏 
夏至 


W - 


果物 


河岸 

河原 


掛ける 
® ける 

掛かる 

懸かる 


母家 

t 屋 


菓 

匕！ TT、 

咼© 

*7— 


咼一 

\ r< 


な 


力 


ず 


嫁 


段 


0^  へ 
r^f  ^ 

靴® 


寡 


すきる 
す こす 
あやまつ 
あやまち 
力 

よめ 


力 


|  I  J 丨 


箧 


力 


え 


i  /i 


華やか だ 華やぐ 華々 し：： 

菓子 製菓 茶菓 
K 物 貨幣 通貨 
渦中 

渦 渦潮 渦巻く 
過度 過失 通過 
過ぎる 昼過ぎ 
過ごす 

過つ 
尚 一ち 

再嫁 転嫁 嫁す る 
嫁 花嫁 


嫁 


嫁ぎ先 


叚 

H 


K /< 咼 

{ノノ  _ 


余暇 休暇 
叚  叚な寺 

u  J  7  U 

禍福 禍根 
製靴 

^-^-3  rKL  -  >  i  /  J 

寡黙 寡婦 多寡 
歌曲 唱歌 短歌 
歌 

歌ぅ 

箇条 箇所 
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常用漢字 表 カー カイ 


海 海 
原 女 


稼 © 


ui フ 
二 15 

か tt 

ガ我 


幽(走 


X3 


雅 

餓 


カ イ 


P 


灰 

会 (會 ) 


力 

かせ 

力 

か 

ガ 

われ 

わ 

ガ 

カ ク 

ガ 

め 

ガ 

ガ 

ガ 

カ イ 

カ イ 


まわる 

まわす 

カイ 


力 


稼業 稼働 


稼 

H K 

■H PT 

一一 Tn 


稼ぎ 

課 課する 


蚊 蚊柱 やぶ 蚊 
我流 彼我 自我 
我我々 我ら 
我が国 

画家 図画 映画 
画期的 計両 区画 
発芽 麦芽 
芽 芽生える 新芽 
賀伏 况贸賀 する 


蚊帳 


猶趣 


-1^ 


雅 風雅 


餓死  餓鬼  飲 反 
介入 紹介 介す る 

回答 転回 次回 

回向 

回る 回り 回り道 

回す 手回し 

灰白色 石灰 

灰 灰色 火山灰 

会話 会計 社会 

会釈 会得 法会 


夜 

j  / 

改 


圣 


-P 刀 © 

■T  \ ， 

悔( 


界 

皆 


、一 


八 曾 


あ 

力 


ころよ 


.4 


力 


\ 


ましめ る 


カイ 

あら 


める 


あらたまる 
カ ィ 

ぁやしい 

あやしむ 

カィ 

カィ 

くいる 

くやむ 
くやしい 
々ィ 
ぅみ 
カィ 
カ ィ 

みな 
乃 ィ 

カイ 


快活 快晴 明快 

快ぃ 

戒心 戒律替 戒 

戒める 戒め 
改造 改革 更改 

改める 改めて 〔副 
改まる 

怪談 怪物 奇怪 

怪しい 怪しげ だ 
怪しむ 

r 一刀^ n  秀口刀 

_眼 後 海 


ノ 


\ 


る每 


%— 


悔やむ お悔やみ 
悔しい 悔しが る 

海岸 海水浴 航海 
海 毎 鳥り 

V#—  *  VI ,0  ft  - 

境界 限界 世界 


上白 由；  上白』 ^ 

皆 皆さん 
機械 


皆 出席 


画 

絵本 絵図  口絵 


カイ ー カク 常用 漢字 表 
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各各 垣概該 慨 
自  念 当 嘆 
垣 

各 根 大該憔 " 
種  概博 慨 

各 概当感 
位  し該 慨 

て 


I  X  I  I  I 

溶 溶 溶  明 空 明 空 

(+ かく  けけ くく 

るす  るる 


外出 海外 除外 
外科 外題 外道 
外 外囲い 
外 その外 
外す 踏み外す 
外れる 町外れ 
が ^ 

書 悪 被害 損 書 
生涯 

街頭 市街 商店街 
街道 

街 街角 


角度 三角 頭角 
角 街角 四つ角 
角 角笛 

披大 拡張 拡声器 
革新 改革 皮革 


ガイ 


ガイ 

ゲ 

そと 


% 


垂〇 


はずす 

はずれる 

ガイ 

ガイ 

ガイ 


ガ 


力 


まち 


カ ク 


既( 

既へ旣 

垣® 

各 


角 


仏 (3 

^ X \  J  } 


革 


カイ 

ガィ 

かき 

カク 

おのおの 

カク 

かど 

つの 

カク 

カク 


々イ II 


じ 1 


(壞 


裏 (褻 

til  ^  —4 1 


カィ 
ひらく 
ひらける 
あく 
あける 
カイ 
カ イ 
ゲ 


とかす 

とける 
カ ィ 

かたまり 

カ イ 

こわす 

こわれる 


力 


ところ 


なつかし 


なつかしむ 
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なつける 


開始 開拓 展開 


開く 

開ける 


開き 


開ける 開けた て 
階段 階級 地階 
解決 解禁 理解 
解脱 解熱剤 解毒剤 
解く 


かす 


解ける 
塊状 山塊 
塊 

壊滅 破壊 決壊 

壊す 

壊れる 

懷中 懷古 

懷 懐手 内懐 

懐か 


i 袈 


暖かし む 


ける 


貝 貝細工 ほら貝 


割 割 割 割 割渴 渴喝活 括干掛 褂掛 額 
くれ f る 愛く 望 破 動 弧 潟  かけ 
る;:、  るる 

_  割渴渴 一 活一〇 

ひ當  拠き 水喝 力括〇 

び,  潟 

割 K：  分  恐 生 包 

れ $  害 ij  喝活括 

»] 


製 


乾 


保/^ 縣碎勿 U 脱 

かかる けけ 
る^)  るろ 


神 

楽 


18  常用 漢芊表 カクー カツ 


学習 利 学 大学 

ム し ご 

学 j 

岳父 山岳 
〇〇岳 

楽隊 楽器 音楽 
楽園 快楽 娯楽， 

楽しい 楽し さ 楽しげ だ 

楽しむ 

額縁 金額 前額部 


カ ク 


，又 n 


5 


雛 


s) « 


丄 a 孑 


4 


/ 


軟 

一崗 


p ■し*  1 1 

At 


6 


5 


蒦 


M 


かわ 

カク 

コウ 

カク 

カク 

から 

カク 

カク 

おぼえる 

さます 

さめる 

カ ク 

カク 

へだてる 

へだたる 

カク 

カ ク 


犬 


一し か 


たし 力める 

カ ク 

える 

カク 

カク 


革 革靴 

格式 規格 性格 
格子 

核心 核反応 結核 
甲 殼地殼 

殼 貝殻 

kh  Jr  KM  へ- fa h^L 
城 享  ケ享 -« 享 

覚悟 知覚 発覚 

覚える  覚え 

覚ます  目觉ま — ン 

覚める 目覚め 
匕 

Li- 

隔離 隔月 間隔 

鬲 てる  1 て 
隔たる 隔たり 

閣議 閣僚 内閣 

確定 確認 正確 

確か だ 確か さ 

確かめる 

獲得 捕獲 漁獲高 

獲る 獲物 

威嚇 

収穫 


皮 


AXT 


得る 


// ク 


rrr 

XX 


岳 ( 1 ) 
楽 (樂 


2 


1  _vm  ^ 

-I 

左" 


5 


\ 


かける；^ 


カク 

まな 

ガク 
卜 J ナ 

ガク 

ラク 

たの 


む 


々ク 

ひた 


% 


力た 


荷 〇 


括 


2 


喝 (喝 〇 

易 f 曷 


-l!  I 

* 'l 1 * J 


6 


かける 
かかる 
かかり 
かた 
カ ツ 
カツ 
カツ 
カ ツ 

力 わく 

カツ 

わる 

わり 

われる 

さく 


カツ ー カン 常用漢字 表 
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甘 甘 干 I) 

ぃ言 行 

甘 甘 発 
み受 刊 

甘 週 
味刊 
料 


官肝 肝完击 
庁  臓 全 

肝  缶 

官 っ肝完 詰 
能 玉胆成 

黎] 

教  肝未击 

%  姜兀 


力 か 
ン る 


か か 
ぶ つ 


力 


目 肝完吿 

かふは 

击隹 


4 


& 


干 刈 株 且轄褐 


5 


6 


6 


〇 


滑走 滑降 円滑 
滑る 滑り 
滑らか だ 

褐色 茶褐色 
管轄 所轄 直轄 


0 


株 株式 

)(11 る xy りスれ 

丁 渉 干潮 若 千 
干す 千し 物 

干上がる 干物 潮干狩り 


in える 

甘やかす 

汗顔 発汗 

汗 汗ばむ 


カ ツ 

すべ 

なめらか 
カツ 


力 


M 


ン 

ほす 

ひる 


力 


ン 


あまい 

あまえる 

あまやかす 

ン 

あせ 

ン 

カン 

カン 

きも 

カン 


冠 


ul 彳 

々旧 一々 臼) 

7y  パ 7)  / 


乾 


勘 

患 


貫 


: 表 


奐 

14 一 

堪 

換 


ン 

かんむ 

カン 

く 

まき 
カ ン 
カ ン 
ぉちぃ 
おとしいれ 
カン 


% 


力 わ 力す 
カン 
ン 

わずらう 

ン 


らぬ 


く 


ヵン 

さむ 

カン 

カン 


て 


J 、 c s 


冠詞 王冠 栄冠 
冠 


巻頭 圧巻 


巻 


巻く  巻き貝 

巻の 一 

看護 看破 看板 
陥落 陥没 欠陥 
陥る 
陥れる 

乾燥 乾杯 乾電池 
乾く 
乾かす 

勘当 

患者 


長 患 
縦貫 


尺貫法 


貫通 

貫く 

寒暑 寒村 厳寒 
寒い 寒がる 寒空 

喚問 召喚 叫喚 

堪忍 
える 

換気 換算 交换 
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常用漢字 表 カン ー ガン 


含 

含 

含 

丸 

丸 

丸 

丸 

U-m 

艦 

観 

簡 

王 辰 

館 

^pn 

厘 

、虫 

退 

緩 

緩 

緩緩 邊 

臣と 

JHL 

歓 

関 

め 

む 

有 

め 

い 

藥 

賞 

船 

察 

単 

状 

内 

Bt-K!* 

兀 

咸 

i 芯 

め 

む 

や t 

、和 

視 

迎 

る 

る 

丸 

る 

か 

関 

含 

含 

丸 

太 

弾 

鑑 

艦 

客 

簡 

T 叫 

ki 

旅 

生 

緩 

だ 

妙 

m 

臣ヒ 

.JTTL 

歓 

取 

み 

蓄 

み 

丸 

定 

隊 

観 

易 

m 

館 

vmt_ 

M 

み 

慢 

督 

声 

丸 

関 

包 

丸 

洗 

砲 

年 

軍 

壮 

書 

循 

VA 

緩 

総 

交 

の 

含 

さ 

い 

丸 

^nn 

艦 

観 

簡 

T-tnt 

iM 

a 

=14 

日 

\tTTt 

M 

急 

臣ヒ 

.JITL 

歓 

山 

円 


矗 


_ 

変替代 変替代 

めめ 

わ わ わ 足 乙 足 

るる 

るるる るるる 

ガ 


含 


丸鑑艦 銳簡環 館還憾 

m 


緩 


臣 t 

jxn* 


歡 


管 

慣 

慣 

慣 

{兵 

感 

幹 幹 

寛 

觔 

理 

ら 

れ 

例 

心 

線 

大 

め 

す 

る 

る 

管 

慣 

'  4-1 - 

m 

咸 

#  tip  % 

幹 

寛 

制 

慣 

fl： 

§ 五 
pp 

覚 

事 

容 

勧 

れ 

め 

鉄 

習 

門 

直 

根 

寛 

管 

慣 

外 

感 

紅, 

厳 

勧 閑 間間 世間 定棺 敢換 換 
誘静  間隔 款 ぉ然 わえ 

間間  け  るる 

勧 閑 違 柄 人中 借  果 
奨 却う  間間 款石敢 

棺 

勤 繁客  時 落  勇 

告閑間  間 款出敢 

棺 


せ 

カ ン 
カン 
カン 
ゆるい 

ゆる や 
ゆるむ 
ゆるめる 
カン 
カン 
カン 
カン 
カン 
カ ン 
カン 
カン 
ガン 
まる 


3: る 


み るめ る 
"ン 


隊 ff 関 # » する 


カ ン 


敢 

棺 


士示 

:; J 

ut H 


+ ij- お 

5 含 


寛 (寬 


惑 


y へ 霞 

1 1-9 ^  H^y, 


える 
わる 
カン 
カン 
カ ン 
カン 
ケン 
ぁいだ 

ま 

カン 

カン 

す ^ る 
カ ン 

カン 

みき 

カン 

カン 

カン 

なれる 

ならす 

カン 


カ ン 


ガン ーキ 常用漢字 表 
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開眼 岩 岩 岸 
眼球  石 

t-直 I  『上 1 

石  间 

眼 場 岩 こ 
力  塩う 

M-J 


IU 

甲 

遺 

対 

|~M 

序 

彼 

岸 


既既軌 紀季祈 祈 奇汽忌 忌 忌 
に 成 道行 節る 願 襲 車 まむ 避 

わ 

既広紀 四 祈 祈 奇汽し  忌 
婚軌元 季り念 数 船い  中 


帰 鬼 鬼 
還  神 
鬼 

帰 ご 鬼 
納っ才 

復 餓 
帰 赤 鬼 
鬼 


飢飢起 

え餓こ 
る  す 

飢 

之 


起 起 

こき 

るる 

早 

起 

き 


起 

AL 

起 

源 

奮 

起 


記 記 
す 入 

記 

一口 

万 


I 


火成岩 


眼 どんぐ リ眼 血眼 

頑強 頑健 頑固 

顔面 童顔 厚顔 

顔 横顔 した リ顔 

願望 祈願 志願 

願ぅ 願い 願わしい 

企画 企図 企業 

企てる 企て 

危険 危害 安危 

危ない 危ながる 


危 


危ぶむ 

机上 机辺 

机 

気体 気候 元気 

気配 気色は む 火の気 

岐路 分岐 多岐 

希望 希少 希薄 


禁忌 


汽笛 

珍奇 


雨季 

風紀 

常軌 

既往症 


河岸 


M 也 兄 


霞 


忌 


1  4 - 

奇 

祈 (祈 

fe .L 


意気地 

浮気 


糸 

軌 


(旣) 


起 


飢 


鬼 

帰 (歸 


キ 


む 


いまわし 

キ 

キ 

キ 

いのる 

キ 

キ 

キ 

キ 

すでに 

キ 

しるす 

キ 

おきる 

おこる 

おこす 

キ 

うえる 

キ 

ぉに 

キ 


数 


言 乍 偽 偽 偽 適 
欺  る名宜 
偽 

物 偽 真 便 
り 偽 宜 
偽 

札  虚 


た ギギう ギ ギあギ にい ギギ わギ キはキ かキつ キ は キ 
わ  た  ざせつ  ざ  た  が  つ  た 

む  が  む  わ  や  わ 

れ  うくる  く 

る 


^5： 迎一 -EtL. 

I 貝 貝 

権ぶ ぶ 

放 

棄 

\  cJn 

遺 

棄 


旗手 旗艦 国旗 
旗 旗色 手旗 
器量 器用 陶器 
器 

輝石 光輝 

^,ir  kr—  i  コ H i.  \  〆  \ 

輝く 輝き 輝 力し レ 

機械 機会 危機 
機 機織り 
騎士 騎馬 一騎当千 
技術 技師 特技 
技 


義理 意義 正義 
疑念 疑問 容疑 

疑ぅ 疑い 疑わ — ^ い 

儀式 威儀 地球儀 
戯曲 遊戯 児戯 
戯れる 戯れ 


司 L 巾る 

帚す 
基 


其 土 

基づ 


基地 


寄贈 寄港 
寄る 近寄る 身寄り 
寄せる 人寄せ 

規則 規律 定規 
喜劇 悲喜 歓喜 

喜ぶ 喜び 喜ばしい 

幾何学 


1 


つ 幾ら 


揮発油 指揮 発揮 
期間 期待 予期 

最期 この 期に 及んで 

棋士 棋譜 将棋 

貴重 貴下 騰貴 

貴 

貴 


業 


ギー キュウ 常用漢字 表 
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休 休 旧 
む 止 道 

休 休 新- 

み  憩  旧 

定 復 
休 旧 


三 旅 乗 売 
脚 客 客 却 


詰 詰 詰 詰 喫吉吉 菊議犠 擬 
むまめ 問 煙 報 日  論牲音 

るる  菊 

詰  難満 不吉 花 会犠擬 

み 行 詰 詰 喫 吉例  議打人 

きめ  白  法 

詰物 面 喫  大菊異 
ま  詰す  吉  議  模 

る  る  擬 


九分九厘 九月 
九日 九重 

九つ 

永久 持久 耐久 
久遠 

久しい 久々 
及第 追及 普及 
及ぶ 及び腰 
及び 〔接〕 

及ぼす 

弓道 弓状 洋弓 
弓 弓矢 

丘陵 砂丘 


^ まる 

休める 気休め 
吸収 吸入 呼吸 
吸ぅ 

不朽 老朽 腐朽 

朽ちる 


却下 退却 
客間 客車 
客死 主客 
WSE  脚本 

脚立 行脚 


P 利の №1 

# JJ4  逆転 頃 吏 

逆立つ 逆さ 逆さま 

逆らう 

虐待 虐殺 残虐 

虐げる 

九 百 三拝九拝 


吉日 


ーキ ツジ 


久 


及 


丘 


/J-  I 


(舊) 


吸 


ク 

ここの 
ここ € 
キュヴ 


ひさしい 

キユゥ 

およぶ 

および 

およぼす 

キユゥ 

ゆみ 

キユゥ 

おか 

キユヴ 

キニゥ 

やすむ 

やすまる 

やすめる 

キュウ 


r 


ギ 


キク 

キチ 


擬 

犠 (犧 

議 

菊 

吉 


キッ 喫 


詰 


キヤ ク 


却 

を 


■ 1 

脚 


ギヤ ク步一 


虐 


キユヴ 


ギ 

ギ 

ギ 

キク 

キチ 

キッ 

キツ 

キツ 

つめる 

つまる 

つむ 

キヤ ク 

キヤ ク 
カ ク 

キヤ ク 

キヤ 

あし 

ギヤ ク 

さか 

さからぅ 

ギヤ ク 

しいたげる 

キユウ 
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究究求 求 

め 明め 職 
る  る 

研  要 
究求求 

め 

学  追 
究  求 


雑 

j  1 1  % 


揚 上掲 上 

がが げげ 
るるる る 


:ゲ 

泣 


感泣 

泣き沈む 


急速 急務 緊急 


急 


急ぎ 


等級 上級 階級 
糾弾 紛糾 
宮殿 宮廷 離宮 
宫司 神宮 東宮 


一呂 み 


助 救援 救急 


次 

1 - II ― H 


救 


% 


球形 球技 地球 


A- 


給水 配給 月給 

窮極 窮屈 困窮 

窮める 

窮まる 

牛馬 牛 ? L 闘牛 


キ 


窮める 

極める 


「宫内 庁」 な 

どと 1$ う 


コ 


究める 

極める 

.極まる 


f  *  n 

居 

tr/ 


巨 


学 (擧) 


虚 


キヨ 

コ 

さる 

キヨ 

キヨ 

いる 

キヨ 

こばむ 

キヨ 

ゴ 

キヨ 

あげる 

あがる 

キヨ 


巨 

DM 

ギョ_: 


御 


キヨ 

ゆ るす 

キヨ 


ぅお 

さかな 


去る 〇 
巨匠 巨万 


牛 

去年 去就 除去 

過去 

去る 

巨大 

居住 居室 住居 
居る 芝居 
拒絶 拒否 
拒む 

拠点 占拠 根拠 
証拠 

挙手 挙国 壮挙 
挙げる 挙げて 〔副〕 
挙かる 

虚無 虚偽 空虚 
虚空 虚無 憎 


許可 


H P 


諾 特許 


許す 許し 
距離 

魚類 金魚 鮮魚 
魚 魚市場 
魚 魚屋 煮魚 
御者 制御 


キュゥ 求 

究 


I じ 


級 

糾 


糸 

.3 弓 


キユゥ 

とめる 

キユゥ 

わめる 

キユゥ 

なく 

キユゥ 

いそぐ 

キュヴ 

キュウ 

キュウ 

グウ 


ギュウ 


みや 

キユゥ 

■1- くう 

キユゥ 

たま 

キユヴ 

キュウ 

きわめる 

きわまる 

ギュウ 


一言 尻 士 


ギョー キョウ 常用漢字 表 
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挟 峡状協 供 供 供 供 享 
擊谷況 力  え 物 給 有 

子る 

地 実 協 供  供提 享 

峡況会  お 養 供 受 

海概妥  え  自享 

峡況協  供 楽 


挟 峡況協 
挾峽 

~ ノ 

»  4 


キ 

キ 

キ 

キ 

ョ 

ョ 

3 

ヨ 

ウ 

ウ 

勺 

ウ 

「獵 」 の 字音 
の 転用 


「京浜、 京 

阪」 なと レ 

使う 


備える 


狭 (狹 


恐 


脅 


1 % 
^Jty 


はさむ 

はさまる 

キヨ ウ 


せ 

せばめ 
せばまる 
キヨヴ 
おそれる 
おそろしい 
キヨヴ 
ぅやぅやし 

キ ヨウ 

むね 
むな 
キヨ ヴ 

おびやかす 
おどす 
おどかす 
キョウ 
ゴウ 


0 


J: まる 
よめる 


挟む 
挾 まる 

狭量 広狭 偏 

狭い 狭 苦 

狭める 

狭まる 

恐怖 恐縮 恐慌 
恐れる 恐れ 恐ら 


恐ろし 


飞 


恭賀 恭 
恭 

胸囲 胸中 度胸 
胸 

胸板 胸毛 胸騒ぎ 
脅迫 脅威 


A 


1^9 


脅す 脅し 脅し文句 


かす 


PJ  FIK* 

強 nn 
击、 

nj  V 
強まる 
強める 


強要 勉強 
蛍青虽 欠 UIL 

^Jry  ^ —  JhJ 

%  1  %■  ) 
強力る 


御飯 御用 御殿 
御中 御礼 
漁業 漁船 漁村 
漁師 大漁 不漁 
四 悪 凶作 吉凶 
共同 共通 公共 
共に 共々 共食い 
叫喚 絶叫 

叫ぶ 叫び 
狂気 狂言 熱狂 
狂う 

往 おしい 

京 虱 上京埽 京 


龟 


キョゥ (] 


叫 


狂 


M 


.口 下 


おん 

ギヨ 


ウ 


キヨ ヴ 
キヨウ 


キ ヨウ 

さけぶ 

キ ヨウ 


く 


るう 
る おし 


キヨ ウ 

ケイ 

キヨ ヴ 

キヨ ヴ 


そなえる 


境 境 境郷郷 教教教 強 
内界 士里わ え 育い 
境  るるる 

§  境 近郷  教 

地 郷土  教訓 無 

え  理 

逆 在 興  示 強 

境郷郷  教ぃ 


斤 玉 玉 極極 赞極 極 

量  座み まる 上限 

目  る 柄^ 

玉 玉  2 極 終 

石  極 § 秘 極 

宝  リ 赞至積 

-H.  三 極極 

,  占 勺 

t  t  I 

球  m 窮究 

ま めめ 
るるる 


rzu 

间 

曲 

曲 

曲 

凝 凝 凝 

立 R 
口） 

げ 

が 

線 

ら 

る 固 

る 

る 

す 

時 

曲 

凝 凝 

局 

而 

リ結 

糾- 

本士 

名 

凝 

kl 

1ft 

视 

業 業 暁 暁 仰 仰 信仰 
病績  天せ ぐ 仰 視 

nrr.i 

靠:職 今  仰 

^ 業  暁  天 

白 

業卒  通  仰 

自業  暁  角 

得 


26  常用漢字 表 キョ ウー キン 


^ 晌釣 橋 歩道橋 
橋 丸木橋 

矯正 奇矯 
矯める 矯め直す 


眼鏡 


ギヨ ウ灯 


暁 (堯 


業 


キヨタ 


rr/ 


ギヨ ク 


キン 


3 


5 


5 


4 


ギヨ ウ 


n 


__* ■ 


あおぐ 

おおせ 
ギヨ ウ 

, /J つ ^ 
ギヨ ウ 
ゴウ 

わざ 

ギヨ ウ 
こる 
こらす 
キヨ ク 

まかる 
まげる 
キヨ ク 
キヨ ク 
ゴク 

きわめる 

きわまる 

きわみ 

ギヨ ク 

たま 

キン 


キヨウ 


2 


^Rp 


6 


Yu 


5 


rc 


5 


矯 〇 


乂1し 

>_ノ 

/; 山 


4 


4 


しいる 
キ ヨゥ 

おしえる 
おそわる 
キヨ ゥ 

ゴゥ 
キ ヨウ 


響 S- ) 


さ 力い 
キヨヴ 

はし 

キヨ ヴ 

ためる 

キヨウ 

力 力み 

キヨ ウ 

ケイ 

きそう 

せる 

キヨ ヴ 


ひび 


く 


キ ヨウ 

おどろく 

おどろかす 


弾 


キンー グウ 常用漢字 表 
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I  I 
明 開明 開 
けけ くく 
るる 


キン 


キン 

キン 


金 


J— 


菌 

就 ペ萬 


琴 


V ね 


木 一 


ちか 

キン 

コン 

かね 


i  % 


均等 

近所 

近い 


均 I 
近代 

斤て つ 


平均 

接近 


5 道 

%- r-v 、 1 


キン 

キン 


n ン 


とめる 

とまる 


緊 

裏 堇 

1 ざ P  \ 一 三 口 


ギン 


襟 

吟 


〇 


キン 

こと 

キン 

すじ 

キン 

キン 

キン 


純金 


金属 金銭 

金色 金剛力 黄金 

金 金持ち 針金 

金物 金具 金縛り 

細菌 殺菌 保菌者 
勘務 勤勉  h 勧 

勤行 

功め る 防め 

♦U 3  一  3  1*0 

勤まる 

萼 


木琴 手風琴 


琴 

筋肉 筋骨 

筋 筋 書 

禁止 禁煙 


鉄筋 


大筋 


つし む 


キン 

えり 

ギン 


厳禁 

緊張 緊密 緊急 

謹慎 謹賀 謹呈 

謹む 謹んで 〔副〕 

襟度 開襟 胸襟 

襟 襟首 

吟味 詩吟 苦吟 


ク 


銀 

x'  (一品 


▲ ― ノ 

^ c 

4 ■一 J 

H  L 


努める 

務める 


■む 


M 


ギン 

ク 

ク 

ク 

くるし 


\ 


く 


く 


るし む 
る i める 


力 


1 


かる 


4 

ク 


愚 


ク 


クウ 


じ 


グウ 


禺 
/ — 

遇 

禺 


〇 


かける 

かる 

グ 

グ 

おろか 

クウ 

そら 


あ 


く 


あける 

から 

グゥ 

グゥ 

グウ 


銀貨 銀行 水銀 
区別 区々 地区 
p J 集 字句 節句 
苦心 苦労 辛苦 

苦しい 苦しがる 見苦し い 

苦しむ 苦しみ 

苦しめる 

苦い 苦虫 苦々 

苦り切る 

駆使 駆逐 先 

駆ける 抜け 

駆る 駆り立てる 

具体的 具備 道具 
恐 問 愚鈍 暗愚 

愚か だ  愚かしい 

空想 空港 上空 
空空 色 青空 
空く 空き巣 
空ける 

空空 手 空手形 
偶然 偶数 配偶者 

境 禺〗 # 遇  禹 j する 
一隅 
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常用漢字 表 ク ツー ケイ 


群 群 群 郡 軍 薰薰勲 訓君君 繰 掘 掘 屈 隅 
れれ居 部隊 る 風 功 練  主る る 削 辱 
る  母片 

大〇軍 薰薰勲 教君君 繰  発 屈 隅 
群 〇備り 陶章訓  臨り  掘 伸 
郡  返 

抜  空  殊音  諸す  採不 

群  軍  勲訓  君  掘 屈 


I  時 
謀 図 量 測 計 

心る るる 


形 


掛 


掛 

か 

る 


型 


群す ずめ 群 千鳥 群がる 

兄事 父兄 義兄 

兄弟 

兄 

刑罰 刑法 処刑 

形態 形成 図形 

形相 人形 


ケ v 

かかげる 

ケイ 


形 形見 手形 

形 

_「_f  / 

系統 系列 体系 
直径 直情径行 
球茎 地下茎 
茎 歯茎 

係累 係争 関係 
係る 

係 係員 庶務 係 
原型 模型 典型 
型 型紙 血液型 
契約 契機 黙契 
契る 契り 
計算 計画 寒暖計 
計る 

計らぅ 計らい 

恵 贈 恵与 恩 患 
恵方参り 知恵 
恵む 恵み 
啓発 啓示 拝啓 
掲示 掲載 前掲 
掲げる 

溪谷 渓流 雪渓 


香る 


系 

径 (徑) 

莖 


係 


3 


幵， 


契 


2 


兄さん 
「兄弟」 2 

「ケイ テ 

と 読む， 

も ある 


恵 (直 心 


啓 

掲 


渓 (溪) ® 


29 


憩 憩 休慶継 継携携 

ぅぃ憩 韦 &龜 わえ 

る る 

慶継継 
祝ぎ 承 


携傾傾 傾 軽軽 軽景 
带 けく 斜 やい 快 気 
る  か 

必  傾 傾 だ ぢ： 軽 風 
携  き 倒  ^ 薄景 

提  傾 

Ws  向 


敬 敬 蛍 

蛍 

経 

経 

経 

う 意 

儿 

る 

費 

灯 

敬 

お 

経 

月 段 

蛍 

経 

済 

光 

尊 

塗 

写 

経 

敬 

科 

経 

験 

手軽 光 
軽率 景 


又 • 


じ へ 
二 


5 


【虫 S)G 


6 


ケイ 

キョウ 

へる 

ケイ 

ほたる 

ケイ 

ぅやまぅ 


1 


4  ケ 


ケ 


三 乂 


“ i1. / 

luy 

i  7V 

用 


頃 

/1» 


雀 

ij 


ツ 

ケ 


Av^m— 


慶 


[5 

匕 

叮 

4 

かるい 

かろやか 

ケィ 

かたむく 

かたむける 

ケィ 

たずさえる 

たずさわる 

ケイ 


ケ 


ケイ 


> 


> 


〇 


読経 


l i 、  i 
男 色 


唼 < 

IT1 

次 A 


II 


6  ケイ 


ケ 


ゲ 


iL 

ふ ^ 
& 


(藝 


4 


にわとり 

ゲィ 

ゲイ 

むかえる 

ゲイ 

くじら 


ゲキ 


Ffe /^ 

撃 (撃 


6 ゲキ 


ゲキ 


文 


6 


ケツ 


欠 (缺) 


4 


フ 


ゲキ 
よ デし 

ヶツ 

かける 


力 


ケッ 

あな 


5 ケ ~ 


ち 


ゾ 


央 

、 '■ / 


5 


ケヅ 

きめる 

きまる 


瞥 


瞥戒 警察 


鶏卵 鶏舍 


,| 1-- づ 

方 


芸術 


X 匕 匕 


文芸 


迎合 歓迎 送迎 
迎える 出迎え 
鯨油 捕鯨 
0 

劇薬 劇場 演劇 
擊退 攻撃 ^ 1 撃 

激動 感激 激 する 


激し 


V4 


激し さ 


欠 


欠乏 欠席 
欠ける 

欠く 

穴居 

穴 

血液 血統 鮮血 
血 鼻血 

決裂 決意 解決 

決める 取り決め 

央 まる  決まり 


, — . フ 
Vr*  , 

寸 つ 

一一 m  \ 


見 見 見 件 犬 
える 学 数 

る 

下見 事 
見地 件 

意条 
見 件 


30  常用 漢罕表 ケツー ケン 


見せる 顔見せ 

衆 車券 旅券 債券 

肩章 双肩 比肩 

肩 

建築 建議 封建的 

建立 

建てる 建物 二階建て 


結論 結婚 連結 

結ぶ 結び 
結ぅ 元 結 
結わえる 

傑物 傑作 豪傑 
潔白 清潔 純潔 

Z/ 代 1 

潔し 

月曜 明月 歳月 
正月 九月 
月月 見  三日月 
犬歯 愛犬 野犬 


ケ 


y 


ぐ； 


傑 


ゲヴ UT 


ケン 犬 


見 


券 

11  冃 


4— 


ヶツ 
むすぶ 
ゆぅ 

ゆわえる 

ケツ 
ヶ ツ 

いさぎよ 
ゲッ 
ガツ 

つき 

ケン 

ぃぬ 

ケン 

ケン 

みる 

みえる 

みせ 

ケン 

ケン 


ケ 


文 


n ン 


て 


五月晴れ 

五月雨 


0 


tv 


Ji てる 


(研) 

“一一 へ v 糸 

儉 (儉 

液 


契 一 僉 


軒 

卜 -* 二 


ケン 

と 

ケン 

ケン 

ケン 

かね 

ケン 

つるぎ 

ケン 


0 

-r,  a  ^ 


巻 卷 


堅 


檢 


嫌 


〇 


ケン 

すこやか 

ケン 

ナつ  \  % 
(  4^  I  L- 

ケン 

ケン 


力た 

ケン 

ケン 


献 (默) 


き 


ケン 


建つ 

研究 


戸 建ち 


研修 


fiM 


県庁 県立 〇〇県 

儉約節 俟勤儉 

兼用 兼任 兼職 
兼ねる 

剣道 剣舞 刀剣 

nu 

癸 

軒数  一軒 
軒 軒先 
健康 健闘 強健 

健やか だ 

険悪 危険 保険 

険しい 険し さ 

圏内 圏外 成層圏 

rF^ 


/ 


各 q 
呰 匿 

皆し 

検査 検 


0U, 


点 険 


嫌惡 

機祿 

/- tkz 

墙う 


嫌疑 


0 


嫌 だ 嫌 かる 嫌気が さす 

献上 献身的 文献 


ず 


硬 
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架 掛架掛 

かか け i ナ 
るるる 〇 


食 


ケン ー ゲン 常用 漢罕表 


ケン 絹 


虫 目 J 


権 (權 


春 


二 一一 rv 

蔺 


n 


ケン 

きぬ 

ケン 


絹布 人 


献 


U1 H 


薄 


an 


> 


\ 力 、つ 

つ かわす 
ケン 


酉 ハ 

磊 

入 残 

§ 


/ 


ケン 

ケン 

かしこ 

ケン 

ケン 

まゆ 

ケン 

ケン 


ゲ 


じ 


2 


ケン 

ケ 

かける 


力 力る 

ゲン 

ガン 


遣外 派遣 分遣 
遣う 金遣い 


沮 わす 


権利 権威 人権 
化 権現 

憲法 憲章 官憲 


K 人 


明 先賢 


兼 直  兼 六 t 

11 1: d  t - |1屮 § [] 

繭糸 

繭 繭玉 
顕著 顕彰 


顕微鏡 


試験 


験 実験 


験が ある 霊験 

懸® 懸賞 懸命 

懸念 懸想 
懸ける 命懸け 

懸かる 

元素 元気 多元 

元日 元来 


HM 


幻 


玄 


玄 

EJ 


狠 


ちと 

ゲン 

ま ぼろ 

ゲン 

ゲン 

ゴン 


元 元帳 


兀 


UI し 


原 

'  7t 


厳 ( 嚴 


ゲン 

つる 

ゲン 

かぎる 

ゲン 

はら 

ゲン 

あらわれる 

あらわす 

ゲン 

へる 

へらす 

ゲン 

みなもと 

ゲン 


幻滅 幻覚 夢幻 
幻 

玄米 玄関 幽玄 

言行 言論 官一一 | 一ー ロ 

言上 伝言 無言 

言ぅ 物言い 

言葉 寝言 
上弦 正弦 


本 基 


玄人 


限度 制限 期限 
限る  限り 

原因 原理 高原 
原野 原  松原 
現象 現在 
現れる 現れ 
現す 

減少 増減 加減 
咸る 目 域り 

減らす 人減らし 

源泉 水源 資源 

源 

厳格 厳重 威厳 


■  ■  f 

河原 • )!! 原 


.表れる 

.表す 

著す 


己 知 自厳厳 荘 
己 己 tl か 厳 

いだ 

克利 
己 己 厳 
し 
さ 


枯枯故 故 弧 孤 固 
れ死郷 状 児い 
る  故 

枯に故 括 孤 固 
枯淡  意 弧 独 さ 

fl 

木栄  事 円 孤 

ネ 占  故 弧 立 


硬坠 

いい 
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常用 祕 午 表コ 


3 


戸外 戸籍 下戸 
戸 雨戸 

古代 古典 太古 

古い 古株 古びる 
使い古す 

乎及乎芯ズ乎 

n^..  nM  rr  1/  nu, 

呼ぶ 呼び声 
固定 固有 堅固 
固める 固め 

II まる  固まり 


己 


TnJ 

弧 

/ 义 

1 


40 


n 


おご そ 
きびし 


% 


キ 

ぉ のれ 


ふる ぃ 
る^^ 


かためる 

かたまる 

かた ぃ 


ゆえ 


n 


れる 


K 


雇 


夸 

r 三 口 


顧 


4 


- 1-. 

- 


友 


からす 


みずうみ 


フ 


やと 


11 


こる 


n 


-1— 


み 


n 


えりみ る 


コウ 


枯らす 木枯らし 
固 ~  固 生  一 固 

/I  y  /l  rl  一  / ― 

倉庫 文庫 車庫 

ヒ & 

胡 k  胡 召  叻叶 

胡 

* 

雇 毛 ® 員 解 一 / 1 


雇 


雇 


奢 技 

^.ry 


权 pl T^ 夸 大 

t H s  v  -hs  J ン 


齊 る 誇り If らし 


亏卩 


§0, 


鼓動 鼓舞 太鼓 
鼓 小 鼓 

顧慮 顧問 回顧 

顧みる 

五穀 五色 五目飯 
五日 

五つ 

互角 互選 相互 

互 い 互いに 瓦い 違い 

午前 正午 子午線 
呉服 呉越同舟 
後刻 前後 午後 
後続 後悔 後擊 


省みる 

五月晴れ 


ゴー コウ 常用漢字 表 


33 


功 鼻 公公エ エロ 
名孔  平面 場 

P 

功 気  公 細 加 絵 

績孔  私エエ 

出 

成  公大 人口 

功  園エエ 


後の世 


後 後添い 
後ろ 後ろめ たい 

後後 味 後回し 

後れる 後れ毛 気後れ 

娯楽 


个 > 


跡 

遅れる 


IL rt 
'l r  ゾ- 

J.  J 

吾 る 


覚悟 

吾り 


海 吾 


U C L. 

—4  I 

空 


碁石 碁 
語学 新語 


anG* 
F 逢 


S 語 


語る 
語らう 
誤解 
誤る 


物語 


語ら 


E 


誤 錯評 


l H n 


il 衛败镬 保 11 

口述 人口 開口 

| 調！：： 伝 異口同音 


n 


娯 


^  _T^  t— 

1 r 


のち 

ぅしろ 

あと 

おくれる 


n 


Jr 

n 


さとる 

ゴ 


2  n 


\ 


fi 

ニニ：！ 


fie 

XI  k  ■ 


コウ 


6 


5 


力た る 

かたらう 


ゴ 


あやまる 

ゴ 


コウ 


ク 


く 


ち 


2  n ウ 


公 


ク 


2  コウ 


おおやけ 

コウ 


4  n ゥ 


巧 


( 簧 


N 


光 


TJ- 

nt 

/  I 


2 


2 


5 


コウ 


み 


コウ 

ひろ 


> 


ひろまる 

ひろめる 

ひろがる 

ひろげる 

コウ 

カン 

コウ 

まじわる 

まじえる 

まじる 

まざる 

ませる 


\ 


* 、つ 

かわす 

コウ 

ひかる 

ひかり 

コウ 


功徳 

巧拙 巧妙 技巧 


みな 術 


広大 広言 広義 
広い 広場 広々 と 
II まる 
広める 

広 かる 広がり 
広げる 

甲乙 装甲車 


甲板 甲高い 

交通 交番 社交 
る 交わり 


交える 

交じる 

交ざる 


る 交ぜ織り 
飛び交ぅ 
交わす 

光線 栄光 観光 
光る 光り輝く 
光 稲光 

向上 傾向 趣向 


H  *  二 K 
11  - 

I  H 

コウ ハ、 

c -> tj 


混じる 

M 比ざる 
況ぜる 
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常用 漢字 表 コウ ー コウ 


紅 紅 

P 

紅 


真紅 

紅白 

深紅 

紅茶 

紅 

葉 


法皇 洪恒厚 厚 諸肯拘 
皇帝 水 常い 情 侯定束 


白 

畫 

白 


洪恒 
積 例 
層 


Ti 


I 


P 


厚 厚 王 
み 生 侯 

濃 

厚 


首拘 

肯留 

拘 


幸 幸 

せ 

幸 

せ 

な 

人 


攻攻抗 孝 坑行行 
め 守 争 行 道う く 

る 

攻抗孝 炭 行 行 
撃 議心坑 いく 

末 

専対不 廃 
攻 抗孝坑 


行 行 行行考 考人江 
く 脚 列 進ぇ 慮1) 湖 

る  江 

行 行 行  思 

火 政 為考考 

え 

修旅  参 

行 行  考 


紅 


テ 天 


皇 


八 


利 


更新 更迭 変更 
更に 今更 
更ける 夜更け 
更かす 夜更かし 
効果 効力 時効 


効 


効き目 


幸福 不幸 行幸 


幸 


幸 


:方 

逝 


吏 


効 (效 


RT 


拘 


冃 


侯 


恒 (情) 

v±b ハ® 


糸 


コウ 

さら 

ふける 

、 >  1 
d 力す 

コウ 


きく 


コウ 

さい わい 
さち 

しあわせ 

コウ 

コウ 

コウ 

コウ 

ぁつい 

コウ 

コウ 

コウ 

オウ 

コウ 


V 


く 


れな 


tn く  Ln  き 

r^n r 

向ける 顔向け 

Ti  i  1J.  %  飞 

p 力う  p 力し 

{口こぅ  ム lf!J こぅ, 

皇后 皇太后 
好意 好敵手 良好 

好む 好み 好ましい 
好く 好き 嫌ぃ 好きな 絵 


コウ 后 

IT/ 

子 


考 


坑 

象 

抗 

攻 


むく 

むける 


む 


つ 


むこう 

コウ 

コウ 


のむ 


す 


コゥ 

え 

コウ 


> 


/ 


之 る 


コウ 

ギヨ ウ 


ゆ 


く 


おこな 

コウ 

コウ 

コウ 

コウ 

せめる 


コウ ー コウ 常用漢字 表 
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降 降 

るろ 

す 

大 

降 


降 降 

り 雨 
る 

降 
乗 参 


降 


貢 年貢 航耕耕 校 候 候 
ぐ 貢献 海す 作 閲文補 


ぎ 


航 

耕将 

居 気 

允 

エ 

地 校 候 候 

就 

農学 

測 

航 

耕 校 

候 

所 

絞 絞 絞 絞 硬 硬 港 港し 慌慌 恐 黄 黄 黄 黄 控控 健 高高 高高 高 
まめる 殺い 度  湾 さた て慌金  金 葉え 除 康めま  い 低 


るる 絞 

だる 

黄 

る 

る る 

- 二」； Lr* 

冗 

絞 

硬 

硬 

漁慌し 

色 卵 

控小 

上 

一 

口 

冋 

㈡ 

问 

上 

1  1  + 

首 

さ 

貨 

港た ぃ大 

ぃ黃 

控 

訴康 

高 

商 

口 

級 

け 

刑 

だ 慌 

え 

ま 

生 

出し 慌て 

買 

>} 

局 

絞 

硬 

港げ た 

ば 

ぶ 

i  ^ 

0 

だ だ 

む 

る 

荒天 荒廃 荒涼 

荒い 荒波 荒々 しい 

荒れる 荒れ地 大荒れ 

荒らす 倉庫 荒らし 

RU.LJ  -T-  RP 

交 ^ ifi 交 
香水 香気 線香 
香車 

香 色香 移り香 
香り 

香る 


i 


’3 


潔 


fw 


下りる 

下ろす 

卸す 


—Jr 

控 


コウ 


i  1 


古 


(黃) 


;[ 


巻 


絞 


た 力まる 
たかめる 

コウ 

コウ 

ひかえる 

コウ 

オウ 


コウ 

あわてる 
あわた だ 

コウ 

みなと 

コウ 

かた い 

コウ 

しぼる 

しめる 

しまる 


コウ 荒 


交 

香 


H 矢 


11 


貢 


降 


コウ 

あら 


1 


あれる 

あらす 

コウ 

コウ 

キヨ ウ 


かおり 

かおる © 

コウ 

そうろう 

コウ 

コウ 


j 


コウ 

コウ 


やす 


みつ 

コウ 

おりる 

おろす 

ふる 


I 堅い 
固い 

t 梓る 
I 締める 
す ま る 
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コウ —— コツ 


鋼 均 興 興 興 興 草 酵綱綱 構 構 構 鉱溝下 項 
鉄衡 する 味 行 稿 母  紀 うえ 造 物  水 目 

横  る  溝 

鋼 平  興 復原  綱 綱 構  構鉱  事 

材衡  趣 興 稿  領ゎ 構内 山  排項 

なえ  水 

製 度  余振投  大ぃ  結 鉄  溝条 

鋼 量  興 興 稿  綱  構鉱  項 

衡 


合 合 号購講 鋼 
併 同 令入義 

合 合 号購講 
宿 計 外買演 

合 結 番購聴 
点 合 号読講 


j つ つ 

& ガ合 
テ 占 

. L_ 

ごは 
と 、 


骨 獄酷穀 黒黒 黒 国国 刻 周 多 
子 舎 似 物ぃ  板 + 際む 刻 

筋 地 冷 雑 黒 つ 漆 国国 刻 時 
骨 獄酷榖 さ 黒黒  家み 亥 IJ 

老疑残 脱 腹 白 暗  外  深 

骨 獄酷穀 黒黒 黒  国  刻 

い 


^  .4^1 こ 70 
こ  ^4, 


合跋 

合ぅ 落ち合ぅ 試合 
合わす 

合わせる 問い合わせる 

拷問 

剛健 金剛力 

豪遊 豪雨 文豪 
克服 克明 克己 

告示 告白 報告 

告げる 

幽谷 

谷 谷川 


表 

字 

%  VI 

用 

《吊 


ゥ項 

© 


鑛) 


孝 

S 

高 


コウ 

コウ 

みぞ 

コウ 

コウ 

かまえる 


衡 


■“  】 HJ 

*  ^  *  4 

冓 


7 


(號 


コウ 

つな 

コウ 

コウ 

コウ 

キョウ 

おこる 

おこす 

コウ 

コウ 

ft 

コウ 

コウ 

ゴゥ 

ゴウ 


ガ ッ 


n ク 


豪 


或 


あぅ 

あわす 

あわせ 

ゴウ 

ゴウ 

ゴウ 

n ク 

n ク 


たに 
n ク 
きざむ 
n ク 


(S 


ク 


y 


/L Z 


土 口 

酉 

獄 


) 


n ク 
くろ 
くろ 
n ク 
n ク 
ゴク 


ソ 


t 会ぅ 

1 ぅ 
» X 


A— ►  せ 


コム ー サイ 常用漢字 表 


37 


開 魂 魂 紺 混 
墾胆青 ぜ 
負 .  る 
(+霊 紺' 
じ^! 屋混 
魂  ぜ 

商 濃 物 
魂 紺 


恨 恨 遺昆困 
めむ 恨 虫る 
し 

い 恨痛昆 
み 恨布 

悔 

恨 


据  柿 指 刺 

わ  すす i" 

る 


根拠 根気 平方根 
根 根強い 屋根 

婚約 結婚 新婚 

混合 混雑 混迷 

昆 じる 昆 じり ^ 


懇 


今日 


今年 


サ 


JU 


佐 


「昆布」 は、 

「コ フ-と も 


Ijc x じる 
I 交ざる 

$ 交ぜる 

「紺屋」 は、 

「コウ や a と 


唆 


4 


11 H P 

鎖 


ザ 


サイ 


J 


%0/ 


コン 

ねんごろ 

サ 

ひだり 

サ 

サ 

サ 

シヤ 

すな 

サ 

そその 力す 
サ 

さす 

サ 

サ 

くさり 

ザ 

すわる 

サイ 

サイ 


懇切 懇親会 
懇ろ だ 

左右 左翼 左遷 
左 左利 

佐幕 補佐 大佐 
査察 調査 巡査 
砂丘 砂糖 
土砂 

砂 砂場 
教唆 示唆 
唆す 


ふたたび 

サイ 


差異 差別 誤差 
差す 

詐欺 詐取 詐称 
鎖国 連鎖 封鎖 

pci 

座席 座談 星座 
座る 座り込み 
才能 才覚 秀才 
再度 再選 再出発 

再来年 再来月 再来週 
再び 

災害 災難 火災 


3 /冃  骨折り 

込む 人込み 
込める やり 込める 

今後 今日 今朝 今年 昨今 

今上 

今 今し方 
困難 困窮 貧困 


t} 込 


ン 


I  Q 

ifr  J/ 

こむ 

こめる 

コン 

キン 


: *  \  , 
-il 


昆® 

艮 

■f  -  —  '  I 


n ン 

こまる 

コン 

コン 

うらむ 


めし 


ン 


01 

J4 


紺 

■3^ 


墾 


ン 

ン 

じる 

ざる 

ぜる 

ン 


たまし 


n 


砂利 


差し支え る 
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常用漢字 表 サイ ーザイ 


サ 


H 刷 


夕 


2 


3 


済 

， ~ 、 

\  I-,  ■  ■*■ 

、池 

0:1 

Y 


■鳥 * 

外 


rtli 


砕 妻 
碎 


5 


5 


こ ほほ ササ ま まサ すす サ 
ま そそ イ イ つつ イ まむ イ 
かるい  りる  す 


と サ 
る イ 


い サ 

ろ イ 
る 


ササ 


け 

る 


<  サつサ わ 
だイ まイざ 

<  わ 


細 細 

かる 

だ 


細細 斎 祭 


い 


場 


細 詳潔秋 
腕 細 斎 祭 

拿 

細細 斎 


祭 祭 済 
る 礼 ま 
す 

祭文 
0 化 
上 祭 

げ 

る 


済 返 採 
む 済る 


使 
用 済 
済 

み 経 
済 


采彩 

集る 


採 彩 
用り 


彩栽宰 

色培領 

色盆宰 
彩 栽 相 


砕 

tt 

る 


淡 


王 

光  彩  宰 


砕 砕 
く 石 


砕 

氷 

粉 
石 辛 


人 


章 


火 

い 


良 

妻 


捕執収 

るるる 


ザ 

財剤材 在 


祭 


載 


ユ匕 

成 


催 債 


菜 


5 


5 


5 


6 


4 


4 


ザ ザ ザ 
イ イイ 


あ 

る 


ザ 


きサ のの サ 
わイ るせ イ 

る 


サ 

セイ 


も 

よ 

お 

す 


ササ 

-f イ 


さた サ 
ばつ イ 

< 


も 

と 

も 


サなサ こ 
イ  イま 

か 


細かい 

菜園 菜食 野菜 
菜 

最大 最近 最先端 

.も 


最寄 


裁縫 


判 体裁 


裁つ 裁ち物 
裁く 


き 


.断つ 

絶つ 


債務 負債 公債 
催眠 開催 主催 
/J 

歳月 二十歳 


歳暮 

積載 掲載 記載 


卞歳 


はた 


せる 

る 


覆 


この 祭 


璀 せる 
乘る 


際 際立つ 窓際 
在留 在宅 存在 
在る  在りし日 

材木 材料 人材 
薬剤師 錠剤 消化剤 
財産 私財 文化財 


* — ず  *1 43 -■ る 


ザ イーサン 常用漢字 表 
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冊 


rriL 

W 

咲 

姐 

搾 

搾 

酢 酢 

策 

索 

昨 

削 

削 

作 

作 

作 

〇 

罪 罪 

財 

子 

< 

ロハ 

る 

取 

酸 

略 

引 

0 

る 

除 

る 

業 

為 

〇 

ft 

布 

酢 

崎 

別 

遅 

錯 

圧 

の 

政 

思 

昨 

削 

作 

著 

犯 

冊 

咲 

V  1  /  ^ 

搾 

物 

土 与 

束 

索 

幸 

減 

用 

作 

罪 

e 

交 

対 

鉄 

添 

動 

曲 

謝 

細 

策 

索 

昨 

削 

作 

作 

L^：J 

日 


車 


絞 

る 


昨 

[1 


る 


B 


日 角 
月 


日 


灰 

皿 


L 


再 


力 


¥ 


皿 雑 雑 擦 擦 檫撮撮 
炊 談れる 過る 影 
る  傷 
雑 雑  檫 
木 音 靴り 摩 
林  擦傷 檫 
混れ 
雑 雑 


察 殺 殺 相殺 刷 
知す 生 殺人る 


観 殺 
察し 

考見 
察 殺 


ね 

到 

〆 k 各、 

jftb 

权 


y 


刷 


u 


册咲錯 


¥ 


ほ 


削 


可 

〇 


.L  1_1 

昨 


4 


4 


6 


6 


4 


2 


5 


サ 


さ 

クツく 


す 


ク 〖3： ク 
る 


ク ク 


ササけ サつ 
クク ずクく 
る  る 


サ さつ ザ 
きみ イ 


イ 


ホ 入れ 表札 入札 

札 名札 

刷新 印刷 増刷 


三つ 

山脈 高山 登山 
山 

参加 参 万円 降参 
参る 寺参り 
钱 戋 g 

香 糸 蚕食 養蚕 
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f 用 漢字 表 サン ーシ 


止 止 支 支 子 金子 士 
ま 宿え 持  子 係官 
る  る  親 _ 

静  支 子 扇女武 
行 止 支障  子子士 
參  ^  年^ 

止 中  支 子 様帽紳 
ま 止  店  子 子： t 
') 


市 市 四 四 

民 回つ 

5¢ 兄 

り 市 四 
市況 階 

者 B 
市 


I  丨波  差 M 迷 

泊 留泊留 止  し 子 子 

めめ まま 場  支 

るるる る  足 

る 


Ih y  る til 止  y 
氏名 姓氏 某氏 

氏 氏神 

t 貧  B 上 

ul/t 

給仕 

土 える 

史学 歴史 国史 
司会 司令 上司 
四角 四季 四十七士 

四 人 四日 (よっか) 四月 目 

四つ角 


サン ム多 ( 


% >. 


サン 

サン 

みじめ 

サン 

うむ 


つ 


f 


る 


〇 


サン 


サン 

ちる 

ちらす 

ちらかす 

ちらかる 


A 


-I 


2 サン 

5 サン 


^9 


\ 


贊 


ザ ン 


暫 


サン 

ザン 

のこる 

のこす 

ザン 


-1 


it 釗 悲 if 陰 If 


惨殺 


慘 め〆 
産業 


歷 


産む 産み月 
産まれる 

産湯 産着 産毛 
傘下 落下傘 


日傘 


散歩 故 文 解 敗 

1% る 


J 文 

J  .  mlj 


&らす 

散らかす 

散らかる 

算数 計算 予算 

酸味 酸素 辛酸 

酸い 酸っぱい 

賛成 賛同 称賛 

残留 残念 敗残 

残る 残り 

残す 食べ残し 

暫時 暫定 


土産 


シ 


ご 一 

生む 

生まれる 


支 


名残 


シ 


又 


ささえる 

シ 

とまる 

とめる 


シ 


え る 


4— 


シ 

シ 

シ 

よ 

よ 


よん 


ち 


一言居士 

-^― j 


シー シ 常用漢字 表 
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本 


?l!i 


師 

ik 


神 刺垂 
すすす 


t  f 

挿 指差  m 

すすす  う 


め 

初めて 

姉さん 


义 


止へ 止 

广 Itr 

支 « 

nMMn- 


Jr 


匕 


施 


7Tt\ 


匕 日 


はじめる 

はじまる 

シ  * 

あね 

シ 

えだ 

シ 

シ 

シ 

すがた 

シ 

おもぅ 

シ 

ゆび 

さす 

シ 

セ 

ほどこす 

シ 

シ 

かみ 

シ 

あぶら 


始める 


始め 

始まる  始ま n 

姉妹 諸姉 


姉上 


枝葉 

枝 


rr u  上 

skn 


肢体 下肢 選択肢 
姿勢 容姿 雄姿 
姿 

思想 意思 相思 


田 レぅ 
J 

二！！！ 匕 ヽ 
土  t  '  J 

ij  ^  / 


思い 思わ 

指導 屈 S 


飞 


指 指先 

指す 指図 名指し 


施設 施政 
施主 施療 布施 
施す 施し 
師匣 教師 医師 
紙面 用紙 新聞紙 
紙 紙く ず 厚紙 

脂肪油 脂 樹脂 
谐 指ぎ る 


シ X 


旨 


シ 

や 

シ 

むね 


/V 


シ 


ぬ 


糸 


シ 


司 


朿 


6 


Aj 


シ 


たる 


シ 


ラ カ * ラ 

シ 

こころざす 

こころざ 


わたくし 

シ 


力、 


さす 

ささる 

シ 


矢を 報いる 
矢 矢印 矢面 
要旨 趣旨 本旨 
旨 

死亡 死角 必死 
死ぬ 死に絶える 

綿糸 蚕糸 製糸 
糸 糸目 毛糸 
夏至 冬至 
至る 至って 〔副〕 
伺候 

伺ぅ 伺い 

志望 有志 寸志 

志す 

志 

私立 私腹 公私 

私 私する 


使役 使者 駆使 


kc 

0 

刺 


使 


激  名 $ M $ 

$J す !^IJ し - S す 

刺さる 

始終 年始 開始 


次次 次 次 
ぐ 第 
次 

に 


次 

n 

と 


次 

い 

で 

副 


寺 寺 
院 
尼 

次 寺社 

ノし  1 ナ 


末 


次 


ナ 


刁、 

画す 

大 

字 文 示 
字 

活 
字 


小 

唆 


I  I 


示 諮 諮 賜 賜 雌 雌 雌 誌 飼 飼資詩 試 試 試 嗣歯歯 歌 紫紫視 
威る 問る 暇  花 雄 面う 育 本 情 すみ 験 子  科詞  紺 覚 
_  雌  る  入  紫 

示  下 犬 雌 雌 日  飼資 詩 試  試 嫡れ乳 作 色紫視 

談  賜  牛 伏 誌  料 格 人し 試作 嗣歯 歯詞  煙 力 

み 

指  恩  雌  雑  物 詩  追  義品  紫 注 

示  賜  し  誌  資歌  試  歯 詞外視 

ベ  線 


il . # 利 中耳炎 
耳 早耳 

自分 自由 各自 
自然 

自ら 

類似 酷似 疑似 
似る 似顔 

児童 幼 U 優良児 
d 児 科 

事物 無事 師事 
好事家 

事  仕 穿  出 ^. 事 


祝詞 


/ 


了 


次 


「詩歌 J は、 

「シ イカ >. 


シ 

しめす 

ジ 

あざ 


てら 


シ 


つぎ 

ジ 

みみ 


シ 

みず か 


る 


ジ 


侍 


ジ 


視( 

紫 


表 

字 

萸 

1  h7Jl 

用 

常 


1 


W  (齒 


口  


試 


シ 

むらさき 

シ 


寺 


シ 

こころみる 

ためす 


シ 


J-  !  U 

f n n 

雌 


易 

S ハ 

欠 口 

Ills 


シ 

シ 

め 

めす 

シ 

たまわる 

シ 
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S 


写 芝 実 実 実 
真  る  力 質 

実 


質 質 漆 漆 湿 湿 
屋問  器す る 


湿 執 執 執疾室 
度る 念務患 

室 


磨？ 逢吉 七 


描 居 

実 

入充 

人質 

漆 

湿 

V 日 
/ 业 

執 執 疾咲皇 

失 

写 

0 

り 実 

質実 

|T"T 

里 

地 

心 筆 走き 室 

敗 

映 

実 

本 

乾 

多 

我 確 悪  居 

消 

写 

に 

質 

漆 

湿 

誠 執凑  室 

失 

芝 

生 


採取 

るる 


な 七 
ぬ H 

かし 

ごは 


ジ 


さむら 


玆 

i 


おさめる 

おさまる 

なおる 

なおす 


とき 


ジ 


i! n ( 辭 


表 

子 

敷 

1  %./1 

用 

山 吊 

ヤ 

シ 


ジ 


く 


しむ 


n 

泡 

シキ^^ 


やめ 


哉 

二 一! R 


ジク 


シチ^ lJ 


ジ 

シキ 

シキ 

ジク 

シチ 

なな 


侍 

政ム n  療ム 门 

*  71  ¢7  ^V1 

治安 治水 自治 

治める 

治まる 

ム n る 


持続 支持 


ム  n 

*  VI  〆 

持 

持つ 

時間 時候 当時 
時時め く 時 
滋味 滋養 
慈愛 慈善 慈悲 

慈しむ 慈しみ 

辞書 辞職 式辞 

辞める 

磁石 磁気 陶磁器 

御 靈国靈 

式典 形式 数式 

識別 意識 知識 

軸 車軸 地軸 

七五三 七福神 


七月 


修める 
_ まる 


1^9 

も  r>Rfc.  , 


時 闹 

B  兰1 ]1 


七夕 


シ 


ッ失 


疾 

故 


显 ( 1 

^  Vi  \ クイ 


ななつ 

なの 

シッ 

うしな， 

シッ 

むろ 


ソ 


\f  kf 

穿 

^  Vi 


シュゥ 

とる 

シッ 

しめる 

しめす 

シッ 

うるし 


ジ？ 


(實 


芝 


シヤ 


シチ 

チ 

ジブ 

み 

みのる 


シ 


謝 

遮 

遮 

普 

荣 

煮 

煮 

者 

斜 

斜 

赦 

捨 

梓 

1  r  I 

16 

る 

断 

を 

え 

る 

沸 

め 

面 

免 

て 

象 

者 

J  k  %  \ 

る 

る 

感 

や 

雑 

斜 

大 

取 

謝 

す 

生 

4  11、 

線 

赦 

捨 

捨 

陳 

煮 

て 

L 

傾 

恩 

子 

ra-  .  Jh  . 

謝 

$4 

赦 

射 

射 

者 

医 

n 

車 社 社 

写 

写 

る 

撃 

者 

臣 t 

iiii- 

輪 

会 

る 

す 

若 

^lir. 

岡 

発 

者 

^  ^  - 

刖 

校 

車 

車 

会 

写 

写 

射 

者 

全 

口 

1¢ 

社 

し 

第 

電 

神 

射 

■  • 

宿 

車 

社 

病 

者 

全 

口 

ネ 


Ai 


映す 

映る 


山車 


猛者 


rK o 

t—一 〆 


シヤ 


勺 


酌® 

釈 S 


ぶ Y まる 
: X ヤ 


び 

ャ 

ヤ 


\ 


ヤク 


今 クい 


/ 


くむ 

シャ 

シヤ 


i 力 
もし 

ジャ 

よわ 


よわる 

よわまる 

よわめる 
ジヤ 7 


-Iss 


る 

邪悪 


平 謝 
邪推 


1 1 1 

JT 牙 


蛇の目 蛇腹 大蛇 
蛇行 蛇足 長蛇 


.1/  ly 


尺度 尺貫法 
借用 借金 貸借 


H 


酌量 

酌む 


晩酌 
酌み 交 


す 


g 放 解釈 


爵位 

若年 

老若 

若い 

若し 

117^  _1|"ぃ 

忌 ス 


若干 


若者 若々 


p 习 h<  色 § 

p 习 せ  万 rtR 


r-i 习 


沢る 


まる 


弱める 

寂滅 静寂 閑寂 

寂と して 


「老若 1 T, 

「D ウジ ヤ 
とも 

蒞人 


: 寂然」 は、 

ジヤ クネン 


ク 

ヤ 

ジ 

I 

ヤ 

シ 

表 

{も 

7J 

用 

者 

It  r 


i) 


つす 


る 


4 

4 


H 


シヤ 


者 (者) 


やしろ 

シャ 

くるま 

シャ 

シャ 

もの 

シヤ 


る 


斜 


庶 J® 


シャ 

すてる 

シャ 

シャ 

ななめ 

シャ 

にる 

にえる 

にやす 

シャ 

さえぎる 

シヤ 


収 樹儒需 

穫呆学 要 

収樹儒 需 
入立教 給 

回 街 儒 必 
収路者 需 


授授 受受受 寿 寿 趣 
け 与 か け諾  命 
る  るる 

伝  受  長 

授  受験  寿 

付 

教  甘  米 

授  受  寿 


趣 種種 酒 酒 酒珠殊 
向  類屋  宴 玉に 
菜  酒 

趣 種 人 酒 好 飲珠殊 
味  稀 場 き 酒算の 

一  外 

興 粒 品 酒 甘洋真 
趣 種種 盛 酒酒珠 殊 

り  更 


手下 上 
伝 手 手 


車 


納納 

ま め 
る  る 


ji/i 

け 

る 


お数 

神殊 

酒 


捕 執 採 
るるる 


シュー シュウ 常用漢字 表  45 


殊首  狩 取 朱 


収める 

収まる 


授かる 


珠 

V  VI 


さ 


趣 
寿 0 


\t 


X 


E P 

u tr 
if 


シュウ. 


(收 


シ 


ね 


おもむき 

ジュ 


こ 


ヮける 


i- 


る 


さずける 

さずかる 

ジュ 


シュウ 

おさめる 

おさまる 


s ":r  (ホ 


ス 


ご 

シ 


ホ 

ホ 


4— 


さび 

さびしい 

さびれる 


て 


ぬ 

おも 


まもる 


とる 


る 


為 


び 


寂 

寂 


寂しがる 


寂れる 

手腕 挙手 選手 
手 手柄 素 
手綱 手繰る 
主人 主権 施主 
法主 坊主 
主 地主 
主な 人々 

守備 保守 攻守 
留守 

守る  守り 
お守り 子守 灯台守 
朱筆 朱塗り 

取捨 取材 聴取 

取る 

狩猟 

狩る 狩り込み 


狩 


どう 狩 


首尾 首席 自首 

首 首飾り 

殊勝 殊勲 特殊 
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'吊 用改キ 表 シュウ — - シュウ 


修修 修修臭 臭 

ま め 打 飾い 気 
る る 

修臭悪 
養み 臭 

改臭 俗 
f 摩さ 臭 


愁 


愁 


襲 醜 醜報愁 

い 悪 酬いえ 傷 


襲 醜醜応 
名 さ態酬 


世 

襲 


醜 


る 


哀 

秋 

,L1<、 

憂 

減 

心、 


•他-集 
うめ i 
る る 

集 

い 人 集 

集ま 

めり 


集 

A 

口 


結 


貪 


衆 衆 就 就 
生 寡け く 

る 

民 


成就 週 習 習 
就任 刊う得 


聴 

衆 


就 週 手 
寝 末 習 


い 


去 毎 
週 


習 


I 


終 終 終 
え わ 了 
るる 

終 

日 


取 

終 


わ 


▲ 


未 


い 


兌 

%. 

足 

る 


付着 付着 

けけ く  く 
るる 


做 


囚人 死刑囚 
州 議会 六大州 
州 中州 三角州 
舟運 舟艇 舟航 
舟 小舟 渡し舟 
舟遊び 舟 宿 舟歌 
秀逸 秀才 優秀 

秀でる 

周知 周囲 円周 

la り 

宗教 宗派 改宗 
宗家 宗匠 
拾得 収拾 
拾万円 

拾う 拾い物 

秋季 秋分 晩秋 

秋 


シュウ 人 


秀 


固 

r- ; 


J 


一口 


秋 


臭 (臭) 


父 多 


ゥ 


^9 


ユウ 


ふね 
ふな 
シュウ 
ひいで K 


ヴ 


まわ 


ユウ 


ソウ 


ウ 


ジユヴ 

ひろう 

シュウ 

あき 

シュウ 


さ 


ウ 


おさめる 

おさまる 


A P 


終 


周 I 


回 n 


衆 


1 二 C 


$ 治める 

个 '+ .乂  L 


愁 


酉 

醜 


シュウ 

おわる 

おえる 


ウ 


なら 


シュウ 

シュウ 


つける 

シュウ 


シュゥ 

あつまる 

あつめる 

つどう 

シュゥ 

うれえる® 

うれい 

シュゥ 
シュゥ 
みにく い 
シュウ 


ジュ ウー シュク 常用漢字 表 
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お柔 住 
和軟ま 

柔柔 
弱 道 住 

ま 

懐い 

柔 


粛淑 

肅 


宿 


祝 


ン 

k 


3 


4 


摘 _ 

6 


銃 


獸 


渋 

产 ^ 、 

'  tJ-* 

to 


ク 


シ やや や シ 
ュどど どュわ 

ク する  クう 


け 

口-  ュ*  •し  も 

クク  ウの 


し 


ュ ぶ 』 
ウ るい 


r>  がが 

え う 
る 


粛 

淑 

宿 

M 

宿 

宿 

祝 

祝 

祝 

伯 縦 縦 獣 獣 

銃 渋渋 

渋 

渋 

従 

従 

従 

従 

清 

~k 

す 

る 

泊 

う 

儀 

力に I 

叔 

横 

類 

砲る い 

滞 

え 

〇 

容 

宿 

渋 

る 

位 

静 

^  、 

雨 

屋 

te 

祝 

祝 

縦 

猛 

銃 

渋 

紙 

苦 

従 

粛 

淑 

宿 

題 

言 

断 

獸 

弾 

さ 

渋 

つ 

0 

て 

私 

八 

1  i'i  r 

操 

小 

渋 

S 

m 

淑 

宿 

祝 

縦 

獣 

銃 

み 

依 
\ _ / 

祝 叔叔 
詞 母 父 

ば お。 お 


柔らかた 

柔らかい 

m  二 ml 一 -V  1  1  ^3: 

3^3  望  TS  一  1 3 

重畳 愼重 貴員 

一重 八重桜 

重い 重たい 

重ねる 重ね着 

重なる 

従事 従順 服従 


十字架 十文字 
十回 

十日 

十 色 十重 

果汁 墨汁 

十  i 咬 

*71  *yl 

充実 充電 補充 

充てる 

住所 安住 衣食住 
住む 


十重二十重 
二十 •二十 
歳 

二十日 


当てる 


I 軟らか 
$ 軟らか 


十重 二十 m 


0 


> 


V- 


充 


柔 


笛 


従 (從) 


おそう 


ヴ 


ジッ 

とお 


ジ H ウ 


しる 


ヴ 


あてる 

ジュヴ 

すむ 


すま 


ゥ 

ヴ 


やわらか 

やわらか い 

ジユゥ 

チョウ 

之 

お も レ 

かさねる 

かさなる 

ジユヴ 
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常用漢字 表 シュ クーシ ョ 


潤 潤 潤 準 順 循純殉 准 盾 矛 巡 
すう 色 備序環 真死将  盾る 

後 

潤 潤 基 順 因 純 殉批ろ  巡 

い 沢 準 調 循粋職 准 盾  り 

歩 

湿標従  不殉  く 

潤 準^ 頃  純 難 


巡 旬 瞬 瞬 春 春 俊術述 叙 

回 刊く間  季敏 策べ 述 

2 

巡 上 瞬 瞬め 立 俊 技  陳 

業 旬き 時く 春秀術  述 

一  一青 俊芸著 

巡！] 舜  春才術  述 


始 

め 


お 

巡 


さ 

ん 


潤む 

遵守 遵法 
処置 処罰 処女 
初期 初心者 最初 
初め 

初めて 〔副〕 

一 初の 受賞 初雪 初耳 
初陣 初々 しい 
:書き 初め 出初め式 
所得 住所 近所 
所 台所 


盾 


4 E 

^  /I 


循 


閏 


尊 J 

処 (處) 


め 


ン 


たて 


ン 


ジュン 


ジ 


ン 


ン 


ジ 


うるおう 

うるおす 

うるむ 

ジュン 


じめ 
じめ て 


そめ 


ところ 


』 目 ヽ 

?| 

糸/ 


縮図 短縮 


む 伸び縮み 


縮める 

縮れる 縮れ毛 
_ら す 

塾 私塾 

熟練 熟盧 成熟 

熟れる 

出入 出現 提出 
出納 

出る 出窓 遠出 
出す 


シュ 


ジュ 


シユ 

ちぢむ 

ちぢまる 

ちぢめ 

ちぢれる 

ちぢらす 


ブ 


シユツ . 


4— 


ジユ 7 


シュン 俊 


舜 

UMH 


ジュン 

巡 


ジュ 

うれ 


でる 

だす 


y 


のべる 


y 


ン 

ン 


る 


またたく 


ショ ー ショウ 常用漢字 表 
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尚肖抄 

© 


床 匠 


少 


ミ徐 


5 


2 


彐  3 

ヴ ヴ 


3 


ゆと シ シめシ すす シま 

力、 こョ  ョすョ こく  ョ  1_ 

ウウ  ウ しな ウ 


1 


6 


ち シ 


さ 


ぞ > 


B 


招 

待 

招 

致 

招 

請 


尚 肖 
早 像 

■  I 真  ■  n  ■  画 

筒个 

尚 肖 


抄 

録 

抄 

本 

抄 

訳 


床 床 


I 


床 

の 

間 

寝 

床 


起師 
床 匠 

病 巨 
床 匠 

温 意 
床 匠 


召 

す 


召 

喚 


S  I 

し 会 

上の 
が H 
る ifi 


少少 少升 
しな 年 
い  升 

多 目 

少 

減 

少 


川 型 さ 心く 除外 行 


暗 鳥 


切 

拳 


大 
小 小 

さ 

な 縮 

/j、 


除徐 

数々 

に 

解 

除 


金 


シ m 


U. 


J 


緖 


シ 


シヨ 

あつ 


チ 


お 


者 

1111  口 


ジ 


女 


如 


おんな 

め 


助 


ジ 


叙 (敍 


すける 


たすか 

すけ 

ジヨ 


書画 書籍 読書 


庶民 庶務 
暑気 残暑 避暑 


暑 


暑さ 


熱 


端 


署名 署長 警察署 

緒戦 由緒 
青 者 

llio 41 

緒 鼻緒 


諸君 


国 諸 


IL 又 


1W 緒」 は、 


女子 女流 少女 
女人 天女 善男善女 
女房 

女 女 ^ , ^ らしい 

女神 女々 しい 

欠如 突如 躍如 

如実 如来 不如意 

助力 助監督 救助 

助ける 助け 

助かる 大助かり 

助太刀 

序幕 順序 秩序 

叙述 叙景 叙勲 


海女 


乙女 


憲渉 商商唱 
章 外う 売え 

る 

勲干商 商 
章 i かい 業 


焦 焦 焦 焼 焼 焼結 掌 勝 勝 勝訴 紹 
がげ 土け く却晶 中る つ敗訟 介 

焦  炭 燃 水 職 男 勝 優 
黒 慮 夕 焼 焼晶掌 勝ち 勝 
焦  焼き  り 

げ焦 け  全  車  勝 名 

心  焼  掌  手 勝 


詔化硝 焦 
勒粧 石る 

詔硝 焦 
書酿り 


50  常用澳 平 表シヨ ウー シヨ ウ 


貿易商 

交渉 

文章 


焦がれる 


ショウ ー本 


まね 


ウ 


招 


招 


男 

松 


沼 


7J 口 


うけたまわる 

ショウ 

のぼる 

ショウ 


« 


包 


ショウ 

ぬま 

ショウ 

ショウ 


症 

掛 (祥 

称 (稱 


ショウ 

ショウ 

きえる 

けす 

ショウ 

ショウ 

ショウ 

ショウ 

わらう 


えむ 


ウ 


承知 承諾 継承 
承る 

昇降 昇進 上昇 
昇る 

松竹梅 白砂青松 

松 松原 門松 

沼沢 湖沼 
召  召 也 

^  *v/i  % 


徹宵 

宵 

将来 将棋 大将 
消滅 消極的 费消 

消える 立ち消え 

消す 消しゴム 

症状 炎症 重症 

発祥 吉祥 不祥事 

称賛 名称 称する 

笑覧 微笑 談笑 

笑ぅ 大笑い 

ほく そ 笑む 笑み 

唱歌 合唱 提唱 


登る 


笑 賴 


jHJrr 


渉 C 涉 


糸 

乂ム 

二 一一 P 

莽 


となえる 

ショウ 

あきなぅ 

ショウ 

ショウ 

ショウ 

ショウ 

シヨ ヴ 


掌 

晶 

焼 (燒) 


肖 

石 

粧 


詔 


まさる 

ショウ 

ショウ 

ショウ 

やく 

やける 

ショウ 

こげる 

こがす 

こがれる 

あせる 

ショウ 

ショウ 

ショウ 


登 昇挙彳 i 挙 4 

るる がが げげ 
るるる 6 


浄城城 乗乘乗 状 
化  内せ る 数 態 
城  る 


清 跡 城 

乗乘白 

浄下 

り 車 状 

町 

物 

不 

大 免 

浄落 

乗 状 

城 

白 勺 

載 載 

せ る 
る 


痛 悼 痛 

め むむ 
る 


浄 城 


V —ジ 


乗 状 条冗 丈 
， ~ ^ ， ~ ^  ^ ~ ^ 

乘狀條 


ヴ 


6 

5 

5 

5 

二. 

し 

: せ 

の 

の 

ジ 

ジ 

ジ 

ろ 

3 

せ 

る 

ヨ 

B 

ョ 

ヨ 

ヴ 

ウ 

る 

勺 

ヴ 

ヴ 

ヴ 

た ジ 
け ョ 
ヴ 


1 


のの の 
ぼぼ ぼ 
すせ る 
る 


ああ 
ゾ〆 げ 
る る 


> 


力 
み 


ろ 

わ 


ろ 

之 


: 命 

か 

シ 

S 

ね 

3 

B 

ウ 

ヴ 

ショ ウー ジョウ 常用 漢罕表 
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碑 

ド 川、 


賞 賞 


早 


詳 


照奨 

S 


f 


%{ 

yjj 


く  口 


シ 

3 

ウ 


證 


4 


6 


4 


つ 


3 


ウ なウウ 

つ 


シさ シシく  シ てて てシ 

ョ わョョ  j っョれ らるョ 

ウるウ ウしウ るす  ウ 


6 

4 

5 

シ 

い 

い 

き 

シ 

ゾ 

シ 

み 

H 

ヴ 

た 

め 

る 

た 

む 

ず 

ヴ 

ウ 

ク 

B 

ヴ 

と 

の 

り 


上手 

「身上」 は、 

「シン シヨ^^」 
とこ ンンジ ヨ 

ウ J とで 意 
味が 違ぅ 


半鐘 警鐘 
鐘 

上句 上昇 地上 

卜 人身 上を つぷす 
上 身の 卜 
上着 上積み 
上  川上 

上げる 売り上げ 

上 力る  上がり 

上る  上り 

上せる 

上す 

丈 六 丈夫な 体 
丈 背丈 

冗談 冗長 冗費 
条理 条約 箇条 


詔 

証拠 証明 免許証 
象徴 対象 現象 
象眼 巨象 

傷害 負傷 感傷 

碁 古 m 寡つ 

/\ 

傷む 

傷める 

奨励 奨学金 推奨 
照明 照会 対照的 
照る 日照り 
照らす 
照れる 

詳細 詳報 未詳 

詳しい 詳し さ 

表彰 顕彰 
障害 障子 故障 

障る 差し障り 

銜突 衝動 折衝 

賞罰 賞与 懸賞 

償金 弁償 代償 

賞ぅ  賞い 

岩礁 暗 * さんご 礁 
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常用漢字 表ジョ ウー ショク 


縄 縄 蒸 蒸 蒸 蒸 畳 畳 畳 場場怙 風 情 常常 常剩 


文ら i しす 気 
縄す る  畳 

自  蒸 蒸 表 


む 語 


内け 


碑 

不寸 


翁 


発 


111 

ai 


田 


み 


-場 

+ 口 

広 

場 人 
場 


卜 3 


渦 


&報夏  備 

常 

情  に 日. _ 

熱  常 剩 
常 

人  々5 


c4l 

n 


常 


組織 嘱 触 
織機 託る 

染悉 
a 嘱 

紡 

織 


5  3  2 _  丄 

シ シシさ ふ シかシ ふ ふ シ うう シ たく  く  シい シシか 

キヨ ヨ われ ヨざヨ やえ ヨ わえ ヨ ベら つ ジ ヨろキ ヨも 

クク るる クるク する ク るる ク るう  キク  クす 


土壤 


令嬢 愛嬢 お嬢さん 


綻 


し  £-=^ r* 一  — rt 

&  斉  ^0 


襄度  0P  兼 襄 

t H 口  丄 ％  •  二  nw  -H U 

親譲り 

釀造 釀成 


醸す 釀し 出す 
原色 特色 物色 
色彩 色調 色欲 
色 桜色 色つ く 
食事 食料 会食 
断食 

食ぅ 食い物 
食らぅ 

食べる 食べ物 
植樹 植物 誤植 
植える 植木 
植わる 

生殖 利殖 学殖 

殖える 

殖やす 

装飾 修飾 服飾 
飾る  飾り 
触媒 触発 接触 
触れる 


景色 


hv ^lu える 
增 やす 


シヨ クー シン 常用漢字 表 


53 


シ 


5 


ク 


辱 


シン .し 


y 


おる 


ク 


ク 


織る 織物 
職業 職務 就職 


はずかしめる 


ttr 


身 


曼 

/T 


4 


聿 

ご 心 


(申 


こころ 
シン 
- >3 う 
シン 

のびる 

のばす 

シン 

ジン 

シン 

み 

シン 


力 


VI 


シン 

おかす 

シン 


ン 


ンン 


恥 


雪辱 屈辱 


\ 


/ 


%. 


辱める 辱め 

心身 感心 中 
心 心得る 親 
•告  申請  内申 姐 I 
申す  申し上げる 


/ 


伸縮 屈伸 
伸びる 背： 


び 


i  す 

JJ1J,  /I  ^ 


臣下 君臣 
大臣 

身； M：  単身 等身大 


身 


親身 


辛苦 辛酸 香辛料 

辛い 辛み 辛ぅじて 

侵入 侵害 不可侵 

痕 又す 

信 m 信頼 通信 

興味 津々 


津波 


浦々 


神聖 神経 精神 


し  ~v~  一 


延びる 

延ばす 


唇 0 

嫌 

辰 

二  A J 


ジン 

かみ 


力 


浸 


犯す 

11 H す 


お神酒 

神楽 


へ： ( 眞 ) 


シ 


く 


ちび る 


シン 
シン 
J . る 
L るう 
シン 

ひたす 

ひたる 

シン 

ま 


6 


じ， 


紳 


シン 
土  J 

/rjv  df 

シン 


力し 

かまる 

かめる 


シン 


神社 神宮 神通力 
神神 様 貧乏神 
神主 

神々 しい 
口唇 

唇 

妊娠 

辰 肋 

振る 
振る - I 


辰 |1 、 

f I--I IB1 卜 ^ . 

,t .  ノ 

辰リ 


一、 ― « 1t x 

不 振 


曼水  受秀一 


^  .7f  • 


浸す 水 浸 

浸る 


写离 砘言一 


秒 


金 


南 苜 

先 真ん中 

-U 路  運針 
針  針金 
罙 J 柒艾 

采い  罙入 

^  yt  IV  %  yf  ノ 

深まる 

深める 

-S-UJ 

糸 d 

進級 進言 前進 


つ 


水深 

深み 


Rr ir 

i 


f v 

- :M 

一— マ 

■f  K 


■ 1 
-ri 
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常用漢字 表 シンー ズ 


親 親 薪 薪 震 震 震 審新新 
族  炭え う 動 判 妻た 
親る  だ 

子 親  薪  身 震審新 
友  水 震 震災 議盆 

父  えい 

親 肉  地不 

親  震審 


謀 量 測 計 

るるる る 


訪 

ね 

る 


Jlf 


■勧める 

薦める 


見る 


謹む 


奮う 

る 


ジン^^ 


J1 


刃 


したしい 

したしむ 

ジン 


ン 


ひ 


尽( 


ジン 

—rft 

ジン 


ジン 

ウ くす 

つきる 

っ かす 
ジン 


陣 

尋 


ズ  义 


はなはだ 
はなはだ しい 
ジン 
ジン 


ずね る 


卜 


る 


及 


親し さ 


しむ 


人道 人員 成人 
人間 人情 人形 
人人 手 旅人 
白刃 凶刃 自刃 
刃 刃物 両刃 
」義 仁術 
仁王 

尽力 無尽蔵 

M 、 す 、し兄、 

M 、 きる 

愛想を 尽かす 
迅速 疾風迅雷 
甚大 激甚 幸甚 
甚だ 
甚だ 

陣頭 陣痛 円陣 
尋問 尋常 千尋 
尋ねる 尋ね人 
図画 図表 地図 
図書 意図 壮図 
図る 


進む 進み 
進める 

森林 森閑 森厳 
森 

診察 診療 往診 
診る 

寝室 寝具 就寝 
寝る 寝 1 る 昼寝 
寝かす 
憤 重 謹慎 
慎む 愼み 
新旧 新聞 革新 

新しい 新し さ 新しが る 


シン 


診 

寝 ( 


すすを 
1 すめる 
シン 


シン 

みる 

シン 


慎へ |« 一 


P 


JJ 


る 


審 

震 


薪 

親 


ねかす 

シン 

つつしむ 

シン 

あたらし 

あらた 


シン 

シン 

.1. る/つ 

ふるえる 

シン 

たきぎ 

シン 

おや 


スイー セイ 常用漢字 表 
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寸 

法 

寸 

暇 


杉据 

わ 

杉る 

並 

木据 

わ 


据数 数人 
ええ  数 

るる 

据数 


i 


足 之 


数崇枢 骨随錘 
字 拝 軸髄行 

数崇 枢脳随 
量 高 要髄意 


I 


中 真 追 
枢髄随 


A 


と 

も 


る 


人 

数 


t 数数 


hj 


寄珠 

屋 


数 


紡 穂穂睡 
缍  状 眠 

穂 出 熟 
穂睡 
期 

午 

睡 


遂遂 酔 
げ 行う 
る 

未 
遂 


酔 


レ 


完日 

遂酔 


酔 

m 

麻 

酔 

心 

酔 


推 

進 

推 

薦 


衰 

え 

る 

え 


衰粋統 炊 


Hr1 

的 


人 帥 


盛 純 元 
衰粋帥 

老精 

衰粋 


飯 

炊 

き 


炊垂垂 
事ら れ 
する 

自 


炊 


炊 


押 

す 


雨 

垂 

れ 


垂 

直 

縣 

j  I  上 

垂 

田 

冃 

下 

垂 


吹 吹 水 
く  — 

水 


吹 

鳴 

鼓 

吹 


水 

浴 

び 


水 

水 

陸 

海 

水 


J 吹 息 清 
喷雪吹 水 


敝 畝間 畝織 

頼戋賴 之 つ 頼 

*  yt  *  yi  ^  ^  %JJl 

是非 是認 国是 
油井 市井 
天井 

4 尸 

世紀 時世 処世 
世界 世間 出世 

世 世の中 


スウ 


随( 

通 へ 遣 

へ & 


数 


す^ 〇  « 

すぎ 0 ゾ / © 


スン 


せ砍 

^  —if 


頼 (賴 


ゼ是 

井 


L — tL, 


つむ 

ズィ 

ズィ 

スウ 

スウ 

スウ 

ス 

% J£ 

力す 


ぞ える 


す 之る 
すわる 
すぎ 

スン 


せ 


ね 


せ 


セ 


ショウ 


セ 

セ 


水 

吹 


- L 


6 


炊 


J n n 

九十へ 卒し 

半 V 半、 


スイ 

みず 

スイ 


スィ 
たれ 
たらす 

スイ 


酔 (醉) 

遂 


穂 (穂 


錘 


スイ 

スイ 

スイ 

おとろ、 足 る 

スイ 

おす 

スイ 


スィ 

とげる 

スィ 

スイ 


: I  芝 

產産  生 

む ま 
れ 
る 


り  3  U 、  彐  ウ 

1.-T  ■— 


と 


犠 

星 

明 

星 政 

摂政 

斉 

冃 

m 

緑 

1  J 

性 

性 

征 百姓 

制 

■=br 

尸 

大 

: :|-r 

尸 

西 

牲 

星 

座 

政治 

唱 

い 

天 

分 

質 

服 姓名 

度 

色 

['  I 

楽 

里 

呼 

尸 

西 

星 

流 

行 

.  * 

オノ- 

ざ 

紺 

■  ■mr 

■va  I.J41 

mr 

相 

理 

、- 1-_ 

M 

改 

制 

び 

声 

B 

星 

政 

斉 

さ 

め 

T 

主 

m 

銅 

性 

性 

征 

姓 

限 

t-M 

援 

衛 

家 

群 

冃 

中. 

根 

男 

出 

同 

統 

歌 

名 

日 

里 

政 

年 

性 

性 

征 

姓 

制 

つ 

尸 

- 1  * 

尸 

56  常用漢字 表 セイー セイ 


セイ 


4— 


■  


:HT I 


セィ 

ショウ 

ただし 

ただす 

まさ 

セイ 

ショウ 


いきる 

ぃ かす 

いける 

つまれる 

りむ 


お 


える 

やす 


なま 

セイ 


なる 

なす 

セイ 

サイ 


正義 正誤 
正直 正面 


一二 3n 


月 


正し 

正^^ 


正し さ 


正夢 


生活 発生 先生 


生滅 


生誕 生 


生きる 長生き 
生かす 

生ける 生け捕り 
生まれる 生まれ 
生む 

生い立ち 生い茂る 
生える 芽生える 

生やす 

生糸 生 (J 生 一 本 

生の 野菜 生水 生々 しい 

成功 完成 賛成 

成就 成仏 

成る 成り立つ 

成す 成し遂げる 

西暦 西部 北西 

西 国 東西 


真 


セイ ー セキ 常用 漢字 表 
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5  2 


い セは は セむ セ ささ も 
きイ られイ こイ かかる 
お  する  んる 


静静 誓 誓 製 精精 誠誠聖 
脈 止う 約 造 進 米  実 書 

誠 

静誓誓 製 不精に 誠聖 
穏ぃ詞 鉄 精密  意 人 

安  宣鉄  精  至 神 
静  誓 製  力  誠聖 


七  $  I  J  I  I 

夕  調 調  受  沈鎮鎖 

うえ  け  めめ ま 

る  る  るるる 


今 税整整 整 請 請 普請 静静 静 静 

夕 金う 

え 

理 けう 

請求め 

まか々 

る 

る 

る 

る だと 

一 免 

整 迷 

0月 

朝税 

列 I 

願 

静 

け 

夕 関 

調 下 

丰 

さ 

税 

整 請 

1  青 

け 

セイ 

ショウ 

かえりみ 

はぶく 

セイ 

ゆく 

セイ 


0 *7 - 


6 


き" 4 


き J: まる 

きよめる 

セイ 


3 


反省 内省 帰省 
省略 各省 

省みる 

省く 

逝去 急逝 M 逝 
逝く 

仴潔 清算 粛清 
六根清浄 


青 

'  71 


奢 


清らか だ 


め 


盛大 隆盛 全盛 
繁盛 

盛る  盛り 上 かる 

燃ぇ盛る 盛り花 盛り 

盛んだ 盛んに 

女婿 

婿 花婿 

晴天 晴雨 快晴 

晴れる 晴れ晴れ やかだ 

晴らす 気 晴ら 

勢力 優勢 情勢 

勢い 


顧みる 


I 行 

^  X 

---ti  _  r  4 

7  r  フ 


製 

誓 


酔 (靜) 


セ 

セ 


セ 


ちか 

セイ 


しす 

しずか 

しずまる 

しずめる 

セイ 


父 一:: 


ゼィ税 

セキ^^ 


ぅける 

セィ 

ととのえる 
ととの、 つ 
ゼィ 
セキ 
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常用漢字 表 セキー セツ 


接窃拙 
触 盗 劣 

接窃 拙 
待 取 速 

直  巧 
接  拙 


2  5 


き  セ セ セつつ セ あ セ 

る サツ キキ もむ キと キ 
ィ  る 


貝 

め 

る 

貝 

め 


貝 

務 

--4^* 

貝 

任 

職 

只 


惜惜 

しし 

むい 

負 

け 

L 

み 


惜 席 隻析昔 
敗 上手 出 

痛 座 数 分 話 
惜 席隻析 


愛 出 
惜席 


f 斤 


今昔 赤 
昔日ら 

め 

昔る 

昔 

時 


赤赤 赤赤 

らい  銅 
む  赤 

字 

赤 

ん 

坊 


赤 石 
道 

小 
赤 石 

貧 


石 磁石 斥 夕 
高 石材 候 方 


千 

石 


m 


岩排夕 
石 斥 日 

宝 夕 
石  ベ 


寄 

席 


つ 

赤 


，ィ— * 


三 ru 


妄窃拙 

产 ~ 、 

ひ^^, 

耦 


切 


積 跡 


吹雪 

雪崩 


継 


八 


後 


追跡 旧跡 遺跡 

跡 足跡 屋敷 跡 

積雪 蓄積 面積 

積む 下積み 

積もる 見積書 

紡績 成績 業績 

書籍 戸籍 本籍 

切 J; 朝 切切に 

一切 

切る 

切れる 

折衷 折衝 屈折 
折る 折り紙 折り箱 

折 . する 折 

折れる 名折れ 


接ぐ 接ぎ木 骨接ぎ 
設立 設備 建設 
設ける 

雪辱 降雪 積雪 
雪 雪解け 初雪 


きれる 

セツ 


おり 

おれる 

セツ 

セツ 

セツ 


もうける 

セツ 

ゆき 


セキ \下 

ーコ 


赤 


日 


析 

隻 

昔 


J1 


ゆう 

セキ 

セキ 


シ 


セキ 


あ 力 


あ 


/T ■> 


あからむ 

あからめる 

セキ 


六 


む 


セキ 

セキ 

セキ 

セキ 

おし い 

おしむ 

セキ 

せめる 


洗 洗 浅 浅 泉 泉 専専宣 
う 面い 薄  水ら 門 言 

洗 浅 浅  源  専 宣 

練 瀬 学  泉  属誓 

洗 遠 深  温  専宣 

剤 浅 浅  泉  用 伝 


セ ツー セン 常用漢 子 表  59 


セ 


摂 (攝 
節 (節 


f 3 L 

一ー コ p 


セ 

セ 


X 


チ 


J 

I セツ 
ビ 


ゼッ舌 


セン 千 


〇 


占 


ゼッ 

した 

ゼッ 

たえる 

たやす 

たつ 

セン 

ち 

セン 

かわ 

セン 

セン 

しめる 

ぅらなぅ 

セン 


摂取 摂生 
節約 季節 関節 
お節料理 
節 節穴 

説明 小説 演説 

遊説 

説く 

舌端 弁舌 筆舌 
舌 猫舌 二枚舌 
絶妙 絶食 断絶 
絶える 
絶やす 

絶つ 

千円 千人力 千差万別 

千草 千々 に 

川 柳 河川 

川 川岸 小川 

仙骨 仙人 酒仙 

占拠 占星術 独占 

占める 買い占め 

占う 占い 

先方 先生 率先 

先先 立つ 


裁つ 

断つ 


川原 
t 河 


言 


B 戔 

%  ^  %  yt 

先 

*71 


セン 

セン 

もつ 

セン 


V- 


ずみ 


3 

眉 


栓 


〇 


-7 


戦 (戰) 


セン 

あさい 

セン 

あらぅ 

セン 

そめる 

そまる 

しみる 

しみ 

セン 

おうぎ 

セン 

セン 

セン 


な 


セ 


染色 染料 汚染 
染める 染め物 
染まる 

染みる 油染みる 
染み 染み抜き 
扇子 扇風機 扇状地 
扇 舞扇 

栓 給水栓 消火栓 
旋回 旋律 周旋 
船舶 乗船 汽船 
船 大船 親船 
船旅 船賃 
戦争 苦戦 論戦 
m m ち 戦 


粗 措 素 元 

き チ _ 丰 素 

精 挙素平 
粗 措 性 素 


素 

人 


組 組 粗 粗 措 素 素 
む 織い 密置顔 材 


鮮鮮繊 薦 
や 魚 細 め 

か  る 

だ鮮繊 
明 維 

新 化 
鮮繊 


自  選遷点 
薦  挙都線 

当 変 光 
潠遷 線 


慈 名 空 
善 前前 


租祖阻 阻 繕 
税 父む 止う 

公祖  阻 繕 
租述  害い 
公 

課 元  険 
祖  阻 


修漸禅 天 当 
繕次宗 然然 


営漸禅 

肉 

繪進寺 

狀 

4 

白 勺 

座 

必 

東 禅  然 


推 選 選 遷線潜 潜 潜 銑 銭 銭 実戦 
薦ぶ択 延路 るむ 水 鉄  湯践う 


60  常用漢字 表 センー ソ 


組成 改組 
組み込む 


全部 全国 完全 

全く  全うする 


組 組長 赤組 
疎密 疎外 親疎 

疎い 

疎む 疎ましい 
訴訟 告訴 哀訴 
訴える 訴え 


戦い 

金銭 

銭入れ 小銭 
潜在的 沈潜 
潜り込む 


前後 以前 

善悪 善処 

善い 


0 


狀 


(禪) 


漸 

善 


ゼン 


阻 


ネ 


ン 


つくろぅ 


租 


葬 


(祁 


ソ 


ばむ 


進める 

勧める 


良 


措 


ソ 

ソ 

ソ 

ス 

ソ 


疎 


訴 


践 (踐 
錢) 


たたかぅ 

セン 

セン 

ぜに 

セン 


替ヘ 替) セ； 


ひそむ 


JC 


遷 


JJrfvl 

%  all 


薦 

繊 (纖) 

鮮 


ゼン 


セン 

セン 

セン 

えら 


ダる 

セン 

セン 

あざやか 

ゼン 


£ 1 


ゼン 

まえ 


荒 
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草草 荘相 首相 

棄 嚴 手相 当 

_ 雑 荘相宰 相 
草 重 宿 相談 
語 

り牧別  真 

草草 荘  相 


%  t  f  — 一 

举苗 


裝 

、 _ ^ 


i  c< 


日 

© 


- トヨ 

W 


H 


捜 


6 


6 


，南 搜 


〇 


4 


3 


ソ ほ ソ 
ウうウ 
む 
る 


もソ ソ ま ソすソ 
ヴどウ  ウ 


は 


ウわ ウ す 


が 

す 


r. 


お 


る 


装 装！^ 

束 置る 儀 


衣服 
装 装 

変 


埋 

葬 

葬 


喪 喪 
失 

t*iu' 

成 

服 

喪 

王 


創 


I  U 


独 

創 

刀 

創 


窓 車 
窓 
窓 

口 同 

/ビ、 

出 

窓 深 
窓 


巣 営 
巣 

単 

箱 卵 
巣 
巣 

立 病 

つ 巣 


法 

曹 

法 

曹 

界 


陸 

前 


掃 掃 桑 桑 揷挿捜 搜倉倉 送 送 
く 除  園す 入す 索  庫る 别 

桑  倉 

清 畑  挿揷  搜敷穀 見 放 

掃  絵 話  査 料 倉 送 送 


掃 


揷 

し 

木 


J 求 

いけ 

达 


▲ 


指刺范 

すすす 


探 

す 


蔵 


赠 

る 


塑像 彫塑 可塑性 
礎石 基礎 定礎 
礎 

双肩 双方 無双 
双子 双葉 
壮大 壮健 強壮 
早期 早晚 早々 に 
早速 早急 

早い 早口  素早い 

早まる 

早める 

争議 競争 紛争 

争ぅ 争い 

走行 競走 滑走 

走る 先走る 

奏楽 演奏 合奏 

奏でる 


表 

{子 

莫 

*  m-y} 

用 

常 

ウ 

ソ 


ソ 


ノ 


礎 

ソウ 双 


41 


ソ 


1 


しずえ 


ソウ 


ソゥ 

ソウ 


爭 


4 


奏 


7T 


I= T 

I 


(莊) 


はやい 

はやまる 

はやめる 

ソウ 

あらそぅ 

ソウ 

はしる 

ソウ 

かなでる 


ソウ 


ウ 


あ 


ゥ 


ソウ 


くさ 


早乙女 

早苗 


1 


速める 


m  1£ 


相撲 


草履 
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m 用 漢字 表 ソウ ーソク 


束 即臟贈 寄贈 蔵 蔵 憎 
縛応器 る 贈与  書し 

vp  み 

結 即内贈  贈蔵貯 

束 席 臓り  呈  蔵 

物 

約即心  贈  土 

束興臟  答  蔵 


作 

る 


会合 


促 

足 束即臟 

贈 

蔵 

卽臟 

V  ノ、  ノ 

贈 

、 ノ 

臧 

1  4  6 

6 

湿 


僧 


たた あ ソたソ ソゾお 
する りし クばク クウく 
る  る 


ウ  ^ 


し ら 


む 


やえす 
す る 


操 水 遭 遭 総 層 愛想 僧 装 
縦 槽う遇 合 雲 想像 院う 

操 浴  遭 総高  感高装 

作槽  難 意 層  想 僧い 

節  総 断  予尼 

操  括 層  想 僧 


束 花束 束ねる 

足跡 遠足 補足 

足 足音 素足 
足りる 

舌足らず 

足す 

促進 促 S  催促 


増す 水増し 

増える 

増やす 


曾 悪 愛 僧 


曾ら し い 


P I1 U1 

掙 

操る 操り人形 
乾燥 焦燥 高燥 
霜害 晚霜 
霜 霜柱 初霜 

騒動 騒音 物騒 

騷ぐ騷 ぎ騷力 一 ^ 

藻類 海藻 詞藻 

藻 

造船 造花 構造 

造る 

肖像 現像 想像 

増減 増加 激増 


ソウ 


W 田 B 曾〉 


想 


層 

総 

遭 


墙 日 © 


燥 

fll 目 


騷 


藻 0 


ソウ 


土 11 


増 (增) 


よそおぅ 

ソウ 

ソウ 

ノ 

ソウ 

ソウ 

ソウ 

あぅ 

ソウ 

ソヴ 

みさお 

ぁやつる 

ソウ 

ソウ 

しも 

ソウ 

さわぐ 

ソウ 


も 


ゾゥ 

つくる 

ゾゥ 

ゾウ 


殖える 

殖やす 


1  八 G 

「寄贈」 は 
「キ ゾウ 
も 

^ 一る 


足袋 


脚 


率 比率 年 

ぃ 率先 M 

る 


率 率 中 


百 軽 兵  連  金 民 民 

分率卒  続  厲族 俗 


ソク 


常用漢字 表 
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息吹 

& 心 


A i 


早い 

早める 


- 賢 ス。 

量る 
^1 一  る 


ゾン 


存 


*1— 


孫 


尊 


ン 


ソン 

むら 

ソン 


ソン 


ぶ 


夕 


也 

J/ 

多 


2 


ダ 


5 


妥 

堕 (墮) 


駄 A 


ソン 

そこなう 

そこねる 

夕 


夕 


おお 

ダ 


ダ 

ダ 

ダ 

ダ 


存在 存続 既存 
存分 保存 存じます 
村長 村落 農村 
村 村里 村芝居 
子孫 嫡係 
孫 

尊敬 尊大 本尊 

尊い 

尊い 

尊ぶ 

尊ぶ 

損失 欠損 破損 


OFT 


な 


見損な 


損ねる 

他国 自他 排他的 
多数 雑多 


多い 

打撃 打破 乱打 

打つ 

妥当 妥結 妥協 
堕落 

惰眠 惰気 怠惰 

駄菓子 駄作 無駄 


R い 


I 貴 r 

A — ► rtl M 、 V 


擊っ 

寸つ 

1 flip  〆 


る 

俗事 風俗 
一族 家族 
厲性 従属 

賊軍 盗賊 

続出 続行 

続く 続き 

続ける 


足 す 

法則 鉄則 変則 
休 M  消自 S  子自 S 

菅  自 じ 巻く  吐 自〕 

速度 敏速 時速 

速い 速さ 
速める 
速やか だ 

則 M  則 斤 I  則？ 

J —  -  —Lr  / —  ^  X  / — 启 

側 裏側 片側 

則 童 目 則 推 


ソク 


T、 

% 


自 3 
y 


朿一 


/ 


谷 

制 

属 (屬) 

賊 

続 


續)  4 


ソッ 


A 

く 


ぅな 力す 
ソク 

ソク 


1 


ソク 
はやい 
はやめ 
すみ ゃ 

ソク 

かわ 


ソ 


% 


ソク 

ゾク 

ゾク 

ゾク 

ゾク 


る 


ソッ 

ノ  y 


ン 


ひ 


r 


貸貸替 替代逮 袋風泰 
す 借 わえ 替捕  袋然 

るる  紙 

貸 貸  逮 袋郵泰 

し 与  両  夜  袋 斗 

替 

賃  安 

貸  泰 

t  $ 為  足 

変 代換変 代換替  袋 

わ わ わて； t て 

るるる るるる 


耐体 体 体 対 対 太 太 丸太 
久  裁 格 句 立る い 太陽 

体 

耐 つ風人 一 絶  太 

火き 体 体 対 対  鼓 


変替換 変替換 

ぇぇ足 わ わ わ 

〇 るるる るね 


よか か タ ダ おお おタダ タとタ タか夕 かか タタ ふ夕 夕 
え わ イイ おお おイ イイ ど イイす イ わえ イイ  く  イイ 
るる  いき  こ  るる  ろ 

にい  お 

る 


隊列 軍隊 部隊 
滞在 滞貨 沈滞 
滞る 

態勢 形態 容態 
大小 大胆 拡大 
大衆 大した 大して 

大型 大通り 大水 

大きい 大きさ 大きな 
大いに 

代理 世代 現代 
代謝 交代 
代わる 代わり 
代える 
代 神代 


白 王 太 zr 

反対 

主体 

忍耐 


大人 
大和絵、 
大和魂 等 


耐える 

待機 待遇 期待 

待つ 待ち遠しい 

怠惰 怠慢 

怠ける 怠け者 

胎児 受胎 母砠 

退却 退屈 進退 

县 く 

县 ナる 

携帯 地 带連带 

帯びる 

帯 角帯 


ィ 


V 

夕 

表 

槃 

用 

也吊 


4 

6 


タイ 


太 


体 (體 


タイ 

夕 


\ 


ム とる 
タイ 


タイ 


テ 


怠 


らだ 


タイ 

たえる 

タイ 


ま 


ム n 


と 


セ 


?( 帶) 


タイ 

おこたる 

なまける 

タイ 

タイ 

しりぞく 

しりぞ 于る 

タイ 

おびる 

おび 


ダイ ー タン 常用漢字 表 
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脱遅但 


ダ  タた 

ク  ク含 


濁諾權 託拓卓 沢 択宅滝 題 第 


4  6  3  5  2 

ぬぬ ダ タた にに ダ ダ タタ タタ さ タタ タた ダダタ ダし 
げ ぐッッ だ ごご ククク ククク わ ククク き イイ イイろ 
る  しする 


脱 

げ 

る 


脱 脱 達但濁 
ぐ 衣 人 しす 

脱調但 
出 達し 

蚩 

虚伝 5 
脱 達 


濁 濁 諾洗託 拓卓沢 
る 流 否 _ 


L ■- 

s 


本 越 


濁 濁 承 
り音諾 

清 快 
濁 


委開卓 

託拓球 


結 

It 


光 選 宅 
沢択地 

m  ||  i 

沢扒宅 

奢 帰 

択宅 


滝 題 
名 

m 

ぼ 題 

出 

題 


第 台 


ム 

口 


代 


一風 地 物 
第 舞 灯 苗 


著 

及 

第 


M 


ム 

口 


代 


ム 

口 


夕  た 
ン な 


W 丹 棚 


3  6  5  4  6 


はは 夕 なな 夕み夕 あ夕 ささ タタす タタに か タタた う ダ 
しンげ げン じ ンわン が ぐン ンみン ン なつ ンンな ばッ 
かくかい  する  うぐ  う 

わ  い 


端端 端 嘆 嘆 嘆 短 短 淡淡 

く 息い 歌い 


数  正 かく 
片  わ 

半端 末し 嘆 嘆 

端  端い き 


探 探 大炭炭 単 担 担 担 丹 棚 奪 奪 


軒 

1- 山 

ゾ而 


極 

_1パ J 

^(i 


I] 


荷 

嘆 


い 水す る求胆  鉱 独う 

U-4 

灰 

短 •濃  探 探 落 火木 単 
所 雪 淡  リ訪胆  炭 位 

消 

長  冷  探 魂し 石簡 

短  淡  知 胆炭炭 単 


当 念 


回 


尸 

担 丹 棚 奪 

架 精  い 取 
大取 


B 


陸る 争 
棚  奪 


痴 遅遅 遅遅 
情い られ延 
する 

愚 遅  遅 

痴咲  遅 刻 
き  れ 

遅 

速 


地 地 土 壇 
面 下 壇上 
場 

地 天  花 
震 地  壇 

地境  文 
元 地  壇 


談暖暖 暖暖暖 弾 
話め まか か 流 

るるいだ 


談 

暖 

判 

房 

相 

温 

談 

暖 

弾 弾 弾 断 断 断 段 
むく 力る つ 絶 落 

弾 弾 弾 断 塩 断 階 
みき 圧り 断定 段 
于_  夫 

爆  判 手 

弾  断 段 
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常用漢字 表 タン ー チ 


貯水池 電池 
池 古池 

知識 知人 通知 
知る 物知り 
価値 数値 絶対値 
値 値段 
値  値する 
恥辱 無恥 破廉恥 

恥じる 恥じ入る 
生き恥 


耳 


恥じら 


@ じらう 
恥ずかしい 

誘致 合致 風致 
致す 


IV 


端 川端 道端 
誕生 生誕 
鍛錬 

鍛ぇる 鍛ぇ 方 
団結 団地 集団 
布団 

男子 男女 男性 
長男 美男 善男善女 

男 男らしい 


裁つ 

絶つ 


£ 


m IL % 

溫力 

温か 


1 


温まる 

温める 


丄 1 

ふ：〆 


チ 也 

XJ 


也 


口 


直 


恥 


致 

遅 (遲 


痴 (癡) 


ダ 


夕 


チ 

ジ 

チ 


ナ 


チ 

しる 

チ 


あた 

チ 


念じる 

はじ 

はじらう 

はずかしい 


チ 


たす 


チ 


おくれる 

おくらす 

おそい 

チ 


タン 


正 

7¢ 
1111 n 


鍛 


ダン 


專 


彐フ 

My, 


/ 


又 


斷 


I B. r 

"0^ 


linn 


Jl 


6 


± 卜  J 

/put  1^/ 

タン 

タン 

きたえる 

ダン 


ダン 

ン 

おとこ 

ダン 

ダン 

たつ 

ことわる 

ダン 


ひ 


く 


はずむ 

たま 

ダン 

あたたか 

あたたか い 

あたたまる 

あたためる 

ダン 


/ 


地 


意気地 


rn 

_tn 
/ — 


後れる 


チー チョ 常用漢字 表 
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著 著著駐 錬铸衷 
しす 名 車る 造 心 

い 

著 駐錄铸 折 
著  作 在 物鉄衷 

し 

さ  顕進 錄改苦 
著駐 型錶衷 


柱 

帆 

柱 

大 

里 

柱 


支 

柱 

円 

柱 

電 

柱 


昼 

昼 

寝 

真 

昼 


昼庄汪 
夜ぐ 入 

昼  注 

食  思 

白  発 
昼  注 


抽忠宙 沖 
出 実 返 


抽 

象 


r  H 

勤 

誠 

由 


S 


位 稚 
置 魚 

放 稚 
置 拙 

処幼 

置稚 


t  t 仲  I 

現 表  中 人  仲 

すす 


チ 

著駐 


衷柱昼 注 抽忠宙 沖 虫 


a 


6 


5 


、 — ノ 


5 


6 


4 


中中 庭 真ん中 
仲介 仲裁 伯仲 
仲 仲間 

虫類 幼虫 害虫 
虫 毛虫 

沖積層 沖天 沖す る 


置く 

竹林 竹馬の友 爆竹 
竹 竹やぶ さお竹 

畜産 牧畜 家畜 
逐次 逐一 駆逐 
蓄積 蓄電池 貯蓄 
蓄える 蓄え 

築港 建築 改築 
築く 築き上げる 
秩序 

窒息 窒素 
茶色 茶番劇 番茶 

茶菓 茶話会 喫 茶 

着用 着手 土着 

愛着 執着 

着る 着物 晴れ着 

着せる お 仕着せ 

着く 船着き場 

着ける 

嫡子 嫡流 

中央 中毒 胸中 


チ 


r tr l」 

稚 

置 


チク^ 2 


畜 

逐 


築 


チ ツ 


窒 

チャ 茶 


チ ャク： ：七 


嫡 

チュゥ.^ 


,4— 


チ 

チ 

おく 

チク 

たけ 

チク 

チク 

チク 

たくわえる 

チク 

きずく 

チツ 

チッ 

チヤ 

サ 

チャク 


きる 

せ 


つける 

チヤ ク 

チュウ 


なか 

チュウ 

なか 

チュウ 

むし 

チュウ 

おき 

チュウ 

チュウ 

チュウ 

チュウ 

そそぐ 

チュウ 

ひる 

チュウ 

はしら 

チュウ 

チュウ 

いる 

チュウ 

チヨ 

あらわす 
いちじる しい 


稚児 


竹刀 


築山 


「愛着、 執着」 

は 「アィ チ 

ヤク 、シユ 

ウチヤ ク 」 

と- > tj 

—付く 

就く 

Axr  J' 『 tT j  -Vo 

就ける 
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常用漢字 表 チョー チョウ 


m 

調 

澄 

澄 

m 

潮 

潮 

徴 

ベ 

季口 

ま 

む 

澄 

流 

収 

る 

す 

潮 

m 

上 

風 

満 

特 

調 

査 

澄 

澄 

M 

徴 

ベ 

ま 

み 

好 

し 

風 

象 

m 

顔 

潮 

徴 

跳 跳 跳 腸 超 超 超 
ぶね 躍 炎す え 越 
る  る 


縄 

大 

超 

跳 

腸 

過 

び 

阳 

胃 

入 

腸 

超 

膨朝朝 鳥 鳥 頂 頂 頂 
脹  食  類  く 上 
朝  鳥 _ 


毎  小一  物 
朝 今 鳥 石  絶 

朝  二  頂 

鳥 


チヨ 
チ 3 サ 


ゴフ 


( 1 

\  xy. 


u 


Ji 


V 


o 


1 ぐ 


>y 


; ノ 


チ 

チ 

テ 


彐 


チョウ 

とむら 

チョウ 

チョウ 

きざす 

きざし 

チョウ 

まち 

チョウ 

なが ぃ 

チ ヨウ 


V 


どむ 


チ ヨウ 


« 


金 


〇 


± る 

チョウ 

M る 

チョウ 

ながめる 

チョウ 

つる 


貯蓄 即金 貯水池 


数 落丁 


丁目 


字路 


f1:I 乙 丙 丁 
問 弔辞 慶叩 


庁 全 


候 前兆 億 


兆す 


汴 


長所 成長 


町会 

I ~ 

f  h 雀  I 

n.  n 

長女 

長い 

挑戦 挑発 

て u 

相ち 

B ffil fR ?® 通 張 


張力 拡張 

張る 欲張る 


王 張 

ル る 


ノ/ノ 


s/\ 


る  木 同 U 


1/ 


眺望 

jl; める  _ め 

釣果 釣魚 釣艇 


金 る  i 


Jf l 


k 


蚊帳 


臾 


長 


lli:L 勿 
ku 


徴 ( 1 ) 

ノ  sc—  \  W— 、 


澄 


5 


チョウ 

■> こ  V  j 
レた た 


ただき 


チョウ 


チョウ 

あさ 

チョウ 

チョウ 

こえる 

こす 

チョウ 

チョウ 

はねる 

とぶ 

チョウ 

チョウ 

しお 

チョウ 

すむ 

すます 

チョウ 

しらべる 


「山頂」 の 意 

今朝 川 


越える 
t 越 す 


t 飛ぶ 


チョウー テイ 常用漢字 表 


痛 痛 通 通 通 通 通墜 追追鎮 鎮 
い 快う する 夜 行 落う 跡 まめ 

るる 


痛苦 

通 通 通 

通墜 

追 

さ 痛 

いしり 

読 死 

放 

心 

普 撃 

訴 

痛 

通墜 

追 

鎮賃陳 
座金 列 

鎮賃陳 
静上 謝 
げ 

重  開 
鎮運陳 
賃 


呈低低 低 低 坪 漬漬塚 
上 まめい 級数 かけ 
るる  るる 貝 

進  低 低 建  塚 

圼  さ 気 坪  漬 

圧  物 

贈 

呈  高 

低 


t  : 

mm 

めむ む 
る 


痛む 痛み 痛ましい 
痛める 


調ぅ 

調える 

聴覚 聴衆 傍聴 
聴く 

懲罰 懲戒 懲役 

懲りる 性懲り もな ど 

徴 j らす 
懲らしめる 
直立 直接 実直 
直訴 直筆 正直 

直ちに 
直す 手 直 
直る 仲直り 
勅語 勅使 詔勅 
沈滞 沈黙 浮沈 

沈む 浮き沈み 

沈める 

珍客 珍重 珍妙 

ぃ 珍し さ 珍しがる 


チョウ a 


患 


懲 (懲) 


チョ ク 


勅 (敕) 


チン 沈 


珍 

联 

陳 

賃 

直 ハへ K ハ 


2 


ととの' つ 
ととのえる 
チ ヨウ 


ぎく 


チョウ 

こりる 

こらす 

こらしめる 

チョ ク 

ジキ 

ただちに 

なおす 

なおる 

チョ ^ 

チン 

しずむ 

しずめる 

チン 

めずらしい 

チン 

チン 

チン 

チン 


静める 

沈める 

静まる 


m う 

整える 


MU 

nnr 


rr 


ム门る 


I 静める 
鎮める 


黎 


ツウ 


しずめる 

しずまる 

ソ 

おぅ 

ツィ 

ツウ 


っか塚 (塚)® 

つける 主 貝 〇 


っぽ 坪 


テ 


とおる 

とおす 

かよう 

ツウ 


尺 


いたむ 

いためる 


i- 


て 力 

つける 

つかる 

っぽ 

ティ 

ひくい 

ひくめる 

ひくまる 

テイ 
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常用漢字 表 テイ ー テキ 


敵 適 滴滴 水 摘 摘 笛 汽的的 泥 泥 
切と  滴 む 要  笛  中  土 

敵  口  的  泥 

意 適 滴  点 摘 摘笛警 外 目 沼 雲 
度り  滴み 発  笛れ 的  泥 

匹  草  泥 

敵 快  — 指  牧  科 棒 拘 

適  滴  摘  笛  学  泥 

白 勺 


艦 程程 提提 堤 
艇  度げ 供 
程  る 
舟 遠 日  提 
艇い程 手 案 

提 

競 身 過げ 前 
艇の程  提 

乎 王 


絞 閉絞閉 
めめ まま 
るるる る 


下 

げ 

る 


I 偵 停遲 

M 

4 


訂帝貞 亭邸抵 底 


通 


3 


4 


3 


2 


テ テ 


テに テテ 
イ わイ イ 


■  ■  f 

T  T- 

づ イ 


テ そ 

イ こ 


し 

だ だ 
かま 
る 


る 


テ お 
ィとテ 
:) 


テ テ 
イ イ 


堤 偵 停遲庭 
防 察 止 信 

庭 

防 探 停逦先 
波 偵 車 送 
堤 

内調遁 
偵 停 減 


庭 訂帝貞 亭 
園 正王淑 主 

校 改帝貞 料- 
庭 訂国操 亭 


邸 


家 

庭 


白 

王 

帝即 


邸 

内 

私 

邸 


抵 底底定 
抗  流 か 
奥  だ 
抵底海 
触  底 


大 

抵 


到 

底 


疋疋 疋疋弟 

まめ 石 価 
る る 

定安 
定紋 定 

め 

必 

JP1  1  • "国 •  ^ - * 

疋疋 


弟 兄弟 宫 
子弟 妹廷 

義法 

弟廷 

- J 二 出 
弟廷 


締結 

締まる  締まり 

締める 締め切る 引き締め 


敵 敵役 商売敵 


艇 


ディ 


« 


テキ バ 


笛 


つつみ 

ティ 
さげる 
ティ 
ほど 
テイ 
テイ 
しまる 

める 


どろ 

テキ 


摘 


滴 


直 

^  X 

欠 

商 


テキ 

ふえ 

テキ 

つむ 

テキ 

_ 一 ずく 

したたる 

テキ 

テキ 

かたき 


都都途 徒 
合 会 上 _ 

都 都 帰 徒 
S 心途 労 


_ 慕 i  I 


塗 塗 
る 布 

塗 塗 
り 装 

塗 

料 


十 

木 

国 

土 

粘 

土 


•— Ji-v  j ^  .-， r 二 今 

転 転 
ぶ がげ 

する 


転転 添 添 

が 出つ； ^ 
る  る 

回付 
転き 添 
添え 
運う 手 
転  紙 


添 

加 

添 
if 寸 

添 

削 


展点店 
示 線 

夜 
店 


開 S 

発 採 
展点 


店 典 天 
舗 拠の 

川 

開 古 
店 典 天 
下 

本式り 
店 典 


天 天 撒 徹 鉄哲更 
地 去 底 道学 迭 

天 撒 徹鉄哲 
然 回 夜 筋 人 

雨 撒 貫 鋼 先 
天兵 徹鉄哲 


テツー ド 常用; 
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ン 


V 


Wr 

轉 


添展 


店 典 


天 


里 


鉄哲迭 

m 


5 


6  2 


4 


3 


b 


塗 


都途徒 吐斗電 


殿 


伝 

m 


都 都落ち 

渡航 渡河 
M る  度り 

渡す 渡し 


伝言 伝統 宣伝 
伝わる 

伝える 言い伝え 

伝ぅ 
/. — * 

殿堂 宮殿 貴殿 
御殿 

殿様 殿方 
〇〇殿 

電気 電報 発電 
斗酒 北斗七星 
吐露 吐血 音吐 朗々 
吐く 吐き気 


田地 水田 油田 

田 田植え 


4 デン 

つたわる 

つたえる 


テツ 

テツ 

テツ 

テツ 

テツ 

テン 

ぁめ 

あま 

テン 

テン 

みせ 

テン 

テン 

テン 

そえる 

そう 

テン 

ころがる 

ころげる 

ころがす 

ころぶ 

テン 

た 


伝馬船 


手伝う 


土産 
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島 唐 唐 凍 凍 凍 倒 倒 倒 逃 逃 逃 逃 逃 到 東 東 豆 古 豆 
民 織 本え る 結 すれ 産れ すがげ 走 着  西 _ 显 腐 

る  るるす る  東 

半 唐 唐  凍 凍  圧  見  逃 到 側 東 粒  納 

島 草 突 凍り 死  共 倒 一 逃  夜 亡 底  国  豆 

模  え 付  倒  時す  逃  煮 

列 様 死く 冷 れ傾逃  仔 逃 周  以豆 

島  に  凍  倒れ  避 到  東 


j ^ 島 国 離れ ,# 
桃源境 白桃 桜桃 
桃 ^ 色 


奴 

努 


vr ス 


怒 


冬 


(燈 

(當 


.又 


な 

げ 

る 

h 

ヴ 

あ 

て 

る 

あ 

た 

る 

卜 

ウ 

ひ 

h 

ヴ 

ふ 

ゆ 

ウ 

か 

た 

な 

ヴ 

お 

、一 

る 

い 

か 

る 

ド た 
び 

夕 

ク 

卜 

K 

つ 

と 

め 

る 

K  K 

つ 

ち 

h 

投 

げ 

る 

身 

投 

げ 

投 

資 

投 

下 

暴 

投 

当 

て 

る 

当 

て 

当 

た 

る 

当 

た 

») 

当 

或 

J  Lli' 

当 

炊 

妥 

当 

灯 

灯 

火 

私 

灯 

占 

d  b  \  \ 

灯 

冬 

久 

tt 

れ 

季 

欠 

越 

冬 

刀 

刀 

剣 

短 

刀 

名 

刀 

恐 

る 

奴 

fCj、 

る 

怒 

怒 

狂 

1 

怒 度 
号 度 

奴 重 

J  じ、 

与 よ 

只る 

激こ 

怒の 

度 

支 

度 

法 

度 

度 

胸 

制 

度 

限 

度 

努 

る 

努 

め 

て 

M0 

N _ f 

努奴 

力隸 

守 

銭 

奴 

土 

赤 

土 

Ji-p-fla- 

地 

投 

網 

$ 

充 

て 

る 

t  t 

火 芝 

ら 

れ 

た 

体漢 

b 体 
^1 

i 

堂 

注 

当 

m 

太 

刀 

竹 

刀 

務 4 

めめ 

るる 

古-} 卜 

宙 

杯 1 

: jk 

到 

由 

口 

vb 

11  \J 

5 

才、 

2 

、し 

5 

ヴ 


まめ 


ヴ 


ひ 


トウ 

トウ 

こずる 

/¥  K  一 

にがす 

のがす 

のがれる 

トウ 

たおれる 


おす 


トウ 
こおる 
こごえる 
トウ 


i- 


ら 


トウ 

しま 


卜 


ウ 


トウ ー トウ 常用漢字 表 
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闘 闘 謄頭頭 音頭 頭 糖 
う 争 写  頭脳 部分 

豆 頁 豆 1 

闘 闘 謄文金  頭 年 砂 

ぃ志 本字  上 頭 糖 

頭 

戦  旗 打  頭 船 製 

闘  頭ち  痛 頭 糖 


m 


Kfe!  ；7C 

ド 山 J  JJIL  .Ult. 

器む 難 

陶盗 盗 
酔み 用 


答 登 登 登 種 湯 
弁る 山壇痘 

応山登 登 水 水 
答 登城 校痘 

リ  者 

問  登 天’ え 

答  記然湯 

痘 


湯 楝棟上 

搭 五 

治 木 楝 

載 重 

別 

の 

熱  揉 病 

体 f>- 

1  口  ^ri 

湯涵 

乘 

石 

微 

搭 塔 

uia 

乗 

湯 

-5//* 

辱 

卜の トト トゅ卜  む ト  ト  ト  トぬ 卜ぃト  ト すすす 卜う  、 

ゥほ―  ゥゥ  ゥ む ゥゥ ゥゥす ■ゥた ゥゥけ 力1  くゥつ ゥ 

る  な  む  む  るす 


答える 

答え 

等分 等級 平等 

等しい 

封筒 水筒 円筒形 
筒 筒抜け 
統一 統計 伝統 
統べる 

水稲 陸稲 
稲 稲刈り 
稲作 稲穂 
踏破 踏襲 高踏的 
踏む 足踏み 
踏まえる 


rL-J 、VJ 


戈 

Hr 

寸つ 
二 H  \ 

M 
*  J  ^  - 

2  く 

透かす 
秀一 ける 

党派 
悼辞 

Hr  y 

hr  € 


討論 検討 
商 ^ ち 
t i)1 受1 

k-  ^^1  .- ■- JP  I J—  i  % 


查き 


二 

RJ  f[ 


透か 


政党 徒党 

广  *  J  131  H  二 11 
1^-  >_s  __  L  -  l  ■ ■ * 


螽 

TJ 

hi 


*  i—^#  i. 

'-ガゴ 

n む 


[Tr- 


3 


充 

r> 不 


5 


稲 (稻 


踏 


こたえる 

こたえ 

トウ 

ひとしい 
トウ 
0 ウ 

す/る 
トウ 
IV  X4 


L- 


1 口 

特 


6 


Aly 


る 

る 


トウ 

ふむ 

ふまえる 

トウ 

トヴ 


誊 

nnM- 

f 泡 


あたま 

かしら 

トウ 

トウ 

たたかぅ 


読 読 読 読 独 独 毒 篤徳督 得得 得 
む 点 本書り 立 薬 農義促 f る 意 

読 句  音 独 独 毒 危徳督 I  会 

み 読  読り 断 舌 篤 用 励  得 

占者  書 

購  単 中懇 道監复  損 

読  独 毒 篤徳督 t  得 


純 鈍 豚 養 

ぃ感  豚 

子 

鈍 鈍 豚 
さ 角 

愚 
i 屯 


働 労 道 神道 童 童 堂 動 動 動 胴 洞 洞 同同騰 
く 働  道路  話々 かく 物 体 穴 穴 じ 情 貴 

働 実 道 道歌 童  動活双 洞1^ 異暴 

き 働  徳 心 殿 き 動 胴 察 ^ 同騰 

骨  船  た 

報  児  騒  空 同 混 沸 

道  童 母  動  洞い 同騰 

堂  年 
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常用 i 莫 た! ■こ 表 ト ウードン 


特匿峰 


銅  I 


童带 


胴 


司 同 


o 


凸版 凸レンズ 凹凸 

突然 突端 衝突 
突く  一  突き 
届ける 届け 
屈く  行き / 1 く 
駐屯  駐屯地 


銅器 銅像 青銅 

導入 指導 半導体 

導く  導き 

峠 峠道 

匿名 隠匿 

特殊 特産 独特 


日 ザ 


鹿へ 害 一 


独 (獨) 


士冗ヘ 士買)  2 

1 三  P  〆 - 1 15  / 


える 

うる 


トク 


ソ 


とど t 


凸〇 

突 (突) 

届 (屆) 


屯 0 

豚 


ドン 


鈍 


ド グ 
ドク 
ひと 
ドク 


ク 


ヴ 


よむ 


ソ 


とどける 

とどく 


ン 


ぶた 

ドン 

にぶ 


トゥ 

ドゥ 

おなじ 

ドウ 

ほら 

ドウ 

ドウ 


2 


ごかす 


ドウ 

ドウ 


わ / 


ヴ 


みち 

ドウ 

はたら 

ドウ 

ドウ 

みちび 

とうげ 

卜 


く 


く 


ドン ーネツ 常用漢字 表 
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明  1 二 歳 二十 

日  双 人 十重 

-  — * 

A 

昨  二十 二十 

日  日日 十重 


$ 寻ら力 
柔らかい 

ぃ 「むはし 


ニ ゥ入 


ニ ョゥ尿 


忍 


刀 ひ 


ネ 

ネ 


熱 


ソ 


ひ 


ヴ 


いる 


■日  平日  沐日 


又 

r 


him 


B 


今日 

二十日 


1 


れる 

いる 


一ー ユウ 

ちち 

ち 

ニ ヨウ 
ニン 

まかせる 
ま 力す 

ニン 

ニン 

しのぶ 

しのばせる 

ニン 

みとめる 

ネイ 

ネッ 

あつい 


入学 侵 人 収入 

寝入る 大入り 気に入る 

人れ る 入れ物 
人る 


乳児 乳液 


乳 


乳首 

尿意 


乳飲み子 


夜尿症 


任意 任務 責任 

任せる 人任せ 
任す 

妊娠 懐妊 不妊 
忍者 忍耐 残忍 

忍ぶ 忍び足 忍びやか 

忍ばせる 

認識 承認 


要る 


乳母 


否 思 


111 rl 


認める 


安寧 


— , 


寧 


熱病 熱湯 情熱 


熱 


熱さ 


错 


ン 


ナ 


■  J- - 

ナン—:: T 


ム る 
ン 


る 


ナ 


ダ 


うち 

ナン 


軟 


fm へ 隹 

览广 A 


4— 


みなみ 

ナン 

やわらか 

やわらか 

ナン 


力ん レ 

乞す 力し し 


i た 

/  j 


ニク 

ニ チ 


武 (貳) 


4— 


あま 


ク 

チ 


鈍る 

曇天 

曇る 曇り 
内外 内容 家内 
内裏 参内 
内内 側 内気 
南北 南端 指南 
南無 

南 南向き 
軟化 軟弱 硬軟 

軟らか だ 


らか 


難易 困難 非難 

許し 難い 


飞 


さ 


二番目 二分 十二月 

二 重 まぷた 

二つ 

m 曽， 宣 S 

尼 尼寺 

武万円 

肉類 肉薄 筋肉 

日時  日光 毎日 


日日 


C  “、、J 

婆 子 

産 絵 ふ 
婆 馬 皇 

役 


馬 覇破破 破 
車 権れ る 壊 

る 

競覇  型 破 
馬 者 破 破産 
れり 

乗 制  擊 

馬覇  破 


派 波 波 三 把 濃 
遣  浪 把握い 

波 パ'  才 p 

派 立 波^ 濃 

生つ 及 十 付 さ 

流 荒電 5： 把 
派 波 波 パ g 


濃 農 脳 能 
厚 業髄力 

濃 農首芸 
紺 具 脳 能 

濃酪頭 効 
淡 農 脳 m 


納納納 納悩悩 悩 燃 燃 燃 燃 粘粘 念 年年 
尸 屋得入 ま む 殺す やえ 焼 る 土 願  代 

す U  する  h  年 

納納  ^ 苦  燃 凭 粘 信子少 

豆 涼  ^ 悩  燃料 I 液 念  年 

悩  え  粘  年 

収  ま 煩  尽 可り 粘 断寄豊 

納  し 悩  き 燃 強 着 念り 年 

い  る 性い 


拝見 拝礼 崇拝 
拝む 拝み倒す 
祝杯 銀杯 一杯 
杯 

背後 背景 腹背 
背 背丈 背中 

背 上背 

背く 

背ける 

肺 II 肺炎 肺活量 


出納 

納める 御用納め 

« まる  納’ まり 


今年 


収める 
汉 まる 


巴 © 

rf 


卜乂 

ri 


霸 (霸)  0 


f 

/ 


( 


m 


杯 


匕 _ 


こ い 


r 

ノ 

/ 

\ 


なみ 

/ 

ノ 

N 

ノ 

やぶ 
やぶれ 


、 

ノ 


ぉ がむ 


/ 

ノ 


さかずき 

ハィ 

せ 


そむ 


く 


そむける 


ノ 


ン 

ネ 

表 


n 


6 

7 


ネン 


念 

占 

半 


1 


ネン 


ノウ谨 甾 


匕 匕 


w  f、 甾 


農 


ネン 

ネン 

ねばる 

ネン 

もえる 

やす 

もす 

ノウ 

なやむ 

な Y ます 

ノウ 


おさめる 

おさまる 

ノウ 

ノウ 

ノウ 

ノウ 


「把 (ハ)」 は 
前 に 来る 音 


になる 

波止場 


敗れる 


伝馬船 


薄薄 薄薄 博 博舶 
まめい 情 労識来 
る る 

薄薄 博 博 船 
着 謝 徒覧舶 


迫 迫 泊 泊 宿 拍拍伯 
る 害め ま 泊 子 手 仲 

るる 


脅 

停 

す 白 ill 

迫 

泊 泊 

車 伯 

切 

り 外 

迫 

泊 

1 白 

敗 敗 排配配 俳 
れ北 斥る 分 優 
る 

腐排  交 俳 
敗 気  配 句 

失排  心 俳 
敗 除  配 味 


日白 黒白 
壁  白髮 

白 

白黒  紅 

む  上 

声 

白つ  明 

け 白  白 

る 


白 

い 


TtJC  Tlt^ 

没* 愈 
芽れ ら 
るぐ 

麦 

秋 

精 

麦 


バク 常用漢字 表 
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賠 買 媒陪培 梅 倍 

梅 


2 


4 


賠買買 媒陪培 培 梅 梅 倍 売 
償 う収介 席う 養  園 率れ 

梅  る 

買 売媒陪  栽 見 梅 倍 
い 買 体 食  培  雨 加 売 

物  梅  れ 

購触陪  酒 紅 二 行 

買媒審  梅 倍き 


蹲士 号 

軽薄 

品薄 


廃止 廃物 荒廃 
廃れる 

廃る はやり 廃り 
輩出 同輩 先 I 
売買 売品 商売 

上 冗る 売り出す 


ラる 

うれる 


うめ 

バイ 

つちか 


ノ 


1 

* 


ノ 


个> 


破れる 


梅_ 


/ 

ノ 


白 

白 

IJJ 


VV1 


パク 麦 (麥) 


ハク 

ビヤ ク 
しろ 


しろい 


f 


ハク 


\ 


ク 


ハク 

とまる 

とめる 


/ 

\ 


ク 


せまる 


/ 

\ 


\ 


ク 

ク 


/ 

ノ 


ク 


ぅすい 
ぅすめる 
うすま る 
うすらぐ 
うすれる 


ノ 


ク 


f 

\ 


己 

fniL- 


父 


、 

\ 


廃 (廢) 


li Lr 

ft- 


冗 (賣 ) 


く  i る 

/VI 


ハイ 

ゃ ぶれる 


ヽ 


すたれる 

すたる 


ノ 


ノ 


白 ^ 


:乂 


AT  Y 


J まる 
留まる 

儿 め る 

窗 める 


専 

J - 


急 A 判 伴 伴 同 帆 帆 犯 犯 半半 
坂 判定う 奏伴  船す 罪 ば 分 

帆 


大 

判 

伴 随柱帆 

zth 

ノヽ 

半 

判 

明 

食 伴  走 

帆 

犯 

面 

裁 

前 出 

侵 

大 

判 

船 帆 

$ 

半 
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常用 漢 4 


ノ  ノ 、ン 


抜 伐 


ノ、 

ツ 


无 


， ~ ~ 、 
髮 發 


鉢 

& 


は 


ノ  X 

チ 

八 肌 

〇 


は は 


畑 箱 


縛 


〇 


1 


5 


ぬ ノ < ，く か 
く  ツツみ 


ソ 


ホ 

ツ 


/  X 


ヴ 


ノ、 


、ソ 


チ よ 


やや や  ノ、 

つつ  千 


は は 


け 


はは ノく しババ む 
たこ クば ククぎ 

る 


抜ける 気抜け 

之、  一 

& 力す 

抜かる 抜かり 
罰金 処罰 天罰 
罰当たり 

JjJ.  h 4^  —jst^  ^r\ 

01  M  OK 

反映 反対 違反 

謀反 

反物 

反る 反り 
反らす 


麦 麦粉 小麦 
漠然 •広漠 砂漠 
束縛 捕縛 
る 金縛り 
爆発 爆弾 原爆 


箱 箱庭 
畑 畑作 


-箱 


田 

火 

几 

Hn- 

IV 

ノ 


畑違い 麦畑 
肌色 地肌 


月 


方 


八重桜 

八つ当たり 

八っ 

八日 

鉢 植木鉢 

衣鉢 

発明 発射 

発作 発端 発起 

頭髪 白髪 整髪 

髪 髪結い 


突発 


:  日本髪 

伐採 征伐 殺伐 

抜群 選抜 


抜 


ぎ 抜 


V 

ノ 


百屋 

八百長 


白髮 


L ら 


罰 


け 一 

反 

np^ 


U 


坂 


ぬける 

ぬかす 

ぬかる 


ノ 


チ 


ハン 

ホ 


夕 / 


そる 

そらす 


/ 


ン 


な 


ヽ 


ン 


おかす 
へ ン 


ハン 

バン 

AJ もな、 つ 

ハン 

パン 
へ ン 


ハン ーヒ 常用漢字 表 
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板 黒 乾 坂 
板 板 

板  坂 

前掲 鉄道 
示 板 
板 


り 

出  坂 

版 


蛮 番晚藩 繁範頒 
行人 夏 主 栄囲布 

蛮番今 廃繁師 頒 
人 組晚藩 茂範価 

野 順 早 繁模 
蛮番晚  華範 

街 


版画 写真版 

班長 救護班 
胡哔 


者 ; L 54 一 IL X JC JL 父 

販売 販路 市販 
御飯 炊 飯 赤飯 
飯 飯粒 五目飯 


搬入 搬出 運搬 
煩雑 

煩" 凶 

煩ぅ 煩い 煩わし 

煩わす 


ハン 板 


反 


さ 


畔 

;L 义 


反 


搬 

煩 


頒 

A- B 

章 


ン 

ン 


尺 


/ 


/ 


f 


，ン 
{ン 


ン 


め 


(繁 

薄 

免へ 

n  / 

蛮 (蠻) 


ヽ 


ン 

ン 


K 


わずらう 

わずらわす 


ヽ 


ヽ 


ン 

ン 


ン 


患 


盤 

匕 


皮 


らべ 


己 

否 


LL 

ft 

彼 


披 


〇 


(卑) 


わ 


な 


れ 


こえる 

こえ 

こやす 

こやし 


ヒ 


いやしい 

いやしむ 

いやしめる 


基盤 円盤 碁盤 
比較 比例 無比 


比べ 


背比べ 


皮膚 皮相 樹皮 
皮 毛皮 
妃殿下 王妃 
否定 適否 安否 

否否め ない 

扑 1|| 社 i 評 社 准 
彼我 彼岸 
彼 彼 
彼女 

披見 披露 直披 
肥大 肥料 施肥 

える 

肥 下肥 

肥やす 

肥やし 

非難 非常 是 

卑近 

卑し： 

卑しむ 

卑しめる 


TEJ 

>3, 


卑屈 卑下 
卑し さ 


尾 避 避罷碑 
行け 難 業 銘 

る 

首  逃罷石 
尾  避 免 碑 
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常用漢字 表 ヒー ヒョウ 


尾 避罷碑 

5$ 


蕾 


屝 

〇 


悲 


疲 


祕 


4 


5 


6 


4 


飛行 飛躍 雄飛 

飛ぶ 飛び火 
飛ばす 
疲労 疲弊 
疲れる 疲れ 
疲らす 

秘密 秘書 神秘 

秘める 

被服 被害 被告 
被る 

悲喜 悲劇 慈悲 

悲しい 悲し 力る 
悲しむ 悲しみ 

ョデ ーー^  2 — 一 ^ 

扉 

費用 消費 旅費 

費やす 

費える 费え 


レ- f 1 

周 


記念碑 

不可避 

末尾 


つ かれる 
つからす 
ヒ 

ひめる 

ヒ 

こぅむる 

ヒ 

かなしい 

かなしむ 

ヒ 

とびら 

ヒ 

っぃや す 

ついえる 

ヒ 

ヒ 

ヒ 

さける 

ビ 


^31- 
■  «'■1 


ノ 


泌 


ひめ 姫 

ヒャク / H 
ヒョゥ /K 


お 

ビ 


つくしい 


ビ 


そなえる 

そなわる 

ビ 

ビ 

はな 


ソ 


ひき 


力なら T 


ソ 


4— 


ヒツ 

ふで 

ひめ 

ヒヤク 

ヨウ 

J おり 


ひ 


ヴ 


尾 尾頭付き 尾根 
美醜 美術 賛美 

美しい 美し さ 


!-= 


* 


.考 守備 準備 

足る « 、足 


供える 


備わる 

微細 微笑 衰微 
鼻音 鼻孔 耳鼻科 

匹敵 匹夫 馬匹 
数匹 

必然 必死 必要 
必ず  必 ず — V も 

分泌 

泌尿器 

筆力睾 記 毛睾 
筆 筆先 
姫 姫 松 

百貨店 百科全書 数百 

氷点 氷山 結氷 
氷 

氷雨 

表面 代表 発表 


「分泌 


ンピ 


ノ 


百屋 

八百長 


ヒヨ ウーフ 常用漢字 表 
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病 病 疾病 秒 苗 苗種標 
む 病気 針 代  苗 準 

苗 

病  病 秒  木痘標 

み  根 速  iW 本 

付 

き看寸  目 

病 秒  標 


漂 漂 評 票 俵 一 表 表 表 
う 着 価 決  儀れ す 

イ：る  表 

漂 評 投俵土  門 

白 判 票  俵 

裏 

漂定伝  表 

流 評 票 


I 


現 著 現 面 
れ すす 
る 


扶 


父 


5 


4 


2 


ビ 


矢 不瓶 


賓 


瓶 敏頻賓 


4 


4 


〇 


浜 

濱 


5 


ぬ 


け 

る 


ち 

ち 


お 


と ヴ 


ビビ ヒヒま ビ ヒはヒ 

ンン ンン十 ンンま ンな 


扶布布 付 付 
助  陣 くけ 
布  る 

扶地綿 気 
養  布 付 名 
布  く 付 

扶目分  け 
育  布 


付 父 父 
与  母 
父 

交 親父 
付  兄 

給  祖 
付  父 


夫夫 

婦 

ェ 

夫 


夫不不 
妻 作 当 

法 

農  不 
夫 不利 
用 

凡心不 
夫  賛 
成 


瓶敏 頻 
速度 
瓶 

詰 機 頻 
敏 発 
花 

瓶銳頻 

敏燊 


賓 

客 

主 

賓 

来 

賓 


貧 貧 貧 浜 
し乏富 

い  浜 

貧 辺 
貧  弱 
し  砂 

さ  清 浜 


1 


品 


P0 

物 

np 


描写 素描 点描 

描く 描き出す 

愛猫 

猫 

品評 作品 上品 


m 


r -  C 


尸 


W 1 

pn.  一  I  _ 


ビ ヨウ i 


441 

:*勺 


f  ■  -  -  J 

I  Tf. 

hb 


猫® 


ヒン n 


4 

Tsg 


おもて 

あらわす 

あらわれる 

ヒ ヨウ 

たわら 

ヒ ヨウ 
ヒヨ ウ 
ヒ ヨウ 

ただょぅ 

ヒ ヨウ 

ビ ヨゥ 

なえ 

なわ 

ビョヴ 

ビヨウ 


やむ 

やま 


ビ ヨウ 

J < 

えめく 

ビヨウ 


ン 


叔父 . frl 父 

お父さん 


$ 着ける 
就ける 
t 着く 

敗く 
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常用漢字 表 フー フク 


富富符 婦 
貴 強 号 人 

富 切 夫 
裕符 婦 

負  臼  土 

富符 婦 


赴 赴 負 負 負負附 怖恐府 
く 任う かけ 报属ぃ 怖 県 
自 する 

^  負 寄 怖  首 

H  負傷 附が  府 
H  け  る 

背  勝  政 

負  負  府 

う 


浮沈  浮力  浮薄 
浮く  浮き 浮世絵 

浮かれる 

浮かぶ 

浮かべる 


敷 


浮気 

浮つ 


■富貴」； tr 

フ ツキ - 1 


武 

HH 


二 — P 


さる 

される 

さらす 


フ 


フ 

フ 

フ 

ブ 

あなどる 

ブ 


\ 


ブ 

ブ 


% 


フゥ 妾 


フク 


K V 


フウ 

ホウ 

フウ 


フ 


せる 


腐れ縁 ふて 

味肉 らノ 9 

敷設 


り ^ : 


る 


敷石 屋敷 


^0 


7^ 

武！ £ 又：^ 武  尺 狀 

nu  f  /  nH  -  y  MMMM 

系 普  00  f 普 

7 一行 ^ ^ -mu  士  ml" 

侮辱 軽侮 

K る 海 リ 


武力 武士 文武 
武者人形 荒武者 
部分 全部 本部 
舞踏 舞台 鼓舞 


f^ # 

〔三 宵 堂 注 当； 
漢字音訓表に_ 

つた 訓 「はだ」 一 

削除 さ # I た 
お' 「叽」 鲁照 


舞ぅ 舞い上がる 

lltv:  ^ 

舞 舞扇 
封鎖 封書 密封 
封建的 素封家 

II :i J J il ■厂 1 ^ 強 J II 

風 青# 風 

,  /  *  J  rr  -  / 

そょ I 

風上  風車 

犬婊起 犬  替 吠 

/  ^,.1-  /■!!;/_  , .4 -  *•  *.  %  /I  # Ji- 

伏せる 


•^ tl r 


n—^  fri 

li B? 


111 田む  {昌 み 栄える 

富 

普通 普遍 普請 

腐心 腐敗 陳腐 


布 


附 


赴 


符 

S 


普 

腐 


フ 

フ 


わ 


フ 

フ 

まける 

まかす 

おう 

フ 

おも tj 

フ 


うかれる 


かべる 


フ 

フ 

フ 


フゥ 

む 

み 


フ 

フ 
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覆 

覆 

複 

腹 

腹 

fir. 

1 

面 

数 

案 

it 

腹 

覆 

転 

複 

■  1 1  • 

空 

福 

い 

覆 

腹 

徳 

太 

重 

つ 

山 

幸 

複 

腹 

腹 

福 

紛紛 粉 
れ失 
る  粉 
紛雪 

紛畢 

れ 

内 

紛 


粉粉 物 
小  物 

麦粉 p PI 
粉砕 

品 
粉 


フクー ブン 常用漢字 表 


紛らす 

紛らわす 

紛らわしい 

雰囲気 

噴火 噴出 噴水 
噴く 噴き出す 
墳墓 古墳 

憤慨 義憤 発憤 
憤る 憤り 

奮起 奮発 興奮 

莆ぅ奮 ぃ立つ 奮って 〔副} 

分解 自分 水分 
分別 分銅 三十 分 
一分一厘 五分 
分ける 引き分け 
分かれる 
分かる 


伏す 伏し拝む 
服装 服従 洋服 
副業 副作用 正副 
幅員 振幅 全幅 
幅 横幅 

復活 往復 報復 


覆す 

覆る 

払暁 払底 

払ぅ 払い 月 払 

沸騰 沸点 煮沸 

沸く 沸き上がる 

沸かす 湯沸かし 

仏事 仏像 念仏 

仏 仏様 生き仏 

物質 人物 動物 

食物 進物 禁物 


•rv 


畐 

畐 


、方す 

フク 

フク 


フ 


if 


福 (福) 

复 

Li  : u 


フク 

フク 

フク 


ら 


ッ払 (拂 


沸 


ブツ 


\ 


(佛) 


フク 

フク 

おおう 


え す 


く 


つがえ る 


フッ 

はら 

フツ 


わ 


く 


わかす 


フ ？ 


ソ 


とけ 


ブッ 

モツ 


果物 


次 

u 


寧つ 

振 る 


別れる 


フン 


粉 


紛 


雰® 

貧 


士貝 

貴 


ブン 分 


もの 

フン 

こ 

こな 

フン 

まぎれる 

まぎらす 

まぎらわす 

まぎらわし 

フン 

フン 


> 


フン 

フン 

いきどおる 

フン 

ふるぅ 

ブン 

フン 

ブ 

わける 

わかれる 

わかる 
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別 癖 習 壁 壁 米 精米 弊貨摒 
離  癖  面  米作 害幣 

口  壁  米  讲 板 

区 癖 病 土壁 粒 新米 旧歡 ±屏 
別  癖  画  米価 弊 m 

白  御 

特潔壁 岸  白米 疲幣 

別  癖  壁  米食 弊 担 

ぎ 


別れる 別れ 
紙片 破片 断片 
片方 片手 片一 方 

辺境 周辺 その 辺 


柄 家柄 身柄 
柄 

陛下 

閉店 閉口 密閉 

閉じる 閉じ込める 

閉ざす 

閉める 

閉まる 


ン 


ン 

ブ 

表 

f f- 

U 寸 

用 


ブン文 


内 


5 


フン 

モン 

ふみ 

ブン 

モン 

きく 

きこえる 


ビョウ 

たいら 

ひら 


分かつ 

文学 


分力ち 合 
文化 作文 


文字 経文 天文学 
恋文 

新聞 風聞  見聞 
聴聞 前代未聞 


「文字 


聞 


人聞き 


聞こえる  聞こえ 


乙 丙 


平面 平和 公 


7. 


並 (竝) 


rn 、 V 


ウ 


あわせ 


- 平らな 土地 平らげる 

平手 平謝り 平た 
兵器 兵隊 撤兵 
兵糧 雑 丘 

併合 


怒 

•  BL  F 


坚 


6 


え 


1 1 


(塀) A 


る 


S 


用 合 


なみ 

ならべ 

ならぶ 

ならび 


併せる 併せて 〔接 

並行 並列 並立 

並の 品 並木 足並み 

並べる 五目並べ 

並ぶ 並び 

並びに 

横柄 権柄ず く 


合わせ 


「一 


ヘキ 壁 


で 


y 


とざす 

しめる 

しまる 


J め 
、キ 


辺 (邊 


へ キ 
くせ 
べッ 

わかれる 
/ ン 


II 


文 


$ 締める 
$ 締まる 


I 分かれる 


返 返 海 辺 
す 却 辺り 


変 変 変 返 
え わ 化る 
るる 

異寝 
変 変 返 
わ  ') 

り大 
種 変 


採取 
©  〇 


母叔 お 乳 
Mm 母 母 

母 旧覽 

家/ i 


換 代替 換 代替 帰 帰 

乙 足； t わ わ わるす 
る^? るるる る 


ンーボ 常用漢字 
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岸辺 

返事 返礼 
仕返し 


偏向 偏見 偏食 
偏る 扁り 

遍歴 普遍 一遍 
編集 編成 長編 
編む 手編み 
弁償 花弁 雄弁 

便利 便法 簡便 

便乗 郵便 定期便 

便り 初 便り 花便り 

勉強 勉学 勤勉 

歩道 徒歩 進歩 

歩合 日歩 

歩 

步く 


5 


變 


偏 

遍 


炉 V 


I — 

- ■  ft 


5 


X 


/r 


ホ 


㈣) 


あた 

X 


% 


、足 40^ 

える 

ン 

わる 

える 


かたよる 

ヘン 


あむ 


ビン 

たよ 


ホ 

ブ 


フ 


あるく 


保 


甫 


才 


浦 


甫 

4 口 

ボ 5 


募 


墓 


慕 


孴 


あゆむ 

ホ 

たもつ 

ホ 

とらえる 

とらわれ 


とる 


まえる 


つかまる 

ホ 

うら 

ホ 

おぎなう 

ホ 


ボ 


i 

.ft? 


ボ 


の 


ボ 


% 


ボ 

した 

ボ 


歩む 

保護 

保つ 

甫蒦 


歩み 

保存 担保 


_  虜 t _ 


捕らえる 

捕らわれる 


捕り物 


捕まえる 


まる 


甫聿 >? 甫 
^  yt  *  ^  yf 

補欠 補充 候補 

補ぅ 補い 

舗装 店舖 
母性 父母 祖母 
母 母親 

募金 募集 応募 
募 

墓地 墓参 墓穴 
墓参り 

慕情 敬慕 思慕 


慕 


i  1- 


暮春 歳暮 薄暮 
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常用漢字 表 ボー ホウ 


放 放 放 放 抱 抱 抱 

れつす 送え くく 
る  る 

手放 
放棄 一 
す  抱 
追え 
放 


玉 玉# 

負  石る 

i  *ゾ 

包 船 国 
f  宝 

子 

介 宝 財 
抱  宝 


奉幸丰 

行納楽 


芳 


本 
仕 邦 

信 連 
奉 邦 


Jj 


さ 


離 

れ 

る 


離 

す 


飽 


曲 

幽 


去 


P 


崩 砲 峰 


倣俸胞 

〇 


泡 


的 


暮れる 暮れ 
暮らす  暮らし 
簿記 名簿 帳簿 
方法 方角 地方 

ぉ乘 りの 方 話し方 敵方 

包囲 包容力 内包 
包む 包み 小包 
芳香 芳紀 芳志 


ホウ 


ホウ 

ぁわ 

ホウ 

ホウ 

ホウ 

なら 

ホウ 

みね 

ホウ 

ホウ 


く 


ノ 


ずれる 
す す 


ホウ 

おとずれる 

たずねる 

ホウ 

むくいる 

ホウ 


ゆた 

ホウ 


% 


法律 文法 方法 

法度 

法主 

気泡 水泡 発； s 
泡 泡立つ 
胞子 同胞 細胞 
俸給 年俸 本俸 
模倣 
做ぅ 

秀峰 霊峰 連峰 
峰 剣が 峰 
砲撃 大砲 鉄砲 
崩壊 

崩れる 山崩れ 
崩す 

訪問 来訪 探訪 
訪れる 訪れ 
訪ねる 

報酬 報告 情報 

報いる 報い 

豊作 豊満 豊富 

豊か だ 

飽和 鉋 食 


.王 1 74 
ウシ 


習 


雪崩 


.尋ねる 


ボ簿 

ホウ 方 


れる 

らす 


ボ 


/ 


芳 


ホウ 


\ 


±/ 

奉 


宝 S 貝 

抱 


ホウ 

つつむ 

ホウ 

かんば 

ホウ 

ホウ 

ブ 

たてまつる 


ホウ 


放 


ら 


ホウ 


いだく 

かかえる 

ホウ 

はなす 

はなつ 

はなれる 


ホウ ー ボウ 常用漢字 表 
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房 独 防 防 忘 忘 妨 
房ぐ 備れ 却げ 

一  る  る 

M 冷 防 堤  忘 
房ぎ 防 物 年 妨 
乳  忘 会げ 

房 僧  予れ 
房  防  備 

忘 


ふ ボふボ 
さヴ せウ 


ボ  ホ 

ウ  ウ 


飽きる 飽き 見飽きる 
. •に 飽かして 


褒章 褒美 過褒 

褒める 
赃合 縫製 裁縫 


縫 


縫い目 


亡父 亡命 存亡 

亡い 亡き人 亡く 
亡くなる 

欠乏 貧乏 肘 乏 


1^9 


乏 


乏し さ 


多く 文語の 
「亡き j で 吏 


-無 


忙殺 多忙 繁 


It し 


It しさ 


坊主 朝寝坊 赤ん坊 

坊ちゃん 

妨害 


あきる 

あかす 

ホウ 

はめる 

ホウ 

ぬぅ 

ボウ 

モウ 

なぃ 

ボウ 

とぼしい 

ボウ 

いそがし い 

ボウ 

ボッ 

ボウ 

さまたげる 

ボウ 

わすれる 


肪 

某 


目 


n 

紡 


51 


旁 

メ  . 


一! 


2 ^ 


謀 


ボゥ 

ボウ 

ボウ 

おかす 

ボウ 

ボゥ 

つむぐ 

ボゥ 

モウ 

のぞむ 

ボウ 

かたわら 

ボゥ 

ボウ 

ボゥ 

ボウ 


ノ 


あばく 

あばれる 

ボウ 

ふくらむ 


く 


れる 


ボウ 


脂肪 

某氏 某国 某所 
冒険 冒頭 感冒 
冒す 

解剖 

紡績 混紡 
紡ぐ 

望郷. 希望 人望 
所望 大望 本望 

望む 望み 望ましい 

傍線 傍聴 路傍 
傍ら 

帽子 脱帽 無帽 

棒グラフ 棒読み 鉄棒 

貿易 

暴言 横暴 乱暴 


暴 一 


犯す 

浸す 


暴 


暴き出す 


暴れる 大 暴れ 
膨大 

らむ 膨らみ 
膨れる 青膨れ 
謀略 無謀 首謀者 


「大望」 は、 

「タィ ボウ 


營 ナ里㈣ ■姉 ㈣㈣ ㈣㈣ u 

る 


め 

立 


八 

埋 


没 数 

を 度 法く 磨 

檫 

薬 栽 例 

人 

埋枚 

_ 毎 悪 磨 

摩 

麻 盆 

凡 

蔵挙 

妹 日 魔き 

天 

酔 地 

百 

粉 

楼 

埋大 

令每邪 

亚旧 

平 

葬 枚 

妹々 S 

麻 盆 

凡 
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f 用 漢字 表 ホ クー マツ 


i 


翻奔 

m 


7 


堀没撲 

〇 


墨 僕 


k  - パ 


里 


/ 


4 


2 


マ  ま  マ 

1 ソ た  ク 

末 又 膜 幕 


T 


マ 


埋枚 


每 


磨 摩 麻 盆 


凡 


4 


6 


6 


2 


ま マノべ 

たクク 


ク 


ラ 

ち 

れ 

る 


ラう マ 
まめ イ 
る る 


イ も 


> 


マみ 

が 


あ 

さ 


ン 


M まる 

埋もれる 埋もれ木 
幕切れ 天幕 暗幕 
幕府 幕末 幕僚 
膜質 鼓膜 粘膜 

又 又は 

末代 本末 粉末 
末子 末弟 


かる 


ホク 

きた 

ボク 

モク 


ポク 

ボク 

まき 

ボク 

ボク 

すみ 

ボク 

ボツ 


ホ 


ホン 

ホン 

ひるがえる 

ひるがえす 


謀反 

謀る 

北進 北方 敗北 


匕 

TT 


北 厠  礼 半 


木石 大木 土木 
木造 樹木 材木 
木 並木 拍子木 
木立 木陰 


1:ll p 


屋 る 
一  る 


屯 

和 


V 

列 


素朴 


牧場 牧師 遊牧 
牧場 

僕 公僕 

墨 白墨 遺墨 
墨 墨絵 まゆ 墨 

撲殺 撲滅 打撲 

没収 没交渉 出没 

堀 外堀 釣堀 

本質 本来 資本 

本 旗本 

奔走 奔放 出奔 

翻意 翻訳 翻刻 

翻る 

翻す 


木 W 


相找 


元 基 


イシ 弟 
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明明 命 寿 
日 暗 


命 


MP 


光 説 拾 

明明い 


叩 石 

令 

名 
運 前 
命 


灯 
明 明 


生 


叩 


泥 眠 女 
たり 眠 

い 

睡 

眠  眠 
気 


眠 眠 不民民 妙 脈 密 
いる 眠  族 案 絡 約 


マツ ー メイ 常用漢字 表 


矛 / 1 

矛 矛先 

事務 職務 義務 

務める 務め 
無名 無理 皆無 
無事 無礼 無愛想 

無い 無くす 無くなる 

夢幻 夢中 悪夢 
夢 夢見る 初夢 
霧笛 濃霧 噴霧器 
霧 霧雨 朝霧 
娘 娘心 小娘 
名誉 氏名 有名 
名字 本名 大名 


明かり 薄明 か n 
明るい 明るさ 
明るむ 


厳密 秘密 

劾 派 幻哌 

^  :  r /i 「一 n , / J 

奇妙 巧妙 

民主的 国民 


i 二味 線 


ム 


It 


J1 1- r- f 

■jl ..1: 


霧 


むすめ 


ム 


とめる 


ム 

ブ 

C  、 
な V 

ム 

ゆめ 

ム 


むすめ 


ミ ヨウ 

な 


ヴ 


ぃのち 


ミ ヨウ 


% 


あかるい 

あかるむ 


未 末っ子 末頼もし 

r\  \n 


抹殺 


末 

tJJ 


万一 万年筆 巨万 

万国 万端 万全 
蔺月 S 足充崗 

Yf  J  ^yt—  /  ^  ^  >  -*  vy\ 

ちる 满ち潮 
満たす 


曼 


J_  J 


怠 s 自 ft 


漫画 漫歩 散漫 
未来 未満 前代未聞 
味覚 意味 興味 
味 味見 ^ 床 


味わ 


味わ 


1 


力 魅惑 魅す る 


tl 


t 勤め る 
努める 

1亡 い 

仮名 

名残 

明 


水 


t え 


A 


マン 


(萬) 

蒴 

\  ylv 


It 

日 一又 


ミ 


魅 

みさき 


f 9 


/I 


/ ソ 乞 


、ヤク 


ミ ヨウ 


妙 


ミ 


y 


ン 

ン 

ン 


みちる 

みたす 

マン 


ミ 


三 


あじ 

あじわう 


三 


みさき 

ミソ 

ミヤ ク 

ミ ヨウ 

ミン 


j 


み 


ミン 

ねむる 

ねむ い 
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常用漢字 表 メ イーモン 


闫 

的 

巨 

-Vi：, 

刖 

項 

g 


網 網 
膜 
網 

戸 漁 
網 


猛心消 

烈神耗 

耗 

猛弱 

獣 


通 勇 

ィ百 猛 

網 


-t±r 

困 

占 

ぜ I 丸 ％ 

m 

従 

文 

目 


妄妄毛 ュ毛 
言 信  髪 

妄繁毛 

細 
抜 管 
け 

毛不 
毛 


想 


I 


子  空 開 空 開 

くく けけ 
るる 


綿布 綿密 純綿 
綿 真綿 

繁茂 

茂る 茂み 
模範 模型 模倣 
規模 


面目 

目 目立つ 結び目 
目の当たり 目 深 

黙 役 音 黙 / t 黙 

Him. ^ ^ MHH. fl t r ^  EJ r 

黙る 黙り込む 

門戸 門下生 専門 


て 


r,l 巾 


「妄言」 は、 

「モウ ゲン」 
と 

C  三 ft 堂 注 ' l* -l .M] 
液す か U 訓及 にあ 

つた M 「めくら し 

は 削除され た〕 

「モウ」 は In 
用 音 

猛者 


投網 


「面目」 は、 

「メンモ ク 


し 


「まぬかれ 

る 一 と^ p 


t 表 


メイ 


米 一 

%  T- 


銘 


P- 


^7 


滅 


5 


免 (免) 


1 1 _ T 

ノ  — 


3 


あからむ 


あきら * 
あける 
あく 
あくる 

あかす 


メ 


まよ 


メイ 


メ 


メ 


なく 

なる 

ならす 

メツ 

ほろびる 

まろ 丈す 

メン 

まぬかれる 

メン 

おも 

おもて 

つら 


明らむ 
明らか だ 
明ける 夜明け 
明く 

If] くる 日  明くる 朝 
明かす 種 明か 

迷路 迷惑 低迷 


米 J 
1 ? 


迷 


加盟 同盟 連盟 
銘柄 碑銘 
鳴動 悲鳴 雷鳴 
鳴く  鳴き声 
耳鳴り 

, 11 らす 

滅亡 消滅 絶滅 


びる 


滅ぼす 

免許 免除 放免 

免れる 

面会 顔面 方面 

川の面 面影 面長 

面 細面 

面面 魂 鼻面 


モンー ユウ 常用漢字 表 
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問 問 問 問紋門 
屋 いう 題 章 

門 

問 問 指 口 
い答紋 
た  門 

だ訪波 松 
す問紋 


踊 

る 


野 

良 


と 問 

ぃ屋 

やし 

ごは 

と 、 


猶 郵悠幽 

© 


勇 


有 


ユ  ユ 

ゥ  イ 

k  唯 


i  諭愉油 


〇 


6 


4 


3 


2 


5 


3 


ユおヤ  く  ヤわヤ ヤエ ヤヤ のヤ よよ ヤも  と と モモ か 

ど クすク けクク キク ク  る  ん という ンンど 

る  り  めん 


夜半 深夜 昼夜 

夜が 明ける 夜風 月夜 

夜夜 昼 
野外 野性 


分野 


野 野原 野 放 
厄 厄年 災厄 
役所 役目 荷役 

役務 使役 兵役 

約束 約半分 節約 

訳文 翻訳 通訳 

^ 内訳 申し訳 

薬剤 薬局 火薬 

薬 飲み薬 


躍動 躍起 

a る m り 

由来 経由 


传 S 

-ヲ足 

がる 


ヴ 


± し 


あ 


? 


さとす 


f 


ヴ 


ヴ 


ヴ 


ある 

ユゥ 

いさむ 

ュウ 

ユウ 

ュゥ 

ユウ 


自由 理由 事由 
由緒 


の 由 


油脂 油田 石油 


由 


油絵 水油 


命夬 

/  J. 


命 


諭旨 教諭 説諭 
諭す 

輸出 輸送 運輸 
癒着 治癒 平癒 

唯一 唯物論 唯美主義 

隹々 若 

n  ノー ー  tlH 

友好 友情 親友 
友 

有益 所有 特有 
有無 有象無象 
有る  有り金 
勇敢 勇気 武勇 

興む 勇み足 勇まし 

幽境 幽玄 幽 I 一 
悠然 悠長 悠々 
郵便 郵送 郵券 
猶予 


TW. 


匕 H 


友 進 

n/-  %  J 


.在 る 
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余 余 余 予与与 優 
する 剩 定ぇ 党れ 

る  る 

余余予  授 
り地備  与 

残猶  関 
余予  与 


え 

る 


誘 
愁う 


歯 


え 


* _ I 

優 


水 


誘 雄 
惑 

雄 
誘 犬 
発 

勧 

誘 


雄 雄 遊 遊遊裕 


雄英遊 
牛 雄び 


雄 


雌 

雄 


遊 富 
離裕 

交 余 
遊 I 谷 


I  |  I 

挙上挙 上  人 

がが げげ  る 

るるなる 


憂い 

憂い 憂き目 物憂 


—nj 

1=閉 角 


hM  f  ~ 

If 


yff,1 

金  一口 E 


優越 優柔 俳優 


優 


優し さ 


貧 譽 


1 


ョゥ幼 


愁え 

愁い 


「憂き I は 文 
語の 連休 形 


n  L/ 

4 


r 


昜 

—JJ 


まれ 


揺 (搖 


あずける 
あず 力る 

ヨウ 

おさない 

ヨウ 

もちいる 

ヨウ 

ひつじ 

ヨウ 

ヨウ 

いる 

ヨウ 

ヨウ 

ヨウ 

あげる 

あがる 

ヨウ 

ゆれる 
ゆる 
ゆ ^ ぐ 


名誉 栄誉 
誉れ 

预金 預託 
預ける 

かる 預かり 

幼児 幼虫 幼稚 


幼 


1 


幼友達 


用意 使用 费用 

用いる 

羊毛 綿羊 牧羊 
羊  • 

羊柴羊 虱 毎 羊 

-VV71 rf/  ^yi  V  V 

要点 要注意 重要 
要る 

容易 容器 形容 
凡庸 中庸 

意気揚 々抑揚 揭揚 

喝 ずる  苛 昜ず 

- J -  It  /  J , 

揚がる 

fj if 
ITT 

揺れる 揺れ 
揺り返し 揺りかご 
揺らぐ 


ウ 

3 


ク 


表 

*  * 

敗 

川 

常 


ユウ 


r LT tl 

雄 


秀 

-lll rl 


憂 


t® 

鬲 

藍 


ユウ 

ユウ 


あそぶ 

ユゥ 

お 

おす 

ュゥ 

さそう 

ユゥ 

うれえる 

うれい 


1 


ヴ 

ヴ 


a 


与 £ 


豫 


餘 


やさしい 

すぐれる 


あたえる 


あまる 

あます 


ヨウ ー ライ 常用漢字 表 
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ヨウ： ^ 

it  > 


易 

容 

VI 


要 

HMW 

様 (樣 


甬 


t 

iT 

hn 


L  二 一 


ゆるぐ 
ゆする 
ゆさぶる 
ゆ 4^  る 

ヨウ 

i 

—IV 

ヨウ 

ヨウ 

とける 

とかす 

とく 

ヨウ 

こし 

ヨウ 

さま 

ヨウ 

おどる 

おどり 

ヨウ 

かま 

ヨウ 

やしなう 

ヨウ 


揺るぐ 揺るぎない 

揺する 貧乏 摇すリ 

揺さぶる 
揺 すぶ る 

葉緑素 落葉 紅葉 
陽光 


0^ 
11 ご P 〆 


一 jtIR 


枯れ葉 

鋈場 


葉 


溶解 溶液 水溶液 

溶ける 

溶かす 

/\ 

腰痛 腰部 
腰 腰 だめ 物腰 

様式 様子 模様 


〇〇様 


舞踊 

踊る 

踊り 

窯業 

窯 

養育 養子 休養 


紅 茄、 


じ 


擁護 擁立 抱擁 


，解ける 

■解かす 


2 


3 ク^: 


//L 


ヨウ 


づ 


うた 

ヨウ 


3 ク 


> rx 


おさえる 
3 ク 
あびる 
あびせる 


m ク 


^9 


躍る 


ラ 


鬚 

裸 


維® 


ライ 


} 


(来) 


1 1 二 H 
每 日 


ほしい 
3 ク 
m ク 
つばさ 
ラ 

はだか 

ラ 

ラィ 

くる 

きたる 

きたす 

ライ 


謡曲 民謡 歌謡 


1 = 

0 
111 In 


素 謡 


曜日 七 111 表 日曜 


P 


圧 抑制 抑揚 

抑える  W え 

浴場 海水浴 
る 水浴び 
浴びせる 

欲望 食欲 無欲 
欲する 

欲しい 欲しがる 

翌春 翌年 翌々 日 
左翼 尾 


t 


ui 


浴衣 


裸身 裸体 赤裸々 

Jc  L  JC 

裸 丸褀 

IT 歹 

来年 


羅針盤 網羅 
来歴 往来 


朱る  出来 v 
来る 〇 日 
来す 

雷雨 雷名 魚 m 
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常用漢字 表 ライ ーリ ュウ 


建立 陸離 離 離 履 履 裏 裏 疫理里 里 

立案 地 すれ 別 く歴  面 痢 科  程 

る  夾  M 

起 陸  ^ 距履履 口 表 下 理心郷 

立 橋  ^ 離 物 行  裏 痢 由  里 

れ  村 

独 着  乳 分  弊  赤 整 里 千 

立 陸  離 離  履  痢理里 

れ  眼 


流流 柳 花 略 律 
布 行  柳 称 儀 
柳界 

流流 腰  fr 

転 動  川 略 

柳 

流電  侵 

罪 流  略 


ラ 


ラ 


フ 


利 吏欄濫 

m 


ぼ： 

見 

見 


乩酪 

£ 


絡 


賴 


立つ 立場 夕立 
立てる 立て札 

律動 規律 法律 


みな 0 


ラ 


A 


のむ 

の もしい 


たよる 

ラク 


らむ 

らまる 


ラク 

おちる 

おとす 

ラク 


ラン 


み え 


j 


れる 


みだす 

ラン 

たまご 

ラン 

ラン 

ラン 


き 


.匕 一 


依頼 信頼 無頼漢 

む 頼み 


II もしい 

頼る 頼り 

連絡 脈絡 
絡む 絡み付く 
絡まる 

落語 落涙 集落 
落ちる 落ち着く 
落とす 力 落と 
酪農 

乱戦 混乱 反乱 
乱れる 乱れ 
乱す 

卵黄 鶏卵 産卵 


観覧 展覧 


濫伐 濫費 濫用 


欄干 欄外 

吏員 官吏 

利益 鋭利 

利く 左利き 口利き 


p^0 

クニ 祁 

能吏 


m 


痢 


ク 每 

y  V 


砂利 

t 効 


147 


ゃク咯 

frllii 

'ユウ 


古 


さ 


ら 


く 


4— 


はなれる 

はなす 


ク 


ソ 


たつ 

たてる 


リチ 

リヤク 

りュウ 

やなぎ 

リュウ 


レ 

IJ.' 


草履 


I 放れる 

*1%  ^9 


立ち退く 
$ 建つ 

t> a てる 


良両了 遠虜旅 旅硫隆 粒粒 竜 竜 
好 親 解慮囚  行 安 起  子 巻 

旅  豆  竜 

良 両完考 捕 先 旅硫隆 粒粒  頭 
心 立 了慮虜  情 酸 盛  々  蛇 

船  辛  尾 

優 千 校 無  旅 旅硫興  苦 

良 両了慮  券化隆 

銀 


倫 一林 林 緑 緑 緑 カ カ権糧 兵糧 療寮領 僚 量 量 陵 陵 撒 涼 
理分  業  青 茶  量 力  糧 食 養生 土 友る 産  墓師 む 


一松  薄  力 

人 厘 林 林 緑  緑 仕 力 努 
倫  立  陰 事 作 力 

絶  山  新 底 馬 能 

j 命  林  緑 力 力 力 


糧医 寮要官 

測 

丘 狩 夕 

道 療母領 僚 

日 

m 

陵 掀涼 

み 

治 独 大同 

度 

渉 

療身統 僚 

里 

概 

寮領 


謀 図 測# 
るるる る 


文 野  硫  : I 

善良  1  黄  泊 止 泊 止 

い  ままめ め 

るるる る 


穿 れる 流れ 
is す  流し 
留意 留学 保留 
留守 

ぬ田 める带 留め 

留まる ^ ^ まリ 


良い 

料金 料理 材料 

涼味 清涼剤 納涼 

一促 しい 涼し さ 


1 


陵 


11 


頁 
^  *  1i 

/■J — 

寮 

日 il - 
半 


一 すず も 
リョウ. 

リョウ 

みささぎ 

リョウ 

はかる 

リョウ 

リョウ 

リョウ 

リョウ 

リョウ 


て 


ク 


緑 (綠) 


4— 


侖 


リキ 


ちから 

リヨ ク 


み ど 
リン 
はや 


5 

9 


表 

こ 

_l. n 

秦 

* 

用 

常 

ン 


ク 

ユ 


ュヴ留 


电 S)® 


隆 (逢) 


なかれる 

ながす 

リュウ 


とめる 

とまる 

リュウ 


ヴ 


リュウ 

りユウ 


虜 (虜 

慮 


3 


で へ 写 

良 


京 

%  ^0/1 


たび 


ヴ 

ウ 

ウ 


上 


リョウ 

リ 3 ウ 

すすし 


列歴暦 暦麗麗 樹隸霊 悪霊 零 
外史  年し 人 私書  霊感 卞 

— 11^  J  一1 1 

化  い  显 

列 歴暦還  端 年隸屋 死霊 零 
車訪  暦麗 麗齢属  霊魂 細 

し 

陳経  太 さ 美妙 奴  霊 零 

列歴  陽  麗齢隸  長 落 

暦  類 


臨 

時 

臨 

床 


隣 隣 隣 輪 輪 
り 室  番 
両合  輪 
隣 う 隣 切 一 
接り 輪 


君 

臨 


近 首 車 
隣 輪 輪 


96  常用漢字 表リ ンー レツ 


励行 奨励 精励 
励む 励み 
励ます 励ま ^ 

戻 人 返戻 
戻す 差し戻し 
戻る 後戻り 
例外 例年 用例 
例える 例え 例えば 

電鈴 振鈴 予鈴 
風鈴 呼び鈴 


励 (勵 


戻 (戾) ® 


ダ 


U 


J も 


r 一 


霞 

$ 


士示 


レキ 


暦 (曆 


!れ 


(歷) 


レイ 

はげむ 
はげます 

レイ 

もどす 
もどる 

レイ 

たとえる 

レイ 

リン 

すず 

レイ 

レイ 

リヨ ウ 

たま 

レイ 

レイ 

レイ 

うるわし 

レキ 

こよみ 

レキ 

レン 


\ 


臨む 

感涙 声 涙 落涙 

涙 涙ぐむ 涙ぐましい 

累計 累積 係累 
塁審 敵塁  土塁 
類型 種類 分類 
令壤 法令 命令 
礼儀 謝礼 無礼 
礼賛 礼拝 
冷却 冷淡 寒冷 

冷たい 冷た さ 

冷ぇる 底冷ぇ 

冷 や冷や 汗 冷 ややか だ 

冷やす 

冷やかす 冷やかし 

冷める 

八 口ます ^ 令 ま * ^ i 


隣 


リン 


わ 


ン 


Jrr 


戻 (戾 


累 

疑 晶土 


類) 


(禮) 


となる 

となり 

リン 

のぞむ 

ルイ 

なみだ 


レ 


レ 


ライ 


つめ たい 

ひえる 

ひや 

ひやす 

ひやかす 

さめる 

さます 
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裂 裂 決烈劣 劣 
けく 裂 火る 等 

る 

八破壮  卑 
裂つ 裂烈  劣 
け 裂 

冃 き分猛  優 
裂烈  劣 


柔議 実 
和 論 録 


ハ /  \ ハ ハ 

日つつ 月 

切目 


ハ 

月 


漏 

ら 

す 


M 

れ 

る 


/  \ 
法 

丈 


漏 

る 

雨 


漏 楼廊浪 
電 閣下 费 

疎 鐘 回 波 
楼廊浪 


脱 望 画 放 
漏 楼廊浪 


朗 

ら 

か 

だ 

朗 

ら 

か 

さ 


朗新労 老 
八 働け 
る 


三士 

5 冗 


酎 
n 

と 

明 

朗 


力老 

け 

疲役 

労 


老老 

い 巧 
る 

老 

老人 

い 

長 

老 


* ボ * 


夜 

路 


和 大日 
魂 和 利 1 
等 絵 


ヮ  〇 


口 

ク 


〇 

ヴ 


和 論 録 


漏 楼廊浪 朗郎労 


老 


錄 


樓 S 


朗 


白 p 她 

艮 〕 万 


3  6  4 


6 


4 


ワロロ 

ン ク 


むむ む 口  もも も 
むつつ  クられ る 
いつ  する 


ロロ  ロロ 

ヴ ウウヴ 


ほ 

が 

ら 

か 


口 

ヴ 


〇  口  ふ お  〇  つ 

ウウ けい ウゆ 
る る 


恋愛 恋慕 失恋 

恋ぃ慕 ぅ恋ぃ 旅が れる 

恋 初恋 恋する 


恋し」 
連合 

述 なる 

速ね る 


恋しがる 
4C： 一一 : n VL 荀甚 


る  車 I 


—C 


価 清廉 破廉恥 


練習 


試練 


熟練 


M り 直す 


錬金術 鍛錬 精錬 

原子炉 


炉辺 暖炉 

路上 道路 

家路 旅路 


各 

足 


露出 露店 _ 露 

披露 


録音 記録 
論証 論理 
手 ® 和服 


レソ劣 


[J. 

歹 ( 


レン 


& f P 

>7 儿 V 糸 


車} 


4 


柬 


5 


一 * ぐ 

3 


9 

I 

ツ 

レ 


p 


へ*®^ 

炉 (爐 

各 


レソ 


おとる 

レノ 


レソ 


さく 

さける 

レン 


つ 


> 


二 


レ 


ら なる 
ら ねる 


ろ。 


5 


露 


レン 

レン 

ねる 

レン 

D 

〇 

じ 


D 


ロウ © 


98 


お おえつつ つつ 

じかが わ わ ばな 

あおつ き  ば 

さく  ら 

ん 


硫海小 明 
黄 女 豆 日 


付 


表 


ぶ なち、 
きかげ じ 
ん 


息 田 一意 
吹 舎 言 気 
居 地 


草 相 数数う 師素白 上 数 砂 三 淸芝竹 時 五 早 丑 差 桟雑早 今 心 景今玄 
履 撲奇寄 ご 走 人 髮手珠 利 味 水生 刀刚月 苗 月 し 敷 魚 乙 年 地色 朝 人 
屋屋  線  闹 晴支  女 

れえ 

る 


果今昨 川 河 為 蚊 仮 風 河 神 母 母 おお 伯叔 乙 火 お 伯叔 お 笑 浮 浮 乳渑 


物 日日 原 原 替帳名 邪 岸 楽 家 


神 

洒 


巡 母 


人 


さ 

ん 


さ 


/V 


父 父母 纖っ氕 
さ  く 
ん 


r  ^1/* 

巧！ 

rii 


用漢 


/二 


( 付表) 


おとぅさん 
お と^^ 

おとめ 

ぉば 

おまわ リ さん 
おみき 

おもや 

かぐら 

かし 

かぜ 

かな 

かや 

かゎせ 

かわら 

きのう 
き 上う 

くだもの 


ます 

あず き 

あま 

いおう 


^ ろ/つと 

けさ 

けしき 

ここち 

ことし 
さおとめ 
ざこ 
さじ 含 

さしつかえる 

さつきばれ 


さなえ 
さみ だ 


しない 
しばふ 
しみず 
しゃみせん 
じ V り 
じ ゆず 


じ 上う ず 


しろうと 


LX4i 

( 「 __ 一 は す〃 と Jr^ 

すきや 
す J t; う 

そ、 つリ 


ワ 


話 


ヮィ棺 


ワク 


惑 


本 


〇 


2 


ワン 


湾 (灣) 


ラ 

で 

フ 

ン 

フ 

ン 

わ 

< 

ま 

ど 

う 

フ 

ク 

ま 

か 

な 

ラ 

ワ 

ィ 

は 

な 

し 

は 

な 

す 

7 

な 

や 

か 

な 

む 

や 

わ 

げ 

る 

ベ。 

わ 

ら 

ぐ 

才 

© 

腕 

腕 

前 

細 

腕 

腕 

力 

敏 

腕 

湾 

内 

湾 

j-  ^ 

港 

湾 

枠 

枠 

内 

窓 

枠 

成 

J じ！. 

う 

^ .  „x  %. 

j じ、 

い 

星 

迷 

或 

/Lj  ^ 

誘 

惑 

m 

賄 

し、 

収 

賄 

贈 

賄 

話 

止ヒ 

B 

話 

立 

ち 

nn 

す 

話 

し 

口 

い 

話 

題 

ム 

nn 

重 

T4P 

和 

や 

か 

だ 

和 

む 

和 

ら 

げ 

る 

和 

ら 

ぐ 

和 

尚 

書体に ついて 
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八 八 最木紅 猛眼息 土 真 真 迷 部下 吹 ニニ 日 一波 
百 百 寄 綿 葉 者 鏡 子 産つ つ子屋 手 雪 日 人 和 人 止 
屋長り  青 赤  場 


若 寄 行 浴 
人 席 方 衣 


ニニ ニ 博 祝 野 姉 兄 雪 名 仲 友 時 読十投 伝手 凸梅 築一 稚足七 立 太 山 
十 十 十士詞 良さ さ 崩 残 人達 計 経 重 網 馬 伝 凹 雨 山 日 児 袋 夕 ち 刀 車 
日 歳  んん  二 船う  退 


c  P  I  ^ 大和絵 ノ 

II 大和魂 等，！ 


( ± と ( 
ひとり 
ひより 
ふたり 
ふつか 
ふ ふき 
へた 

へや 

まいご 

まつか 

まつ さお 

みやげ 

むすこ 

めがね 

さ 

もみじ 
もめん 
もより 
やおち ょぅ 
やぉや 

やまと" 

ゆかた 

ゆくえ 

よせ 

わこうど 


書体に ついて 


書き 文字の 書体は'  楷書 tf: 体 •行書 体 _ 草 
分けられる。 楷書 体は 点 _ を くずさずに、 
，いた もの、 行書 体は 点画を 少しく ずした もの、 


体の 三っ 

きつち りと 


体 


はガ画を極端 


ずして、 続け ® き 


^P T) である 


2 


和文 活字で ょ 

U  **-卜ぅ  +T  よ* r  / — 

楷書 休 ; 1) 


用いられる 書体には、 次の 四つが ある 


0 


荒海 や 佐 渡 


ふ 天の川 


2 


3 


，コ 


►  t \ — 
ク ％ 


(丸ゴ 


\ 


ク 


4 


アン チック 体 


正楷冰 荒海 や 佐 渡に 橫たふ 天の川 
教科書 体 荒海 や 佐 渡に 横た ふ 天の川 

荒海 や 佐 渡に 横た ふ 天の川 
/1X. 荒海 や 佐 渡に 横た ふ 天の川) 

あらうみ やさ どに ヨ n タフ アマ ノガ 


書 


關‘  _ 誌な ど 


E 

尺 


は 読みやすいので 

られる 書体で ある。 2 の正楷 体は あいさつ 


も- H 


年 如： 


名刺な ど 


教科書 体は 小学校の 教科書な ど 


3 


は 小見出し や、 文中で 特に 注意 させたい 箇所な どに 用 
られ る。 4 は 平仮名と 片仮名し かないが、 辞書の 見出 
や 子供の 本な どに 用い 

種丫宋 朝 51 ぅ体 


られる 


〇 


以上の ほかに、 清朝 ^ ぅ体 (楷書 体の 


隸 書体. 

れる "なお、 草書 体は； S 


> 体な どが あり、 名刺 や 年 H 状な どに 用いら 


はな 


\ 


ので、 ほとんど 用 _ 
{三省堂 編修 所 解説) 


h 


たし 

たち 

たちク く 
たなばた 
たび 
ちご 

ついたち 

つきやま 

つゆ 

でこぼこ 

てつだう 

てんません 

とあみ 

とえはたえ 

どきょう 

とけい 

と^ p たち 

なこうど 

なごり 

なだれ 

にいさん 

ねえさん 

のら 

のりと 

はかせ 

はたち 

はつか 


100  当用 漢芊表 等と の 対比 


当用漢字 表 等と 常用漢字 表との 対比 


_ 格と 運用 


当用漢字 表 


I  -  IJ  ^1- 

^  -  -  JM- 


一八 五 〇字) を 示した 表で ある 


0 


現代 国語を 書き表す ため 


% 


常 使用す る漢 


字の 範囲を、 次 CO よぅに 定める。 (告示 文) 


* 


この 表は、 


9 


公用文 書* 新聞 •雑# 


D 


一般社会で'  使用す る 漢字の 範囲を 示した も 


項) 


* 


ので ある。 (まえがき 第 1 
この 表の 漢字で 書き表せない 言葉は、 別の 言 
に 替える か、 又は、 仮名書きに する。 (使 
用 上の 注意事項 ィ) 


_ 


専門用語 


〇. 


ては、 この 表を 基準と して、 


「常用漢字 表」 (昭和 五六 年 一〇月 一日 内閣 告示) の 制定に 伴い、 「当用 漠 
字 表」 (昭和 ニー 年 二月 一六 日 内閣 告示) の ほかに、 字体を 定めた 「当用 
漢字 宇 休 裘」 (昭和 二四卬 四月 二八 日内_ 苦 示)、 音訓 や 語 例を 示した 
「当用漢字 音訓 表」 (昭和 四 八 年 六月 一八 日 内閣 苦 示) も 廃止された。 
ここに 掲げた のは それらの 特徴を 対比した 我で、 三省 觉編修 所で 作成し 
たもので ある。 なお、 〔〕 中の 「荇申 」 とは、 昭和 五六 年 三月 二三 日 
付、 国語審議会から 文部 大 への 答 中を さす。  (三 将觉編 修所注 ) 


* 


常用漢字 表 

(一九 四 五卞) •字体 •音訓 •語 例 V を 総合的に 示した 表で ある 
法令 •公用文 書 •新聞 •雑誌 •放送な ど、 一般の 社会生活に おいて、 
現代の 国語を 書き表す 場合の 漢字 使用の 目安を 示す ものである。 


〔「目安-の 補足説明と して、 答 


「法令 •公用文 書 •新聞. 雑誌 •放送 


* 


等、 一般の 社会生活に おいて、 この 表を 無視して ほしいままに 漢字を 
使用しても よいと いぅので はなく、 この 表を 努力 目標と して 尊重す 
る ことが 期待され る ものである」 「この 表を 基に、 実情に 応じて 独 
自の 漢字 使用の 取決めを それぞれ 作成す るな ど、 分野に よって この 
表の 扱い方に 差を 生ずる ことを 妨げない ものである」 と ある。〕 

この 表の 運用に 当たって は、 個々 の 事情に 応じて 適切な 考虛を 加える 
余地の ある ものである。 

科学 •技術 •芸術 その他の 各種 専門分野 や 個々 人の 表記にまで 及ぼ そ 


当用漢字 表 等との 対比  1CK 


整理す る ことが ^ まし 
項 チ) 


(使用 上の 注意 事  ぅとす る ものでは な 
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固有名詞に ついては、 法規 上 その他に 関係す 
ると ころが 大き I ^ 

た。 (まえがき 第 


のて 别 


考える ことと 


項) 
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振り. 仮名は、 一 
;a 事項 卜 
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使わな 


0 


0 


当て字は 仮名書きに する。 (使 

項 へ) 
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1/■ 


の 注 


r J- 


: f  k 

tl zi FI 二； 5 


接続詞. 感動詞 •助動詞. 助 
詞は 、なるべく 仮名 # きにする。 (使用 上の 注 


動植物の ^ 称は'  仮名書きに する。 (使用 上の 
注意事項 ホ) 


体 


* 


字 


当用漢字 字体 表 

当用漢字に ついて、 字体の 標準を 
一八 五〇 字のぅ ち 約 五〇〇 字に ついて 略体の 
採用、 点' ■の 整理な どを 行った。 


* 


過去の 著作 や 文書に おける 漢字 使用を 否定す る ものでは な 
固有名詞を 対象と する ものでは ない。 


I 


彝 


ば示 では 触れて いな 
〔答 中には 「読みに 


仮名を 
「付表」 i 

して 乖げ 


- ■  H  * 


、いと 思われる ような 場合は、 必要に応じて 振 
るよう な 配 虛 をす るの も 一つの 方法であろう。」 と ある 
わ ゆる 当て字 や 熟字訓な ど、 主として 一字 一中 
いものを 語の 形で 掲げた。 
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の vrl n 川と 
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代名詞 •副詞 ■接続詞で 広く 使用され る ものは 語 例と して 漢 
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〔答 中には 「感動詞 •助動詞 


L ある 

助詞のための字種ゃさ滴は取り上げ 


い」 と あり、 仮名畫 きが 普通と 考えられて いるので あろぅ 0 〕 

語 例と して 漢字で 掲げて ある。 

〔以上の 「性格と 運用」 は、 「当用漢字 音訓 表」 (昭和 四 八 年 内閣 告示} 
とほ とん ど 同じで ある。 1 


曝 


常用漢字 表 

「当 m 漢字 字体 表」 の 字体は 変更し ない。 (例外、 燈— 灯) 

「当用漢字 表」 より 増えた 漢字に ついては、 r 当用漢字 字体 表」 に 準じ 
て 略体の 採用 や 点： jj の 整理を 行った ものが ある。 (缶 縄 蛍 壤など ) 
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当用 漢字 表 等との 対比 
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字体は、 明朝体 活字の 一種を 例に 用いて 現代の 通用 字体を 示した。 
字体は 文字の# 組みで あるから、 各種 明朝体 活字の デザイン 上の 差異 
は 問題に する 必要がない。 
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用 漢字 (音訓} 表より 増えた 漢字 
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() は 「常® m 字 裘」 に 添えられた 版 熙字典 休、 〔〕 は 三彷觉 編修；‘ 
で 添えた、 一般に 通用して いる 字 休で ある。  (三 哲觉編 修所注 〕 
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当用漢字 表 等との « 
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当用漢字 表 等との 対比 
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四 当用漢字 音訓 表より 増減した 音訓な ど 
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で こ) f ± こ  nj [In 


4  字体が 変更に なった 字 

燈丨灯 


当用漢字 表 


•昭和 ニー 年 一一 月 一六 日 内閣 告示 第三 二号から 
抜粋。 「日常 使 nl する谀 字の 範晒」 を 制 m した 

•これに 代わる ものと して、 昭和 五六牢 一〇 H 一 
日に 「常用 浼 卞 衣」 が 制定され、 「 当用漢字 表」 
は 廃止された。 

，両莕 の 違いに ついては 一 〇〇ぺ ージを 参照され 

たい。  (三省堂 編修 所 注) 


まえがき 

一、 この衷 は、 法令 •公 川 文書 •新聞 •雑誌 おょび 一般 
社会で、 使 1 する 漢字の 範囲を 示した ものである。 

一、 この 表は、 今：：！ の 国民 也 活の 上で、 漢字の 制限が あ 

まり 無理が なく 行われる ことを めやすと して 選んだ も 

ので ある。 

一、 固 布 名詞に ついては、 法規 上 その他に 関係す ると こ 

ろが 大きい ので、 別に 考える ことと した。 

一、 簡易 字体に ついては 、現在 惯 川され ている ものの 中 


から 採用し、 これを 木 体と して、 参考の ため 原 字を 
その 下に 掲げた。 

一、  字体と 苦 訓 との 整理に ついては、 調査 中で ある。 

使用 上の 注意 辜 项 

ィ 、この 表の 漢字で 慰き あらわせない ことばは、 別の 
こと'はにかえるか、または、かな | 2きにする。 

口、 代名詞 •副詞 •接続詞 •感動詞 •助動詞 •助詞は、 
なるべく かな 書きに する。 

ハ、 外国 (中華民国を 除く) の 地洛 .人名は、 かな 書 
きにする。 

ただし、 「米国」 r 英米」 等の 用例は、 従来の 惯習 
に 従っても さしつかえない。 

二、  外来語は、 かな® きにする。 

ホ、 動植物の 名称は、 かな 讲 きにする。 

へ、 あて 字は、 かな at きにする。 

卜 、ふりがなは、 原則として 使わない。 

チ、 郭門用 語に ついては、 この 表を雜 準と して、 整理 
する ことが 望ましい。 

(以下 表は 竹 略) 
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2  •_ に 相当す る圆 で、 方向 •長さ 


i 


1 


ろい ろ ある 


〇 


6  その f fc 


P 適当に 取り 人 


説明 指導す る 


C がよ 


0 


4 


よね 


4 


A 


しめ} 


ぐ 

力 


r 


i ら 
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大 原則 


1— 


から 下 

の 部分 


上から 下へ 

(上の sfr パ 7J- か 


て い 


0 


Q.  % ^ fj  、 

乂  I 力、 レ 


〇 


三 一 一一 三 古 〇 

ェー T ェ 

上の 部分から。 


客 

喜 

士 

交 

吉 

客 

言 

築 


?n 


築 


大 原則  2  左から 右へ 


力ら 4 


{.左の 剖 分か 


ら 右の 部分へ) 書いて 


川 画から 

川 _ 


学 


1/ 


挙息 


帯 

狀- 

RHa 


左の 部分から 


竹 

木 

"NT- 

巧 

fAi 


习 

今  司 
休 


五 口 
ユ U 口 


胡 # 

ご- > 


原則 1  横 画が さき 

横 画と 
* 4口 !± 、 


は ほとんどの 場 

横圆を さきに 蜜く： (横 画か 

あとになる のは 原則 2 の 場 

合) 

a 横. 縦の 順 


土 

士 


計 古. 支 草 

r 土  压 4 1〇 周 

L 士  士，〕 吉士吾 


七 

大 

.土 口 


七 切 
ナ大 太 


/ 


斗 土 


任 庭 


寸 


过 

寺 


〆 


# 


縦の 


共 


* 丑  散 港 


編 门闩冊 

花 一斗 
算 一 开 

，帯  一  ^  ^ 

ぎ 4 一麻 無 


* 


荷 

形 鼻 
帯 


用门月用  通 


末 


宁末 未 妹 


夫 


横 


チ 夫  春 実 


縦の IIIM 


* 


并 

g l  w 

原則 


二 并 


Iffl T 


横 画が あと 


横 画と 縦 画と が 交差した 
ときは、 次の 場合に 嘏 つて、 


横 画を あとに 亲 


a 


田 


田 n  Em 田 男 ® T 細 

田の 発展した もの 

由 C 由 由 由 黄 画 

曲门 £ 肋 曲 曲 豊 

角门 m m 月  解 


王  一  T  + 王  玉 美 


至 


の 発 S ^ ^ たもの 

干 ¥ 至 


進 f ff f t 集 観 


■ 

17 


主 


t  SP 馬 駅 

十 + 主  生 麦 


表 清 


今 一 亡 卄 # 拄 寒 

構 

原則  3  中が さき 

中と 左右が あって 左右 


が 1 2 画で ぁる昜 合は 
中を さきに 書く。 


% 


■f  I.  I 

o 


J l 1 

■pr^ 


明 


\ 

, _ i 
ノ 


* - ^ 


1^  ジ京牙 


宗糸細 


当 T 


K 


K 


V 


光常 
氷 永 


暴 


氷 


K 

ノノ 


司 习 

二 一 v  口 rt ^ I 


司 「 51 


〔注〕 「区-は 左の よう 


区 


矢  一 i も 口 1^ じ 
一 X 区 


原則 5  左 払いが さき 


メブゼ _> と 才 


が 交差 


赤』 


fj 
,1 / 

夕 


泊 


変 

薬 


ぎ 


7?  ?7 


3 


つの 例外が ある 


0 


-二一 


火 

原則 


> 


火 


秋 炭 焼 


4 


外 ® j がさき 


がまえ I のように 11 


む R をと る ものは'  さき 


J  i 


国厂 IE 国  因 

同门同  円 

内门内 肉納 


する 場合は、 左 払い  を さき 


* . 
文 


〇 


又 


人 


ノ 


ブ文  X 故 支 
処 

入 欠 金 


原則  6  つらぬく 縦 画 ji 


- '■— 

■. 

T  I. 


1J 


最後 

の 全体を つらぬ 

胜後 


從 


i 書く。 


中 


申 神 


車 半 事 建 


i 

書 茸 童 


妻 


平 n 一平  評洋達 拝 


手 


手  争 


~ 一に も ~ ，にも  \ き ダ 
けない 縦 同は、 上部 •縦 画 • 


の_ で蠢 


〇 


里 日甲圼  野黑 
重亩幸 重  動 


1I S  ¥  i 


蕾 


原則 


7 


つらぬく 横 画は 


最後 

字の 企 体を つらぬ/ 

立、 & 後 こ ^ く。 

—PL"  f  /  V ~ |  t 

4 4 女  安努 


[1 —、 
、 "* !' _ 
dj 
•  / 


子 

母 

舟 


子  字存 

每 海 ] f 

与 

ナ i れ1 

frfv  %. 


舟 船 


フ 


〇 


世 


-4> 世 


原則 8  横 画と 左 払い 

横 l jj が 長く、 左 払いが P ; 
では、 左 払いを さき r 


左 


ナ左 

友 在存技 


特に 注意すべき 筆順 


A 


U 


ら 


AHt  7- 

4  W 力 


つ以 1: ある ものに つ 


て 


( A  ) の 字  は  ちとち と 


0 の筆顺 だけで ある 

A  ) 止 王 足走武 


JI  ^  i.  I-  i-  t.  -i-  ^1- 


® 


B  ) の 字は ® も @ も 一 


■では ( A 


われる 力 


あわせて' ® をと る 


B  ) 上 点 ^ 


2 


k 


a 


0 


「 1 

■ 


XI J  は ® の 


ri- l  _rH 


書 


0 


右 


六 右 有 布 希 

g く、 左 払いが 長 


が 並：！ 通で ある 

耳 U 耳 . 

TJ 


0 


0 


両が 短く、 

では、 横 M を さき 


no 


b 行 


みみ へん」 は ® も 

われる が、 本 害で 


一 ( a  .) にあわせて、 ® を 


no 


常用漢字の 筆順 


とる 


〇 


取最職 嚴 


J  写 


八 


耳 


④ 


3 


必」 の 筆 


貝 i 、 、 


70 


V 


ろ あるが、 〇 は 熟して お 


らす © よリ も ® 力 形を 
とりやす いので、 本書で 

は S をと る。 


f 


公 


ッ义 必必： 

/ / 必 必…® 

0 


心 必- 

その^^ 


4 「はつが しら」 の 筆順は、 

いろいろ ぁるが、 本書で 

は、 左 半と 対称的で、 か 

つ 最も 自然な ④を とる。 

……： ④ 

…： I® 

……： 〇 


f 


発 登 


/  / 


/ 


/  / 


5 


「感」 の 筆順 


©と 


© とが あるか、 本書では 


字体 表の 字体と 一致 


% 


大原 


nnj 

貝 


そぅ をと る 


感 


^ J^ I 


6 


(irj  rllA  ^ 

. © 

r 0 や 

©などが あるが、 本書で 


lls c i  感 

」 の 筆順』 


は、 大原 


PL^ 


そう 2 を 


0 


焉 


f  r rr 痒 % 


7 


「無」 の 


一一一  liir，- 

ハ ニ  、 


■:© 
④ や 


V  r 


@ など か あるか 

は、 大 原則 1 


そ、 つ 3 を 


とる 


〇 


B  原則では 説明で きな 


1 

V 


もの 


上 


は  さき 


よ、 つ」 _: a ) と  あ 


よ、 


0 


とに 書 
力 ある 


a 一  火- W  t  an/ 

処起勉 題 


とと 


b 


主  3^ 


近 建 直 

2  さきに 書く 左 払い f 
と、 あとに 書く 左 払 


a 


(_  b  ) と 力 ある 


0 


a 


) 九 及 


b) 力 77 万方 


常用漢字の 筆順 表 


無 


f 


接 接 


8 


「興 


i  一一  铋： 

頃と 


④ 

@ 


ては、 


④ と © が 考えられる が、 

本書では 大 原則 2 にそぅ 

④を とる。 


興 


.  ? 

锔 保 


tn ^ Ee- 


④ 


_ 


「当用 it 字 表」 よ り 

をつ けた。 


えた 漢字 (九 71 字) には 〇 


2 


44 


rl 

1 

琴 


二 

I I 


漢字 配当 表」 の 漢字 ( 一 
:丨 6 の 数字で 配 ^ 学 本 


0 0 


は ^ 色 


を- > J した 

一一 ^ 党 編修 所 注} 


【ア】 


亜 


厂 1C  5 莽 亜 

古 r r 裒哀 


$4 


S 


办 歩 旁 愛 

I 一一  一一! 硃 * 惡 


，け 「  r 八 

ド IT 泸れ 
p  r 液 备 

ni コ液 益 

兑駅液 益 


nm  (rJr.  「ム  Ur±- 

隐 B 人造 k 


姻因印 


-H  * 

于 


逸舂 


育 域 緯遗慰 維 違 意 


3 


5  3 


5  4  2 


5  6 


6 


3 


常用漢字の 筆順 
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縁 演塩鉛 遠 猿 煙 園 援宴炎 沿 延円閲 謁越悦 駅 液 益 

5  4  2  2  6  6  1  3  5  5 


1 


5 


扱 

{女 

案 


3 


4 


3 


_1 

1 


P 皂  pt  星 

JAJ,  4^* 

戶 〇: 压 

〇- ノ， 

{ ^ 玄 安 


亡 玄安安 一 


]  n 


tv it. — it. H  也 日 

3  H  H  B 


【イ J 


以 

衣 

•  J 

J  \ 


4 


4i 


4 


3 


依 


3 


4 


為 

尉 


6 


多.  5 


昔- 

/ 


ノ  \ 


>  V 


以以 


ナすで 衣 


立 


n 冃间囲 


H 一 矢 一矢 医 


7 


1/ 


广忙忙 依 依 

ヰ 未来 赘 委 

厂 で 反 威 威 

〔 rn 田 田— 田 n 田 目 

.ノ户 声 為 為 

ヴ尸厚  ^ &  尉 

C U7 田 一  W 里異 


ノ 


クダ多 

ch—  £KH  CK— 

^1 


吾 吾 # L 童 土 早 


4 


^L fe te w 


n 

ユュ P /づ5 


r 


二 U  口 


My  0^ 

/ゴ( 口  二  U P' 


，問 


门円 円 


t 


^  i  i 

%/  i. 


n ハ ロ 


ナ 火 ^ 炎 


n  {日 t 實 


x  M ^ tf if f* 

171  JJJ. 1? 

n 广 M m WI 園 

r 尸 俨煙烀 煙 
.  去  f  袁 

yAy  y^v 

# 步-袁  i <£ 

/  r ;v n  へ 口 

多多 多多 


ノ 


キ 


^ 寺 


r  it  萬 為 M 

I?  4^  i 

r b rl 1 €  富 寅 

*  9  J  :>  *  f  /  :ノ  *  ^  yr 

r r if M- 緣 


/ 

づ 

t 


4 


> 


L 


土 チ 音 意 意 

咅負童 -fl 浑土 0 

^  ^  ^  ^ 
戸 丁 射 S1 慰 


尸 


コ 


a  中  奇 青 


?t 障 偉 

w r 式 或 或 

N>1>.  — 〆  Y  b4"v  Irk  ■  H  a 

*T%  4i^  4 ✓  13. 

でか r 育 育 


ー キ ± 岸# % 

^ 巧洛 免 4 


せ 一 芋 


\L  \U 


つ  P 

\u 


一 L w ra a 

ぎ 姻 

1 :  D—  D 门冒 I 

，哼院 

r p 陰 陰 陰 


rr A 


^Hp 

C  0^  8 


韻 


み 


豸 r 韵韻 韻 


【ゥ】 


*n  t 


6 


2 


5 


■-. = 


2 


1 


六 亡 右 右 

十  {|一 宇 


刁习 

习习 


1- 


习 


一门 币雨雨 


r Il n I 軍 


夺  4  み 堂 雲 


【エ】 


、氷 5 

永 3 

一 1- 义 


央 

1^IJ_- 

■- IMJfcr 

/『て 


4 


6 


g 5 


'水 

一 ご a 

ノソノ 

I  京 

兑 

II 

— 


5 


HS  5 


;- 又 

rM7 


ォ 永 


い  ： 刁 ：习 

ご/  、 、 /  :ノ  %  *  /  ,  •  / 

严： tc 拄英 ^ 


il 


门 


Hu r 士  3  二 二  口 


r 央 

〇 阶 n l 一 

中半 栄 

f 骨 管 

二 1;1 二 ^ J I7K 


II 

I 


ぶ\ 


ノ 


ノノ  ノ 

日 s t  至 ?' S M , S ^ 


: U 

年  多多 


0 鋭 


告营 ■偉 It iff 


V 


I  n  日！！ k  号 易 


广 r Tfc フ 度 

rvy  yvy  Tyy 
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音 卸 乙 虞 憶 噫 屋横奥 翁 桜殴欧 押往応 央凹 K 汚 

1  4  3  3  5  5  5  5  1 


食 


<5 


餓雅賀 芽 _ 我 蚊 課 稼箇歌 


禍靴暇 嫁 


5  4  2  6 


4 


2 


5 


渦 


貨菓華 


4 


常用漢字の 傘 川 n 


一 一一 亏 

ご/  二/ 

T  干 王 


S - ^  IL- 


nr 凹 

央央 

r に 応 

、丁  、干 主 


n  臼 


7  一乂 


フ 


/ 


一  斗 


曱 

41 

F 欧欧 

マ ^ 区跋 

f  f 朽朽栺 

, 7  7  >つ  >习 

な  T  ^  ^  ^ 

c  C  € 座 奥 

荇蒂畚 昔 ハ 

オネ^^  寸 


『  II 尸 写 尾 屋 

+  产 他 C  音嗜； ？ 音 心 

‘  >  产 ^ 音？ 意 


一 


营 /t * 


乙 


夂  午キ  f  在 


六 


卸 

1 音 音 


5 


_T  .U 

日 nT 3 


穏 


门冈因 因〕 因 U 


M 


n 


ベ 


e\ ^ e i  日 皿 

* ^//  ご*'' > S ノ  > 

€「 i  An 0 

4^  4—  4գ  41 


【力】 


A 


4 


5 


nl 


反 5 


i 匕 


十 


: V 


架 


5 


4 


5 


2 


2 


2 


下 


\ 


ノ  ナ火 
I  I  1  ノ  —ノ 

Inn 
フ 々力 力 力 


1 TT 


口 


可 


ノ 


ノ 


一  厂 歹芡 

*71  yl  /T*  */1 

1 ^ ド ダ 何 

4  土圭 
/1  /  -  /1 

一 P7 而  ® 

t4J  fA—  /1 


C  0  日 一里- 果 


呵 


/  J 


\\ 


私 科 

つ かか 加 一. 加 十 架 

厂一 c  苜 w y 夏 

{  4  {k  { ヴ家家 

一 r 产铲铲 荷 


达菪華 
产； tc 苣苹菓 

V ザ 货货貨 

渦 


n  m  in 


n ITT 


L 


咼愚 

f x 

■一 K  -W 《專 
セ  七  ゼ  I 


n 


■ 

’ 5 PI  PF 

B  py  B  pu 


暇 


^  基摹華 


n 


-K- 


r f 


咼黾 

和 和 

す 背 {見 宾寡寡 

一 t  ぎ  3  # 哥 t 


h- 

A- 


M 


n n 筒 筒 箇 
r p ff 稼 稼 


l n ® 一平 果 

二 IV  口  二 i 口  士一 ロ  ニ  H P 、 = p f = p 


中  1?  1? 


蚊 

ノーデす 我我 我 

in 帀百一 §一 画 

一： i  せ W 哼芽 

つ か 加 * Y 暂貿 

3 牙 牙 矛 


1 A 


^  科 


今  令 


r r tft 餓 


七 


戒 
改 

又 土 


2 


6 


2 


5 


4 


« □ 刀 

^  nj 


2 


界 


S ズ 
te 


比 白 

7  J 


4 


2 


3 


5 


5 


塊 

壊 


袁 


r 


八 / V 介 
门 n 冋冋回 
厂 F  F 灰 
八 一 会 会 

f  h 户妒 陕 
\  \ ^ 武 嵌 戚 

n  ?U  己 己 

f ド 降 降 陵 


1 :  ロ フ 


拐 

r 忆 惚 悔悔 
； t  5 笾 毎 

c m 田更界 

a  卜 ^ W 皆 


r 片栌械 械械 


\ 


Ax^ 


一 


柃 絵 絵 


戸 


H 


\ 


Y 皆 皆 

r  Kr  nr 

つ  2 1 77 午 

厂汚角 角 角 

c  ホ 甶  t  A 
i  4^  i,  iv 

4 C  由 虽穿裏 

tf  17  ff  之  i 

内— 由， 滂穿襄 


八 


6 


轄褐滑 


巧 

6 


渴 P| 活括 f 霜 


- ■  *  f  - 

aU 


楽 


I  r. 

t  3  l 


穫嚇獲 確 閣 


5  2 


1 


5 


p 


01 


:閃 


日 


6  F 矿砰確 確 


ノ 


y^v 


i fr 蔓 


V 


一  4 


r r r F 撐擭 

イプ  4^  vvv:—  4^/  TtV 

w  r 《于学 
v  A  \t 車 要 岳 

加 一半 楽 

■t  穸’ 哀^^ 客 


AM 


白 


白 


4 


尸 


土 土 
JJV 


土 土  土 ± 

Jd.  4J^J 


4 


* » / 


1  H  P 
nop 


S P 号 舄 

:メ  V  V  J/  ご  /  ご  ノ 

ノー 4- 1  vVt  vVC 

JJJ,  lt^j  44 j- 

汙活活 

mP  島 

口  D p 


n  a 

cy  二 


戸 弓 号 s 


^  中 宝'  宝 t 宝 口 宝 口 


厂 rn 


n  日 


骨 皆 

/  :  /  :  / 

0T-  fiv  0^ 


n 


自 r r 轄轄 


n  or 且 


力 


6 


5 


汗 

® 缶 

B 


4 


宫 4 

冠 

卷 6 

音 6 


// ! 


乾 

MJ 

― r 


患 


M 


喚 

堪 


S 


/ 


r 4l 杵株 換 


/  / 


- — J, 
/ 


干 


二  v\ xf  H 

廿甘甘 


干 

:ノ 

午步击 

古 r 完 


肝 


二 


r -fr  f 尸官官 

Lm  ys 冠 冠 

声 夹蛊糸 卷 
基 戶 f 肴 看 


r  a ln ” 旧 

Kr  K ^  K(  pt 


4C  查 


It 苢莫 


ム  4 乙 

« 7 勘 

t  一! s ©  声) 患 

J  Q  B  身 n 貫 貫 
{由 中堂 夷 寒 


P 


L^i 


/ 


a 明 城 


4 


喚 

厂州谋 遵堪 


栌栌擗 換 

JJ^  V  V\ ， 


敢 


与 


Hn  2 


STT 

Tri- 

1 rr JJI 
A^ur 


へ r- 


5 


じ 3 


t- :l 一/ 


-A 7 一 


5 


5 


4 


4 


t- 

11: 1  し 

媛 

rv*^i 

0 

* 11 f  一 

1 

、フ 

館 s 
環 

1 ns  6 


V- 


H  デ  f 


r 


A  广 み 厂官官 

^kr 


款 款 


キ  士 * 丁士示 


0— 


a^u 

B r 


B 


閉 閑 


7  LU 

4\  f  -HU  ff  眷養 
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撒 

天 

H a N 

■: £\ 

店 


K 


^i- 


4 


2 


2 


6 


ノ — -"-■ 


r 


:H 口 T 


f  vH 


,>v-  4TTT 


r 


r 


D 王 

4^ 

廷 

痛 

I 


/ 


4 r 


/r 

T 

V 

ケ 


，n  白 


R 铕笛笛 


尸 B 尼 

^  m  //  ご/  :ン 

y 

>Q  ，日 


丄产内 肉南奄 

4 J-  J4J,  J2J  JJJ,  J4J, 

:一、 疒： tC  €： 尚  _ 

广 A 肉 肉崗菌 

17  X 

广 A  s 肉 南 商 

,  i  u  麥决  4 


ガ 折、 折 t： 析口 

f4k 餘鉄 


寸 


左  


一 


f  誇 有 奮 营 


#  #  # 撤 


一ー デ 天 

C 曲 油 迪典 

广汴 汴； 店 


b 


占 占 占：： 


戸戸 署 


チ 夭^-- 

Jy  c  i  J  ン 


0 


4i 

i- :  _ T r 


5 


e 


ah 


iL 


2 


fi s\ 


牵幸 乾-^ 


n rn m  田 

ー  ニ 云云 

,/ J. i  '  _/1  - ■  #J  ,  .^^■■■■1  .ff  -  I 

J  凡フ几 又 
E,  ®  眉 届  § ハ 

中 モ而 c # 帝 电 


卜 


金 


度 


4 


3 


^1 


双 

x^ 


4 


3 


冬 


2 


2 


4 


ノ 


0 / 


、 *  I  二  : :  一 ^ 

t  +  土 

n  口  p  P  口 
4- 土  キキ 走 

yjl  ^>1  <!  y// 

八  4 一八 子 八 ホ 八 連 

^CJ  ^I\J 

4  ^  者 者 者 

广产产 序寰 

: /  こノ  :ノ  :  S 

4  令 余 一 余 - h- 余 十 

v y , / よ ン*  : ノニ 


/\  —nx  Ax 


似 奴 


/V 


7 

4 


兮努 


产产度 度 


t  i  4 奴 S 怒 


フ 77 


\ 


ク又又 又' 


< 


17 


r 灯 


?乂 


L  J 


2 


3 


3 


2 


至 


m 

/ — 

東 

X/1 


-,J 

11 5 


'6 

- 1  Jt 


秀一 

^  J 


^  6 


I 

、一 


〇 


欠 瓜 
'i 

is? 

7} 

塔 


0 


棟 


易 


3 


-1J 


f 


7J 


IT 


^ ^ un 


n- 


a. 7 ル 又 

4 J 

r  一一: s 一 tn  s 又 

ra 一日 _ 朿 


2r ri s s 至宝 


* — ^  hh  ^ 

Jy  Jy  ^ 

Jr: £ 至  至  至 

JAJ  /A —  ズ —  *1f  —Al 

r lc  一 日 宇隶 

、ノ  *  ノ  *  /  * /  *  ノ 

产声声 唐 唐 

广 _  % 烏 島 

1 $ 吻机书 


七  r  二 = p / T ロ  ニ 15  二-一口  二-一口 


キ  A f- 秀 


杏 4  $> 党 


吶 淖 唓 


4ノ欠欠门 ^ 欠紙 
、s  ，く  二 r  、ン tl 、i 

勺 与 旬 s  s 

Kr  Kr  Kr  KJ  Kr 

广广塔 塔 塔 

i  叹  i tf" 答 

SJJ  TTJ  1T1 1 て  LJJ 


柙 楝 


n  旦  具  日 ラ 日 ^ 


S 

殳 ?. 

y 仁-; 

卜 上 J 


3 


2 


3 


< 


允 

/"小 
rr/ IH 

踏 


5 


ノ 


や 


.V  6 


00 

[ml/^ 

闘 


2 


2 


〇 司 


動 


直 


3 


4 


3 


2 


4 


n 


ゾ 


-F- 


疒病痏 痘 

\  , 八 存 

X  X  i 八'  答 答 

泣 笑 婆 等等 

1 . 1 门简筒 筒 


f  r 铲 P 統 


v 於 


xr  (h  も  s 

^  \  1^—  ^  \  in 


一！： 


]  TT  水 日 

5  5  5  5 

r  _ 糖 糖 

r  n  頁 

S ジ a y s ジ  3 ジ 

: \ 一 R # c # 口 


n  ~ ' 

n  n—  日 — a^-  3,  B, 

:ーー  C  _ 龄弩鳥 

pxr  ^  ；IX7  PX7  PX7 

丨 □  n  ez 同 同 
丨 □同 同 同 

•  f/  ご/  S/  : /  ご/  •  •/ 


门同同 

^  nr?  air 

气  1311  \  一  KvU 


nM^ 


き0_  f 


杏吉 一管 堂 


产吿音 章 


^  f  托 首 首、 


的  ノ 0  — ，曹 ■售重 . 


^  r  r  ^  jt 

^  P  AT 屯 后 

畳鈐豚  屈 

曇 鈍 豚  届 


r ド トイ n オー ブ ふ  行年 
r  ^  ^  jB  if+  歹 山， 首® 

tr ド 叔桿特 乒山 v 谨 钔 

罵徳枰 得特 系 峠 導 銅 
篤徳 督得特 匿 岣導銅 


念 年 熱 寧  認忍妊 任 尿 乳 人 日 肉武尼 

4  14  ^  6  5  6  1  1  2 

ノノ  ー  ^ >  土  言 つ し  ノ  ノ  ！  ！ — つ 


门 

内 

内 


ぜ  A  (  y  i  r 

"m  j5 れガ ホ’ 1Y 

^  ?fi 4n  if] 

憚舶白 泊 柏 伯 
博舶迫 泊拍伯 


肺 


辟 杯 抨 婆 馬 覇破派 波 


13 


濃 農 脳 能納悩 


燃 粘 


6 


6 


2 


5  6  5 


6  5  6 


5 


内  曇 鈍 脉屯阽 突 凸読独 毒 篤徳督 得 特匿峰 導 銅 

2  一  6  2  5  4  5  4  4  5  5 

|7门会乃ノー》、1*ノーれ：|一，で1ブ1  r  ^ 
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主 7 竒毒 毒 

和 ^ # 独 


r ;sk  読 


£!. 凸 

空 ^ 突 


n  尸戶尼 

- 一-一 一 $ 武武 
□内 内 肉 肉 

门闩日 

入 

L 

^  $  号 穿 穿 

n  尸！ t^ ^ K 

/ ^  >it  / —  /AI  */ ~ 

ノ  ー  キ 壬 

hx  b^x  i 

77 刃 3?7 刃』 ^ 』 

フ”  R*  忍 忍 

^0  モー P 二 ニ ロ  ユ n 切  ユュロ 

{一 齊窗窆 寧 

+ 0J M 杳泰： 

一  i 一  1 一  4 二 年 

八 八 合 念 合 心 


ノ 


,£■ 


In 罔 i 酉 酉 @ 


一  ^ - -  4^J  4^  44 J  41 

-i  ケ欠 

. - ^  n  貝  貝 貝 貝 

r r ^ ^ 库 察 


In 


/ 


背 


一 - 1- 士 * 士  L  士 7C 
ふ * 立\ 立口 立 口 

c  ^  M 每 

一  J—  l^J  OT  41 

士  立  \ il n 立 口 
〆  4  LT-  Lr^  i  1? 

上  み  立、 立 n izl 口 


r 


掸蜱媒 


C  E  r  sn 苜 買 


& * 


£ 賠 


咅 

9 ハ 


fl 由 白 


f 和 4 ■私 粘 

ダ” ^ 炉 ^ 


^.  /  ^  0  0 


/ 


ム 


扪納納 


^  匕  匕匕 
ム 1 ム n ム月ム 511 :ム月 


い  W  ノ⑴ ズ" ズ i 

月  PX7  月 

t  仙 曲 一曲 厂曲 f 農 

曲 一 产譽 曲 M 
'  ^  /  :ふ  こ  S  二  A 


一  曲 


\ 


F  R  巴 


LJ1  4AJ.  4 


tv 


疒デ 波 波 


\ 


V 


ろ 


取 


一 ■- Iff 

^ 石  系 


矿破破 


1 1  I  & r ffl 霸 

rr 痒 ^ 馬 

厂戌皮 ，/ 资 婆 

*>ン  ご^- C / ' ■>  ご ^ 一 


一  wi  罕 

r r 衧杯 


背 


匕 


-* 


l n 巿 


tmn/ 


6 


3 


d—7 

in- 

1SC 4 

UL/ 

ふ f 


几 


2 


r ! 

1 丄 u  3 


4 


音 

/\J 

仁 i 

媒 


rr rv 


2 


*1 


白 


J 


\ 


，却 

専 


4 


2 


軟 


6 


rt A 南 
軟 軟 


v n 0 \  u^. 


// , _ ^nn, 

tt  W\  羡 養 羡 


二】 
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朽 2 

恍犯半 

帆 


jy  n 

反 m 
閥 
閥 


猫 描 病 秒 苗 標漂評 票 俵 表 氷 _ 百 姫 筆泌必 匹鼻微 備 

55  4  5  4  5  S  5 1  3  4  5  5 


比  盤 蛮 番晚藩 繁範頒 煩 搬飯販 般畔班 版 板 坂 半1 j 

5  _  26  4  65355 


反 閥 罰 抜 伐 髪 発 鉢 八 肌 


〇 


[i 


縛漠麦 薄 


5  2  3 


1 


5  3 


2 


i rj ii  日！®  i 藍 

ナン ラン  ノ  タン 
十 主 # # 麦 

r n 替一蓂 莫 


n g 炉繂縳 


C  ¢1 ® 


尸 爆 


r  i 


r ffi 箱 


1  n TTl 
火^;  火 

J 几 

3n  0U  PHM 


ダク 


IX— 


t 針 鉢 鉢 

発 


0  0  0  M 

\  弋戈戈 

ノ —  /A1  /I  / — 

-  ナ方友 

13 N  1?  J4 


抑  Tv r r ri r & fr p 


r  f r 悄備備 

べィ？ィ ^ 祐掷微 
离 鳥 惠 4 一  4 

兀匹 

ク义 必必 

,  ブ兑 必必 

*  ty  >  *y  Jy  ニ ノ  J/ 


簦筆 


t  i  # < 奶姬 
一  f  r ?T 百 百 


\ 


プ 


K 


一  +  主 r 参 表 

一  十  主 铲 表 

i/—  ノ —  /4|  —/f  ii'  /ii 

L  C 而西草 s 

一 一： ^  平 

/vr  二 u 口  二 u 口 t 口 t 口 t 口 

一. 1 一 撕涵軍 票 

ご/  *  ^ /  *  *  /  *  *ノ  m  '  V  : /, 

桿 標 


t  iC  布® 


41 


ノ  \ 


tt 苗  S 

ンブ  I 

广 r 〖 一门 二丙 

Jy  ryy  J/  T7 

一  : t  产 S 祜 斗 田 

+1  L^Jy  4^  4^J.  4J1 

\  s  s 

ノ  メ — * 


./ 

%. 


ゾ ー 


*■!■!■  1 卜. 

yi-\  tir% 


半半 半 
r 坂 坂 
r 板 板 

厂及反 

OUN  u-n  UUM* 

一 — £ 

VH  ? 


In 


-% 

% 


i 

令 

\ 

n 

f] 

损 

r 

r 

身 

じ一 半 
£  田  田 ® 


e  eTN rL 又 

, 用^^ 

r 販販 


tr 飯 


0* 又 


b  P 煩 煩 

頒 


ハ 、勺 分' 分 分 


t 


ゲ  V  ゲ  ち  ^pu 

ヶ fl tr g 碧 / Jr 牵  $ 


皮 

::」 


3 


ITU 

彼 

0 皮 

TJJ 


6 


6 


5 


5 


卑 

飛 4 

疲 


6 


a & 


ケ 


落 藩 


r 


妒胂 晚 


A 率 ^ # 番番 

す ^ 恋恋 帟蛮 


定 r  史 17 史 [IL 

疝 L  沟 b  沟见 


角 


A  街 


ヒ 


v  ヒ 

1C  t 


皮 

初 

悲 

©扉 


5 


費 4 

£1 

rp 


g 


避 

尾 

美 


3 


U/ 


石 


厂广步 皮 


^ f  な  衣 


不 


r  n  己 
女  女  セ 


否否 


\ 


^  匕 

,  |[  tr  t 

15 J  J づ  4^J, 


r 扩 彼 彼 
ホ 扩ザ扩 


TT 

月 


P 


肥 


穴 ホ 由鱼卑 

飞^ .俨飛 飛 

r 浐沪疲 


TT 


見 見  & 

令扩扩 被 被 

]  m  ia  1  隹 ^ 
-3.  导  m<  m へ 

ョ r i /r r f 一 扉 

r  n  nr 典 I 费費 


护庐 庐谜碑 


二  r rp 罷 

，  フ ^ 辟 ^ 

r  r\r 戸 厚 尾 

1  ザ： w 里 美 美 


5 


々耳 


浮 赴 負 附怖府 扶 


付 父 


瓶 敏頻賓 貧 浜 品 


5 


4 


5  4  2  4  4 


5 


3 


> 

•< 


ノ 


•I _ 


ノ 


フ 


ノ 


'で 


,〇 


トノ 


1 广イ ハ ニ 

ヰ デ R 忙 r  f  疒仁ン 、チ ■  T 
’  3  P 卜忙户 _ 右 付 父夫不 


U 


t 

n 


V 


,b 


碍行 赴^ i  m 怖 府扶布 付 
婦浮 赴負附 怖府扶 


并厂 § キ r  n  : 

瓶敏麫 宵 貧渰品 
瓶敏頻 賓貧洪 


符 


畐 5 


並 


日 


腐 

殷 

S 忘 フ 

* 

武 

RH 


譜 


海 

武 


5 


3 


■ -nH 一へ 

43 

域 

伏 


2 


5 


4 


畐 

H 田 

l^J- 1 


M  5 

? — 


一！： 田 

CT 

M 

rv'. # 


3 


6 


，故 r r 符符 


^ ♦t  中！ 一、 ff 言 rn 富 

>  サ⑯旅 ~ 菁 普 

i  产 1 锊腐腐 


C  0 


HM 


み 


U/ 


/ 


It 


门 


自  0 l^ a 

- V  索 宵膚 

■ r tr - r 

flR  OR  9K  OH 

並 n 普 

士 〇 二  UO 


2  廿  M 
士  l r» / = 口  111 5 fl 6v 


J,  W  5 笾毎 

/I  / —  /A /P 

デ ー で f 武武 

立 1  An  A  口  土 口  土  d 

i 一  $ 芦 严 舞舞 
一  4  i  圭^ \ 
a  n 1 :賊風 

イト ^ 伙伙 

r  ctx  艮 

0M-  nn  OWN 


cz：  月 


p  me 畐畐畐 

尸  一 r 石 rl 病 畐 

r  『n  hn  tr— 


〆  r 11 句 ノ 匀ク匀 及 


it  l f s rl m ln l l 

、不 、子、 孑、 ^ 、 不 、孑 

r 4 n 一戸 智クー 日 叹 

cr：r  月  cccr  月  甩 


複 


5 


払 

^7— 

仏 

物 

粉 

紛 

© 分 

貧 


5 


5 


4 


貴 

奮 

分 

文 


6 


2 


■■ ■■ ■# 

仆耳 2 


t  忾  声萝复 

f  ネ ネ ネ 4  ' 1 

t  4 声， 覆 覆 

\  JJ  1?  L^. 

r  n  or  弗 


*1 


仏 仏 


, 

% 


/ 


4 


:一 


D 


-V\ 


1 


ノ* 勿 

4^ 

卩 r 呤 份 

、FV \ ?x  %  7. % !% 

ギぎぎ 箱 
4 焚 零 雰 
1 T 哨噴 
r 产 4 :蜻墳 

r  IL ^ i- 憤 

产 キ禽奁 E 奮 

兮分 

ブ文 

門 E 閉 聞 


/ 

ノ 


【へ】 


丙 


兵 

4J- 


3 


4 


声 

% 


一门丙 丙 
C コ ー平 

C チ 丘 兵 

ぃ一一 尹 样 


6 


© 


ff 

W 上  6 

■lllltf— 

^  6 
詳 


t 

•fc t 

,*7*卜 


V 


壁 


2 


刀！ 

'He 

反 一 

%-  If 


4 


6 


4 


5 


4 


遍 


-Iffl 


F 

/ す 


勉 


5 


5 


4 


5 


从 f lf qf 涉並 

- 彳 r 柄 柄 柄 


b tb 


n , 


卩卩鬥 Ffl 閉 


+ 


i  ナ 


11 M 屏 

ヶ i p JC n 
rt rli 碓张  L  #T 

ケ fc l Ifc ヤ 

cm  舷槲 一% f 


,4  十 才朱 


>- 


j 


JR 说号辟 

r  r 癖 癖 


t  0  D フ？？ 


尸 片 


7 


刀 辺 


^ 反 ^ 

■一 す 亦 ヂ変変 

一 r  in  P 一朽 禹扁 


一 r  彐 


f ttt  烏 a 

r  r  r 網 絹 編 


ムム 


弁 弁 


ノ 


re  一！ d  ヂ更 

ノ —  */ —  ~  /I 

fs が r fe 勉 
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今 几 希 

兌 凡 I- 
贫  I] 

盆  翻 

盆  翻 


靜埋枚 妹 海 魔 磨 摩 麻  盆 凡 i 


6  6  2  2 


抹末又 膜 


せ 句 

号 a 
芳 


© 

奔本堀 没 


一— 厂； 
六十 尸 デ 
故 才圻广 

年 木坭没 
垄本堳 没 
奔堀 


卄 


せ 月 戸 

宜 月 ふ^' 

月ヴ 3 
某肪房 


用 漢字の 筆順 


放 抱 


5 


6 


芳 


4  2 


簿 暮慕墓 募 母 舗 補 浦 捕 保 歩 

6  5  2  6  5  2 


1  jf\ 


'― *  ノ 


撲墨僕 牧朴木 北 謀 膨暴貿 棒 帽傍望 紡 剖 冒某肪 房 

4  1  2  5  5  6  4 


じ 


妨坊忙 乏 


縫 褒飽豊 報 訪崩砲 峰 倣 俸 胞泡法 


5 


6 


mm 

b 


R  h 


A 


广广矿 r 麻 


r 蜱 麼 


广 k 夢 磨 磨 
r 胯廯魔 魔 

ハ C な 笾每 

浐奸妹 
i  ネ^ T  枚 枚 
+  岬 埋 

t 苗 一 慕 暮 罾 


々女 


一  r  ^  Mr  莫 

c^7  tm: 月月  m；：  0 1：： 

フ又 

一一 一 宁守末 

t  ^  一  i ft it 味 

i ^  1TJ  4*t  ふ  V*  二 づ J- .\  1 


トナ  乎 米 歩 

C  D B- 平呆 

/J  /1  / —  JXI  /1 

一门 \ 冃南甫 

J ― ^  44 J  40, 4 % ， 

厂 一门國 南# 

*  *ノ  *  *JJm  :  /  :  J  ごノ 

厂一门 一同 角 肩 

.平  t  ネ 辛 ネ 

n 国 甫 

^ 在 t  在 a  在 口  在 口 

Q « 母 

t  ® 一  芦 幕 募 

竹 苣篡慕 墓 

望 莫 ^ >  暴 

种苣苗 厂暮暮 

妒？ 一, 癉 薄 

^ ブ 方 


< 叁 奉 

宁宁宝 宝 

勺 ^ 台 

J4  4^-  17^ 

.し  ケ *4*!^ 

> ノ方方 方 


门日  ml 日 n 冒 


字 孝 糸 


丄ノ 


ノ方 

习  4 才 

ュ亡  亡 -4 亡 1 亡 ^ 

广 A  典 在 ff f# 


P 


c  cu  H  冒 


it 浐一棒 棒 


r 


u 


r s= 貿 


目 m 具 旱暴暴 

i s> 

Er^ 


r -M 

t  / 


a \ n 


UHM  HN 


驴® 


r r il  詳謀 


4—  i 


匕 


才木 


た 


ネネ ネ 

r ^ & 


r  r  r 憚僙 

一: IS  甲累蓁 


11  ij  41 


r 撣撲 


f 

今 

i 

■■■^ 

1  ■■!  ~ 

1 

石 

1 

X 

)] 

r 

4 

r^7 

垚 

V 

山 

a 

f 

月， 

1 


\  +  土  去 去 

ノ  巧 % ^ *!^ 

: /  ご/  ^ ' /  :ノ  J ノ 

/  勹句句  S 

月月 月月 月 

译灰畜 唪 

J/(  JX — '  /A—  J/ ― » 

ね r # 


/■ 


一 

f T 口 


二15 


V 


亡 

多乏 


7 嵯峰 


勹  JP  句  S 


广 .1月 〕 月 


訪 


つ  r  HK  R 
幸 幸 幸 幸 

曲# 窨豊 

勹  句 包 


ダ  ^  篆筆 / 


17  IJ 


i- 忙 

: U 巧 坊 

J- JU ノ方 


亡 亡』 忘 
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娘 霧 夢 無務矛 


眠 民 妙 脈 密岬魅 味 未 


5  4  5 


4  6 


3  4 


/ 


ム 


^7 


常用漢字の 筆 


漫慢満 75 


4  2 


J 


严 


沽万 

满 


# if 満 
浸慢 


平米 未 


呻 味 


ホ r 鬼 te 

L  ^  ^  ^  ^ 

少史 定 牢 密 

^ — f  ^nr 

7  rrr/T  rrr,  rF^  rrr^ 

女ぶ  雀 r1 妙 

づ F r 民 

r  p  F  萨 民 

Bp  tm 


ブス  于矛 

ケ  欠 7 欠 ゥ 

A  i 一舢扭 無 

件 t 苗 — *• 夢 夢 

十 #' ^ 霧 霧 

i  女  女  女  女 


7 】 


名 


V 


P 


3 


2 


■^15 


ノクタ f 名 名 

ノ八 、か 4 命 命 


1  n  B  B/  B 


W1  ギ 


月 


H 


N  6 


銘 


$ 


烕 

^%/i 

免 


2 


3 


^  5 


n 


水才 j 

P  月月 「月 p  月旦 

日  日 1 日 r 日 TT1 日 JG 


r , 銘銘 


n 


V  一 ^ 


鳴 


\ 


\r_ 

々'  C 济洛免 

厂 KZ 而面面 

/  €  白— 白门帛 

糸 系 糸 糸 糸 


【モ】 


茂 

4 -r fc 

-f :[_ 7 

■I  -  fi 


6 


2 


©妄 


J 


耗 

猛 


糸 


ノ 


广产茂茂茂 

f  0. 

\\  ノ \\  毛 

>  亡 亡く 亡 女 亡 女 

i  亡 f 亡 n 盲 

ノ  ノ\\ 

E  iE  IJ r -  = c v~ 

-i ゴ  WT  ^t Tf 4 tT^ 

l !T r 括 猛 

Ti  nj  3J  nH^ 

朝 飼 ^ ^ ffl 


黙 

日 -< r 


『2 


紋 


up  3 


匁 


—门冃 日 


デ， 毁默默 ： 

R 3  ^3  ECtV 


n 


r 紗 


問 問 


/ 


勹 >; 匁 


【ヤ】 


M 


2 


2 


〇 厄 


rb 又 


V 


5 


4 


r ナイ ^ ^ 夜 


ブ ^ J 

「  3  fry—  0t  pt  ot. 
厂  Ui 


厂戶厄 


\ノ 


么 


尺 6 

t  三 n 

3 

5 フ 

TTM: 1 

a 


rt* rli フル ヌ 

ギ ^ ,^ 


っ尸訳 


二=\  ュ M p ^0  二  u p 


It 首 5r 蓮 薬 


pr 


ョ  ョ f ョ广 ョ 1r ョ 411 

5  ? 这 尽 芑 


【ユ】 


5 


3 


二 lln 


俞 5 


11 


n rh * 由 


M11 P 


r 


n 0 


n 兩由由 

s/  *  *  /  *  ^  y  *  *  Jv 

rf" r r Kt 

I-  J  J-  I 

<31  <}n  A 3  八 一  GC? 

二  u p a 5  二  V5  二  u p 

事 承 車 


0 


癒 

隹 

口 

友 

有 

- 11 7 

9 


2 


3 


4 


句 


〇 悠 


6 


5 


猶 

谷 
ネ 

斿一 

V  J 
r u n 

雄 

… 3 

憂 


鬲 

zt 义 6 


产# 癒 癒 

V 吖 す 呻 唯 

4 N 友 友 
疒 冇有 

マ ろ 而 备考勇 

i  全」  々If 

YJ,  义  S  主 
—  ヴ&  &:! 仗：) 

イイ  イイ  彳ヘイ C 

n\  吞 # 争#  f 

M  H 酋 M 

ノ  y ^ 

； (入  s  C 入口 

f  ネ  ネ ネ ネ 

ュ  うす  街 ^ 遊 

v  ナ^ r r 雄 雄 


ュニロ  ニ U  ロ  ニ コロ 


+ r $ 5/ 誘 


r TT 百 具 # 


it 


lr 


3 


尹 


an 


1- 


高 a 


t  恩 # 憂 優 


IT  ノ 


余 

曾 


5 


5 


IT> 与 


: 


ユ J 

令 余 余 

汽 舉、 誉 誉 
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幼 


羊 

要 


5 


6 


2 


3 


3 


4 


5 


庸 

易 


葉 

n 砂 


3 


要 

nHU 

榇 

ぎ 

養 

I 

y 

一三 卩 

rr.^1 

1——^— 


3 


4 


2 


ス 


r  hz  苜頁 

^T-  ^ J  ^7- 


幻 


幼 


丨 n 月 用 

^ 兰羊 

,/ 兰羊 

:ノ  *  f  ノ  *  */  *  '  V 

1 1 神 商で 要 要 

、，六 突 ^ 容容 


产 ff 酵 

r i^ ft Ji 

, Vv  1  Jwl .J 〆 冑 J \- , 


/彳 r  # 挥摇 

土 放 难苷埜 葉 


n 


1 


F  0 


六 荠容 容 

, , ノ  ^  ^  y  ごノ  ：メ 


?  5 

PHJ,  JJJ. 


乎： 篆 

>^1  t^r  1^— 


平 


ブー r 、づ 5  M 二 


r 筘踊踊 

守 官窒心 

弟 泉 参 # 

扩貧 捬擁 

誶 鹑 謡 謡 


n 


ヨ  HV  0f 

0  3  0J —  3^1 

日日  CO  3  H 


谷 

\  71 

次 

s/1 

空 

M、 

PT _^ \ 


6 


6 


17^. 


? 


ハ  ハへ； ぐ； 八 t 谷 

:ノ： /  :  ノ：ノ  ： / 

f  g 欲 欲 欲 


51 


习 

a 3 


耕 習 


羽 帮 翌 


置 翼 


【ラ】 


rfr tc 

E 7T , 

ネ 


来 


雷 


2 


絡 


3 


各 

B 


6 


6 


6 


と H. 

臣 III 


而 


彳 f in iH 枰裸 

: t  r  f 羅羅 


乎 来 

命 C 雷 雷 

厂  KZ  頁 

-tp，  -7.、  hpr 
Jd4  ユヲ  ユ UV 


一 r-1 s 


吏 


^:  务 氣系 ^ 


ダ 


i 又 二 各 

^ 、r /- ^4 、f〆 


n  ffin 


ぎ & わ gx. 

乱 


M  チ 袭 舌 


]  P 


つ  3  RT 

玲 均  SHT  均 

P  —  fr  g 見 

t  と  r  t 

s'  SL  臣 E  6 JI3 

:ン  :ノ  ニノ  ^  my 

r  0^. e &l ， 

2= 帶 ff f^ 


L  一 t 3 ヂ吏 


ヨニ 
f  I 

里 

g 

■xt 

裏 

覆 


4 


2 


ノ  \  ^1 


1\ 


fe 匕 


4 


11  • 

I 


& 
r- ll J 

- - -r  ■_ 


6 


5 


f 

1 :日 甲圼 

l n 日  甲 里 

T  VH  王  王  王  无 

广产穿 痢 

汚！！ 一 一 甲窦寥 裏 


ブ  Dk- ^ # 


+  ま  sc 鄯 離 離 


+ 


留 

©S 


3 


5 


丄： 


条 

TVJ-  - 
■5  - 111 - 

JX 1L 

方 

虜 

盧 


3 


1 丄 亡 ☆立 

彳 r 广 P 律 律 
n  E ^ ^ K 略 

1 f 私 祁祁祁 

^  亡  六 ノ六 ;| 右 ;] L 

、fv  *  *y  **y 


s r s n §E  留 


i  立 l 立 r7 音 竜 

F r ^ a 

%フ  、rs  >rs  V7 


TJ 


ノ 


不 


ユフ 方 


一 


ぴ恣泠 隆 
i? が ate . 疏 

.}- VI 

方方 方 

萬 尊 虜 

4£ « %田：) 


了 


良 


3 


4 


4 


涼 

0 

凌 


量 
僚 

嶙 

Jrf 
<|卩 

寮 
療 


5 


S 


種 


力 


t^i 

厘 

ム冊 


it 


4 


4 品 


6 


了 


一 门 1E 雨両 


^  ^  ^  f  0 


^ 料 


ふ ナふ D ふ D 亨享 


，一寸 泮沣 


J, 


ノ 


A 風 

^ A ク A 又 
I  nr  PJ  rpi 

暑 睪量 

大大 存 争彔 

JA — 1  /I—  /I —  / — 


\ 


r  n 

々  々 ? 々マ と T 


穴 穴 霖寧寮 


'a r 


产 声 

r 釋釋糧 


つ 力 


系 糸 


チ 紆緑緑 


才 


林 


n s \ 

:一 


厂戶 厗厗厘 

r 俨 伶 伶 倫 

わ 輸 輪 輪 
il R k 隣 
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炉炉 声® 

_  _ 庳 亘 

$ 申 練 摩 
鍊鰊廉 連 


貝ノ 

二 

士八 

Xf 

盡っ 

式 

r 

ニノ 

二^-^- 

13 

士^^ 

%3 - 

或 

貝 f 

it 

P 门 

紆 

戎 

貝冇 

話 

和 

士^ V 
云闩 

録 

惑 

賄 

話 

和 

士 ム 
棚 

録 

漏 


廊 


朗 


6 


労老 

4  4 


身 二!^， 


路路炉 

3 


市 


廉速 恋裂烈 劣 


3 


4 


1 


r 


含 


ろ 


含 


n 


会 


声  n 


_  *  n 


歹 


r 


/ 


r 


1「 ー コ ー 尸 

一 J /% s  J /% > /) 

P  路路 
露 

4 \ 兴 老 

令 旁 


食 食 宜宜 


丨  n^  SM, 

良 貞 自 


台  ^Fk 穸 良 


来 史變娄 

trl  4T  JT  41 

洞 渴漏漏 

ナ六 


十 ク tr 劣 

歹歹歹 歹：： 

列 aj aj 裂 


ノ九九 一九 十 
.メ  L71  L71  1TI  +1 

會成趣 每弯 

* ■* ノ  :ノ  ごノ  » */  こ' > 

み  宛 

Hn*  nNM-  Hnj  ”：：.  UNMV 


w p 芦 厚 戾 

*}  ご，  ご/  '  i  '  V/ 


rn ^ g BS^ 


m f n 5 4 


平  0  0  衆 


類 


ブ 


ノ 


辛 


人 合 令 

し 

ネ 


オ ネ 


八 

^  / 


八み 令 

*ノ  ，ノ 

i57 励 


彐 戸一戶 ー デ 戻 


尸 方 


裳 


去 T 


レ 


r -^ ^ 伊 ^ 


r 浐鈐鈐 


零 


1 1 ボ 1 す 雷 ® 


去 ^ 去 / T 去 ^ 


A ム マ 

杳  S 歯 歯 


®  lei P 麗 

r  k 膠 厣 歷 


K  歹歹歹 


に 
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学年 別 漢字 配当 表 


-f 成 / U 年 三 
学 1^/ m ; ^ 要 


交 


- L  - ^ r  C  じい 1 *. つ ； \ 

JJ-  bt^K,  ^  - 1 

平成 叫 年 四 H 施行) では、 
学年 別 漢字 配当 表の 漢字 二 CC 八 字) 


る 


-r fi ^ 学年で llt ^ する ょぅ 
(この 表の 漢字を 一 , -f: §c m 々卜 


定めて 
教 ff JII 


次卞 などと 呼ぶ' 


小 ^ 校では、 その 学年に 配 小一 さ JL ている 
漢字を 読み、 その 大体を 書く ことができ 


指導す る。 (必要に応じて、 

茨， 7: を 也： 


るよう 一 

年 HU または 接の 学年で 桁 一 

ここには'学年别漢卞配出 


別に 旅べ かえ、 H やすくして 揭 げた 

^ の - 総数-と は その 学年まで 卜 


V 


さ 


れ ている 漢字の 総数と いう 意味で ある 


iM tr  7 指 化 

表に 示す ^ 

とされて い 


i おいては、 学年 别 漢字 配当 
の 1 J% 体を 標準と する 二 と- 


る  し 力し 


: T, 


(昭和 五六 年 

f 

/*■  I. 

i 


0 1 


説」 には 


力 


ついての 初 

点 圆の提 短、 方 

りう かし 


fn 用 ^ 字 表」 
内閣 告示) の 「字 
> 「筆写の 楷書で 
つける かは なす 


i 


か 等に ついて 
る」 旨 # か iL 

密 にこの 「ほ 


i 


_J 


める かは ねる かとめ る 
、いろいろな 書き方が あ 
おり (八べ！ ジ 参照)、 厳 
{' r 体 一 どおりで なけ H ば 


" と V 


ならな 
う ものは 背 


つ わけでは な 


Y.C 


一寸 と 


V* 


みさえ しつ かリ していれば 


よく， 細部の 筆 J1 いにまで こだわる 必要 
はない。 未と 末、 千と 干、 太と 文の よ 
うに 別の 字に なつて しまう ものは 細部 ま 


災 


する 必要が あるか" 例えば-標準 

の* 女 年 V 外 ビ官牧 / を/女 年ビ 


と 


u i f  *  ^  身  W 

«r-Ta^i 

■V  /  ^  /1 


厨 いても 一向に 差し支えない。 「標 
」 は その m 字を 初めて 学 ^ する 
It 3 儿莖を 指導す る 際の 手本と する ために 設 
けられた ものであろぅ。 学校で 習ぅ 前に 
すでに その 漢字を 習得して いる 児 逝 もい 
る ことで あリ 、書き取り テストでは" 「標 
準 字体」 どおリ ではない からといって 誤 
リ としては ならない 〇 


本 1 n 示は 昭 f[l 五 二 年 七月 
改定した もの" [U 衷 から 


付 岩. >;< を 
(考勧 飲 


兼釈需 称 是俗武 } 


>  L 

li: -T  :  f 


た 


(桜 激札皿 枝 飼 松 盛 昔粜装 東 M 笛亘梅 箱 
並暮 夢) 加えられた。 (三 畨堂編 修所注 ) 


ク 

ィ 

1 ァ 

子 

年 

右 

雨 

1 

、  ■s 

rrFr^ 

引 

2 

運 

飲 医 

委 

意 

育 

a 

院 

惡 

安 

暗 

3 

以 

衣 

位 

囲 

田 

冃 

印 

愛 

案 

4 

移 

因 

压 

5 

宇 

異 

遺 

域 

6 
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サ 

n 

ケ 

ク 

1 

キ 

力 

才 

エ 

子 

左 

五 

月 

空 

金気 

学 下 

王 

円 

四 

— — — 

XJ 

犬 

九 

火 

音 

糸 丨 

山 

校 

見 

休 

花 

字 

玉 

貝 

止 

才 

今 高 公 戸 

兄 

■ J — 

厅 、八 

楽 回 何 

園 

市1 

細 

黄 広 古 

形 

強記 

活会科 

遠 

矢 

作 

合 父す 

計 

欠 帰 

間 海 夏 

姉 

算 

谷 光 後 

元 

il 

1  ^ 

丸 絵 家 

思 

国考語 

牛 

岩 外 歌 

紙 

黑行ェ 

原 

函 

/  1  'N 

顔 角 画 

仕 

祭 

根庳 

係 I 

区 

局宮起 

感化 

央 

泳 

死 1 

m 

湖 

軽 

苦 

銀 球 期 

漢荷 

耳 黄 

駅 

使 

向 

血 

具 

去 客 

館界 

屋 

始 

幸 

決 

君 

ホ 

.究 

岸 開 

、、日 

/jm 

指 

m 

業 急 

F 皆 

歯 

口- 

県 

曲 級 

寒 

士 

殺 差 

固 

健怪 

訓 

共議希 

関 害 加 

イ音 

英 

氏 

察 菜 

功 

験 型 

軍 

: 協 1 

R 李 

観銜果 

栄 

史 

参最 

好 

景 

郡 

鏡泣紀 

願各貨 

塩 

司 

產 ネオ 

候 

-V4- 

冗 兄 可 

欠 喜 

覚課 

散 昨 

航 

欠 

極 給 旗 

完芽 

児 

残 札 

康 

結 

含 

誇 器 

官改 

治 

刷 

生 

建 

漁 機 

管械 

支 

財査 

構 故 

硯経 

句 

旧 基 

眼 解 可 

永 

士 

心 

罪 再 

興 個 

減 潔 

群 

居 寄 

格伋 

往 

管 

枝 

雑災 

講護 

件 

訐規 

確 価 

旧 

衛 

師 

酸 妻 

I 混 効 

券 

境 技 

額 河 

1 恩 

易 | 

資 

贊採 

厚 

険 

均義 

刊過 

益 

飼 

際 

命.."‘ 

検 

絷逆 

幹 貧 

液 

示 

& 

鉱 

限 

又 

慣快 

演 

至 

i 蚕 砂 

困 紅 己 

絹 系 

供危 

株 我 

映 

私 

I 座 

降 呼 

| 推 破 

胸 机 

干 灰 

延 

姿 

済 

I 鋼 誤 

蕙警 

鄉揮 

卷拡 

沿 

視 

I 叙 

亥, j 后 

源 劇 

1 

的 貴 

看 革 

詞 

1 策 

毂孝 

厳^^ 

筋 疑 

簡閭 

二 丄 

誌 

•ffl* 

!  骨皇 

Tv 

吸 

割 
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学 

年 

チ 

夕 

ソ 

セ 

ス 

シ 

竹 

大 

早 

先 石 正 

7 

く 

上 十 耳 

1 

中 

男 

草 

赤 生 

森 出 七 

1 

虫 

足 

千 青 

人 女 車 

田 丁 

ネネ 

川夕 

小手 

烏 地 

多 

組 

船 西 

3 

場 首 寺 

章启池 

太 

走 

線 声 

数 

色秋自 

〇 

直 知 

体 

前 星 

食週畤 

1 

茶 

ム 

〇 

睛 

心 春 室 

唇 
_  ■■ — »  ' 

切 

新書 社 

長 

ヨ 

親少弱 

着 

題 他 

相 

世 

進 植昭住 受写詩 

注 

炭 打 

送 

整 

申 消 重 州 者 次 

〇 

柱 

短 対 

想 

昔 

身 商 宿 拾 主事 

3 

丁! 

談待 

息 

全 

神 章 所 終 守 持 

帳 

代 

遠 

真 勝 暑 習 取 式 

調 

第 

族 

罙乘助 集 酒 実 

置 

带 

孫 争 

，VV-  _JL2 

即成 

'  賞 初 辞 

忡 

隊 1 

倉 

説 省 

臣松失 

貯 

違 j 

巣 

: 主、 ：矣 
ノ 天/ 冃 

信 笑 偖 

4 

兆 

単 

衆 

戦静 

1  唱種 

腸 | 

! 側 

選 席 

焼 周 

続 

然積 

象 祝 

卒 

折 

照 順 

築 

退 

測 

責釗 

条述似 

張 

貸 

属素 

績性 

1 犬術識 

宵泛 

率 総 

接 政 

常 準 質 

5 

団 

, 損 造 

|, 設勢 

情 序# 

断 

像 

1 舌 精 

織 招 謝 

增 

絶 製 

職 承 授 

則 

线税 

証 # 

潮 値 

宅 

蔵# 

洗 盛 

名 

1 

針 除 縮収磁 

賃宙 

担 

職 窓 

染聖 

推 

仁 将熟宗 射 

C 

忠 

探 

存創 

善 誠 

寸 

傷 純就捨 

〇 

箸 

誕 

尊裝 

官 

障 処衆尺 

庁 

段 

層 

專 

域 署従若 

頂 

暖 

操 

蒸 諸縦樹 
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学年 別 漢字 配與表 


マ 

ホ 

へ 

フ 

ヒ 

ハ 

ノ 

ネ 

ナ 

卜 

テ 

、v 

木 

文 

百 

白 

年 

如  川 ■ 

土 

天 

尜 

八 

日 

田 

入 

每 

歩 

米 

父 

馬 

肉 

内 

同 刀 

弟 

通 

妹 

母 

風 

壳 

南 

道 冬 

店 

万 

| 方 

分 

買 

読 当 

占 
^  1 1  \ 

北 

聞 

麦 

東 

毛 

半 

答 

番 

頭 

放 

平 

負 

表皮 

反 波 

農 

登 都 

定 

追 

返 

部 

秒悲 

坂 酉 己 

等 度 

n 

逢 

勉 

服 

病 美 

板 倍 

勤投 

笛 

ネ苜 

品 鼻 

々か 

相 

童 豆 

鉄 

物 

A; 

畑 

鳥 

|3 

■圈 i_ 

水 

発 

ン昜 

末 

包 

兵 

不 

f 

敗 

執 
^  \  \  \ 

毒 徒 

低 

法 

i'j 

夫 

i 

f 

梅 

念 

努 

底 

望 

付 

必 

博 

灯 

: 停 

牧 

変 1 

府 

西 

示 

飯 

堂 

白 勺 

便 

副 

ネ; 

ホ 

働 

典 

J-VV 

初 

特 

伝 

得 

保 

編 

布 

比 

破 

能 

燃 

任 

統 

斗 H 

墓 

弁 

婦 

月 巴 

さ 巳 

銅 

程 

m' 

富 

非 

判 

導 I 

滴 

豊 

武 

fl 

1 

版 

徳 

庚 

防 

復 

俵 

み 虫 

貿 

複 

評 

暴 

仏 

貧 

枚 

棒 補 

並 

腹 

否 

晛流 

納 

乳 

難 

討 

h 

1 

痛 

眷 

陛 

奮 

才比 

拝 

脳 

切 

党 

宝 

閉 

板' 

背 

糖 

訪 

片 

肺 

届 

亡 

俳 | 

忘 

班 
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表 


己 

酉 

字 

i 吳 

年 

け 卢 

t  i 

r 麵 


学 

年 

格 

1' 心 

数 

■«^-»  — «  M» 

—T 

n 

7 

n 

レ 

1 

ル 

、) 

ラ 

3 

ユ 

ヤ 

モ 

メ 

ム 

、 

1 . 

A 

八 

〇 

ふ 

立 

力 

林 

@ 

T 

名 

2 

砉 

四 

〇 

1  - 

ハ 

〇 

話1 

里 

理 

来 

用 

曜 

友 

夜 

野 

毛 

門 

明 

鳴 

3 

1 几 1 

和 

路 

礼 

列 

鰊 

流 

旅 

両 

緑 

落 

予 

車 

由 

油 

有 

遊 

役 

薬 

問 

命 

味 

門 

四 

〇  1 
〇 

; 羊 

葉 

陽 

# 

4 

m 

、 / 

〇 

〇 

老 

労 

録 

令 

冷 

例 

歷 

連 

類 

利 

i 陸 
良 

料 

日 

M 

輪 

要 

養 

浴 

勇 

約 

無 

未： 

脈 

民 

5 

八 

五 

八 
, : ii 

略 

留 

領 

余 

預 

容 

输 

L 米 

綿 

務 

夢 

6 

•K _ 

〇 

9 

I 

Tb.  jr 

_C 

ハ 

八 

朗 

士ム 

spa 

襄 

律 

臨 

乱 

卵 

覧 

幼 

欲 

翌 

郵 

優 

訳 

; 模 

盟 

密 
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「異字 同訓」 の 漢字の 用法 

•「当用漢字 音訓 表」 が 吿 示された 昭和 四 八 年 六月 
一八 日に 「参考資料」 として 発表され たもので.、 
国語 恭 議会 漢字 部会の 作成に ょる。 

(三省堂 編修 所 注) 

1 この 表は、 同音で 意味の 近い 語が、 漢字で 書かれる 
場合'  その 慣用 上の 使い分けの 大体を、 用例で 示した 

ものである。 

2  その 意味を 表すのに、 二つ 以上の 漢字の どちらを 使 
、っかが 一定せ ず、 どちらを 用いても ょい 場合が ある。 

又、 一方の 漢字が 広く 一般的に 用いられる のに 対して、 
他方の 漢字は ある 限られた 範囲に しか 使われな いもの 
も ある 

3 その 意味を 表すのに、 適切な 漢字の ない 場合、 又は 

漢字で 書く ことが 適切で ない 場合が ある。 このと きは、 

当然 仮名で 書く ことになる。 

あう 

合う ^ ^ 計算が 合う 自が 合う 服が 体に 合う 好みに 

合う 割に 合わない 仕事 駅で 落ち合う 

会う —— 客と 会う 時刻 人に 会いに 行く 


遭う— 災難に遭う にわか雨に 遭う 
あがる •あげる 

上 かる， 上げる - 地位 か 上がる 物価が 上 かる 腕前 

を 上げる お祝いの 品物を 上げる 
揚がる •揚げる —— 花火が 揚がる 歓声が 揚がる たこ 
を 揚げる 船荷を 揚げる てんぷらを 揚げる 
挙げる —— 例を 挙げる 全力を 挙げる 国を 挙げて 犯 
人を 挙げる 
あく  •あける 

明く  •明ける ^ ^ 背の明いた服 目明き 干 人 夜が 明ける 
空く. 空ける^^ 席が 空く  空き箱 家を 空ける 時間 
を 空ける 

開く  •開ける^— 幕が 開く 開いた 口が ふさがらない 
店を 開ける 窓を 開ける 
あし 

足 - 足の裏 手足 足しげ く 通う 客足 

脚 —— 机の 脚 (足) ぇり 脚 (足) 船 脚 (足) 

あた レ 

価 - 価が 高くて 買ぇない 商品に 価を 付ける 

値 —— そのものの 持つ 値 未知数 X の 値を 求める 称賛 
に 値する 

あたたかい •あたたかた •あたたまる ■あたためる 
暖かい •暖か だ •暖まる .1 める^^ 暖かい し 暖かな 
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著 現 表  粗 荒 

すすす  いい 


謝 

る 


て 

済 

ま 

す 

t* 

一 

洛 

ち 

を 

謝 

る 


波が 荒い 気が 荒い 金遣いが 荒い 
網の 目が 粗い きめが 粗い 仕事が 粗い 
わす. あらわれる 

れる —— 言葉に 表す 喜びを 顔に 表す 喜びの 表れ 
れる —— 姿を 現す 太陽が 現れる 怪獣が 現れる 
書物を 著す 


る 

在る 


合わ 


財産が 有る 子が 有る 有り合わせ 有り金 有様 
日本は アジアの 柬に 在る 在り方 
せる 

- 手を 合わせて 拝む 時計を 合わせる 調子 


を 合わせる 力を 合わせる 


併せる 


つの 会社を 併せる 両者を 阱 せて 考える 


併せて 健隶 を W る 


痛む. 痛める 
傷む. 霉める 


める 

足が 痛む 腰を 痛める 

家が 傷む 傷んだ 果物 建物を ¥ める 


1¢ む 


死を 悼む 故人を 障む 


フ 〇 


人る 

要る 


念の 人っ 


話 


気に入る 仲間 人 


恐れ入る 


金が 要る 保証人が 要る 親の 承諾が 要る 何 


毛布 暖まった空気 室内を 暖める 

い •温かた， 温まる *温 める I - 溫 


力し * 

な 家莲 


力 


理 


街 か 


V し 


ン. 


まる 話 ス ー フを温 める 


あたる •あてる 


たる •当てる 


予報が 当たる 出発 
光に 当てる 


ボー ルが 体に 小 ヨ たる 任に 当たる 

たつて 胸に 手を 当てる 日 


充てる 


築 


充 (当) てる 保安要員に 充 (当) てる 


暑 

熱 

¥ 


1 


今年の 夏は 暑 

熱ぃ沮 


暑い 部屋 暑がり 屋 


壁で 隔てる 支持者の 層が 厚い 手厚い もてなし 


■■ 1 
功 


足の 跡 苦心の 跡が 見える 容疑者の 跡を 追 


つ 


後 


剡 目を 継 


後の 


後を 頼んで 行く 後から 行 


後に な 


先にな 


tLJ  i  . 


- 油を 流した ょぅな 海面 

油 火に 油を 注ぐ 


まの 油で 揚げる 水と 


匕 R 


脂が のる 年 ごろ 牛肉の 脂 脂ぎった 顔 


まる 


誤 る 


適用を 誤る 誤りを 見 # ける 


Iff 


贈 送 

るる 

お 
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愁憂  産  生  映  写 擊討  打  請  受 

いい  みむ まむ  がす 写す  つつ 話つ  け 相け  も 


過ちを 犯す 法を 犯す 

権利を 侵 (犯) す 国境を 侵 (犯) す 

危瘐を 冒す 激しい 雨を 冒して 行く 


える 

得る —— 勝利を 得る 許可を 得る 得物を 振り回す 
獲る — 獲物を ねらぅ 
おかす 


— 荷物を 送る 卒業生を 送る 順に 席を 送る 送り状 
— お祝いの 品を 贈る 感謝状を 贈る 故人に 位を 贈る 


おくれる 

遅れる —— 完成が 遅れる 列車が 遅れる 会合に 遅れる 
後れる —— 気後れす る 人に 後れを取る 後れ毛 

おこす •おこる 

起こす •起こる - 体を 起こす 訴訟を 起こす 朝早く 

起こす 事件が 起こる 持病が 起こる 物事の 起こり 
興す •興る —— 産業を 興す 国が 興る 

おさえる 

押さえる - 紙の S を 押さえる 証拠を 柯 さえる 要点 

を 押さえる  差し押さえる 

抑ぇる^^ 物価の 上昇を 仰ぇ る 要求を 抑ぇる 怒りを 抑ぇる 
おさまる. おさめる 

収まる. 仅 める I - 博物館に 収ま る 争いが 仅 まる 効 


明 スらな 


る 


7D 


注文を 受ける 命令を 受ける 保 謹を 受ける 


談を 受ける 
る^ 請け負 


請け 


ぎを 打つ 碁を 打つ 電報を 打つ 


を 打つ 


打ち消す 
—賊を 討つ 


鉄砲を 撃っ 


義士の 討ち入 


相手を 討ち取る 


のしし を m 銃で 撃つ 


^0 


、づ 0 ^〇^*ぅ 
•  1 u、 - 

す 写真の 中央に 写って いる 人 


舞を 写す 写 , W を 写す 風景を 文章 


映る 


幻燈を 映す スク 


ンに 映す 華 


映る 鏡に 姿が 映る 着物が よく 映る 


む 


ま H る 


生まれる 


新記録を 生む 傑作を 生む 下町 生 


れ京 都に 生まれる 


* 


蛮 まれる 


を 産み # ける 奎みの 苦しみ 奎 


月 予定日が 来ても なかなか 産まれな ぃ 


つれ 


れえ 


憂え 


後顧の憂い (え) 災書を 招く 憂い (え) が ぁる 

春の 愁い 愁いに 沈む 
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果を 収める 成功を 収める 目録に 収める 
納まる •納める —— 品物が 納まっ た 国庫に 納まる 税 
を 納める 注文の 品を 納める 
治まる •治める — 国内が ょく 治まる 痛みが 治まる 
領地を 治める 

修まる. 修める —— 身持ちが 修まらない 学を 修める 
おす 

押す— ベルを 押す 横車を 押す 押し付けがましい 
推す —— 会長に 推す 推して 知るべし だ 
おどる 

踊る I リズムに 果って 踊る 踊らされて 動く 盆踊り 踊り子 
躍る —— 馬が 躍り上がる 小躍りして 喜ぶ 胸が 躍る 
おもて 

表 —— 裏と 表 表で 遊ぶ 表向き 

面 —— 面 も 振らず まっし ぐらに 矢面に立つ 

おりる •おろす 

降りる. 降ろす — 電車を 降りる 高所から 飛び降りる 

月面に 降り 立つ 霜が 降りる 次の 駅で 降ろして 下さ 

い 主役から降ろされた 

ドり る •下ろす^^ 幕が 下りる 錠が 下りる 許可が 下 

りる 枝を 下ろす 貯 金を 下ろす 

卸す- — 小売りに 卸す 卸値 たな 卸し 

力、 ^ ^ r  -  73 


返す •返る —— もとの 持ち主に 返す 借金を 返す 恩返し 
貸した 金が 返る 正気に 返る 返り咲き 

帰す. 帰る - 親 もとへ 帰す 故郷へ 帰る 帰らぬ 人と 

なる 带り审 

かえりみる 

顧みる  過去を 顧みる 顧みて 他を 言ぅ 

省みる - 肉ら を 省みる 省みて 犯 じる ところがない 

力、 X. る •力 わる 

変える •変わる^ - ^ 形を 変える 観点を 変える 位置 か 

蛮 わる 心変わり する 声変わり 変わり種 

換える* 換わる - 物を 金に 換える 名義を 書き換える 

車を 乗り換える 金に 換わる 

替える •替わる^  — 振り替える 替え地 替え歌 二の 
替わり 入れ替わる 社長が 替わる 

代える •代わる一^ 書面を もっ てあい さつに 代える 父 
に 代わって 言ぅ 身代わりになる 
かおる 

薰る —— 風薰る  (三省堂 編修 所 注  「常用漢字 表」 では' 

香り^^ 茶の 香り  「香」 に訓 「かぉる」 が 掲げられて いる。) 

かかる _ かける 

掛かる •掛ける — ^ 迷惑 か 掛かる 腰を 掛ける 保険を 
掛ける 壁掛け 掛け売り 

懸かる •懸ける ^ ^ 月が 中天に 懸かる 憂 勝が 懸かる 
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賞金を } 1 ける 命を 懸けて 


架かる •架ける 


橋が 架かる 橋を 架ける 電線を 架ける 


る 


本件に 係る 訴訟 係り結び 係員 


衾 - 


釤 

卜 ■巧 


形 

型 


堅 

固 

硬 


皮 


£ 

阜 

易 

*71 


聞 


山の 陰 陰の 声 陰口を 利く 

障子に 影が 映る 影を 隠す 影 も 形 もない 影が 薄い 


力 


自由形 跡形 もな 


型には まる 


九 七 〇年型 血液型 錶型 


こ 1 
力 / L し 


堅い材木 堅炭 手堅 い商士 L ル. 


飞 


団結が固 


固 練 


I 


固 


硬い石 硬い 表現 


力 


皮をは 


らの皮 木の 皮 化けの皮 面の 皮 


革の くつ なめし 革 


かわ 


空気が 乾く 干し物が 乾 


/- 乙、 こ 二 

4^ し广 ，二 


のどが 渴 


喝 きを 覚える 


物音を 聞いた 話し声を 聞 


わさを 聞 


聞き流しに する 

聴く - 音楽を 聴 


国民の 声を徳 


き 


効 

利 


薬が 効く 
左手が 利 


宣伝が 効 


効き目が ある 


目が 利く 機転が 利 


きわまる. きわめる 


窮まる •窮める 


進退窮まる 窮まりな き 宇宙 真理 


を窮 (究) める 

極まる . 極める — 不都合極まる言動山 |[ を阮.める 
栄華を 極める 見極める 極めて 優秀な 成績 
究める ^ ^ 学を 究 (窮) める 


倉 

蔵 


倉敷料 倉荷 証券 
蔵 座敷 蔵払い 


/ る 


越える •越す 


山を 越える 峠を越す 年を越す 


つ 越す 


超える 


^9 


現代を 超 (越) える 人間の 能力を 超 


越) える 百万 円を 超 (越) える 額 一千 万人を 超 (越 


す 人口 


J お る 


お" 


東る 

氷| 


— 湖水が 凍る  土が 凍る 
氷が 張った 氷を かく 


氷砂糖 


さ 力す 


捜す 


ぅちの キを搜 す 犯人を 捜す 


4 


法 

用 

の 

字 

漢 

の 

J 

一 f P.J 

同 

字 

異 


探す 


空き家を 探 (捜) す あらを 探 (捜) す 


裂 

害 


布を 裂く 
時間を 割 


仲を 


き 裂 


M: 面を 害 


人手を 害 


さげる 


r げ る^ ^ ^ 値段を 下げる 軒に 下げる 
提げる —— 


手に 提げる 


かばん 


さ 


差す 


刀を 差す かさを 差 


差しつ差されつ 


行司の 差し違え 

七日す  I —  rm 勺 


目的地を 指して 進む 


抜き差しならぬ 差し支え 差し出す 

名指しを する 指し示す 


刺す 


人を 刺す 布を 刺す 本 里で 刺される とげが 刺さる 


さま 


さめる 


覚める 


« ま 1 ■ 

目が 覚める 寝覚めが 悪い 
冷ます •冷める— 湯冷まし 
る 熱 か 冷める 


太平の 服 リを觉 ます 迷 いを 覚ま す 


が 冷める 料理が 冷め 


— i ず まる* 

まる， ^ める 


ず y る 


心が 静まる あらしが ® まる 鳴 


を靜 める 気を 静める 


鎮まる •鎮める 

を 鎮める 

沈める —— 


内乱が 鎮まる 


反乱を 鎮める 痛み 


船を 沈める 


しまる 


絞る 

搾る 


手ぬ 


を 絞る 絞り染め 


乳を 搾る 搾り取る 


1 1 まる， 


める 


締まる. 締める 


ひも 力 締ま る 


を 締める ねじを 締める 


引き締ま つた 顔 
七を 弓き ^ める 


带 

申し込み 


の 締め切り 
絞まる _ 絞める 
閉まる. 閉める 

^9  ^9  70 


首が 絞まる 首を 絞める 羽交い絞め 

戸 か 閉まる ふたを ffl める 店を 閉める 


進める 
勘め る 


める 


前へ 進める 時計を 進める 交渉を 進める 


入会を 勧める 


址 を 勧める 


候補者と して 薦める 


_^9  7^ 


«y る 
it る 


名刺を 刷る 刷り物 

転んで ひざを 擦りむ ど 


擦 


洋服が 擦り切れる 


八 口 
^  VI 

忝 


つ 


H 八 口 

- — /  *y7 

影の 


飞 


ノ  \\ 


線路に 沿って 歩 
一 連れ添 


r よう 


付き添 


なわる 


そなえる •工 

える •備わる - 台風に 備える 調度 品を 備える 老 

後の 備え 必要品は すべて 備わって いる 人徳が 備わる 


供える 


お神酒を 供える お供え 物 
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弾 球 玉 


一也 

H 


± 


7、 

卜 

ル 

の 

弾 


電玉 

気に 

のき 

球ず 


巨 

をの 

投玉 

げ 

る 玉 

又 

が 


f 气 


体 

験 


つ 力う 

使う —— 機械を 使って 仕事を する 重油を 使う 
遣う^^ 気遣う 心遣い 小遣い銭 仮名遣い 

つく. つける 

付く •付ける — 墨が 顔に 付く  味方に 付く  利息が 付 
く 名を 付ける 気を付ける 条件を 付ける  N け 加 
える 

葫く.培ける^ — 席に ^ く  手紙 か 着く  束 京に 箱く 
船を 岸に 着ける 仕事に 手を 着ける 衣服を 身に 着ける 
就く  •就ける — 床に 就く 緒に 就く 職に 就く 役に 就ける 
つぐ 

次ぐ - ボ 件が 相次ぐ IT 士山に 次ぐ 山 取り次ぐ 次の間 

継ぐ - 布を 継ぐ 跡を 継ぐ 引き継ぐ 継ぎ目 継ぎを 当てる 

接 ぐ - 木を 接 ぐ  骨を 接ぐ  接ぎ木 

つ％^ る 

作る - 米を 作 る 規則を 作る 小説を 作 る まぐろを 

刺身に 作る 生け作り 
造る^^ 船を ; t る 莛園を 造る 酒を 造る 


る 


堪える 

耐える 

欠乏 


たずねる 


重圧に 耐 
(辋) える 


7 」 る 鑑賞に 堪えない 遗憾に 堪えな 
える  風雪に 耐 (堪) える 


\* 


困 


-■ 二一 


J 


rt 


る 

る 


道を 尋ねる 由来を 尋ねる 尋ね人 


/  つ 

§  T m n i-' T-  1 


J:u '\ 


知人を 


J 


rn 


る 史跡を 訪ねる 明日 お訪ねし ます 


商と ^ 


病 ^ と 膳う 


Ms 


/ 


断つ 

色つ 

4^ つ 


つ 


伏 : rj 乱 


退路を 断つ 
命を 絶つ 縁を 絶つ 


生地を 裁つ 紙を 


てる 

てる 


を 椏っ 


一 k 


斫ち 


忍を 絶つ 後を 絶たな 
裁ち ば さみ 


兑つ 席を 立 


使者 


危機に 立つ 見通しが 立つ ぅわさが 立 つ 


\4 


つ 


ちへ 口 


つ 


注を 立て る 


: n 


p を 立てる  手柄を 


る 


る 


て 直す 


* 


建てる 


家が 建つ ビルを 建てる 銅像を 建て 


る 建て 


*-34 


U 


尊 


尊い 神 尊い 犠牲を 払 
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つ 


ニ メ 


む 


謹む 


しむ 

身を 愼む 
謹んで 聞 


酒を 慎む 言葉を 慎む 
謹んで 祝意を 表する 


つとめる 


努める 


める 


完成に 努める 解決に 努める 努めて 早起きす る 
会社に 勤める 永年 勤め上げた 人 本堂で お 


力めを する 人 勤め人 


望 

務める 


議長を 務める 主役を 務める 主婦の 務めを 果たす 
とナる 


ナる 


結び目を M 


会長の 任を 解かれる ひもが 解ける 


包囲を 解く  問題を 

雪解け 


V 

力 


容 
% « / 


* 


ナる 


{ ^ ナる 
%  1■  f  一 


絵の具を 溶 


糖が 水に 溶ける 地 


域 社会に 溶け込む 


整う 


え 

る 

の 

つ 

暑 

攸 

JjlrV 

つ 

と 

レ 

の 

文 审 隊列を ^ える 身辺を 龄 


える 調 T を ^ える 


調う •調える 


嫁入り道具が 


--':± 


つ 


晴れ着を 調える 


味を 調える t 用を 調える 


飛 


が 空を 飛 


海 


Lb 

35 


小 アフリカに 飛ぶ ぅ 

び 込む 家を 飛び出す 飛び石 

みぞを 跳ぶ 三 ^ 跳び 跳びは ねる 


わさが 飛ぶ 


とまる •とめる 


まる 


儿 める 


交通か^: J まる 水道 か . 11: まる 笑 


力 H まらな I ^ 
留まる， 留める 


息を 止める 通行 JI; め 


を 留める 

15  73  * 


留め置 


める 


八 P 


鳥が 木の 枝に 

書留 

が 港に 泊まる 


止) まる  ボタン 


一室に 泊まる 


友達を 家に 泊める 


とる 


取る 


手に 取る 着物の 汚れを 取る 


格を 取る 


メ 


モを 取る 連絡を 取る 年を取る 


る 


捕る 


血を 採る 高校の 卒業生を 採る 会議で 決を 採る 
筆を 執る 事務を 執る 式を 執り行ぅ 
ねずみを 捕る 生け捕る 捕り物 
写真を 撮 る 映 I1HJ を 搬 る 


な 


無 


U 


金力 411 ;し 
亡き 父を しの 


なおす •なおる 


無い 物ね だ 


J 


一  す •有 一 る 


誤りを 直す 機械を 直す 服装を 直す 


故 ® を 直す ゆがみが 直る 


TJ  p  ^  fi  } 
* / 丨 


風邪を 治 (直) す けがが 治 (直) る 


治 (直) ら ない 病気 
なか 


148  「異字 同訓」 の 漢字の 用法 


中^^ 箱の 中 両者の 中に 入る 
仲 —— 仲がいい 仲を 取り持つ 仲働き 

* 」 V  飞 

な 力し 

長い —— 長い 髮の毛 長い 道 気が 長い 枝が 長く 伸びる 

永い - ついに 永い 眠りに 就く 永の 別れ 末永く 契る 

ならう 

習う - 先生に ピアノを 習う 見習う 

倣う - 前例に 倣う 

のせる •のる 

乗せる. 乘る—— 母を 飛行機に 乗せて 帰す 電波に 乗せ 
る 計略に 乗せる 電車に 乗って 行く  馬に 乗る 風 
に 乗って 飛ぶ 時流に 乗る 相談に 乘る 
載せる •載る —— 自動車に 貨物を 載せる たなに 本を 載 
せる 雑誌に 広告を 載せる 机に 載って いる 本 新聞 
に 載った 事件 
のばす •のびる 

伸ばす. 伸びる - 手足を 伸ばす 勢力を 伸ばす 草が 

伸びる 身長が 伸びる 学力が 伸びる 伸び伸びと 育つ 

延ばす. 延びる - 出発を 延ばす 開会を 延ばす 地下 

鉄が 郊外まで 延びる 寿命が 延びる 支払いが 延び 延 

びになる 

のぼる 

上る —— 水銀 注が 上る 損害が 一億 円に 上る 川を 上る 


坂を 上る 上り列車 

登る - 山に 登る 木に 登る 演壇に 登る 

昇る —— 日が 昇 (上) る 天に 昇 (上) る 

/ ^ *  'こ る 

映え •映える — 夕映え 紅葉が 夕日に 映える 
栄え^^ ^ 栄え ぁる 勝利 見帛な 出来栄え 見栄え 力す る 

はかる 

図る — 合纽化 を 図る 解決を 図る 便宜を 図る 

計る^^ 時間を 計る 計り知れない 恩恵まん まと 計られる 

測る —— 水深を 測る 標高を 測る 距離を 測る 面積を 
测る 測定器で 測る 

量る — 目方を 量る  升で 量る 容 M を 量る 
謀る — 暗殺を 謀る 悪事を 謀る 
諮る —— 審議会に 諮る 

はじまる •はじめ •はじめて •はじめる 
初め •初めて —— 初めこぅ 思った 初めての 経験 
始まる. 始め •始める^— 会が 始まる 始めと 終わり 
御用始め 仕事を 始める 
はな 

花 —— 花 も 実 もない 花の 都 花形 
華 —— 華やか 華々 しい 
はなす， はなれる 

離す. 離れる - 間を 離す 駅から 遠く 離れた 町 離れ 
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島隞を 離れる 


れ 


なる 


放す 


れる 


鳥を 放す 見放す 放し詞 


V4  一  V 


力 ® 


を 放れる 放 


は や 


日 i 


束 一 


> - - 時期 力 早 

早口  矢継ぎ早 

パ —— 流れが 速 


1 


メ 


が 早 


早く 起きる 早 変わ 


1 


投手の 球が 速 


テン ホ カ 速 


車の 速さ 

ひ 


火^^ 火が 燃える 火に 掛ける 火を 見る ょり 明らか 
燈 - ^燈 がと もる 凌 くに 町の ® が 見える 


弓 


線を 


アノを g 


ン 


V 


ザ ？ 弓く 
ンの曲 を 弾 


車を 1 


ふえる 


や^ m 


殖える •殖やす 

沿 日え る  . ^ やす 

人数を 増やす 


財産が 殖える 財産を 殖やす 
人数 か 増える 水かさが 増える 


欠 

噴 


風が 吹 


笛を [^ 


火を 噴き 十す 火 山 力. ® を ^ ^^ 


:る 


更ける 


夜が 更ける 秋が 更ける 


老ける 


老けて 見える 老け 込む 


% 


重 


-H 一と a られ 


V4 


つ 折 


双 


双子 双葉 


10 


八 口 

病 


舟を こ 


ささ 


船の 甲板 船で 帰国す る 船旅 


八 口 


る、 つ 


る/つ 


士気が 


霞う 


二 尸を 震わせる 身 m 


つ 事業が 振るわない 刀を 振る う 

TV  、 


一 It 


つ 


勇気を 葡って 立ち向かう 脔っ 


する^ ^ 


/  r 4> •まじる •まぜる 
•交じる： 父 ぜる - 


*  r\ 

麻 力 


つてい る 漢字 仮 


名 交じり 文 


織 


昆 ざる •昆 じる •昆ぜ る 
血が 混じる 異物が 


酒に 水が 混ざる 西洋人の 
維 音が 混じる セメント 


砂を 混ぜる 絵の具を ? il ぜ る 


まち 


町 

街 


町と 村 町ぐ るみの 歓迎 町役場 下町 
街を 吹く 風 学生の 街 街の 明かり 


まる 


丸 

rn J 


背中が 丸くなる 丸く 治める 丸ごと 丸太 日の丸 
円 (丸) い 窓 円 (丸) く 輪になる 


軟 

か ら 

いか 

話ぃ 

* 

軟軟 


.ね 


h 
か 
らだ 
か 
な 
土 

情 

が 


A<- 

レ-) ら 

かかべ 

だいわ 

> 

*  i  -1 

物柔か 
柔 らい 
らか  • 
か だ や 
な I わ 

能 

^LL*i. 

度柔力 

らた 
か 


軟 

ね 

Z 


な 

し 

が 


王 和 
しが 

敗 破 
れれ 
る る 
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や 

屋 —— M 根 酒屋 屋敷 
家 —— 二階家 家主 家贯 

や， ^ る. や ふれる 
破る. 破れる — 約束を 破る 階 

收れる —— 競技に 敗れる 勝負 


ま > 


nn 

hn- 


み る 


身の 冋 
池の 


J- 

L-L 


の 人 


U ルる 

診る 


f JM くの M fc を 見る 


ン ンの詞 子を 口 儿る W 到を 見る 


患者を 診る 脈  を 診る 


しレ 


法の 下に 平等 


•封 


7C 


火の 


出版元 7C が 掛かる 
本と 末 


资 ^ 夯 


:士 


良 

善 


品質が 良 

善い行い 


成績が 良 


'f fs 力 A 


1 


世の中の ために # いこと をす る 


よむ 

訊む - 本を 読む 

詠む - 和歌を 詠む 


二 一 


を 読む 人の 心を 読む 秒読み 
首 詠む 


わかれる 

分かれる - 

敗の 分かれ 
別れる 


道が 二つに 分かれる 意 E が 分かれる 勝 


幼 


A 


い 時に 
て ft む 


と 別れる 友と 駅頭で 


■ 


る 


hi 


至難 


離れ 業 軽業 


業師 


柔道の 技 技を みが 


. 1 i. 

_X_LT>  ^  7 

す— 一 

■^ 11| ,っ 


つ 


つ 


人手 を 


わ 


心を 煩わ i 


_ を m T 


年 ほど m ぅ 


同音 異 義語 の 使い分け 
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同音異義語の 使い分け 


| 哀惜 
一 愛惜 
I 異義 
一 異議 

『偉業 

一 遗業 

意思 

意志 

遗志 

j 異状 

一 異常 

二 律 

一 率 

移 

異動 

引退 

息 退 


音読みが 同じで 意味が 異なる ために、 使い分けに 迷 
つたり'  間違ったり すると 思われる 語を 集めて、 五 
十 音 順に 配列した。 

中段に 意味 や 使い分けの ヒントを、 下段に その 用例 
を 示した。* 印は 「常用漢字 表」 外の 漢字で ある。 

この 頊は三 肖 堂 編修 所で 作成した ものである。 

(三省堂 編修 所 注) 


z n >  i 

d しむ 
大切 !: する* 
界なる E 味 
拷なる 意 R 

立派な 仕事 

死者が 残した 

ザえ 


哀祁の 念に 堪えない 
愛惜の 品々 を 手放す 
同音で 異義の 言葉 

異議はありません か 

淖 業を 成し遂げる 

认 事 バ乂の 遗 業を 継ぐ 

本人の 意思 意思表示 

意志の強い人 意志薄弱 

故人の 遣 志を 生かす 

身体には 異状がない 

性格 異常 者 異常 乾燥 

一律に 扱ぅ 千 編 一 滞 

一率に 増額す る 

机を 移動させる 

人事異動 営業部に 異動 

職 や 地位から 退く 社長を 引退す る 

俗世から 身を 引く  郷里に 隠退す る 


強い 気： £ ち 


生前の 考え 

蛮 化. 蛮 調 

アブ/  — マ 

- 0 

同じ 率 

一般的 


| 運行 
一 運航 
(営利 
一栄 利 
-温情 
一 恩情 
j 回顧 
I 懐古 

1 会席料理 
一 懐石料理 

1 開帳 寺 ぼ 
I 開 張 ばく 

改定 改正 

改訂 訂 TF 

改締 

「回答 返 ^ 


PL 乂  9 


ノ II 


列車の 運行 天体の 運行 
船舶* 航空機 速 絡 船の 運航 
金 も、 

, ン. 

思いやり 
いつくしみ 
顧みる 
懷 しむ 


挥 sfc n 


え 


営利を 目的と する 
栄 利を むさぼる 
温情主義の 惡い而 
先生の 恩情 恩情を 謝す 
幼時を 回顧す る 回顧録 
懐古の 情 懐古 趣味 

日本式の ^ 会で 出す 料理 
沿の 溢の 席で 出す 料理 

秘仏を 開帳す る 出 開帳 

とは く 場を 開张す る 

運 货を 改定す る 

辞書を 改訂す る 

条約を 改締 する 

要求に 回答す る 
E し (砰 多 葜菹洋 字 


ち 


| 外灯 
一 街灯 
f 回復 

一 快 1- 

一 解放 
一. 開放 
一 科学 
一 化学 
j 夏季 
(夏期 
f 家業 
(稼業 
f 格差 
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节 節 _  I 般 的 夏季 特別 大 廉売 


開け放す 
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会議を 主宰 俳 誌の 主宰 ^ 
政府 主席 故 毛沢東主席 
首席で 卒業 代表団 首席 
小説の 主題 主題歌 

首題の 件に ついて… 
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根気 


，•一 拴 

修養 


正— 


整形 ^ 術 

精根 不足 

一、  ^  J 
hr も砂 

;J  1-: 座 ^ .二 朋す 
食後の® 


柝怪力 ^ 、きる 
精魂を 傾ける 
、座る 正座に 着く 
仏前に 静座す る 
家具を 製作す る 製作費 
制作に 没頭 絵画の 制作 
# しい 差が 計 - ft: 概算と 精算 運 M の m 算 
結末を つける  借 金の i??i 算過去 s 


2  y 
对 -n 


;l v - 

”H 怖 


j 正装 
一盛 装 
一成 長 
一生 長 
j 正当 
一 正統 
f 成年 
一青 年 
f 勢力 
i 精力 
一 節制 
i 摂生 
一 潜行 
一 潜航 
I' 専有 
(占有 
一 専用 
(占用 
一 壮図 
一 壮途 
I ■阻害 

IT 

l ji 外 
一 速成 
促成 
即製 
f 即断 
一 速断 


rL 4 


.止 式な 

t-:, J  ― 厂て - f 
fi  44  A- 

動物. 

M 物 

■一- 1  〆 

. 11 しく  次 51 
正しい 系統 
二十歳 
若 右 

勢い 


I  f  i. 
- b-  J— 


4 / 


控えめ 
養 屮 


1 9 

— 11 1J  f] 


才^- t : 

一人で 

所持 

その 入 だけ 

卜 I m 史 M3 

u  Tv  な Ir.El  W 

It  -r  -  v—^  三 0 I  J 

;l[ ほク  PM 
妨げる 

Mt  6 

%  ft— 

1 1'* く-^ |: >ナる 

tr-  ^  / J  |  t- -I  J 

f , t へ M を f ]i す 
その 場で 作る 
その 場で 
nij ■まつて 


正装の m 人 正装して 臨席 
盛装で ^ 出盛 装を 凝らす 
子供が 成長す る 経済 成 長 
木が 生長す る 
正当な 理由 正当防衛 
正統を 継ぐ 正統派 
成年に 達する 未成年 
靑年団 青华 学級 
勢力を 伸ばす 勢力範囲 
精力を 傾ける 精力 絶倫 
節制を 保つ 酒を 節制す る 
病後の 摂生 不指生 
地下に 潜行す る 敵地 潜行 
深海に 潜航す る 急速 潜航 
评 有と 共有 ^ 有する 土地 
他人の h l'J ^T する 物 卜 口 有 権 
専用と 共用 社長 専用車 
道路を 占用す る 占用 料 
u: l を 抱く II: 図 ^ しく 
上 金 こ 沈く 11: 金 こ 上る 

JJUr  fc  /1  X-L^w  T-  n 

計. _を阻 害する 阻害 行為 
自己を 疎外す る 人間 疎 ^ 
速成を 期す る 速成 講座 
促成栽培 促成 教育 
即製のぅ どん 即製 販売 
即断を 下す 即断で きない 
速断を 戒める 速断す るな 


同音異義語の 使い分け 
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f 即決 
i 速決 
「即効 
一 速効 
「大系 

体系 
f 体形 
一体 型 

対象 

対照 

対称 

(体制 

態勢 

体勢 

退避 

待避 

探究 

探求 

^ 拮 

丹誠 

0- 


一 淡々 

f 徴収 

一 徴集 

調製 

調整 
一 著名 


デ \_ 


!tv 

rn 


の 場で [«i 談の上 即決 速戦即決 

速決を 避ける 
持に 即効が ぁる 即効薬 
すぐ  速効と M 効 速効 肥料 
シリ l < 1H 界文学 大系 化学 人 系 
システム  学問の 体系 体系的 知識 
フォ ー ム  体 B が 崩 il る 
ダィ： フ  沐耶に 合わせる 標準 休 型 
オフ： ン 丄クト 調 ;^ の ^ 象 学 牛を ^ 象に 
コントラスト 色の 列 照 KI 文と ^ 照す る 
シン x 卜 り— 左右 対称 対称の 位 li 
システム  資本主義 体制 非常 沐制 

身 f  決戦の 態勢 協力 態勢 

r 彳—ム  崩 it た沐勢 不利な 体勢 

校庭に 退避す る 退避 _ 練 

.1  -  hhj  HIT  Vi  S>K 

股 z を 探究 E 理の探 究 

平和を 探求 犯人の 探求 

丹精した かいがぁる 

丹 M 込めて 育てる 

坦々とした道路平々识々 

淡々 たる 心境 淡々 と 語る 

会費を 徴収す る税の 徴収 

物資を rA 議 する m の 徴集 

靴を 調製す る ILI- 


U 


ハ V 山 

きわめる 

求める 

-レ を 込める 


4  I. 


L 


h 


リ立 てる 

める 

る 


「 i- n. l I 

■■v ^h  十 


z  In 


粒え る 


1 


機械の 調整 意見の 調 

苦 名な ^ 若者 名な 場所 


著明 

沈静 

鎮静 

沈痛 

鎮痛 

追究 

追求 

追及 

定形 

定型 

適正 

適性 

転化 

転嫁 

伝染 

伝線 

伝道 

伝導 
云 劻 

/ 4- 」  -1 晒 

冬季 

冬期 

同形 

同型 

同系 

同士 

同志 

動静 


i  V  きり 

落ち ^ く 


苦 明な ^ V 実 莕 明な 意 N 
景気が 沈静す る 


落ち ^ かせる 沖 経を 鎖 , fp させる 
心を ^ める 沈 痛な 顔 
痛 A を 奶め る M 痛 剤を 飲む 
ハ-ダる  l a を 追 ^ する 


、 : r し y: 


111 印 


-め る 
一い# める 

•ご  |  3  v\\ 

\几 !7 斤 


利潤の 追求 幸 ^ 


¢7- 


犯人を 追 / i する 貴 fr: 追 
定形を 保つ 定形郵便物 


定の W  定型 ど お リ定 M 詩 


il — 一 
ds ノ  JJ 

こ 


る 


a つふ 
*  * 11 


せる 


咕. 


. *  ■  ■ 

Llnu.  J — c 


-T ^( 


物理 


!u z 


1 — ■  n - ¥ 

y il n 

JJ^  1 


-t  tlj.  B •ニー  -8T 


U--  f 

系統 


適正な 価格 適正に Iv is 
適性の ない 人 適性 検丧 
n1! 分が ぶどぅ m !: 転化す る 
卞以任 を 転嫁す る 
はしかが： H 染 する ほ 染病 
はつれの 1H 線 靴： 卜の 3 線 
キリスト教の ^ 道 ^ 道 帥 
熱の ^ # ^ ^1 の3導 

J  3 こ - \ -=^ i: ' < ? 一 

虫 プ 蛋头 it LL 


冬 f 


ピ 


ク 


冬期 沐暇 冬期 特別 練成 会 
同 形の 車両 同形の 窓 
同别の 器具 同型の 靴 
同系の 会社 同系に 属する 
女 fn] 士の染 ま リ 司 士打ち 


N じ々 え S 人 同志を 募る 同志の 人々 
様子  動 静を 探る M 近の 動 ■ 


，動勢 
f 内向 

一 内攻 
配水 

ufcf 

® 水 
一 廃 水 
反抗 
反攻 
半切 
半折 
反面 
半面 
微小 
微少 
必死 
必至 
表 


灿  v L' ^r 

■US 


人 n の 刺 ^ i t i 
JJ  luuh  ny  JJ  IMJy' 


動勢 


配る 
LI  X 


c 


^ ~ '/ In >り 
攻め 也 


裥：： パが 内攻す る 内攻 症状 

各戸に 配水す る 配水管 
^ I 水を よ  /%  ^7  C 

廃 水を 川へ 流す 工場 廃— 
先生 !: 反抗す る )/ 抗期 
[: 転 じる 反攻 作戦 


i : y J る  力— 卜を - t ^J にす る 
半折に ^ き 初めを 游 


V  EJ 

_1  p  /  表 


l^ H  の Irl] 


* :tx 、J 

r-  Jy 


、 ^ *  v« 


安い 反面 劣悪 だ 反 [rll 教師 
物の 半而だ け 見る 
微小な 生物 微小な ^ 
微少な 金額 微少な M 


ス 1 


必死の 努 
成功は 必 K 


J 

f/- 


込 叱 [: 走る 


& ヤ 
J  - . 


の 


己 

mid 


^ l 2  PI  き 


標記 
表決 
票決 
表示 
標示 
標題 
表題 
不純 
不順 
不 ---5 


る 


i r/: 7: 丧記 表記の fl i : ^l  1 

^? 記の 例に つき… 


hF^  0 
-  -  f  il  ^ 


表： = 


加わる 


- rr J/ T. v  -rrh 


投帮で 決 ^ 栗 決に 人る 票決の 結果 
* 抑 的 •叫、 小 fllii 格衷示 添加物の 衷ボ 
X M 関係  標示に 従ぅ 道路標示 


fil 

f 

4—fl 
—I-vf  • 


純粋 チ 


I- i"4 


類の ぼ题 搆浈 の 標題 


ro  UM  L  ^  し 


叫 8 本の 表題 詩 の 表題 
ぃ 不純物 不純な 動機 
ぃ不 順な 気候 生理 不顺 
不信の 念不 m を 招く 
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ナ 

■Jf -f 

分 

1 

Kp 

■: - 1 I 

竞 

0 


rrT 


“PI 


不審 

夫人 

婦人 

敷設 

布設 

不断 

普段 

不用 

不要 

並行 

平行 

平衡 

一 別条 

一別 状 

j 偏在 

一遍 在 

1 編集 

一 編修 

>編 成 

i 編制 

-変体 

一変 態 

1 報償 

一 報奨 

I 報 賞 

一 褒章 

j 法令 


疑わしい 

女 

一 IU 又， J 

KS 

断えざる 

ャ素の 

IT*  i  *L.  I 

H-  t  4  t 

いらない 
迚 んで 
X わらな 

つりあい 


不 ， w な 行動 不 # な -.V あ 
夫人 同伴 賢夫人 
婦人参政権 贵婦人 
鉄道を 敷設す る 機 ® 敷 _ 
水道を 布設 する 
不断の 努力 不断の ^ 
普段からの 努力 普段着 
不用品 予算の 不用 額 
不要の K い 物 不急 不要 
並行して 行ぅ 並行 路線 
平行す る 直線 平行 降 

平衡を 保つ 平衡！ 


ル 乂. 


変 

変 


- — I 


条のな 


埤 I  4 叩に 別状は な 


- 

¢ -1 


14 勺 


だけに ある 西日本に 偏在す る 

i : で 乙 ある zv Hi j^  に一 1|1 ^1する 

雑誌を 編集す る 編集 後記 

等 古代史の 編修 辞典の 編修 

番組の 編成 五 両編成 

学級の 編制 戦時 編制 

変体仮名 

蛮 態 的 昆虫の 変態 

報償金 役務に 対する 報 fit 


沿め 組織す る 

兇な つた 形 

yi 常. 蛮 わる 


謹 


T  r III 

\L  1 11 

巷 典 利窒 

art  I 

1 •  /  sW  Jt 

yn  .  N tu v 


報奨金 売上げ 增の 報奨 

功 ^ 者の 報赏 

紫 絞 褒章 紺 綾 褒章 

法令で 定める 法令の 施行 


t 法例 
| 保険 
一保 健 
f 補習 

一 補修 
保証 
保障 
補償 
f 未到 
一未 踏 
| 民族 
一民 俗 
j 無常 
一 無情 
f 夢想 
(無想 
f 明快 
一明 解 
一 ■名答 
(明答 
一 野生 
一野 性 
f 遊戯 
(遊技 
優生 
優性 
優勢 


法べ" の 適 川 例 


商法の 法例 適用 法例 
1U 甚 M 俗 制度 火災保険 生命保険 

M 康保持 増 ii 保健衛生 保健所 保健婦 

放課後の 補習 補習 授業 


学 判 


修理 


4^ 爹 

±r  Anr 


I—  X7 

-:M  /1 


T  r hn- 

畜 

作 証人 

社会保障 

t 

有 れ 


到 速し ない 
.ftl を 入れな 


I-ii 

1-lfr 


はかない 
M け 心がない 
M 々芩え る 

m l -^ えない 

筋道が 明らか 

/PM—  J—i  % 

® れた答 え 
明確な 答え 


屋根を 補修す る 
# ' 儿を 保証す る 
# 分を 保 隙す る 
損害を 補償す る 
前人未到の 記録 
人跡未踏の 地 
民族意識 少数民族 
K 俗 芸能 尻 俗語粲 
無常の 人生 諸行無常 
無情の 雨 ああ 無情 
夢想に ふける 夢恕索 
無念無想 無想の 境地 
明快に 答える 論旨 明快 
明解を 与える 明解な 注釈 
御名 答 名答で なく 迷答 
明答が 得られない 


由 然 のま まに# つ 野生の 馬 野生の 植物 
，: HI 然の ままの 性 ！ T 野性に 返る 野性 的 

一般的  室内遊戯 幼稚 间の 遊戯 
常 業 許 nr の a 架 遊技場 

索 r[ 改善  優生学 優生保護法 
遗沄 囚 子  優性と 劣性 優性 遗沄 
赞力  優勢な 相手 優勢を 保っ 


雄図 
雄途 
用件 
一 要件 
一 要項 
一 要綱 
j 幼児 
一 幼時 
j 用談 
一 要談 
f 用地 
一 要地 
| 用務 

一 要務 
f 来期 
一 来季 
「両用 
+ 両様 
(劣性 
一 劣勢 
f 連係 
一 連携 
~ 労使 
一 労資 
路次 
路地 
露地 


雄 &| の n 出 

1  *1^ 

TT  31* 

tfr  ■  i 一 

iE 要. 必要 
必要な 1V JII 

約した ± m 


/UJ  J-J  hk  *JI 

3  /-r  y 

711  f  fj.  :  L_ 

Trr  7.  ^  ^-u 

帝 要な tll M 


IfL y 

•句 


ill ■恐な 土地 


■K ^ な fr: 彷 
決 ^ 期 


屮い汽| 

f J 3.  j  iv  «  .1J_ 

0 式： や” 
遗 伝 因子 
勢力 


y 'i 'n 


連絡 提携 


雄図 空しく 引き返す 
雄途に 就く 雄途に 上る 
用件を 話す 山 ほどの 用件 
要件の 処理 成功の 要件 
裝 項を メモす る ®: 集要项 

国語学 要綱 講演 S 要綱 
In 幼児を 預かる 幼 ^ 教宵 
幼時を 回想す る 
用談を 済ませる 
役員 室で 要談 屮要談 あり 
用地を M 収 する 住宅 用地 
交 ill の 要地 軍事上の 要地 
会社の 用務 用務 貝 
要務を 帶びて 出張す る 
来期の 売上げ 目標 
来季 期待の 選手 
切削 研磨！： 用水 陸 nl-j 用 
両様の 解釈 和戦 闽 様 
優性と 劣性 劣性 造 伝 
劣勢を 盛り返す 
速 係を 保つ 連係 動作 
連携して 寒に 当たる 


労働# と 使用 # 、 労使の 交渉 
労 ® J 肴と 資本 衆 労資の 対立 労資 協調 
途中  出張の 路次 都への 路次 


い ?, r 


太 


路地で 遊 
露地栽培 


芥 也〕 ^ 

Mff  rrj 


書き 間違 いやす い 漢字 


157 


あい一 うき 


浮 x ㉟ 陰 x 陰5 c 陰ズ 隠' リ 丨リ丨 I を M 险陰 x  Hf、x 岩 0 深 違  一一 一———— 一一 
き 謀 _ 忍 匿徳道 X 卒 X 然廒 <  略 語 影 家 X 力 重 X 犯 X み 敗 等 X 天 K 齡如触 生 諸^ 週 
0  自 •  姑  •  れ 血 X 地 眼 ■同 速 X 県 X  年 

m 隠  息  慎 x  るに を リー 体 発 命 

沿 x  ま；  撒 X 


書き 間違い やすい 漢字 


^ L  >  _>  力 さ 
あいくる しい 
ぁぃぼう 
あおにさい 

あくぎょう 

,py V 1 1I 

まくた V 

あっせん 

あっとう 

あ. て 

あとかた 

あとづける 

あやまち 

あやまり 

ありかた 

あんじる 

あんび 

IV、 

し /J v 

L * た 

ハぎ 


子には、 読みの 同じ もの や 形の 似て いるものな ^ 


力 


き ji LI 


返い やすいと 思われる 語を 集めて I 五十吉 順に 配列し 


兒 出しは 現代 かなづかい。 正しい 漢字を 赤色で 示し、 誤字の むには X 印を つ 
けた。 中段の* 印の 字は 「常用漢字 表」 外の 漢字で ある。 


は 二 ft 堂 編修 所で 作成 


相 合い 傘で 行く 
愛 くるしい 少女 

仕事の 相棒 
青二才の くせに 
悪行が やまない 
悪態をつく 

ft; 事を 斡旋す る 

扣手を 圧倒す る 

本人 宛の 手紙 

跡形^ D なく 焼けた 

発展を 跡付ける 

過 ちを 改める 

誤りを 正す 

基本 方針の 在り方 

案じる よリ蓝 むが 


安否を ^ ねる 


i  1. 4 、 


意外な M! 

錡型に 流し込む 

威儀を 正す 


又 


U ので ある 


〇 


X  欠 

初々 •合々 
愛 浴し い 

へ 口 棒. 相：！！ 

JZI 尸 一 

惡黟 
1 恶 伽 

^ fe 

X 

二」 

一: b 至 

4 て 

跡 か 

X 

妾-^ ナる 

—J—  Brfl  J# 

.ち 


いきしょぅてん 


IV 


きとうこう 


いきよ、 つ 上、 つ 
いくじ 

いくどうおん 


有り 方 

じる 

安. 

以外 


威 ■ 


■^ ■ / 


さ 


意気衝天 
意気投合 
意気 揚々 
意気地が な 
異口同音 
II 恨を 晴ら 
異彩を 放つ 


ハ  * 1 へ- r* H! J^ ^ #  - 二.〆 

省 韋編 fli l pi 注) 
意気 # > 天 

vr て \  ' 

■‘-1? /. メ M-I / - 

意気 取々 
意 ル 地 


5 


4  n  , -L 


卜 


同 補 


% 


いせき 

いそがし 

いちがい 

いちげん 

いちどう 

いちょう 


かくせん きん 
き ^ せ I 
しどう じん 


け うき 


異種 

意趣を 晴らす 
移籍した 選手 
忙しい 柿 R 
一概に 言えない 

| 見の 客 

一堂に 会す る 

一陽来復 

一獲 (擢) 千金を 夢 

一 気 呵成 にやる 

一視同仁 

1 /1] 忌の 法要 


意 恨 
务彡 

避 m 

亦 趣 

X 

多^ CI 
不ぴ 

急がし 

一  1 

勝 


/ M 


みる 


ri -fei _ 
) 

rift— 

き 


気 加 終 
视同ん 
迹忌 


ねん 


% 


しよ 


ぃっ しょぅけんめ い 
いっしよ くそくは つ 
いっしん どぅたい 


っ てんばり 
つとぅ ちを ぬく 
つばい ちに まみ 
れる 
はん 

みしんち よう 


| 周年 記念 

一緒に 食事す る 

i 生 懸命に 侧 く 
i 触即 発の 危機 
I 心 同体の 間柄 

老いの I 

いや だの 一 点 張り 

一頭 地を 抜く 
一敗 地に まみれる 


フ ぐ 

んえ 

んご 


规則に 違反す る 

意味深長 

威力を 発揮す る 
岩屋に ひそむ 
陰影に m んだ 文章 

ll I j で 使う 隠語 
陰摻な 光景 


ん さん 

んヒゆ ん こそく  因循姑息な" 法 


いんぜん 

いんそつ 

いんどう 


隠然た 

児童を 引率す る 
引導を 渡す 


いんとく  陰徳と 陽報 
いんとく  物資を 隠匿す る 

いんにん じちょぅ P1 R 心 重 
ぃんぺぃ 

いんぼぅ  陰謀を たくらむ 
つきめ  憂き目を 見る 


隠 莜され た 事実 


1 け一力、 ん 


158 


書き 問 i 盡 いやす い 漢字 


思 X 同 X 劣 X 落 X 遅 悪 お X 
影 じ X え ち 乂卷峰頭 
みる 入 X き  付 
る  き 


齡感 観/問 感 X 可 貸 
仰 X 概 X 過一 に 愛 X リ 

発 X 頼扣る 
る 


点 貸》 

晴^ 弊^ 
* 

天 X 
晴 X 


花 X 可 仮 
非 X 名 

*4ti. 

U1 


角 X 過 活着形 x 借 X 臥 苛 X 鍛 X. 陰、 影 X 紗 <学 額 
松 等 X 孤 X よ X 紙す 薪 借 治 X 武法 H の 令 X 緑: 

鏡る  嘗  ■者師 向 

^  炭 X  鍛 


: .ノ. \ 

幻 I 


思 白 


% 


温 健 


3< 

J l L f  I- — 一 , _ 

gx の 字 

音昏文 宇 

X 

J -B  J #■ 


义土 

J  InMft 


粒 


:メ 


豇日 •壊 


変. 代え 歌 

lb,  )  '■一一.、 

火り 117 く 

胳空 

学 # 

確 4 

，び 

¢—4 ^ 


うけおう 

うけたまわる 

うちょう てん 

うのけ 

うのめ 

うるさがた 

うわずる 

えいし 

えいそう 

エム ばん 

えんえん 

えんがわ 

えんぎ 

えんぜつ 

えんだん 

えんぼう 

えんゆう かい 

おうおう 

おうぎ {おく k 

おうしん 


お 


おうた 


r ふ 


ゴ  '。 \ 二 

J4  I  ft 

ゴ -i ^ J 、 

JLJ  ^  1 

おおだてもの 

おおもの 


建築を 請け負ぅ 

譁んで 承る 

有頂天になる 
兎の毛で 突い  ^7^  と 

鵜の 目概の y 
ぅるさ 型の おやじ 

声が 上ず る 

参識院 の 衛視 
テレビの 映像 
M 判の シャツ 
延 々(蜿蜒) 長蛇の列 
縁側に 腰掛ける 
縁起を ill ぐ 
選挙 演説 
演檀に 卜る 

遠謀 深慮 

園遊会の 名士 

往 々にして 不在 だ 

奥義を 究める 

医 ^ に 往診を 頼む 

友人を 殴打 する 

受付で 応対す る 

自動 ^ で 往復す る 

大いに 遊ぼう 

大勢の 人々 

財界の 大 立て 者 

政界の 大物 


受け 負ぅ 
擎 1  T li^ る 

有 頂か 
鉛の - t 
如の 目 
うるさ" 
浮わず る 

衛如 
^ 象 

11.^.  /I 

嚴々' 


ホ 則 


--ar— 

制す 

X 

yw -r - 

X 

v  文 L 4 

■p リム 

■-  VI  _  —  f  ■ 

遠 ^ X 

.遊 会 

fr; 々 

性、 ^ 

Dx 会 

^-=L  -1I1M 

办打 

rbr  f— 

往複 •住 胆 

’いに 


大 立て物 

大旮 


おかしらつき 

おかん 

おそまき 

おちいる 

おとろえる 

おなじみ 

おもかげ 

おもしろい 

おんき 

おんぎょく 

おんけん 

おんこう 

おんこちしん 

おんのじ 

おんぴょうもじ 


力 


かいき 
かいき 
かいきい わ 
かいきゅう 


かいてき 
かえぅた 
力 之り さく 
かくう 
A  くしよ く 
かくしん 
力く とく 


鯛の 尾頭付き 

風邪で 悪寒が する 

遅蒔きながら 

危機に 陥る 

勢力が 衰える 

お 111 染みの 客 

面影 (俤) をし のぶ 

面白い 話を IIH く 
:二 百年の 遠 忌 
歌舞 音曲の 類 
穏健な 思 M 
温厚な 性： ff 
温故知新 
一万 円なら 御の字 

音標文字で 一 小す 

志士の 概が ある 

怪奇小説 

回帰熱 北回帰線 
快気祝い 

懐旧の 念が つのる 

快適な 生活 

替え歌を 歌ぅ 
上 座に 返り咲く 

架空の 人物 
学殖 fi かな 先生 
成功を 確信す る 
資格を 獲得す る 


ぐ  一‘  n 

办く J ち 
がくれ ぃ 
かげの こえ 


かげぼうし 
かげむしゃ 
力 じ 


がしんし ょぅたん 
かす 

かたがみ 

かたょる 

かっこ 

かとうきょうそう 

かどまつ 

かなづかい 

かひ 

かび 


* 


がりゅぅ てんせ い 
力 *} る 
かわいそぅ 
かん 

かんいっぱつ 

かんか 

1  二、 1, hi 

A ん*- > 

かんげ ぃ 


絵を 額縁に 人れ る 
学齢 に i I する 
陰の 声が 教ぇる 
陰日向な く 働く 
影法師を 踏む 
影武者が 取 リ 巻く 
鍛冶 M 刀鍛冶 
仮借ない 取り立て 

臥 薪！！ 胆 

一万 円 貸す 
洋裁の 型紙 

一方に {扁 る 
括弧で くくる 

過当競争 

正月の 門松 

仮名遣いを la す 

可否を 問ぅ 
華美な 服装 
貨幣の 価値 
画竜点睛を 欠く 
金を 借りる 
可哀相な 子供 
勘に 頼る 
間一髪 セーフ 
誤 リを 看過す る 
感旣に ふ ナ  る 
訪問を 歓迎す る 
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かん 一く う 


I 日 急吸窮 
.先 掛窟: 
万 x  ■  • 

吸 究: 
合 屈 


窮 It 


求 


客 肝 偽 
感^ 瞞 
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シ (X 奇 欺 
笛 体 、 
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きょうい 

きょう か 
ぎょぅかい 
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き よ うこう 
きょう 比い 

ぎょうせき 

きようね ノ 
き 上う みし 

きようら く 
き 上う リよ 

ぎょかく 
ぎょぎ ょう 
ぎよし よう 
ぎょじょう 
ぎょせん 
ぎよもう 


ん しん 


驚異の S をみ はる 
陣容を 強化す る 

鉄鋼 業界 業界紙 

患 まれた 境遇 
恐慌を 来す 
欠 1*] 一を 矯正す る 
業績を 上げる 
享年 七十 八 歳 
興味 津々 

享楽に ふける 
fi: 事に 協力す る 
漁獲 M が 多い 
遠洋漁業 
魚礁を 設ける 
北洋の 漁場 
漁 Jfe を 速 造す る 


十 ィ ロンの 漁網 

金側の 腕時計 
勤倹 貯蓄に 励む 
均衡が 破れる 
きんじようと うち  金城 湯 池 

自宅で謹瞋する 


きんが ゎ 
きんけん 
きんこう 


きんしん 


きんせいひん  禁制品を 売る 


光地 

X  ^  X 

li-l i  聖隶 3 

落 
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業 会 

境 職 
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S を 
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弊 楽 
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銳険 


均衡 
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X 
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業桢 •業 M 


亨楽 
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X 
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IV 
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無 網 

金 皮 •金单 
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ぐうぜん 


偶然 出金 っ 


遇 然 


きけん 

きげん 

きげん 

きこう 

きこう 

きごこち 

ぎじ 

きしゃ 

ぎせい 

きせつ 

きせん 

ぎぞぅ 

きたい 

きてき 

きばん 

き ! X 

きまじめ 

きまん 

きもいり 

き y  i かんて き 
き 5 うえん 
きゅうきゅう 


き ttj ぅ-A 


き 


4 r, ろ 


づ 


危険を 冒す 

紀元前 紀元儿 年 

機嫌を そこねる 

紀行文 万 葉 紀行 

不順な 気候 

着心地の ょ  Ltv  「 ■  *7 

疑似 赤痢 

喜捨を 求める 
犠牲を 払ぅ 
季節の 替わり H 
機先を 制する 
文 奉 I を 偽 造 1 ' る 

奇態な 事件 
汽笛が 鳴る 
発展の 基盤を 作る 
規模が 小さい 
生 まじめな 性格 
相手を 欺瞞す る 
先生の 肝煎りで 
客観的 
救援の 物資 
救急 屯 救急病院 
窮境を 切り抜ける 
窮屈な 座席 
釘 識を 吸 112 する 


きゅうせん ほう 反纠 派の 急先鋒 

旧態依然 として 


き？ つたい 


* 


力 


A 


* 


V 


ぜん 


■>  一 


1  JJ 

./d -i 


^9 

や 
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M 

• 

as.  ^  p I 

n- 

き 

1T -TT 

fi 

---f 


かんどころ 
かんねん 
かんぱ 
, ぺき 
かんぼう 
かんばう や 
かんまん 
かんめ い 

かんゆう 

れき 

きいっぽん 

きおく 

ぎおん 

きがい 

きがた 

きかん 

きかん 

きき.* つ I  Jr 

さき？ r 

きぐう 

きけつ 


歓呼の 声を 上 : t る 
ったぃ 換骨奪胎の 文章 
ちたい 緩衝地帯を 設ける 
眼前に 展開す る 
歓待を 受ける 
要求を 貫徹 十. る 
勘所を 押さ  える 
だめ だと 観念す る 
意図を 看破す る 
完璧な 仕 h が リ 
流行性感冒 


漢方薬 

緩慢な 動 乍 
感銘を ^ ける 

保険の 勧誘 

還 冒を 


IL 

[/ 

Lf 


つ 


二  +  *#^-1 

1 


生一本な 桃 

記憶を たどる 

祇園の 舞妓 

気概の ない K 

靴の 木型 

m 化. 呼吸の 器官 

速 日 深夜の 御 帰 館 

危機 一 髮 

危急 rf: c の 時 

奇遇に 驚く 

謙 論の 帰結す る 所 
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元 X 索 X 下厂 1。 決 X 決 血 ^ 欠 袂 X 決 X 決 血 決 X 欠 結 欠“ 匕 解 ¥激><気（激>< 激 X 糸 X 径 X 韩缺破 
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•  .炎，  投  _  い 

源 X  欠 X  票  決 X 
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的 所 X  .  ■  •症 X  験 X  き  的 

-*  レ  "<LSt，  fur# 


後 険 X 県 X 碑 X 見 X 検 X 研 x 心 現 原， 浴 源 X 索 X 献減 現 X 元 フ lM き 源 X 験 X 源 X 原 

微 x 討 貝 ij 象 x 泉 全 設 i!bx 制 心 x 小 x 住 王 x 始実叠 視語确 


MR  Of 


叩  心、 


分 


見 元 X 験 
界 X 価 


□ 

nn 


症 


性 X  境: 


験 x 


建 


的 


民  的 


消 

却 


%  卞 


ナハも ぅ 

8—  I  |\ 

ナ、 A 

-ft  ■  IV  r¥ 

けいるい 

げきぶ つ 

if きやく 

けぎらい 

げきりん 

げざい 

けしん 


吞 よ 


\ 


つ 


+J 


風 


つ せん セつ ひ. 
っそん 

r へつ 
つ r う 
つまく えん 


こ 


r -i つ 

Ft  J/  ^ 

けんい 

げんい 


■ AJ 見に 敬服す る 
先生を 敬慕す る 
大衆を 啓蒙す る 
大阪 経由で 行く 
係累が 多い 
劇 物の 取り扱い 
劇薬を 飲む 
M 手を 毛嫌いす る 
逆鱗に 触れる 
下剤を 掛ける 
仏様の 化身 
決壊した 堤防 
結局 だめだった 

uu fr: 感の欠 如 
次 011 で 結審す る 
血清を 注射す る 

決選投票 

欠損を 埋め  る 
親友と 決 ( i^ ) 別す 
食 e が 欠乏す る 
結膜炎の } II 療 
X 渉が 決裂す る 
結論が 出る 
解毒剤 解毒薬 
解熱剤 解熱綻 
牽引車 牽引力 

原因が わからない 


る 


ふ 

や 


はって き 


力 


\1 


き 

H. 


くす たま 
くちきき 
く ^ く 


ち 


しん 


て 一 


ラ 


、フ 


ぎ 


いさ 


\ 


そ 


ナ 

fcrv 


偶発的な 事故 

苦界に 付を 沈める 
掛け算の 九九 
薬玉を 割る 
先生の 口利きで 
敵を 駆逐す る 
口調を 盤え る 
^ 体を 屈伸す る 
苦悩が 絶えない 
苦杯を 喫する 
犯人の 首実検を す 
金を 工面す る 
暴り のち ■_ 

先 fji の 供養を する 

苦労性の 人 

群小の f> 細企柴 
藏 陶を受 ける 

JL 月の M 風 

群雄が 割拠す る 

…を 契機と して 

警察署 

しきて き  形式的な あ  いさつ. 


びじつ け 
めん 
もり 

，ろうしよ 


軽少な lli ^t 

軽率な 行動 
特異な 形態 
経度と 緯度 

学説に 傾倒 


る 


けんおん 

げんか 

けんかい 

デん か b うきべ 

げんご 

けんし 


けんじつ 

げんしてき 

げんしゅ 

げんじゅうみん 

げんしょう 

けんしんてき 

けんせい 

げんせ い 

けんせつ 

けんぜん 

げんせん 

ナんぞ う 

げんそく 

ナ A, と， つ 

h  _P-  J 

けんびきょう 
けんぶん 
ナん H、 つし よ、 つ 

けんめい 


や 


しよ 


一 U 四 回の 検温 
原価を 計 # する 
見解を 表明す る 
減価憒 却 
原語で 歌ぅ 
変死者を 検視す る 
原資を 確 する 
堅実な 考え方 
原始的な 方法 
一国の 元首 
原住民の 生活 
人口が 減少す る 
献身的な 努力 
敵を 牽制す る 

原生林 原生動物 

ビルを 建設す る 
健全な 精 沖 

源泉課税 

^ 真を 現象す る 

原則に 従ぅ 
検討に 値する 

顕微鏡 

現場を 検分す る 

健忘症 

懸命に 努力す る 
俟 約を 旨  U-  -  ^9  ^0 

後遺症 


仕 塩， 
旬 球 扣 知 煙 
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: 調: 
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X 


梅 降 好 X 向 X 購 講 X  口 交 X 強 X 皇皇 敷柰 交加坑 碁 候 X 好 X 音 好 X 光 口 鋼  >  網* 講交功 X 
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地 _  試  神 子.  •物  命  粛  神 

L  門 X  宫  更 X  功 質  色  清 X  経 

買  替  積、 


こうほしゃ 

こうまん 

こうめぃせ 

こ， つり 

こうわ 

こがいしゃ 

こきょう 

こくそ 

こくめい 

こころよく 

こじ 

こそう 

こづ？ 

こどく 

こども 


だ 


\ 


こべつほうもん 

こもん 

こゆう 

ごらく 

こりつ 

ごりむちゅう 
ごん 二 どうだん 
こんじょう 
こんてい 
さいか 

さいきかんぱつ 


議長の 候補者 
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もちこむ 

もはん 

もよう 

もんびょ 

やかたぶ 

やごう 

やっき 

やぬし 


V 


J 


ん 


レ 


J  f  %  ノ 

W、 つ 1 し i-- 

ゆぅぜん 
4 ぅそぅ 

.J  p  4  t 

2 ぅ/ r 

ゅぅだ い 
ゆぅひ 

彳っふ く 
っ-つ もう 

ザ っよ 

ける がせ 
上、 つき J: じ 上 

上、 つじ 

よう じ ノ 、く 


A 


黙秘す る 黙秘 情 
客船の 模型 

文字盤の 字 


io 

ネ 


利を 持ち込む 

模範と する 人 
模様を 描く 
門 標を揭 げる 

屋形船 


屋号 

搜索に 躍起に  なる 
横柄な 家主 
屋根を 修理す る 
父の 遣 言 is 言 状 
友好闕 係 友好的 
上流の 遊 水 池 
友 禅の 沿 物 
勇壮な マ ー チ 
社 ^ を 勇退す る 
雄大な c 京 色 
海外に 雄飛す る 
裕福な # らし 
勇猛な m 人 
支払いを 猶予す る 
忽せ にで きない 

養魚場を 営む 

楊 S では じくる 
幼弱な 時期 


犬； VI 

Ltl  lfs 

文字 . 
持ち 趣む 

41 *T 一 

Iriks' 

か (f 
Jj  J1 

門 於 

{4 号 

■ 

Itn  *-TV 
/  ^ 

K 

TT* E1: 巳 


± ラし よ 

ようせい 

よぎな ぃ 


よき 


レ 


よ 


よご 
ょせい 
よだん 
よ ^) う 
よろん 
らっかん 


小 I i ~ i 

i  --i 

灰々 ガ 

X 

uv  b.^ 

rhu  I  K^J  ll 

*  J  r/  PJ- 

1^ v: lr 

:TT 

t^> iM 
•_ 

c 

9ry 

一  J ti lc 
l ii f 


友 


りちぎ 


ぎ 


雄猛 

猶<|  , 你 

揣 るが せ 

薇# J m 


ぎ 


L 、ずん 

44  If/ 

れいふじん 

れきじつ 

れんしょ 


ろ 


-つ 


ろうぜき 

ロ  ー マ ほうおう 


ろう れい 

わい きょ 
つ、 ら 


幼少の ころ 
人 村を 養成す る 

余儀ない I 


\ィ 


へ 預金す る 
行動を 抑制す る 
手術の 予後 
余生を 送る 
予断を 許さない 
余裕を 持つ 
I ハ 論の 筒 
估 勢を 楽観す る 
利殖を HD 的  1^9  Vo 

律義 儀な 人 

略儀ながら… 
礼儀を m んじる 
霊験 あらた か 

令夫人を_阼 

山中 暦日な し 
名前を 連署す る 
連帯感 連帯 n J: 

老巧な 選手 
狼藉を 働く 

ロ  ー マ 法王 

老齢に 達する 
-[1 実を 歪曲す る 
賄賂を 贈る 


す 

や 


-rl  w- 

き 


ます t 
まぢか 
まぶ か 


ま 


ま 


4H 


し 上 


L 


^ 亡 


まんぜん 


まんて 


し 


8 

6 


まんべんな 
まん '1 -P つ 
みきわめる 


4 . _ - 


2 


みせや 
みぜん 
み c  f 


みつせ 


J 


r 


1^9 

ま 


麻酔を 1)1 ける 
間近に in る 
目深に かぶる 

麻薬の 中 奪 

り 満場 I 致 


む 力む ち：： う 

むち？ っ 

むぼぅ 

むよう 

ダ- > * ■ジ 

めいぎ 

めいし 

フ  *  y  、 

.. v y 、 

もうかん じゅう 子 


b うじ 

b く 1 v* r 


炎 


慢性の 中： 

漫然と 菘らす 
満点 S 成綃 
万遍なく ^ る 
諸 l..iii を 漫遊す る 

限界を 見 窮める 
未成年の ^ ,  j 


店屋で tj 
火 IV を 未然に 

昏 月 の 思 


—•H 


密接な 関係 
無我夢中 

夢中で 走る 

無謀な 行為 

無用の K 物 

酒の 銘柄 

名義を 变 U- する 

名剌を 出す 

銘 々が 注意す る 

盲管銃創 

金の 亡者 

u fL し 目送す  る 
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企 饑 % 気 
劃 <  餓焰 


稀 x 畸 


x 


乾 旱 x 肝 管 


溜 x 天 


日 


活劃 x 宇 各 x 蘭卜 4:|. 
期 

腎ズ 楽 歇 x 害 潑 X 的 闘大然 


x 


火 


焰 X 廊 


★  屮 


★ 


企飢気 

画餓炎 


希奇 


乾 


«| 


化 


活 g 格郭画 


留天 


_ 間 
弦 

こ、 楽 欠 害 発 的 闘大然 


郭画 


火 回 
炎廊 


同音の 漢字に よ る 書き かえ 


同音の 漢字に よる 書き かえ 


昭和 


一 :; 年 七月 五日 国語 # 議会から 文部大臣 


報告され たもの 


〇 


b れ V 


•教科 餅 や 新聞 •雑誌な どでは rl: く 
るが'  中には、 しつく リしな い 惑 じを 与える も 
Q も あるのは 否めない。 (三省堂 編修 所 注) 

当用漢字の 使用を 円滑にす るた め、 当用漢字 


表 以外の ^ 1 :T; を f? んで桃 成されて 
理 する 方法の 一つと して、 表 中 


nj 〆 
一  t -tjl 

n^n 

0 


2 


に 書き かえる こと 力 考えられる  こ 
の書きかぇが妥 ^ でぁると認め、広 

いられる ことを ^ ^ する ものを 7]-; し 

異なる だけの 


る m 語を 処 

の 別の 通 

二 こ -H 


TJ1V 


x -t 
\ i 


そ 

Rn 

. — . 


O 


同字で、 単 


b 褐げ 


て ある 


0 


例 


J  T1 

糸 叩 


3  字音の 

70 


i 
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\ 
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0 


散水— 汝 

ATTJ  ^  y  1«[1 


3 


1; は 当用 淡 


C 


I  力/, る： ^ 


一 - Ti ITn 下 /' i in r'T きかえで ある .字の ものは 上の 々 

は 下の 字に ^ きかえて さしつかえない ことを 一 小す 


〇 


- ^  U  -  ^  J  rc  -  -  ,  iry 

.  I  ft  /P/Jy  11  rv 

: 〇  ノ  F  Illt rl I し — - f] 


物) ^ 術 


語 沿 f 物理学 編 

(土木工学 編 

(採 M ヤ金学 編 


(化) 

(船} 

(建) 

(医院 $ 


/ 

/ 

J— 


- L  J 

■  /  [■ 

-.- ! L1 


(化学 編) 

n ,  一  ,v  f 市 ン 

(舟 句！ ~ r-'l J 葙 』 

(建築学 編) 

±' 第一 次 選定) 


おょび 現 rt: 文部 ^ 学術 n] ^ 
分科 W M 会 医学 t 
会で 採 m の もの 。 


*!!*■, 


ゴ • 


PT; 

if 


X 


*  *  *  II 


_  : な 

ftfr  -^41  f  -  -  3  ir^  フ 


1  ii 


矜 よ  ir ll u 

i  r - R  ir  I  [ __ 


宵 t へ： 


あ 


X 


慾 


方 


/Jyl 
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安 洗 


安逸 


音 


§ 
ぼ ^ 

X 


古 rr 


1 .IJ 

I- tv 


Mi 


X 


按分 


夜 


f  - - 1  I 
3.v n  rLi 

-IJTil  TSI# 


分 


:父 


音 


皆 b 


tt 
: i f. 
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s 藉料 


★ 


§ 


衣 

貴 蹟 


♦ 


衣 装 


X 


挺 

X 

§ 

香 


令 


影 


X 


智 


穎才 


又 


知 

英才 


力 臼 


炎 


X 


LJJ 

X 

£ 


地 
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M 

V--H 

也 

IJ 


お 


S 
■  ■ 

X 
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+ lt 説 
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1  1TTT 
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恩 義 


\ 

力 


X 


戒 
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^17/ 


>■ 

外 


¥ 


0 


X 


JUJ 

nu 


ケ  古 孑 

- ^  - 

1* ® 

既食 


X 

K 

二 7:. JJ 


li 


X 


X 


廻 送 


咬 

i  J 

3n 

RT 


回 送 


1KJ  ^ 

虫 i y 虫 


X 


迴転丨 司 転 

IB!  r - -  1 11 1 


X 


咴復丨 回復 


X 

“ =] 、 

X 

小 R 


u 


壊 

壊 
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同音の 漢字に よ る 書き かえ 


1 し ビ し 


X 


11」 ホ し  <  札 X  稀 X 吃 X 機 綺ズ 稀\ 奇 傲 X 稀ズ 稀 X 稀ズ 崎 

馭<  IL-  元 


y 


m 詢 H 心 悪 


蹟 >  明 弾 


薄 水 智 x 談代 蹟 x 章少 


形 


W  V 


V 


Y  V  V  V  V  ^ 


V  V 


3 教供凶  旧糾 糸 

沄  凶 推 

猓戒 


心 


二  I 


希 決 喫 機 奇希奇 記 希 希 希 奇 


亜 


繫 X 繫 X 繫 X 繫 


跡 明 弾 


T*  U" 


水 知 談代跡 


少 


化  兀 


1^ 


X 


JI 


(=J 


X 


兇 X 兇 X 兇 x 兇 X 鞏 X 兜 X 


留属争 


n 


ij  a 


け 


二  II 

pftk 


y 


IXf-j 


吟技 稀 X 漁 

硫 

誦イ 酸 撈 x 者 暴 変 刃 行 


t\u 

mf 


v  + 


y  f  女  ★ 


v  v  v  4" 


v 


y  v 


区 


係 係 係 §f 系 

P  &  船  SL 

留 M 争 船  製 戒一削 画 


吟技希 漁 御 凶 凶 凶 凶 強 凶 

flJlL, 

唱量 酸 労 者 暴 変 刃 行 1 


irr 


鞺 X 扣 X 交 鲠善交 


H- 


除 叉 x 骨 業 驩> 


礦ん宏 


修研 嶮欠元 


然 磨纟祖 x  . 歌 


絃 


x 


月 厭><  決 
別 蝕 x 起 潰: 


剋 


X 


V  V  V  ▼  V  v 

更控交 硬鉱交 

ik  i-  鉱 


ル  +  +  v  4^ 


V 


W  >r 


幸 


厳 研 険元弦  決 月 決 決 
t  弦 


生 7 余 差 ' 

歐業歓  然 n 

表 

阻 

昏 x 根 混 雇 ， 

1 古 古 相 

か錄強 i 

fjx  1 

m 

ず ^ 

別 食 起 壊 上 


sn 


X 


奋 Mx 


さ 


迷 抵 xf#x 傭 H 格 x, 稀 パ渴和 慾 ズ揚 H 


又 


/い 二 


V  V 


\t 


w 


V 


m 


X 


u 


i 奠 ％ 大 


Sr 


W  \f 


：\l 

at 


根 混 雇 崎 古 古 


講強高 広広 興 広 高 香 広広 鉱 


法 


% 


U： 


迷 底 交 ~ 用 格 跡 希渴和 欲揚野 1 


騰典大 


$1 


死 七 
顚 

< 八 

倒 


史刺色 


撒 撒 、讃^ 讃 


X 


X 


本 蹟 4 b 慾 


讃 


雑 坐 X 坐 X 坐 X 醋 X 


v^r 


美 嘆 水 辞仰絃 x  か 洲 % 


||\ 


酸 


X 


W  W  >¥ 


史刺 色 


七 
死 転 
A  i 

没 倒 ^ 体 跡激欲 


>r  v  v  v  v 


散賛 賛散賛 


■ — _ •* 

冲、 


座 酢 
梦  ^  ft 

美 嘆 水 辞 仰 弦  踏 州 確 視酸 
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装 総 相 総 倉 象 

総 [S 

丁 菜 克合皇 眼 


同音の 漢字に よる 書き 力 


m 


焦 陞 x 称 


虫 味 


壁 沈 躁ヘ叙 


p^n  /Kb  /?{b 

早  i&H 


趙 却 Sc 


銷 


駿 x 手 聚へ終 


蒐 


落 熄 X 集荷 


輯 X 掛 


車躬 
倖 
輛 X 心 


rr'v_ 

早 


焦 昇 


枋 


ヽ〆  >r 


s/ 


壁 沈 燥 


S 障 消 消  _ 俊 手 集 終 収集  車 射 

ik  &  消 昇  集 小 卜 I  幸 

義 ~ 害^" 却 夏  才跡落 息 集荷 


両 七、 


性 棲 % 制 

蹟％ 

自 示 


訊 x 侵樓イ 申 真 浸 侵 


試 抒<  食 蝕 % 書 蒸 


V  V 


せ 


す 


問 掠 X 透 暢 <蹟4如 蝕 X 術 煉 H 育 慾 X 甚:翰 X 溫 


跡 i 


■V 


制 


V  V 


V  Sf 


w  W 


V 


n 八 


息 御 


1  *■ 
M 


退 


尋侵浸 伸 真 


侵 


試 叙 


書 蒸 


間 略 透 長 跡  <食~ 食 術 練 情！^ 尽 簡 '留 


装 惣 x 相 綜/蒼 x 象 


幀 


菜 剋 x 合 1 勢 嵌 


恢沮 


戦 煽 X 擅 X 尖 X 船 戦 洗 煽 全 尖 


歿 X 動 断端艙 


嫌 X 情 


潰 X 銳讃 


/7 


媛 X 媛 X 短 端 炭 歎 


炉房 


坐 X 礦 X 願 


奪大 颱 X 頹 X 頹  ><褪: 
掠 X 慾 X 風 廃 勢 色 


た 


疏\疏\ 沮ボ ト沮 L 剿 
明 通 喪 水 止 生滅 


W  中 


>¥ 


V 


★ 


す 


暖暖短 端 炭 嘆  奪大 n 


退 退 退 


疎 疎 阻 


阻 


士 彐 

W 


炉 u 房 編 座鉱願 


嘆 


略 欲 風 廃 勢 色 


明 通 喪 水 止 生 減 


と 


顚 X 顚 X 手石定 X 


覆倒帖 X 


鄭 x  ffi:x  &  沈 長 


嚀 X 重 fl 

触 


\註1主¥  智/智><  智 X 

^±x  智  x 

澱  < 篇 X 文釈解  謀能慧 X 

てち 


、f  V  +  +  +  中 


★  ★  ★ 


★  嗲 


転転 手 停 丁丁 抵低 


覆 倒 帳 


i}： 


寧 重 触 


沈 


注 注 注  知 知 知 
「t  注  知 

“殿 編 文釈解  謀 能 恵 


絶 賛 
兑 


全 


選考 


コ！77 

一一^ 


n 


V-T1 

{法) (医) 

戦々 恐々 
船 倉 

(給〕 

a  山 而 


丄ゴ 


相 


==l y 

層  重 
+戦没 
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同音の 漢字に よ る 書き かえ 


反 蕃 、蕃% 叛 


撥 x 族 殖逆旗 


叛 


薄 ，破 曝' 破 


日 


杜/特 lfSx 倒 


V 


萃 X 倖 X 酵 權 X 露 毀 X 徳  蝕 X 

は  { 


絶 輯 


m 


く 也 


V  v  ^  yr  yf 


v 


反 蛮 繁反反  抜 薄 発破 暴 破 背 

仏  反  i):  S 

粋幸酵 砕 露 


発 族 殖逆旗 
妨崩哺 X 


徳 


食 


途特踏 倒 


絶 集 襲 


踏 


棄碍ヾ 潰 X 育 


輔 


ほ 


編 辺 
輯 X  —X 


4 .か 

» — ~ 一  T 

nm 


腐 物 符腐諷 x  病筆蜚 


叛 


爛 x 慾， 牒\  f 虫 x 审[ 


ふ 


妓 x 績" 三 五 


nn 


W 


ひ 


V  \f 


放 妨崩保 


害 壊 育 


補 


編 辺 
集 境 


腐 物 符腐風 


病 筆 飛 


反 


乱 欲 


食 刺 


没 跡 


刍五 

口口 


p 


妄 

動 


hi 


ち 


棉 x 名 

眷 
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to 
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磨 
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imx  m 


V 


^  保輔 x  鋪 L 抛 x 庖 x 

奶  年 勿 

慾， x  減  姆 x 導  装 佐 線 丁 大带禦 

め  むま 


m 

動 


模 


V  V 


綿 名 


V  V 


V 


tyv 


花 薇 


^Iffi  .IlH: 

'い、  j  i\\ 


汰知 


摩 

減 


保 補 I 舗 補 放 包膨包 防 

没  讲勿  i 
母 導  装 佐 u 線 丁 大ヽ带 御 


俚 


京 X  離理 悧 X 理 

二-1 ■  «4 ■■，崖 ■■- 

謡 奪  叛 X 智 X 巧窟 


落 


舟 


V  中  W  V 


馆 X 鎔  <  熔><  鎔 X 馆 X 

慾 X  鉱  • 

接炉 岩解鎔 X 

ら  よ 


野 


J-4+- 

m 


m 


^  索 

や 


'r  v  v 


v 


略  離 
略 

謡 奪  反 知 


利理疏 


屈 


般 

M  IK 


礎 溶 溶 溶 
欲 忘 i 鉱 i  £ 

一  H 


溶 


野 

卑 


模 

索 


賴争 


X 


Jf 


入 曲 


糸鮮 

+  f 


わ 


節 X 聯 X 聯 X 聯 X 煉 X 煉 X 聯 X 聯 X 連聯 X 連 
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聯 
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Sr 


れ 


廓 x 承 


輛 


v  v 
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>f  V 


V 


湾 湾  >  速 連 連 連 練 練 連 連 連 連 連  輪 了  了 

E  湾  i  ft  連  両 

入 曲  立絡盟 邦 乳 炭珠想 座 合 係  郭承解 


日本 新聞 協会の 書き かえ 
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名 
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送  俊  棄 

後 船 然馬宜 念 想 執損拍 


波 廃鳥抽 


ム 


先 


食 


几 和 


俊 紫 質 


I-. 


図 選 


さ雲 舌 
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足 班 
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摩 見 飲 
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遏 x 装 好 


X 
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耗指塁 备 


持 


装 好 


v 


詭 


X 


臼! i1 


m 


Hi  J- 


恰 H 合 L 一  萎 


X 


捐 x 

弁魄 4 員金禄 x 幅 好 病 千 縮 


V 


V 


XL 

令  ★  I  令 


奇気棄 義貫格 格 憶獲委 

援  _  千 

幅 好 病 金 縮 


弁 迫 損 


破 

棄 


!fik 


I  1 


耕 勾 X 眩づ散 
起; x 

機 弓 


敬 燻 X 均禁橋 饗 

頭 

虔 X 蒸 条錮卷 宴 


V  V  V 


>r  v  >¥ 


耕拘 幻 
運 

機 弓 


j じ、 


激敬 
高 謙 


均 


刀 


M 整 


柿 橋 
511 

固 保 


供 


口  m 

问 r“j 

揚騰 


m 

■JT  f  S  C 

製 


供 

応 


先先  ft  交 掘 開 高高 

端銳  才  差 削 削 揚騰 


r. 


V 


S/ 


V 


V 


V 


摩 研 蒸 乾  俊 情 恩 w  r 盲 破  研摩 

減摩 留留  才 義 義動棄  摩 減 


名誉 贤 損 
索 執 


本 


妄想 


X  *■ 


妄念 


友 


X 


X 


駿 


* 


悠然 


幸 


由 1 ぬ 


: fY 


五 


11  一  ry 

s  FL 

票 m 

%  v/v  —Ay . 


本 


披 歴 
風光 明美 


延 


昂 (■一 几) 進 


X 


軍 


、c\ 


X 


■岩 


一 % > 路 


紫 


X 


X 


X 


駿 足 


X 


本 


醇 


X 


饒 西 
食鮮 療法 
! 兵 
» 


X 


/ 


X 


?瞰 図 


X 


廃 墟 

S  闊 

^  yl  *  V/— 


X 


斑 占 〔 


味 


X 


* 


X 


披 

風光 明# 
敷 (布) : 


日本 新聞 協会の、 同音の 漢字に よる 書き かえ 


.国語審議会 報告 — I 同音の 漢字に ょる 書き かえ J(一 
六 iL ベ ー：. \) になら つて*  H 本訢聞 協会の 新聞 ffi 
語 B j^ 会が 定めた もの。 靳間 •雄 誌な どで ii u: く 
m いら il ている。 ここには 「所 訂 斩聞 ffi 語 遒」 
(昭和四四年七月冏協会刊)から、漢字の撙きか 
えに 関する ものの みを 抜 枠した。 (その後の 改訂 
て 削 除 された もの も ある . J 
_し；、印 の 上は 本来の 漢字、 T は その 書き かえ、 x は 
「当用 ^ 字 (音訓) 及」 にない 漢字 (ただし'* は 常 
I t] " rj' i s や 読みで ある U 

*  A 線の 下には、 国語 沲謙会 報告 「同 荇の漢 字に ょ 
る ,^ きかえ」屮の関速事項を揭げた。” 

(三省堂： 一修 所 注) 
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人名用漢字 別表 


子供の 名前に 用いる 文字は 戸籍法と 戸籍法 施行 规 I1IJ 
によつ て 定めら i'l ている りこのう ち、 漢字は、 ^ ) -IJ 
漢字 (一九 四 五 字) と 人名用漢字 別表の 漢字 ( , 

五 字) の 計 ニニ 三 〇字に 制限され ている" 


し 


字体は 新 v : J 休 ( : 限ら U る 力 常 用 漢字 

一 〇 字 (「附 

ては'  当分の 問'  旧字体 も 用 


則 別表 一」 参照) と 人名用漢字 別表の 漢 生 


■  j  fj 
T—  1 J  JT  —Jp 

n>  LI/ 


表 二」 参照に っ 


いる ことかで きる： なお、 逆 字の m み JJ は 制 ^ さ u 


V 、 レ- 

f  J  C 


「三省 


:; ; i!a み" について は、 「新 明解 漢和辞典」 

漢和 辞 fill ごの 巻末 付録を 参照され たい。 

和 二 六 年に 発衷 された 人名用漢字 別表の 漢字は 九 
字でぁった が'  五一 年に 二八 字、 五六 年に 五 四 字 
巾 用 漢字 丧に加 ぇられた 八 字を 削除)、 平成 二 年に 


/1 


九 年に + 字 追加され たへ 


省 堂 編修 所 注) 


戸籍法 


g 五 


穿 


条 


0 


①  子の 名には、 常用 平易な 文字を 用いなければ ならない 

②  常用 平易な 文字の 範囲は、 命令で これを 定める。 

戸籍法 施行規則 第 六十 条 〔平成 二 年 四月 一日 施行 

戸籍法 第五 十条 第二 項 〔常用 平易な 文字の 範囲〕 の 常 


用 平易な 文字は、 左に 掲げる ものと する 


0 


常用漢字 表 (昭和 五 


年 内閣 告示 第一 号) に 掲げる 


漢字 (括弧 書きが 添えられて いるものに ついては、 括 
弧の 外の ものに 


mj 

別 


る 


掲げる 漢字 


三 


仮名 又は 平仮名 (変体仮名を 除 


〇 


十条 関係) 


人名用漢字 別表 {第 丄 

亮伊伍 伎 伶 伽 佑 m 

只 ^ 


別表 第二 

丑 丞乃之 也 1 旦 

侑 倖 倭慍允 冴 冶 凌 凜 a 凱 勁 症 

£  .X- 


五 口 呂哉唄 啄喬嘉 土 

? 嵯嶺， 巌巳巴 巽 _ 


聚暖嬉 孟宏宥 寅 


唆 凌 Ji 
令 $1 1  15 


弘 •弥 S 


\/\ 


享 


隹 ® 


ゴ“ 


捷 捺敦斐 於 B 一  旭 


昂昌 rp 晃晋晏 晟晨智 暉暢曙 朋朔学 杏 杜 


柊杣征 栗 栗 


楠 


十 


■> 


槻陣 _ 檀欣 


告 


一 II て 


屋 ブ 


梢 梧 梨 椋椎椰 椿 楊楓 
毯 汀汐汰 沙洲洵 
燦耀 爽爾 •猪 
甫皐皓 眉眸 


漱 1 冷 熙 


匕 匕 ハ 

宵： 


离 

f 


玫玲 •琢琉 琳瑚瑛 瑞 瑠 _ 

瞳矩 碧碩 磯， 祐 ，禄， 梢 秦稀 稔稜 ，穣竣 i 生 

耳 I 


:v 


紗 紘紬絃 絢綜綸 綺綾緋 


Ji % 

.P フ. ■ 


rr ft 

T^i 


§ 胤 脩 舜艷芙 芹 苑茉茄 茅 茜 莉莞菖 堇 


-■  [t/ 


萩 葵 蒔 蒼 蓉蓮蔦 蕉路藍 藤 


虹 蝶 n 加 衣 


二 11 M 


誼諄諫 赳輔 辰迪連 遼邑那 郁 


人名用漢字 別表 
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鎖鎌 


翻 


霞 


fc rp 

JJ r _f 
丄ソ 


，合" 


rr 

SLLLJJ bl r 


J 
■  I  I  fc- 


り 


L づ 


t- 


貝 

\ / ノ 


!  IV 


馨 駒 
麿黎黛 亀 


IIJJ t5J 欠 


- TJ 
fj 

魚 


魚 


三省堂 注  * 印 の 漢字は (H 字体で も 


二| 

0  0/ 


る ことかで きる 


\ 


附 


MU 


2 


虫 


子の 名には、 この 省令に よる 改正 後の 戸 


籍法 施行 規 


掲げる 文字の ほか、 附 


別表に 掲げる 漢字を 用いる ことかで きる。 

附則 別表 人名用漢字 許容 字体 表 (附則 第二 項 関係) 


三省堂 注 

常用漢字 表 


)内 は 第 六十 条规定 の 字体で、 新字体 
る 漢字に する もの 


要 


Lrr 

Pit 


1  (悪) 爲 (為) 逸 (逸) 衞 (衛) 謁 (謁 


) 


應 (応) 櫻 (桜) 奥 (奥) 橫 (横) 温 (温) 價 (価) 禍 (禍 


悔 (悔) 海 (海) 壤 
陷 (陥) 寛 (寛) 漢 (漢 


製 


(懐) 


楽) 渴 (渴) 卷 (巻 
祈 (祈) 器 (巧 


戲 (戯 


虚) 峽 (峡) 狹 (狭) 響 (響) 嘵 (暁) 勤 (勤 


堇 

1 三 口 


(謹) 勳 (動) 薰 (薫) 惠 (恵) 揭 (揭) 鷄 (鶏) 藝 ( 


(撃) 縣 (県) 儉 (儉) 劍 (剣) 險 (険) 圏 (圏) 檢 (検 

顯 (顕) 驗 (験) 嚴 (厳) 廣 (広) 恆 (恒) 黃 (黄) 國 (国 

黑 (黒 


濕 (湿) 社 ( 

從 (従) 漉 


榖 (榖) 碎 (砕) 雜 (雑) 祉 (祉) 視 

) 者 (者) 煮 (煮) 壽 (寿) 收 (収) 臭 (臭) 


こ' 


獸 (獣) 縱 (縦) 祝 (祝) 暑 (暑) 署 (署 


緒) 諸 (諸) 敍 (叙) 將 (将) 祥 (祥) 涉 (渉) 燒 (焼 
獎 (奨) 條 (条) 狀 (状) 乘 (乗) 淨 (浄) 剩 (剰) 疊 (畳) 


孃 (嬢) 契 譲) 釀 (醸) 神 (神) 眞 (真) 寢 (寝) 愼 (棺 


(尽) 粹 (粋 


痒へ 枠) 惠 へ® 


瀨 (瀬} 齊 一斉} 靜 


攝 (摂) 節 (節) 專 (専) 戰 (戦) 纖 (織) 禪 (禅) 祖 (祖) 


士 


賢 


)爭 (争) 莊 (荘) 搜 (捜) 巢 (巣) 裝 (装) 僧 (僧 

銳 


騷 (騒) 增 (増) 僧 (憎 


S  (即) 帶 (帯) 滞 (滞) 單 


晝 (昼) 鑄 


著 


/' 虫 


南 


KM. 


者, 者 


燈 


德 (徳) 突 (突) 難 (難) 拜 (拝) 賣 (売) 梅 ( 


蔵) 贈 (贈 
嘆) 團 (団) 

徴) 聽 (聴) 懲 (懲 

穴 m- 舀 へ て：旧 

髮 (髪 


拔 (抜) 繁 


晚 (晚) 卑 (卑) 祕 (秘) 碑 (碑 


敏 (敏) 侮 (侮) 福 (福 


勉) 步 (歩) 


ム 11 K 

様 


二 - [r 


翻) 毎 (毎) 默 (黙) 藥 (薬) 與 (与) 搖 (揺 
:謡) 來 (来) 賴 (頼) 覽 (覧) 欄 


S 淚 (涙) 壁 (5 類 (類 


暦) 歷 (歴 


練 (練) 錬 (錬 


良 


別 


表 第 


亙 0 旦) 巖 


朗 (朗) 廊 (廊) 錄 (録) 


」 掲げる 漢字に 関する もの 

(弥) 渚 (渚) 猪 (猪) 琢 (琢) 祐 (祐) 


祿 (禄) 福 (禎) 穰 (穣) 
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現代 仮名遣い 


Jrf u.  -r 

この 告一 一 


年 七 

によ 

年 


一日 内閣 告示 第一 号。 

、内 開 告示 「现代 かな づか 
〔日付) は 廃止され た 


旧 「現代 かなづかい」 は 「大体、 現代語 音に も 
とづいて、 現代語を かなで 害き あらわす 場合の 
準 HIJ を： 不し たもの」 であるが'  新 「现代 仮名 in 
い」 (7) it 格は 「 flfj ur き 1 -  2 」 以下のと お. リ であ 
る a ただし： _者の 内容は ほとんど 変わらない C 
In 「现代 かなづかい j のき まリ は、 仮名の 表 四 


C 


1  *  - 

t 

iv 

* 


る 


- -J 

" 11|| 片 フ 

mu 


ur\ 

Tt^  /I 

；T  DU  UM  2 


などで 示され 

L  ^  I-  rJl^  I*  ^  \J 

H  J  — K  々M 
ハ p などで 示 


されて いる。 

原文は 横 番き" 


行 党 編修 所 注 


A, rrp 

この 仮名 遣 

す ことを ^ 則と  3 


き 


は、 語を 現代語の 音韶に 従って 書き表 


疋 


一方 表記の 慣習を 尊重して 

を 設ける ものである。 

2 この 仮名遣いは、 法令、 公用文 書、 新聞、 維 誌、 放 

送な ど、 一般の 社会生活に おいて、 現代の 国語を 書き 

表すた めの -^ 名 *l いのよ リどこ ろを 示す ものである。 

3 この 仮名遣いは、 科学、 技術、 芸術 その他の 各種 専 


門；； 刀 野 や 個々 人の 表記にまで 及 ほそぅと する ものでは 

C  、 0 
な レ 

4  この 阪名 遣いは、 主として 現代 文のう ち 口語体の も 


のに 適用す る。 原文の 仮名 遣 


よる 必要の ある もの 


固 


詞 などで これにより がたい ものは 


人 ^ 


0 


5 


J 


は、 擬声 •擬態 的 描写 や 嘆声 


% 


方言 音、 外来語. 

る ものでは ない。 

1 ハ  i 


外米 音な どの ^ き衷 し" を W 象と す 


6 


-ホオ •ホ ホ (頓) 」 「テ キカ ク •テ 
ツカ ク (的確)」 のょぅ な 発音に ゆれの ある 語に ついて、 
その 発音を どちら かに 決めょぅ とする ものでは ない。 
7  この ^ 名 ^ いは 点字、 ロ ー マ { ! などを -j い て 国語 
を 書き表す m 八！ 一の きまりと (i >^ ずし も « ):[; する もので 


はな 


〇 


8  歴史的 仮名遣いは、 


リノ- 


昭和 


告示 第一 

社会 一般の 恶準 として 行われて 
においても 扮 史的 ^ 名 造 
む 機会は 多"。— tqr 父 
匕 こ 


以降、 「現代 かな 
一号) の 行われる 以 


力 


1 


ォヌ v 夂苻 には 
1J ので あり、 今日 
で K かれた 文献な どを 読 

1 :の 歴史 や 文 
されるべき 


し 力 

かかわ リを もつ ものと して 

ことは 言ぅまでもない。 また、 この 仮名遣い にも 歴史 
的 仮^^ g いを 受け継いで いると ころ 力 あり この ^ 
遣いの 理解を 深める 上で、 歴史的 仮名遣いを 知る こと 
は 有用で ある。 付表に おいて、 この 仮名遣いと 歴史的 


- JK  /J 


J 


1/  LJ  r  二、 一  1  Lk  » ^  - ly 


if  0  I 
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はな たさ か あ 
ひにちし きい 
ふ ぬつ すくう 
へね てせ けえ 
ほのと そこ お 


菊 


h 

^ ~ %. 

I 女 


ぱば 


ぴ 


ざ 力 


ぢ じぎ 


ぺべ 


ず 


でぜげ 


ぽ t 


と， ぞ 


まみむ め も 

やゆょ 

らリ るれ ろ 

わ  を 

例  あさひ f 朗 日) きく 一 


本 


文 


K  r 


の S 


>■] ■ 


1 涼 則に U つくき まりを 第 1 に •不 
よる 特例を 第 2 に 示した。 

2 例は、 おおむね 平仮名 書きと し、 適宜、 括弧 内に 
淡 字を. 不した .。常 H 漢字 表に m げられ ていない 漢 心す 
及び 音訓には、 それぞれ* 印 及び △印を つけた。 

第 1 語を 書き表す のに、 現代語の 音韻に 從 って、 次の 
仮名を 用いる。 


A 


線を 施した 侃 名は 


2 


y  令 人 rj 


1 


だけ 用 

し 「 ，' :.1: ^ 


る ものて ある 


2 


3 


ついやす (費) 

ゆずる {譲 


足き か (液 


:匕 


にわ (庭) ふ 
きし (歴史) 

せいがくか 


りみ じ (紅葉) 

フ かば (若葉) 

歩 ) 


声楽家) さん 


幼 土日 


き V 


ち や 


き ゆ 
し ゆ 
ちゆ 


きよ 

Tr^ 

ちよ 

こよ 


き や  き ゆ  ぎよ 


じ や  じ ゆ 


じよ 


ぢや ぢゆ ぢよ 


ひや ひゆ  ひよ 


びゃ びゅ びょ 
ぴゃ ぴゅ びよ 


み V  み ゆ みょ 

1/  tK\  1/  *"4 


や 


力 


n 、 =; 

ts ム 


力 


じょ— 


拗音 

M-- I I き 


\ 

lr — 1■ 

1^9  73 


し ゆく じ (祝辞) 

やくが (略画) 

ゆ よ I は なる ぺ 


る  一 ^ 


〇 


列 
f  ■- 


P 


4 


音ん 
まなん て (学 
ぶん ( 

つ 

つて ( 


みなさん 


し 


新年) 


▲ 


5 


伊  m  L  / マ, 只；  力 
せっけん (石* 鹼) 
〔注意〕 促音に 用いる 
長音 

⑴ア 列の 長音 


き (活気) がつ 


ぺ V 


つ」 はなるべく 小 a きにする 


0 
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ア列の 侃 名に 「あ」 を 添える 
例 おかあさん おばあさん 


0 


⑵ィ列の長在 
イ列の 仮名” 


を^^え る 


さん おじいさん 


⑶ウ 列の 長音 
ウ列の 仮名に 「ぅ 
例 おさむう ござ 


广 える 

ます (寒) 


0 


1 


4ぅ 


i 


*  ^  ■1 » 
大 如 


つ ft し 


P 


つ 存じます  き 


P 


i  くじ 


^ 基 


P 


b 


し 


⑷ エ 列の 長音 

エ 列の 仮名に-え」 を 添える L 

例ね えさん ええ (応答の 語) 
⑸ 才 列の 長音 

才列の 仮名に 「う 一を 添える 


例 おとうさん  > 


.V 


1. . — , 

' 


J うど 


P 


力 J- 


口 


(買) 


)  おうむ 
あそぼう (遊 


き T: 


■し 

9 


1 ムメ 


文) 


おはよう 


おぅぎ (扇) ほぅる , 抛) 

よいで しよう はっぴょう 


と、 つ 


きょぅ (今 

第 2 特定の 語に つ， 

のように 蜜く ぐ 

助詞の 「を」 は、 


ちよう ちよう * 蝶々) 

は、 表記の II 習を 尊重して 


次 


1± 


「を 


A 


本を 読む 岩を も JIL す 失礼を はいたし まし わ 

やむをえないい わん や… を や よせば よい もの を 


てにをは 

2  助詞の 「は」 は、 

列 今日は 日 ^ です 山では 雪が ^ り まし 


i 


あるいは または もし 


ず 


■H 


さては ついては では さようなら 


はいえ 

11^ しむら 

これは こ 


よ  さ ら ま 

ffv  J  /  If— 

よ  こ/ L こち i 

—Jr  ,y.  %  /  ■  —y  「  fLV 


7 


し 


/  /rjv 


一心 天候 ももの かは 

次の ような ものは 
のとす る， 


J の 例に あ 


J 


，らな レ i 


まわの 際 すわ 一 大 ^ 
叩る わ 風 も 次く わ  5 


る わ 串る わ 


き 


つ 


3  助詞の 

iH7  rc  rp 

P  故 t! 


よ 


と 


o 


^ rl る 


4 


.l y 


iil n ' 


つ 


の 

u のをい う 


つたと 


さん 

^  r  i 

tfrbmm. 


「いう 


の咫〇 
と 書， 


へは 数 分 


〇 


つまで もな 


%* 


^  T/ 


5 


どういう ふうに 人と いう もの 
次の ような 語は、 「ぢ」 「づ」 を 用い 
同音の 連呼に よって 生じた 「ぢ 」 
例 ちぢみ (縮) ちぢむ ちぢれる 


J ういう わけ 

0 


ちち こまる 
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つづみ (鼓) 
つづめ る (A 約 

4  _  f  _*■  /r  1 


つづら 

0. 


ちじく」 


1 


つづ < 

，承/ 

ちじる し 


(続) 


は、 この 例 


あたらな 


\ — / 

2 

/ — \ 


ぢち 


i 


語の 連合に よって 生じた 「ぢ 」 「づ ，」 

はなぢ (敲 血) そえぢ (添 乳) もら： 
そこぢから (底力) ひぢ りめん 

いれぢえ(入知忠) ちゃのみぢゃわん 
まぢか (問 近) こぢんまり 
ちかぢか (近々) ちリぢ リ 
みかづき (三日月) たけづつ (竹筒) 

たづな (手綱) とも づな にいづま (新赛 ) 

けづめ ひづめ ひげづら 

おこづかい (小 遣) あいそづかし わしづかみ 
こころつ くし (心 尽) て. つく リ (手 作) 

こづつみ (小包) ことづて はこづめ (钔 詰) 
はたら きづめ みちづれ (道 速) 

かたつく こつく (小突) どく‘ つく 

ぅらづける ゆ きづ まる ねばりづよい 

つねづね (常々) つくづく つれづれ 

なお'  次の よぅな 語に ついては、 現代語の 意識で 

i 二 語に 分解し にくい もの 等と して、 それ ぞ 

「ず」 を 用いて 書く ことを 本則と し、 「せか 

ノ」 「いなづま」 のように 「ぢ」 「づ」 を 用い 

J ともて きる ものと する r 


例 せ 


力 


P 


つ 


界 


つ さ ^ 一す め 


いなずま (稲妻) かたず (固* 唾) きずな * 紳) 
さかずき (杯) ときわず ほおずき みみずく 
ぅなずく おとずれる (訪) かしずく 
つまずく  ぬかずく ひざまずく 
あせみ す^^  んずま 
でず っば リ なかん ずく 

、って^^  /\  /\  yo  ^9  / 

ゆうずう (融通) 

注 盘〕 次の ような 語の 中の 「じ」 「ず」 は、 漢字の 
i 日 ' a みで もともと 濁って いるものであって、 
記 (1 、2のぃずれにもぁたらず"「じ」「ず| 


め ひと リ ずつ 


を 


て 書 


rnu 

作 


6 


じめん (地 f 
ずが (図画： 
次の ような 語は、 


V とづ 


一 X 


れ 「じ 

いぢ ゆ 

て 書く 


ノ S 

お (* 頰 


) 


0 ぬのじ (布地) 

リゃ くず (略図) 

才 列の 仮名に 「お」 を 添えて 書 
おおかみ おおせ (仰) おおやけ ( 

こお リ (氷.-】 郡) こおろぎ ほ 
ほおずき ほのお (炎)  とお (十) 

いきどおる (憤) おおぅ (覆) こおる (凍) 
しおおせる とおる (通) とどこおる (滞) 

もょおす ( 催 ) 

いとおしい 
とおい {遠) 


〇 


おおい (多) おおきい (大) 


おおむね おおよそ 
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火 蚊 
事 

紙 

歓 

迎静 

か 

結 

果家 

庭 

生 

活休 

暇 

愉 

快 


花： 仰 顔 男 奥 
を i ぐ 

氷 十大 


見 


る： 倒  B!  K 


; れ 滞 

I るる 踊 起 
!  るき 
! 直 る 


す 

k 

き 


I  j 


お 

話 


服 


寒 維 


U. 


西： 家声 柄 


進 i 前植枝 
む I  至 
:考 る， I 

I へ  L 

卜る 絵 

:  , 

i 帰 円え 

I  ?  1 

I な  る 

! 知 
:救患 


tixi  |4  r/ . 

買 歌 


j 


馬 


吸 

ふ ff 

か 

争ぶ 

ふ 

tirr 

危雨 

1 

^  > 


■過 


わ 


ず 


ね' 


ぢじ 


力 


わ 


力 


わ 


を！ ふ ほを お 


! へ A え 


ふつ 


ひゐ 


用名歴 

y  m  ^ 

為い 的 

で f 反 


石坦 学問 岩石 生涯 発 # 

画家 外国 丸薬 正片 念願  I 
初め こじ あける 字 自慢 術語 
味恥ぢ る 地面 女性 正赶 

H  —  I  ^1  H  1- f  9 -  I—  MJV  -  I-  ^1  ^1-  ^1  .^1  -_n  H  1■  n  (-  J—  u  if  If  t-  .^1  ii-  —1,  hi-  —fc  -I-  ^1 

縮む 10 血 底力 近々 入れ知恵 I 
鈴 物好き 知らずに 人数 供 水 
水 珍しい； 一 つづつ 図画 大豆 II 
鼓 続く 三日月 塩 m け 常々 

輪 泡 声色 弱い 和紙 
川 IP1 る 思は ず 柔らか* 琵* 琶 (びは} 

I  —  —i—  —  讀  — I  I  —  I—  I  I  I  !  I  I  I  —  II - I  —  lilltl  —  III 


例 


石 報いる 亦い 意図 愛 
井戸 居る 参る 胃 権威 
P1 合図 费 やす 思 ひ 出 恋し さ 


これらは、 歴史的 仮名遣いで 才 列の 仮名に 「ほ」 又は 
「を」 が 続く ものであって、 才 列の 長音と して 発音され 
るか、 才 .才 、コ •才 のように 発音され るかに かかわ 
ら ず、 才 列の 仮名に f お I を 添えて 書く ものである。 


付記 


次の ような 語は、 


エィ  ケィな どのよぅ 卜 

エ列の 仮名に 「い」 を 添えて B: ' 
例 かれい せい (背) 

かせいで (稼) まねいて ( 
へい (塀) めい (銘) れ. 
えいが (映画) とけい (陆 


の 長音と して 発音 さ 
発音され るか 一 


力 力 


るか 
ら ず. 


春めいて 


£:- n 


て 


i  J4 


f  1 

绰) 


付 


表 


L 

/ 


2 


現代語の 音韻を 目印と して、 この 仮名遣いと 歴史 
的 仮名遣いとの 主要な 仮名の 使い方を 対照 させ、 冽 

を 示した。 

音韻を 表すのに は、 i 


仮名 及び 長音符 号 


を 


H  \  こ 0 

月した 

3  例は、 おおむね 漢字！ S きとし、 

的 仮名遣いに よった。 常用漢字 表 


部分は 歴史 

掲げられて いな 


漢字 及び 音訓には、 それぞれ* 印 及び △印を つけ、 


4 


括弧 内に 仮名を 示した。 

ジの 音韻の 項には、 


拗音の 冽を 併せ 挙げた 


TJJU  □- 

3 jz: :] m u 

6? ゴ 匚 A H 


7. 


T- 


才 


力 


ガ 


ジ 


この 仮名 
遣いで 用 
いる 仮 ^ 


足 


， J 

LJ 


を 


1 

力 


力 


ぢ 


^7 


紅 幼 八 見 
葉 年 日よ 


ばぱぽ ば 

ふつ ふう 


ばば ぼぼ 


つ 


1 


はは ほほ 


1 


1 


ななの の 


ふつ 


だ ど 
1 1 


鉄 説 本 
砲 法 


放 


速 

峰 


贫遊正 某 
乏ば法 
う  贸 

¥j 

nk 

ば 解 
う  剖 


は 葬 法 

ふ ^ 五 


る 会 祝 


心一 j  ■ 

干 む 

ケト： 

m 

希 

堤 

防 


投包 

げ囲 

る 

)a 

は ff 
ふ 

は 解 
ふ 放 

の 

体 

法 

律 


( 樂 

給 


ill] 

Vzl 

年 


/fi 

'1!；： 

峰 


納死昨 能 
入な 日 

う  農 

家 
危 

な 濃 
う  紕 

〜 い 

5_ 

い 

ま 

す 

14  *，# 

m  I 

苦 
悩 


問 堂 


答 


、 し  _  p  • 

jil 

ri， 

路 


ini 

本 

ダ i 

tU] 


だ 

1 


ど 

1 

し 

銅 

童 

話 

、曷 い， 

J 求 

, -F.  ham 

動 

空 

洞 


i 


Vi 

窮 


候 祈か楼 
文ら げ 
うろ 漏 


fir 


蠟 

+  *JU 

燭う 
ら 


省 


被 

i/K 


廊ろ 


そ 


>労 

働 

明 

朗 
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卜 

! 

ゾ 

1 

ソ 

1 

ゴ 

コ 

才 

1 

ユ 

! 

1 と 

そ 

H* 

お 

い丨  ゆ 

/十 

1 

9 

!  つ 

V 

1 

う 

1 

1  \  1 

\ 

1 

1 

たなと 

ダ：^ ぞ 

ささ そ 

ぐが， が ■ごご 

く かか ここ 

はわ ああ お 

1 

1  v  ]  1  ^  1  ^  1¢  v^> 

は 

ふつう 

ふう，) 

ふうう 

わ ふつふつ 
1 

わ ふつふつ 

ラ 

う っ ふう う 

1  *  ； ゾ飞 v 

I  y-J  *  )  ) 

1 

| 

\ 

1 

1 

3 

塔 峠 弟 

雑象增 

挿話 僧 

* ム 匀 W  D 

光 甲 咲 +f； 功 

買 弱 扇 桜 負 

言: 都 遊 夕 勇 

我: 

煮 加 

f 占 さ 

H 同が 后 

線 乙 か竺績 

はう  花う 

ふ： J 戯方気 

は: 

答勝統 

蔵 

う 総 

^  う 永 

^  ±h 

うこ 

う  押 て i 

(巴 

| 

海； 

弁た 一 

書 憎 

Mi 

広 太 ふ拘 

王収奥 

l と郵 英 

の: 

う 

悪 

浅 

わ 设 3 

大 亦 一 叙 

舞子 襄 At 

l ぃ 便 雄 

子丨 

出  冬 

製 

う 競 

う  うえ 

l«J  " 

〆 へ^  ノ 

は  凹  答 

:ふ 

1 

納痛至 

造 贈 

走 

お  い 

恐た  公 

う 往凸中 

1 一  勧  金 

T/  1 
| 

う 

与 

ん  強 ご | 

慌 いか  平 

米 央 [<i 

: 誘 融 

は: 

揉 

内 

う 吹 

-  引 ふ 

かう 

怖  ^ 

A 

Sr 

| 

| 

1 

刀投 

臓 

し奏 

破 ふし  気 

う 卵 

:  所 

剣 

て 

^  I 

天 一て 候 

ご 黄 

: 有  | 

す 

北 

仏 

放 

傑 

*|f^ 

/TL 

ベ'' 

■ 

i 

砂 東 

像 

『 ネ 眷 ， _  _  / 

早迗 

m  振 | 

い 

| 

\ 

1 糖 

案 | 

437* 

齋 

義 興 

ま 

f 

\ 

「し 

可 

す 

\ 

p 

体 

健  | 

t 

* 

操 

康 

f 

1 

1 

| 

圃 

1 

1 

1 

よぅこ ざいます 用 容易 中庸 
z 干う 様子 洋々 太陽 
要領 童謡 日曜 


もぅ 一つ 啓* 蒙 (けいもぅ) 

中す 休まう 甘う 猛獸 本 ^ 


も、 つ 

まう 

よう 

やぅ 
えう 
え ふ 
ろう 

ろ ふ 
らう 

らふ 
き ゆ う 


モ— 


3 — 


n  1 


キュ— 


V つ 


卜 6 う 


ろ 


き 
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住十柔 充 
居 月 軟実 

重 渋 野 従 
役 滞獣顺 


業 今 仰 凝 
務晚天 集 


入 

母 


宇 注 
宙文 

白昆 
昼 虫 


今教兄 共 
日 育 弟 通 

脅矯鏡 恐 
威 正 台 怖 


詳昇 
細 格 

正 承 
直諾 


い 

ち 

で 

> 


箇 足 一成 冗 

&就 雲 炎 

丈ぜ 上乗 
夫う 手 馬 

ぜ 

市つ 状 過 
場 w 態 剰 


/ 、 

w 

'ri* 


卞 | 

嬢 


成 

j  kwi  *■ 

iiV 

古 

城 


商 勝 
売 利 

負自 
傷 称 

文訴 

章訟 


人 

形 


協 絶 経 興 
会 叫 文 味 

海 鉄故吉 
峡橋郷 凶 

執 

*  *  %  % 

狂 


川 

柳 


セ 


漁 察領丘 
土 陵 

抓 料 
理両 
方 
官 

僚 善 
良 
終 

了納 


妙 名 
技 代 

明 

日 

寿 

命 


分 

日 

M 


れれ りり 
ふう やよ 

■»ta  >i- 

1 1 


f  t 


階 要 
級 求 


3 


3 


ピ 

ョ 


ビ 

3 


ヒ 

3 

I 


3 


チ 

3 

1 


ン 

S 


中学 衷心 
抽出 IM 造 

乳酸 

柔和 

*  也 A i* -— ^ ±  こ 

1»  \  /*  -  ^  J  皆. /LW 

△日 AI 向 (ひぅ 
呉* 蒙 \こ  一 /, ぅ 

SI — B 1 P ^  ^  /L  - 

竜 隆盛 
留意 流行 
粒子 建立 


爹一 1 


見 ませう 小説 消息 少年 微笑 
交渉 


盆 △提 A 灯 (ぼん ぢ やぅち ん) 

1  C  背* d 
|  1T P 子 

徴収 清澄 尊重 
腸 町会 聴取 長短 手帳 
調子 朝食 弔電 前兆 野鳥 
"蝶 (て ふ)  _ 

女房 

尿 

J  , — . 

外 让 

打 子 評 半 lq/ m 
表 製 土 嵌 I 投票 

病気 平等 
秒読み 描写 

結氷 信" 憑 性 (しんぴょ ぅせい) 
論評 

j 票 本 表 


二  r LJ 

4 ? 

宗教 衆知 終了 
よろしぅ 固 囲 収入 晚秋 

執着 習得 襲 ^ 全集 

臨終 ml 銃 


せう 
せ ふ— 
じよう 
じ や、 つ 

ぜう 
ぢ やう 
でう 
で ふ 
ぢ やう 
でう 

ちよう 
ち やう 
てう 
て ふ 
によう 


ひよう 

ひやう 


び やう 

ベう ■ 
びよう 

ぴ やう 

ぺう 

みやう 

めう 


ギュ— 


シュ 


ぎ ゆ 


巾 


き 

き 


ぎ 


し ゆ 


チ ュ j 


ビュ— 


ち. ゆ 


tpmr  VTJf 

び r 


び ゆ 


じ ゆ 
じ、 7 


ぢゆ 


ちゆ/つ 

ちう 


ゆ 


J 


ひ 


び 


リゆ 


キ 


3 


き 


きよ 

き や 

ナ う 

I  I. — 


ギ 


ぎよ 


ぎよ. 

ぎ や 

^  ^1/ 


し 上 

しや 


送;） 仮名の 付け 方 


183 
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* 


昭和 四 八 年 六月 一八 P 内閣 告示 第二 号 r 送り 仮 
名の 付け 方」 は、 常用漢字 表の 告示に 伴い、 昭 
和 五六 年一〇 il l W 内閣 告示 第三 号に ょって 一 
部 改正され た，" ここには" 改正され た 部分を 含 
めた 全文を 示した。 

原文は 「本文」 のみが 横書き。 
これを_々の訊にどぅ適用するかにっぃては、 
「必携 川 卞川 語辞 114 」(三省堂刊)を参照された 


宵 


N  〇 

IV 


ぎ 


(一一 


:扁爹 可 K ン 

-VHP  Alu  ^  upr  yyt  ^ 


この I 送り仮名の 付け 方」 は、 法令 •公用文 書 •新 
聞 •雑誌. 放送な ど、 一般の 社会生活に おいて、 「常用 

漢字 表」 の 立 日訓 によって 現代の 国語を 書き表す 場合の 送 

り 仮名の 付け 方のより どころ を 示す ものである。 

この 「送り仮名の 付け 方」 は、 科学 •技術.： 


術 その 

他の 各種 専門分野 や 個々 人の 表記にまで 及ぼそぅと する 

ものでは ない。 

この 「送り仮名の 付け 方」 は、 漢字を 記号 

〇 表に 記入した りする 場合 や 

合を 対象と していな い。 


RN に 用いた 

固有 f 詞を書 き 表す 場 


「本文」 の 見方 及び 使い方 


この 「送り仮名の 付け 方」 

りで ある。 

単独の 語 


i は、 


とお 


T— H 


TX 


活用の ある 語 

(活用語 M を 送る 語に 関する もの) 


通 III 
、 1, 1 

通 則2  (派生 •対応の 関係を 考慮して、 活用語 w の 前 
の 部分から 送る 語に 関する もの) 

2 活用の ない 語 

通 1 3  (名詞であって、 送り仮名を 付けない 語 


U んず 


る もの) 

通則 4  (活用の ある 語から 転じた 名詞であって、 もと 
の 語の 送り仮名の 付け 方に ょって 送る 語に 関する 

もの) 

通則 5  (副詞 •連体詞 •接続詞に 関する もの) 

複合の 語 

通則 6  (単独の 語の 送リ 仮名の 付け 方に ょる 語に 関す 

る もの) 

通 || 7  (惯 用に 従って 送り仮名を 付けない 語に 関する 

もの) 

付表の 語 


1 — _ 


(送り仮名を 付ける 語に 関する もの) 


2  (送り仮名を 付けない 語に 関する もの) 
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送リ 仮名の 付け 方 


通 iilj とは、 m 独の 語 及び 複 


活用の ある 語 


及び 活用の ない 語の 別 等に 応じて 考えた 送り仮名の 付け 
方に 関する 基本的な 法 il をい い、 必要に 応じ、 例外的な 
事項 又は 許容 的な 事項を 加えて ある。 

ア て、 各 1 W こま、 耘⑴ 

V  X  T^.  /rt^  1IU1  一^\  I 


したがって'  各 通 ilij には、 本 I1IJ の ほか、 
外及び許{将を設けた。ただし、通则7は、通则6の 


必要に応じて 

M 


外に 当たる ものであるが、 該当する 語が 多 
で、 別の 通 UIJ として 立てた ものである。 


J の 「送り仮名の 付け 方」 で 用いた 用語の 意義は 


上る グ 


のと おりで ある。 

単独の 語……… 


漢字の 音 X は 卵を 単 _ 


て、 漢字 


で 書き表す 語を 


う 


〇 


複合 


乂 rr o 再： ， 


び ^- 1 P 


漢字 Q 訓と 


1 一一 ご 


と訓な どを 複合 さ 


せ、 漢字 二字 以上を 用いて « き 表す 語 を¬ 


り 


〇 


吾：… 


「常用漢字 表」 の 付表に 掲げて ある 語 

のうち、 送り仮名の 付け 方が 問題と なる 


語を いう 


〇 


活用の ある 語 

nT .fr cr 4' 


ク 


五 p 

-111  p 


e 


— : ® 詞 •形容詞* 形容動詞を L 

■ …… 名詞. 副詞 •連体詞 •接続詞を いう。 

送り仮名の 付け 方の 基本的な 法則と 考え 

れる ものを いう。 

本則には 合わない が、 慣用と して 行われ 


ている と 認められる ものであって、 本則 


J れ による ものを いぅ 


〇 


I U 


I  fer  #  *  *  W 


U 

て 


による 形と ともに、 慣用と して 行わ 
ると認められるものでぁ_/て、本却 


以外に、 これに よってよ いものを いぅ 


0 


四 単独の 語 及び 複合の 語を 通じて、 字音を 含む 語は、 そ 
の 字音の 部分には 送り仮名を 要しない ので あるから、 必 


要の ない 限 


1 


ていな 


\  〇 


乙 


各 通則に おいて、 送り仮名の 付け 方が 許容に よる こと 
のでき る 語 卜 


つ L ては、 本 IJ 又は 許容の 


i il 


2 従って 


もよ いが、 _々 の 語に 適用す るに 当たって、 許容に 従っ 


てよ 


どう 


- ^ 

-妇. 


m . 合には、 本 ^ I ハに よる ものと 


本 


文 


1 活用の ある 語 

通則 1 


本則 


用の ある 語 (通則 2 を 適用す る 語を 除く。) は、 


活用語 M を 送る 


〇 


4 ^- ^ I 

持す 


負る 承る 


生きる 砲れ る 考える^^ ける 


送リ 仮名の 付け 方 
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荒い 潔い 賢い 濃 


表す (表わす) 著す (著わす) 現れる (現われる) 


例外 ⑴ 語幹が 「し」 で 終わる 形容詞は、 「し」 から 送 る 


著し 


- - 11 
W 闩 


海. 


ル 匕し 


珍し 


⑵活 用語 堪の 


やか/ 


む 形容動詞は、 その 音節から 送る 
: 例〕 暖糾だ 細 刎 だ だ 


行う (行なう) 断る 


賜る (賜わる) 


(注意) 語幹と 活用語 ] 4 との [^: 別が つかない 動詞は、 例 


え ば、 「着る 1 、「寝る」、 


などの よぅじ 


〇 


通則 2 
本則 


穏やか だ 健やか だ 


r — T 


明らか だ 


ら. 


力 


力 


⑶ 次の 語は、 次に 示す ように 送る 


明らむ 味わぅ 哀れむ 慈しむ 教わる 
沿 门かす (おどかす) 脅かす (おびやかす) 食ら 


■V 


なる 逆らう 捕まる 群がる 


で H：： す マ 〇 

44J  / 


る 


危ない 危ぅい 大きい 少な 


\ 


さい 冷た 


新た だ 同じ だ 盛んだ 平ら だ 懇ろ だ 

惨 ^ I だ 

哀川 だ 幸 ^ I だ 幸 ^! だ 巧 ^ I だ 


許容 次の 語は 


幸いだ 幸せ だ 巧 

^ の 中に 一 刁すよ 一つに 


語 M の 


の 音節から 送る ことができる 


活用語 M 以外の 部分に 他の 語を 含む 語は、 
いる 語の 送り仮名の 付け 方に よって 送る 

ている 語を 〔 j の 中に 示す。) 


4 / 


(含ま 


⑴ 動詞の 活用形 乂は それに 準ずる ものを 今 r/T む も 

eo 


動かす 「勘 


照らす 


語ら 


Kn 


つ 


る 

る 


穸  ノ  l f l— 


V 


浮かぶ 〔浮く 
生まれる L 中む 


さえる 「扣 す、 捕らえる 


る 


與 ま 


〔i:J 


\ 


く 


4  Vs 


\ 

IV 


# ぶ 


晴れ や 


力 


及ぼす 「坆ぶ J M もる 「横む〕 聞こえる L 間 


_ むし 


11  \  I 

■む 


る 〔起きる〕 ^ とす 一 落ち る 


界ら す L S れる j  冷やす / 冷える 
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送り 仮名の 付け 方 


たる 〔当てる 


える 1 


I  わる 〔終える〕 変わる 〔変 
集まる 〔集める〕 定まる 〔定める〕 連 


なる 〔連ねる〕 交わる 〔交える〕 

混ざる •混じる 〔混ぜる〕 

恐ろしい 〔恐れる〕 

⑵ 形容詞 •形容動詞の 語幹を 含む もの。 


重んずる 〔重 
愤 しむ 〔怪し 
一 苦しい. 


若 やく广 若 


、 y 


悲しむ 〔悲し 


苦 


がる 


かめる 〔確か だ 


重たい 〔重 


y 


V 


窃ら 


曽 


古め 


力 


E  i  - 

» 


力 


か だ〕 柔ら 


清らか だ 〔清 
寂しい〕 


力し 

吉 1 らかだ G fiJ 


力 


だ 


y 


\ 


y 


げだ 


名詞を 含む もの。 

ffl ばむ 〔汗〕 制ん ずる 〔先： 


めく 〔春 


〔男〕 後ろめ 


〔後ろ 


許容 


読み 間違える おそれの ない 場合は、 活用語 Id 以外 


の 部分に ついて、 次の () の 

飯 名を 省く ことができる。 


示す よぅに、 送り/ 


浮かぶ (浮ぶ) 

る (押える) 捕 


生まれる (生れる) 押さえ 

ら える (捕える) 


晴れ やか だ (睛 やか だ) 

積もる (積る) 聞こえる (聞え る} 


起こる (起る) 落とす (落す)  暮らす (释 
す)  当 / CI る (当る) 終 ^ I る (終る) 変わる 

(変る) 


(注意) 次の 語は、 それぞれ 


V 


の 


1 

□ 

n 

不 す 語を 含む も 


通 


一！ - 

il ハ 


のとは 考えず、 通則 1 による ものと する 


る 


明る I 〔明ける〕 

恋う 


し \ 


L 


る/ 


■  « 

W し 


2 活用の ない 語 


本則 名詞 (通則 4 を 適用す る； 71. を 除く。) は、 送り仮名 
を 付けない。 

〔例〕 月 鳥 花 j 

男女 

卜" V.  J — - 

扑  和 

例外 ⑴ 次の 語は、 最後の 嘉を 送る。 


辺り 哀れ 
幸 ^ I 互 ^ I 便 


幾ら 後ろ 傍ら 幸 
ば 情け 斜め 独り 


VI/ 

2 
/  \ 


誉れ 自ら 災い 

数を かぞえる 「つ」 を 含む 名詞は 
を 送る。 


その 


送り仮名の 付け 方 
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1 — ■  f  1 

只 

/ — 


つ- 


つ  幾 


通 


目 


4 


例えば 


1 


.字の 組みが ゆるむ。」 など 


て ^ う 場 4 □ の 「くみ」 を 意味す る ものでは 


本則 


活用の ある 語から 転じた 名詞 及び 活用の ある 語に 
み」 T げ j などの 接尾語が 付いて 名詞に なった 


さ」 

ものは、 もとの 語の 送 


仮名の 付け 方に ょって 送る。 


1 


活用の ある 語から 転じた もの 

動 ^ I 仰 ^ [ 恐 川 薰 u I 0 


調べ 


ナ. 

/^t 


晴れ 


た 


弋わ 

/I 44 


り 泣 a 之 


憩い 愁 


憂 


力 

祭. 

香- 


群 ill 
極 ^ I 


初 め 


近く 遠く 


2 


さ 


「み 


などの 接尾語が 付いた も 


暑さ 大きさ 


しさ 


さ 


るみ 重み if しみ 


此 日し ず 

■  LfLut 
J- 

例外 次の 語は、 送り仮名を 付けな 


な 


「光」 


係 一な ども、 同様に _詞 


の 意識が 残って いるよぅ な 使い方の 場合は、 
この 例外に 該当し ない。 したがって、 本 nil を 
適用して 送り仮名を 付ける。 

許容 読み 間違える おそれの ない 場合は、 次の () の 中 
こ 一 下す ように、 关 j り 反 名を 省く ことができる" 

願 T  (願) 晴川 (晴) 

ソ( 代り) 向 J い (向い) 

問 H  (問) 祭 y I (祭) 


〔例〕 曇り (攝) 


(当 n 


け (届) 


-4J 


答 ^| (答) 


群 ill (群) 


\ 


(憩) 


通 il ハ 


本 貝  Issk 


謡 虞 


趣 氷 印  頂 帯 畳 
卸 煙 恋 志 次 隣 富 恥 


話 


光 舞 


■例〕 必ず 
来 ^ I 

及び 


•接続詞は、 最後の 音： 
更 13 少- 


を 送る 


〇 


既に 再び 


-L く 


去 61 

.{1 つ 


4 し 


例外 (1) 次の 語は、 次に 示す よぅに 送る 


0 


折係掛 (かか P) 組 


肥 


並 (なみ) 卷割 


(注意) こ 


掲げた 「組 一は、 「花の 組/ 「赤の 


組」 などの ように 使った 場合の 


み」 であ 


明くる 大いに 

⑵ 次の 語は、 送り仮名を 付けな 


直ちに 並びに 若しくは 


⑴ 次のよぅに、 他の 語を 含む 語は、 含まれ V 
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送り 仮名の 付け 方 


る 語の 送り仮名の 付け 方 
れて いる 語を 


中 


に J: っ 
不す。 ) 


a: a ま 


併せて 〔併せる〕 至って 〔至る〕 罰 


〔恐れる〕 従って 


絶えず 〔絶える 1 


例えば L 例える〕 努めて 〔努め る 


辛ぅじて 〔辛 


\ 


/ ベと^ p 


〔互 


/ 


必ずしも 〔必ず〕 


通 il ハ 6 

本則 


語( 通 I.JI ハ 7 を 適 ) T1 する 語を 除く") の 送り 仮 
名は、 その 複合の 語を 書き表す 漢字の、 それぞれの 


日 訃を hi: 


\ 


干 独の 語の 送り仮名の 付け 方に よる 


0 


活用の ある 語 

書き抜 ^ [ 流 川 込 d 

る 向かいん 口 わせる 


込む 


ち 4 


口 わせ 


長 r:n 


若返る  裏切 


^ 


:代」 A 


1^] き 苦し 


薄暗 H 


草 装 

irl  _^71 


待ち遠し 


軽々 し 

望 ^ I 薄 ^ I 


若々 


J  *  » I 

女々 


⑵ 活用の ない 語 


I 石橋 竹馬 山津波  後 ^ I 姿斜叫 左 花 便 

り 独 11 5 卸商 水煙 目 m 


田植え 封 切 


知. 


刚上 


力 


墓参， 

手渡 

入 


当た 


力し 先駆け 巣立ち 


飛び火 教え r 


合わせ鏡 


生き物 


葉預 


力 


寒空 深情け 


力 


者 


行き 帰 リ_ び 縮み 乗り ^ り 


友 ナ駆ナ 


笑 ■ 


し 4：! キ J 


売. 


f 


-WA 


扱 


乘り換 え 引き換え 

り 亦夂 わリ 


歩み寄 


し 込み 移 


長生き 早起き 苦し紛れ  大写 U 
钻り 強さ 有り難み 待 ^ I 遠 U さ 

立 ^ I 居 振 ^! 舞， 


a み 子 無理 強 


\ 


呼 ^ I 


出し 電話 


9 - "rj 々 


近々 深々 


休み休み 行く行く 

許容 読み 間違える おそれの ない 場合は、 次の () の 
に 示す ように、 送り仮名を 省く ことができる。 


.夕 


菩き 抜く  (_ 抜 


申し込む (申込む) 


送り仮名の 付け 方 
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通 


目： 


4 口 わせる ( r] ち ^ せる* tl 合せる) 力しム ロ わ 


せる (句い 合せる) 聞 


(聞 苦 


待 


ち 遠 


(待 遠 


\ 


[>-1 植え (田 植) 封切り (封 切) 落書き (落 食 


/ZI 


含 


力 


雨上がり (雨上り) 日 ル 
(夜 明し) 

入 g I 江 (入江) 飛！ 5 火 (飛火) 合 以せ鏡 (合 
せ 鏡) 預： g i> 金 (預り 金) 


抜け 駆 


1211 


ナ 


ノし句 き (暮し向き) 


売 ^ I 上げ (売上げ •売上) 取り扱い (取扱い •取 
极) 乗 g I 換剗 (乗換え •乗換) 引 ^ I 換 引換 
え •引換) 申 U 込糾 (申込み •申込) 移り 変 ^ I 

り (移り 変り) 

有 y I 難み (有難み) 待 ^ I 遠し さ (待 遠し さ) 
立蚓席 振 ^  1 舞 T  (立ち居 振舞い •立ち居 振舞. 

立 l 振舞) 呼 5 出 U 電話 (呼出し 電話 •  a 


J LI --V I1 LL 

し」 钟厂 


話) 


J け 


J し (こけら 落し)」、 「さび 止め」、 「洗 


「打ち ひも」 のように 


乂は 後ろ 


部分を 仮名で 書く 場合は、 他の 部分 

単独の 語の 送り仮名の 付け 方に よる 


\ 


ては" 


複合の 語のう ち、 次の ような 名詞は、 K 用に 従って、 


送り. 仮名を 付けな 


特定の 領域の： 也 
る^ p to 


C  吾 ^ 


FT. 


固定して いると 認めら 


ァ ]! '& • 

イ  エ芸 口 H 


身分 •役職 等の 名。 

頭取 取締役 事務 取 极 

の 名に 用いられた 「織」、 「染」 、 


織 C 型 絵 3 染 C 春慶 }塗 C 鎌 


等 


Vs\ 


ウその 他。 


書 


11 

-  ■響 

IV 

f  ^ 


切手 消印 小包 振晋  切符 


路. 


4= 弓  rl 

n :i- = イノ 


売 値 買 値 仲買 歩ム I 


.結 


1 


手^ T 


弓 


倉敷料 作付面積 

売上 C 商} 貸付 C 金》 借入《 金》 繰越 C 金》 小 
) 積 立〖 金} j 取扱 C 所 5 取扱 C 注意} 取次 
取引 C 所〗 乗換 C 駅〗 乗組 賃 S 
受《 時刻 5 引換 C 券 S  C 代金 S 引換 振 


待合 C 室》 見 積 《書 S 申込 C 


⑵ 一般に 


惯 用が 固定して いると 認められる もの 


奥 書 木立 子守 献立 座敷 試合 字引 
場合 羽織 葉巻 番組 番付 日付 水引 物置 
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送り 仮名の 付け 方 


物語 役割 屋敷 夕立 割合 

合図 合間 植木 置物 織物 貸家 敷石 

敷地 敷物 立場 建物 並木 巻紙 
受付 受取 

浮世絵 絵巻物 仕立屋 

鐘) 

⑴ 「C 博 多} 織」、 「売上 c 高}」 などの よぅにして 掲 
げた ものは、 C 》 の 中を 他の 漢字で 置き換えた 場 
合に も、 この 通 it を 適用す る。 

⑵通 II 7 を 適用す る 語は、 例と して 挙け たもの だ 
けで以 くして はいない。 したがって、 償 用が 固定 
している と 認められる 限り、 類推して 同類の 語に 
も及ほすものでぁる。通 || 7を適用してょぃかど 
ぅか判断し難ぃ場合には、通 | 6を適用する。 


「常用漢字 表」 の 「付表」 に 掲げて ある 語のう ち、 送り 
仮名の 付け 方が 問題と なる 次の 語は、 次のように する。 

1 次の 語は、 次に 示す ように 送る。 

浮^^ お 巡 ^ I さん 善 U 支：^ 五月晴れ 立ち 
退 ^ I 手伝 ^ I 最寄 j I 
なお、 

次の 語は'  () の 屮に 示す ように、 送り仮名を 省 
くこと がで きる。 

差し支える (盖 支える) 五月晴れ ( 五 H 略) 

立蚓 退く  (立 退く) 

2 次の 語は、 送り仮名を 付けない。 

息吹 桟敷 時雨 築山 名残 雪崩 吹雪 迷子 
行方 


れ からの 敬語 


19! 


J れ からの 敬語 


昭和 二 七 年 四^: 一四 
れ たもので ある。 


まえがき 


J の 


冊， 


は、 日常の 言語 生活に 
おける 最も 身近な 問題を取り上げ 

て、 これからは こうある ほうが 望ま 

る 形を まとめた もので 


ある。 

これからの 敬語に ついての 問題 

は、 もちろん これに M、 きる ものでは 

ない。 元来、 敬語の 問題は 単なる こ 

とばの 上 だけの 問題で なく、 実生活 

における 作法と 一体を なす もので あ 

るから、 これからの 敬語は、 これ か 

らの 新しい 時代の 生活に 即した 新し 

い 作法の 成長と ともに、 平明， 簡素 

な 新しい 敬語 法と して 健全な 発達を 

とげる ことを 望む しだいで ある" 

基本の 方針 


国語 恭謙 会から 文部大臣へ 建議： VI 

(三省堂 編修 所 注) 


J れ までの 敬語は、 旧時 代に 発達 


えままで 必要 以上に 烛 雑な 点が 


J 


あつ 


pi 


れ力ら 

ましめ、 誤用を 正し、 で 
きる たけ 平明 •簡素に あリた いもの 
である。 


これまでの 敬 ff? は、 主として 上下 
関係に 立って 発達して きたが、 これ 
からの 敬語は、 各人の 基本的 人格を 
尊重す る 相互 尊敬の 上に 立たな けれ 
ばなら ない。  . 


女性の ことばでは、 必要 以上に 敬 
語 または 美称が 多く 使われて いる 

(たとえば 「お」 のつ けす ぎな ど)。 


の 占 (、女性の 反省 •自覚に ょって 
だいに 純化され る ことが 望まし 


奉仕の 精神を 取り違えて、 不止 
高い 尊敬語 や、 不当に 低い 謙 そん 語 
を 使う ことが 特に 商業 方面な どに 多 

かつた。 そういう ことによ つて、 し 

ら ずしらず，： n 他の 人格 的 尊厳を n う 

しなう ことがある のはは なは だい ま 
しむべき ことで ある。 この 点に おい 

て 国民 


2 


般の 自覚が 望ましい 
一  人を さす ことば 

1 分を さす こと！ 
わたし」 を 標準の 形と する 
わたくし」 は、 あらたまつ 


n: として i 


合の 用語と する。 

付記 女性の 発音では 「ぁた' 
」 「あたし」 という 形 も I； 
めら れ るが、 原 
男女を 通じて 「わ 

」 を 標準の 形と すス 
3 「ぼく」 は 男子学生の 用語で ぁ _ 
力 社会人と なれば あらため 
「わたし」 を 使うよう に、 教育 上- 
注意を する こと。 
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れから の 敬語1 


4 「じぶん」 を 「わたし」 の 意味に 使 
うことは 避けたい。 


2 


3 


手を さす ことは 
『あなた」 を 標準の 形と する。 
手紙 (公私と も) の 用語と して 
これまで 「貴殿」 「蔚 

つてい るの も、 これからは 「あな 

た」 で 通用す るよぅ にあ リた い。 

「きみ」 「ぼく」 は、 いわゆる 「き 
み •ぼく」 の 親しい 間 がら だけの 
用語と して、 一般には、 標準の 形 

である 「わたし」 「あなた」 を 使い 

たい。 したがつ て 「おれ」 「おまえ」 

も、 しだいに 「わたし」 「あなた」 

を 使うよう にし 


六 


2 


二 敬称 

「さん」 を 標準の 形と する」 

「さま (_) 一は、 あらたま' 


場 


XJ  D  /\\ 

会 


の 形、 また惯 用語に 見られる が、 

、王と 一 ^ て 手紙の あて 名に 使ぅ。 
将来は、 公用文の-殿」 も 「様」 

に 統一され る ことが y7 ましい。 

3 「氏」 は 書き ことば 用で、 話し 


J  と 二  t 

; る。 


立  一 feL 


さん」 を 用 


4 


5 


2 


は、 男子学生の 用 
語で ある。 それに 準じて 若い 人に 
対 . — ^ て 用いられる こと も ある 力 
社会人と しての 対話には、 原 JI と 
— ^ て 「さん」 を 用いる。 

付記 議会 用語の 「某 君」 は特 

用語で ある。 

場 用語と して、 たとえば 「先 
— 「局長」 「課長」 「社長」 「専務」 

などに 「さん」 をつ けて 呼ぶ には 
及ばない (男女を 通じて r 
三 「たち」 と 「ら」 

「たち」 は、 たとえば 「わたした 
ち」 という ふうに、 现代 語と して 
は、 自分の ほうに つけて よい。 

ら 一 は 書き ことばで、 たとえ 


<:氏 _B 氏 •  C 氏ら- > 


今つ 


だ 


し 


つてよ 


0 


四 「お」 「ご」 の 整理 

⑴ つけて ょい 場合 

r 手の 物 1^ を 表わす-お」 
で、 それを 訳せば 「あなたの 
いう 意味になる ような 場合。 

、足 i 、 

お 帽 


ご 

と 

と 


は  どれで 


よ 


力 


J 意見は、 いか かです か 


0 


2 


尊敬の 意を 表わす 場合。 た 


と、 足 [ £ 

先生の お 話 先生の ご 出席 
3 IM 用が 固定して いる 場合。 たと 


おはよう 
おたま じ や 


お 力ず 


一はん 


J らん 


ろうさ ま 


お 


2 なる {すべて-お 一 に 


なる」 の 开. 

J らんになる 


ベて 


こ 

/nv 


4 


なる」 の 型) 

自分の 物事では あるが、 相手の 
人に 対する 物 車で ある 関係 ヒ そ 
をつ ける ことに 1  t  1 1  •  y か 固定して 
る ® 合。 たとえば、 


L 


1 


お 手轴广 お ;. a - 蹲 . 
あげました が 


J 返^ rfr  ) を さ — ゾ 


お 願 


ゴ —— 


J 遠慮 


ご 報告いた します 

(2) 省けば 省ける 場合 

女性の ことばと しては 「お」 がつ 
が、 男子の ことばと しては 省い 


ている もの" たと 


L お〕 米 
〔お〕 茶わん 
3  省く 

と、 てま、 

{お) チヨ ツキ 
(お) ビ—ル 

(ご) 芳名 
(ご) 父兄 


〔お〕 菓子 


〔お〕 ひる 
ほうがよ い 場 -fr 


お) くつ 


一/ 


へ V 包 


)調夼 さ 


さ 


穴 


.7^  >7/ 

または 


これは 「調 存 
) 調 ^ になつ 


」が 正しい。 

卒業 さ i 1 た 


J  (これは 「卒業 

された」 または 「ご 卒業に なつ 

た」 が 正しい。) 

五 対話の 基調 

) れ からの 対話の 基調は-です， ま 

一^-一-  V  こ 、  0 


す」 体と し 


た 


R 記 


は 社会人と しての 


般的 w sf の 基調を 定めた も 

のであって'  講演の 「であ 

リ ます」 や、 あらたまつ た 

場 八 Z の 「こざいます」 など、 

そのほか 親愛 体と しての 

「た」 調の 使用を 制限す る も 


のでは ない。 

六 動作の ことば 

動詞の 敬語 法には'  およそ 
か ある。 すなわち、 


一つの 


け 

る 

書 

< 

/ 

nn  / 

例/ 
/  ^ 

れ受 

るけ 

ら 

る 書 
か 

れ 

I 

に お 

な受 

るけ 

にお 

な 書 
るき 

II 

メ - ^ 

そ お 
ば受 
+ け 

^ - ノ 

^ - 

そ お 
ば 書 
すき 
あ 

、 - " 

III 

る」 「られ る」 の 型は 
方と まぎらわ ^ i い ^ 占 ぃ 

刊 こ ^ ]|[ 7 1^ こ 

n  im  Jf/  Hr,  frL-  .mf/Lr 


穿 1 グ  - 
受け身の 言 
は あるが、 

つき、 かつ 簡単で も あるので、 むし 
ろ将米 件 か あると 認められる。 

第 2 の 「お— になる」 の F  g を-お 
I に なられる」 といぅ 必要は ない。 

第 3 の 型は、 いわゆる あそばせ こ 
とばであって'  これからの 平明 •簡 
素な 敬語と しては、 おいおいにす た 
れる 形であろぅ。 

七 形容詞と 『です」 
これまで 久しく 問題と なって いた 

形容詞の 結び 方 - たとえば' 「大 


V 

ノ 


きいです」 「小さいです」 などは、 
平明 •簡素な 形と して 認めて よい。 

あいさつ 語 

あいさつ 語は' 慣用語句 として、 き 
まった 形の ままで よい。 たとえば 
おはよ、 っ 。おはよぅ こざいます.」 
おやすみ おやすみなさい。 
いたた きます。 ごちそぅさま'.- 
いって きます。 いって まい リま 

す。 

いつ てらつ しやい。 

九 学校 用語 

1 幼 相 ゆから 小 •中. v 校に •，一 上る 
まで、 一般に 女の 先生の ことばに 
「お」 を 使いす ぎる 傾向が あるか 
ら 、その 点、 注意すべき であろぅ。 
たとえば、 

(お) 教室  (お) チョー ク 
(お) つくえ  (お) こしかけ 

(ぉ) 家事 

2  先生と 生徒との 対話に も、 相互 
に 「です •ます」 体を 原則と する 
ことが 望ましい。 

付記 この ことは、 親愛 体と し 


ての 


IV 


P の 使 ^ J を さま 
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れ からの 敬語 


3 


たげ る ものでは ない。 

戦前、 父母 •先生に 対する 敬語 

がすべ て 「おつし やった」 「お— に 
なった」 の 式であった のは 少し 行 
きすぎ の感が あった。 戦後、 反 


的に すべて 「言った」 「何々 した」 
の 式で 通す の もまた 少し 行きす ぎ 
であろう。 その 中庸を 得たい もの 
である。 たとえ f 「きた-でな く 


j られた 」 一み えた」 など。 
一〇 新聞 * フジ オの 用語 

•ラジオの 用語と して' V 

ばん 問題になる のは、 敬称の つ 一 

である。 それにつ いて、 

1 一般に 文章 •用語が やさし/ 

り、 それにしたがって 敬称 も 


ち 

..一」 3 


な 

さ 


ん」 が 多く 使われる 傾向が あるの 

は 妥当で ある。 

2 政治的 記事に おける-氏」 の 用 

法 も 妥当で あるが、 一面 社会的 記 

事に おいて 「翁. 女史 •くん •ち 

ゃん」 そのほかの 敬称. 愛称を、 

その 時、 その 場、 その 人、 その 事 

による 文体 上の 必要に応じて 用い 

る ことは 認めざる を 得ない。 


3 


犯罪 容疑者 


ffi 道で も 


X 


刑が 確定す るまでは 敬称を つける 
のが 理想的で あるが、 たとえば 現 
行 犯 または それに 準ずる ものな ど 
で、 社会 感情の 許さない よぅな 場 
合に、 適宜、 これを 省略す る こと 
が あるの もやむ を符 ない と 認めら 
れ る。 

4  次の よぅな 場合には 敬称を つけ 

ないで よい。 

青 山荘 アパ ー ト ( 货 任 者 甲 野 乙 雄) 

II  皇室 用語 

これまで、 ^ (_ャに関する敬語とし 


て、 特別に むずかしい 漢語が 多く 使 
われて きたが、 これからは、 普通の 
ことばの 範囲 内で 最上級の 敬語を 使 


と 


N* 


つ こと 


昭和 ニニ 年 八月 


当時の 宮内 当局と 報道 関係との 間に 
雄 本 的 了解が 成り立って いた。 その 
具体的な 用例は、 たとえば、 

「.土 体 •聖体」 は 「おから だ」 
「天顔 •龍 1 顔」 は 「お 顔」 

「宝算 •聖寿 | は-お 年. ご 年齡 | 


叙  W IM 


宸襟 


しん 

八 


懿ぃ旨 」 は 


おぼしめし* お考え」 などの 類で 


おける 


_ 語」 は 


71 


ある。 その後、 国会 開会 

おこと ば」 とな リ 、ご 自称 
の 「朕」 は 「わたくし」 となつ たが、 
これを 今日の 報道 上の 用例に ついて 
見ても'  すでに 第 六 項で 述べた 「れ 
る •られ る」 の f IJ または 「お 一 にな 
る」 「こ — に なる」の :| 十をとつて 
•簡素な これからの 敬語の 目標を 
している。 

I 二 むすび 

社会人と しての 対話は、 
相互に 対等で、 しかも 敬意を 含む ベ 
きで ある。 

この 占-; で'  たとえば、 公衆と 八 ム 

員との 間、 または 各種の 職場に おけ 
る 職員 相互の 間の ことばづかい など 
もす ベて 「です •ます 1 体を. 基調 

とした'  やさしい、 ていねいな 形で 
ありたい。 


戦後、 窓口の ことば や® 察 職 
ことばづかいな どが、 すでに この 練 
に 沿って 実践され ている が'  これ か 
らも、 いっそぅ その 傾向が 普遍 化す 
る ことか 望ましい。 


公用文に おける 漢竿 使用 等 
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公用文に おける 漢字 使用 等に ついて 


力： id さ 


これは、 昭和 五六 年 一〇月  一 P 「事務次官 等 金 
讅屮 合せ」 である。 同 n 付けで'  内 _官： 房 長官 
から 各猎の 事務次官 あてに、 この 「申合せ」 の 
実施を 求める 通知 (内閣 閣第 
れた。 

4-^-  J/ 

ここに 示されて いる こと 以外の 事项 は、 「公用 
文 作成の 要領」 (一九 七 ぺージ 所収) による。 
原文は 横 # き。  (三 折 堂 編修 所 注) 


昭和 五丄 

の 実施に ( 


\ 


〇刀 一日 付け 内閣 訓令 第 


て」 が 定めら 


とに 伴 


々 「常用漢字 表 
今後、 各行 政 


機関が 作成す る 公用文に おける 漢字 使用 等は、 下記に よる 
ことと する。 

なお、 r 公用文に おける 尚 用 漢字の 音訓 使用 及び 

名の 付け 方に つい 


仮 


て」 (昭 和 四 八 年 六月 一八 日 事務次官 等 


会議 申合せ) は、 m 止す る 


〇 


記 


漢字 使用 


V 


⑴ 公用文に おける 漢字 使用は、 r 常用漢字 表」 (昭和 五 

六 年内 閣 告示 第 1 号) の 本 表 及び 付表 (表の 見方 及び 

使し 方 2: 含む。) による ものと する。 

なお、 字体に ついては 通用 字体を 用いる ものと する。 


⑵ 「常用漢字 表」 の 本 表に 掲げる 音訓に よって 語を垂 E 


き 表すに 当たって は、 次の 事項に 留意す る 


〇 


ア 次の ような 代名詞は'  原 llij と 

例 彼 何 僕 私 我々 
イ次 のよう な 副詞 及び 連体詞は 


て、 漢字で！ 5 く。 


として、 奥 


で 書く" 

伊 必ず 少し 
^ 日取^ P T*? ら 
余 つて 大い 
辛ぅじて 極めて 殊 

いに  _ 


直ちに 甚だ 再び 


恐 


v ^ ずし も 
少なくとも 


え ば 次いで 努め V 


て 果たし 


て 実 


大して 特に 突然 


连 /X H 

■in  LI.  ■  ■ - 

41  ^ 


る 


来る 去る 


さな 


ル 


我が (国) 

だし、 次の ような 


詞は 


、 Ja i 


て、 反 名で 


*. _1 


く 


列 


Q 


力 4 リ， ふと  やはり 。  よ i ど 


ク 


'く 


次の 接頭語は、 その 接頭語が 付く 語を 漢字で 坐： 
場合は、 原 111 として、 漢字で 書き、 その 接頭語が J- 
く 語を 仮名で 書く 場合は、 M iliJ として、 ，反 名で 群く。 


卿 案内 御 調査 
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公 ■文に おける 漢字 使用 等 


才 


こ あいさ 


フ 


ん たつ 


次の ような 接 M 語は、 原 11IJ として、 

例 /- F' 


(谐 しけ もな く)  ども (私 ども) 


る {偉 


ぶ ■る) み (弱み) め (少なめ) 


のよう な 接続詞は、 ® .UIJ として、 仮名で ま x  く 


例 おって か 


た 


力 


て た h 


V 


は ところが ところで また ゆえに 


ただし、 

及び 


四 語は 


\  一  — 


又は 


_ 


奥 


くま 


力 助 0J 詞及び 助詞は、 仮名で 


1* で 


0 


例ない (現地には 


力/ 


ようた (それ 以 


外に 方法がない よう だ 


く 


一十 歳ぐ らいの 人) 


(調査した 


だけで ある 


J ど 


キ次 のよう な 語句を" 
用ぃるときは、原训， 


ほど 経過した 


の 中に 示した 例の よう 


て、 


で# く。 


と (許 ^1 しない ことがある 


とき (事故の 


ときは 連絡す る 


ところ (現在のと こ 


支えな 


も クー 


ものと 認める。) と 


も (説明 するとと もに ; E 見を 聞 


ほか (特別 


び 


.合を 徐くほ か 


には かど 


フジ 


ゆえ (一部の 反対の ゆえ 

わ け (賛成す る^^には い 


力 


な 


> おり {次のと おリ である 


〇 


ある(その点に切題がある 


\ 


る ( 


に 関係 


者が いる。) なる (合 剖す ると 一万 円になる 
できる (たれで も 利用が できる。) 


C 


あける {図書を 貸して あける。) 


\ 


く 


(負担が 増え V 


く 


ていた だ 


ただく 


■て おく (通知して お 


□ 


して 


ださ 


1 
1—  fv 


题 点を 話して ください。) 


く 


る 


なって くる。 


てし まう (及 V ' てし ま 


みる (見て みる") ない (欠点が な 


) 


てよ い (速 絡して よい。) 


■力 もし-^ 


ない (間違い かもしれ な 


すぎ 


ない 


( 


杳 たけに すぎな 


つ， 


V 


フ 


4 


て 考慮す る。) 

送り仮名の 付け 方に ついて 

⑴ 公用文に おける 送り仮名の 付け 方は、 原则 として、 


送り仮名 
本文の 
IIIJ 7 及び 


ものと する 


r\ 

び 


方」 (昭和 四 八 年内 閣 告示 第二 号) の 


一 |则6までの「本則， 


0 


外」、 通 


のな お書きを 除く"〕 による 


〇 


ただし、 複合の 語 (「送り仮名の 付け 方」 の 木 文の 
证 IIJ 7 を 適用す る 語を 除く。) のうち、 活用の ない 語で 
あって 読み 間違える おそれの ない 語に ついては、 内閣 


パ ' lrr 房 及び 文化- ) -J からの 通知の 定める ところに よ 


/ 


公用文 作成の 要領 
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,2 

/|\ 


リ侃 名の 付け 方」 の 本文の 通則 6 の 「許容」 を 適 
て 送り 仮 ibj tl くものと する C 

にか かわらず、 必要と認める 場合は、 「送り仮名 


の 付け 方」 の 


/ 


. [1] 一 .1!] 2'. ]11 !|] 4及び通 


G 


巧の 適用が ある 場合を 除く。) の 「許容」 並びに 
J- 表の 語」 の 1 のな お書きを 適用して 差し支えない . 
、の 他 


1i 

/ \ 

a 


ま 


固ね 名 P を 対象と する ものでは ない。 

一 及び 二 以外の 事項は、 r 公用文 作成の 要領」 (「公 
文 改善の 趣 & 徹底に ついて」 昭和 二 七 半 内閣 閣甲第 


\ 


号 依 命 通知) による。 


⑶專門 用 語 X は 特殊 用語を tt き 我す 場合な ど、 特別な 


漢字 使用 等を 必要と する 場合には 


一 及び 三⑵ L 


ら なくても よ 


4 

/Fd\ 


2— 


で IM みに 


く，， と ^ , 彳 it るよう ^ ^ 八 门は 


匕 要に 応じて、 振り仮名を 


\ 


る 等、 適切な +  配 虛をす 


る もの 

軍节こ 


る 

る 


三までの 運用に 問し 必要な 事項 


つ 


\ 


てま、 內 

—1  r  - 


官房 及び 文化 ir から 通知す る ものと する 


M における 取扱い 

法令に おける 漢字 使 

局からの 通知に よる。 


J 


ては、 別途 


閣 法 
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昭和 二 七 平 四月 四：：！ 内閣 閣甲第 M ハ 号 依 命 通知 
か b 抜#。 

ここでは、 昭和 五六 年 一〇月  一：：！、 苹務次 官等 
会議 申合せ 「公用文に おける 漢字 使用 等に つい 
て」 (一九 五べ— ジ所収 ) に 従って、 内 IU1 官 房が 
必要な 読み 韩 え あるいは 収録の n 略を 
のを 示した。 

职文は_齊き。 


P 4 


三葙堂 編修 所 注) 


第一 用語 用字に ついて 


用 SP 


f p 


つ 


1 


特殊な ことばを 用いたり、 かたくるしい ことばを 用い 
る ことを やめて、 日常 一般に 使われて いる やさしい こと 


ばを 用いる。 (X 印は、 常用漢字 表に ない 漢字で ある こと 
を 示す。) 


たとえば 


X 


禀請— > 

救援す る i 救う 


措置 i 処置 •取り扱い 
懇請す る i お願いす る 
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一環と して ~ ^ 一つと して 充当す る^^ あてる 
即応した-^ かなっ た 

2  吏い 方の 古い ことばを 使わず、 日常 使い なれて いる こ 
とばを 用いる。 

たとえば 

牙 保 1 周旋. あっせん  彩紋丨 模様 •色模様 

3 言いに くいこと ばを 使わず、 口調の ょい ことばを 用い 
る。 

たとえば 

拒否す る丨 受け入れない はばむ 丨 さまたげる 
4 音読す る ことばは なるべく さけ、 耳で 聞いて 意味の す 
ぐ わかる ことばを 用いる。 

たとえば 

橋梁 i 橋  塵埃 i ほこり 

眼瞼^, まぶた  充塡 する！ ぅめる* つめる 

堅持す る ^ ^ かたく 守る  陳述す る ^ ^ のべる 

5  音読す る ことばで、 意味の 二様に とれる ものは、 なる 

ベく さける。 

たとえば 

協調す る (強調す ると まぎれる おそれが ある。) 

丨 歩調を 合わせる 

勧奨す る (干渉す る) ^ ^ すすめる 

衷心 (中心)一 >心 か ら 


潜行す る (先行す る) 丨 ひそむ 
出航 (出講) 丄 出帆 •出発 

6 漢語を いくつ もつな いでで きている 長い ことばは、 む 
りの ない 略し 方を きめる* 

たとえば 

経済 安定 本部 1 経 本  中央 連絡 調整 事務局 i 連 調 

7  同じ 内容の ものを 違っ たこと ばで-一一 一口い 表わす ことのな 
いよぅに 統一す る。 

たとえば 

提起 •起訴* 提訴 J 頭 弁論. 対審* 公判 

二 用字に ついて 

1 漢字は、 常用漢字 表に よる。 

⑴ 常用漢字 表を 使用す るに あたって は、 特に 次の こと 
がらに 留意す る。 

7  (省略) 

2 外国の 地名 •人名 および 外来語は、 かたかな 書き 
にす る。 (一部 省略) 

たとえば 

イタリア  スゥェ — テン  フランス  ロンドン ^ 
エジソン ヴ  <  クト リア 等 
ガス ガラス  ソ ー ダビ ール 
ポ ー ト マ I ジャン マッ チ 等 


公用文 作成の 要領 


199 


ただし、 外来語で も 「かるた」 「さらさ」 「たばこ. 
などの よぅに、 外来語の 意識のぅ すくなって いる も 
のは'  ひらがなで® いてよ い。 
s ii 时物の 名利は、 常用漢字 表で 認めて いる 漢字 i 


つて^ P よ 

たとえば 


so 


U 部 省略) 


2 

1^4 


ずみ らくだ 


力 


フ 


むし 


犬 牛 
4  (省 胳) 


衆 桜 


V X 


2 

/f\ 


■  J  JJ1 

f  I  t  - 
-f  1/ 


漢字 栽で # き衷 わせない ものは、 次の 標準に よ 


書き かえ、 言 


\  1 

IV 


き i 、 


用語に 


X をす る。 (言い かえを する と 
て I による") 


fi 


力な ^; きにする。 
たとえば (一部 省略) 


X 


X 


r M る丄 さかの ほる 


X 


煮 


P 


く 


X 


名宛 丄名あ て 
鮮^, はしけ 


费 做す， ^ ^ みなす 

委ねる (常用漢字 表の 音訓には ずれる。) 

丄ゆ だね る 

漢語で も、 漢字を はずしても 意味の— ご お 


なれた ものは 

たとえば 

でんぷん め 


の 


な 書きに する 


よう あっせん 


ゥ他 によい 言い かえが なく、 または 言 


力 


疋 をし 


ては ふ 


フな ものは、 常用漢字 表には ずれた 漢 


字た けを かな 書きに する 


0 


たとえば 
右舷 丨右げ ん 


X 


改 馈—- 改ざん 


X 

r  _ 


U こ 


J の 場合、 読みに 

〕 11 ^ ^ - つ  \  て  よ 


けれは、 音読す る 
。(縦書きの 場合) 


― *■ 一一 In 


i 、 

Ifn 


2 常用漢字 衷中 の、 音が l-fj じで、 意味の 似た 漢字 \ 
書き かえる。 


たとえば 


X 


X 


車輛 

編輯！ 編集 


煩茁丄 一 M 瑕 {10: ヮ 


拋棄丨 放® 


K 


人 


L 

•c /' t 

vr -r 


5 


哺育！ 保育 

聯合 IY 連合  煉乳 i 練： 

N じ 意味の 漢語で 言い かえる。 

ア f 味の 似て いる'  用い ^ れた ことばを 使ぅ 


0 


4, 


X 

*4  „ 
I  —3 


え ば (一部 省略} 


X 


滅報 t> 雑報  印 颗 丨印 形 


X 


丄改心 


VI 


とばを くふうして 吏 


と 


X 


® 学校 1> U 話 学 咬 
剪除— > w 除 


X 


V 


_ *x .rl 貝 

- J  . — 1 


X 


ia TC  丄  ZZ 7K 


( - 

譴责 i 戒告 


漢語を やさしい ことばで 言 


救助 金丨 災害救助 金 
识偽  擬乱 IV 騷乱 

0 « ! 汚 ] 1 

> か え る。 
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k とえば (一部 省略) 


X 


X 


護 する 


隠蔽す る一 >隠 す 

抵触す る i ふれる  漏改 する 丨漏 らす 


x 


X  X 


破 毁 する 


マ 〇 


m する一 > iL う 


X 


趾一 >  あし 


2  かなは、 ひらがなを 用いる ことと する 
采 な ^ 

TV/  J/  , — V 


たかなは 特 


X 3  | 
/ ■し〜： 


る 


さし 


7 


2 


地 

して^^} 


.Tnu  1  i  X  ■ 
it r  マヂ  LLL^ ^ l i -^ .  /i  /T -^ ,) 


かぎり、 力な # き 


フ 


i 


えの な 


\ 


K 


>  ] 


^ J め な ， M N き 


Jt  hl^ 


3 


国 {n 地 


« 


人れ およ ひ 外 ^ 纽 


Jy 


■-/L ui 


i 


たかな 赛き にす る 


左 横® ^ 


いるかな は、 


力た 力子 


上る こと 


力 


〃で * J る 


0 


00 


(省略) 

三 法令 

法へ 1-J の 田 


? 


語 用字に つい V 


H P 


f-p こ 

-  f  H 


いても、 特に さし 


f 


f L l 


て」 および 


用字 一 


えの ない 限 


て 


掲げた 基準に よる 


〇 


2 法令の 一部を 改正す る埸合 および 法 八 TJ 名を 引用す る 場 

合には、 特に、 次の ような 取り扱いを する。 


法令の  一 3 を 改 IF する 場ん 口 


て 


i 


文® 


P 

P 


* 


かたかな 書きを 用いて いる 法令を 改正す 


る 場合は、 改正の 部/ スカ 
いると きは、 その 部分は、 
窗 きにする。 


のまと ま 
£  1 - %.  ,  3J 

n ln M  を：： T 


\  、 


形を 


ひ 


りが 


な 


忍 


ご 


読みを すべき かなに、 にごり 点を 


1T 


ない 法令を 改正す る 場合は 


の 部分に おい 一 


± 、 


J り 点を つける 


0 


用 漢字 表の 通用 字体を 


\ 


ていない 法令を 改 


する 場合は、 改 Ih: の 部分に おいては、 常用漢字 表の 
通用 字： 一： 


外 を 
な づ 


る 


よる：！ 語 体を 用いて いる 法令を 改 


正す る 場合は、 改正の 部分に おいては、 現代 かな 


\ 


を 用いる。 


一 


5  (省略) 

⑵法令 名を 引 n;j する 場合に つ - 

題名の つけられて いない 法令で、 件名の ある 法令を 
I 用す る 場合には、 件名の 原文に かかわらず その 件名 
を ひらがな および 現代 かなづかい による 口語体を 用 


字は、 常用漢字 表に よる 


四 地名の 書き表 わし 方 


0 


V 


1 


地名は さ 


かえの ない 限り、 力な ® き 


て-^ よ 


o 

2 


頜 


の 

万 


文 

用 

公 


】かな 再き にす ると きは、 現地の 呼び名を 基準と 


する 


し、 地方 的な なまり. は 改める" 


2  地名を かな 書きに するとき は、 現代 かな 
とする。 (ふりがなの 場合 も 含む") 


\ 


力 


を,：？：： r 


特 


ジ •ヂ 、ズ 


は、 区別の 根拠の つけ 


も /) 夫 


拳 


ズ に 統一す る。 


さしつかえの ない 限， 〇、 常用漢字 表の マ 


1 

II 


を 坪 


\ 


る。 带用 漢字 表 以外の 漢字 


も、 帘用 漢字 表の 通 


! -J- ^ 


じ 


を 


て もよ 


人名の 書き表 わし 方に 


て 


人名 もさ 


-K 


のない 限 M 


漢字 表の 通用 字 


を 用いる 


〇 


2 事務 用 書類には、 さしつかえの ない 限り、 人名を かな 
書きに しても よい。 人名を かな 書きに するとき は、 現代 


力 


な づ 


\ 


力 


を 基準と する。 


第二 文体に ついて 


X 


である」 体を 用いる 


公用文の 文体は、 原則として 

ただし、 公告 •告示 •掲示の 類なら びに 往復 文書 (通達. 

通知 •供覧 •回章 •伺い* 願い •届け •申請書 •照会 •回答 •報 

告 等を 含む。) の 類は、 なるべく 「ます J 体を 用いる。 


主 1. 

r  / 


だ、 だろう、 だった」 の 形は、 「である、 であ 


ろう、 であった」 の 形に する 


〇 


2. 「まする が、 まする けれども」 は、 「ますが、 ま 
すけれ ども」 とする。 「ますれば、 くた さい ませ 
(I まし ごの 表現は 用いない。 

& 打ち消しの 「ぬ」 は、 「ない」 の 形に する。 「ん. 

>。「 せねば j は、 


は、 「ません」 の ほかは 用いな 
しなければ 一とす る" 


2  文語 脈の 表現は なるべく やめて、 平明な ものと する。 
注 L  a 語 化の 例 

これが 処理 丨 その 処理 

せられん ことを ^ ^ される よぅ 

ことく  •こと*^ J  のよ、 つ ^ •のよ* フに 

31 ま A> とする ^ もうと する 


貴 


にして ^ ^ ^ 管； 卜で (あぐて) 


2.  r おもなる* 必要なる •平等なる」 などの 「な 
る」 は、 「な」 とする。 ただし、 r いかなる」 は 用 


\ 


て もよ い 


べき」 は 「用いるべき 手段」- 考えるべき 問題」 
論ずべき ではない」 「注目すべき 現象」 のよぅ な 
場合には 用いても よい。 「ベく」 「べし」 の 形は' 
どんな 場合に も 用いない。 r べき」 が サ行 変格 活 
用の 動詞に 続く ときには、 「するべき」 としない 
で、 「すべき - とする。 
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4, 漢語に 


「せられる、 せさせる、 せぬ」 の 


形は 「される させる、 しない」 とする。 「せな 
い、 せなければ」 を 用いないで、 「しない、 しなけ 
れ ば」 の 形を 用いる。 

単な 注記 や 表な どの 中では、 「あり、 なし、 同 
じ」 などを 用いても よい。 


■あり」 

■上 一、 下な し」 


伊 「配偶者… 

「ムシ バ… 

「現住所 . 本籍地に 同じ」 

3 文章は なるべく くぎって 短く し、 接続詞 や 接続助詞な 
どを 用いて 文章を 長く する ことを さける。 

4  文の 飾り、 あいまいな ことば、 まわりくどい 表現は、 


できるだけ やめて、 簡潔な、 論理的な 文章と する 
敬語に ついても、 なるべく 簡潔な 表現と する。 


〇 


主 


時 および 場所の 起点を 示す 

いて、 「よ P  | 


は、 「から 一を 用 


は 用いない。 「より」 は、 比較を 示 


す 場合に だけ 用いる。 

例 東京から 京都まで。 

午後 一時から 始める。 


恐怖から 解放され る。 

長官から 説明が あった。 

0^  推量を 表わす には 「であろう」 を 用い、 「う、 よ 

う」 を 用いない。 


「ぅ、 よぅ」 は 意思を 表わす 場合に だけ 用いる 


〇 


例 役に立つ であろう 

そのよう に 思われる であろう か 
対等の 関係に 立とうと する 
思われよ うとして 


推量 


意思 


文書 I 

上う に、 


並列の 「と」 は、 まぎらわしい ときには 最後の 
語句 にもつけ る。 

例 横 浜 市と 東京都の 南部との 間 
•ならば」 の 「ば」 は 略さない。 

は、 できるだけ、 一見して 内容の 趣旨が わかる 


簡潔な 標題を つける。 ま 


L 


通達」 「回答」 の 


ような、 文書の 性質を 表わす ことばを つける。 

注 例 公団の 性質に 関する 件 i 公団の 性質に ついて 


(依 命 通達) 

閣議 付議 事項の 取り扱い につ 
閣甲 第一 九 号 第 八 項の 責任者 


\ 


て i 一月 二 七 rr 
ついて (回答) 


内容に 応じ、 なるべく 箇条書きの 方法を とりいれ、 


読して 理解し やすい 文章と する 


V 


第三 書き方に ついて 

執務 能率を 増進す る 目的を もって、 書類の 書き方に つ 
て、 次の ことを 実行す る。 

1 一定の 猶予期間を 定めて、 なるべく 広い 範囲に わた っ 
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て 左 横書きと する。 

2  左潢 書きに 用いる かなは、 かたかな による こ 


でき 


る 


3 


左 横書きの 場合は、 特別の 場合を除き、 アラビア数字 


を 使用す る。 

注 1. 横書きの 文書の 中で も 「 

(ひとま)、 三月 (みつき ごのよう な 場合には 漢字 


般に 、一部分'  一間 


0 


〇 


4 


を 用 レる 

「一 O O E  30W3」 のよう な 場合には、 億 •万を 
漢字で 書く が、 千 •百は、 たとえば 「 5 _U J 「 3 則」 
としないで、 「5,  000」 「300」 と 書く 

2.  日付は、 場合によって は、 「晶芑 24 ,  4. 1」 のよ 
うに 略記しても よい。 

3,  大きな 数は、 「5,000」 「62,250  3」 のように 三 

けた ごとに コ ン マで くぎる。 

タイプライタの 活用を 期す るた め、 タイ ブラ イタに 使 

用す る 漢字は、 常用漢字 表のう ちから 選んだ さらに 少数 
の 常時 必要な ものに 限り、 それ以上の 漢字を 文字盤から 
取り除く ことな どに 努める。 ぜひとも 文字盤に ない 漢字 

を 使 q ずる 必要が ある 場合には、 手書きす る。 


人名 •件名の 配列は、 アイ ゥ ヱ オ順 とする 
注 文の 書き出し および 行を 改めた ときには 一字 さ 
けて 書き出す。 

2. 句読点は、 横書きでは、 「，」 および 「 。 」 を 用 


る 


0 


事物を 列挙 するとき には 「•」 (なかてん) を 用 
いる ことができる" 

3.  同じ 漢字を くりかえす ときには 「々」 を 用いる。 

4,  項目の 細別は、 たとえば 次の ような ) IIM 序を 用い 


る 


0 


(横書きの 場合) 補 


满 2 
满 3 


(縦書きの 場合) 第 


第二 

第三 


ご 

A 

睡 

JL 

\ 

00 

tND 

™ % 

ド 

3 

2 

JL 

1' 

，一11、 

CO 

CO 

-、 

/ 

■㈡ 

A 

/ 

JL _ 

s 

S 

2 


「ァ 


ウ I 


5. 文書の あて 名は" たとえば 「東京都 知事 殿」 「文 
部 大臣 殿」 のよぅに 官職 名 だけを 書いて、 個人名 
i 省く ことができる。 


くぎり 符号の 使い方 


建築す る 場所 


「文部省 刊行物の 表記の 基準を 示す ために 編集」 さ 
れた '文部省 編 「国語の 書き表 わし 方」 (昭和 二 五 
年 一二 月刊) の 付録より 転載。 

文部省 国語 調 # 室で 作成した 「くぎ リ 符号の 使 ひ 
方 (案) I  (昭和 •二 年 三月) を、 簡単に'  分か リや 


f 


申請者の 氏名 •住所 
一 建築の 目的 

言い切った ものを 「 」 を 用いずに 「と」 で 受ける 湯 


すくまと めた ものである 

くぎ リ符 号は、 文章の 構造 や 語句 

るた めに 用いる。 

くぎ リ 符号には'  次の 五 M が ある 


0 


一 肖 堂 編修 所 注} 


2 


の 関係を 明らかにす 


な 


IX 


2 


3 


〇 


まる 

てん 


4 


5 


^u 


力. 

かぎ. 


よ 


力 


X 


〇  -  i 、 
U  [ 


つの 文を 完全に 言い切った ところに 必ず 


用 る 


〇 


および ( ) の 中で も、 文の 終 


は 「 。 J を 用いる 


0 


「 . : する こと •もの. ゼ书 


き： 場合」 などで 終る 


項目の 列記に も 


0 


を 甲い る 


0 


ただし、 次の ょぅな 場合には 「。 - を 用いな い 
ィ 題目 •標語な ど、 簡単な 語句を 掲げる 場 八 i 

口  事物の 名称 だけを 列記す る 場合。 


_ _  - 

'今 


すべての 国民は、 健康で 文化的な 最低限 度の 
生活を 営む 抱 利を 有する と K 障し て あるが、 
現実は 必ずしも このと おりで ない。 

、」は 、文の 中で、 ことばの 切れ 続きを 明らかにし 
と、 誤解され る 恐れの あると ころに 用いる。 

その 別荘は'  そのころ の フランスの 有名な 芸術 
家たち とよく 交際し、 また 自分 向 身 もす ぐれた 女 
の 文学者であった： \ ョル ジュ H サンドの 所有で、 

アンと いうと ころに あつた。 


ら 


そ 


物理では、 光の、 ぁる 属性が 写真に A 
の f きか 見られる よぅになつ た G 

科学的な、 眼球 運動の 実験 調査報告 書。 
いんげんと、 とうもろこしの 種子。 

そのころ の 人が どのようであった かは、 はっき 
リ わからない。 


〔例〕 左の 事項を 書 


申請書を 提出して くださ 


対等の 関係で 並ぶ 同じ 種類 


1 = 口/ 


川 の 間に 用いる 


〇 


ダ 


ノ 


漢字の 制限、 かなつ かいの 改定 


語 文の 普及 


力  ようやく その 緒 


0 


V4  ， 


ただ 


題目 や 標語、 簡単な 語句を 並べる 場合には 
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< り 返し 符号の 使い方 


/M. 


3 


付けない。 

昭和 二 四 年 四月には、 「当用漢字 字体 表の 実施 
関する 件」 が'  内閣 訓令 第 | 号で 発表され た。 
国語の 文法 や 音韻に 関する 知識を 得させる 
」 は、 名詞の 並列の 場合に 用いる 
対話 •講演. 演劇 •映画 •放送な どに わたる 諸 


〇 


〇 


問題に ついては 


ロ ーマ 字の つづり 方には、 いわゆる 訓令 式 

本式. 標準 式の 三種が ある。 

日付 や 時刻を 略して 表わす 場合に 用いる。 


昭和 二 五 •七 


* 


午後 


三 五 


称号を 咯 して 表わす 場合に 用いる 


0 


N  *  H  •  K 


Y  •  M  .  c  ,  A 


ただ 


、名詞 以外の 語句を 列挙 するとき、 数詞を 並 
列す る 場合は、 「_」 を 用いない。 

一例〕 ィ 社会的、 歴史的 考察。 

口 鳥が 三、 四 羽 飛んで 行く。 

会員は 四、 五十人です。 

4  () は、 語句 または 文の 次に、 それにつ いて 特に 注 

記を 加える ときに 用いる。 

f 例 一外 国の 地名 •人名 (中国 _ 朝鮮を 除く。) は、 かた 


「」 は、 会話 または 語句を 引用 するとき、 あるいは 
特に 注意を 喚起す る 語句を さしはさむ 場合に 用いる。 
イ  「どうぞ こちらへ、 わたくしが 御 案内いた 


口 


— i ます。」 と 主人 かさき に 立って 步き 出した 

民の 権利 および 義務」 に 規定され た 内 


6 


『 』 は 


容 について…… 

「現代 かなつ かい」 には、 次の ょぅな 「ま 

えがき」 がつ いている。 

「 一の 中に さらに 語句を 引用す る 場合に 用 


る 


0 


〕  「A さんの 本の 中に、 『人間は 環境の 中に 生きて 

V ■■ うこと が 書いて あります。」 と 先生は 静 


る コと 


かに 語り 始め 卜 


0 


原則として、 


等の 符号は 用いな 


かなで 書く。 

教育 漢字 ( 


り 返し 符号の 使い方 


字) の 選定に ついては、 


文部省 編 「国語の 書き表 わし 方 
月刊) の 付録ょり 転載。 

文部省 国語 調査 室で 作成し 
使 ひ 方」 {昭和 ニー 年 三月) を、 
1^9  まとめた ものである。  ( 


t 昭和 二 五 年 


之 


くり かへ し 符号の 
簡単に、 分かり や 
二 省 堂 編修 所 注) 
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横書きの 場合の 書き方 


返し 符号は、 「々J 以外は、 できるだけ ® わない よ 


う 


する のが 望ま 


々J は 


X 


漢字 一字 の 


y\  nv 


返しの 場合に 用いる 


〇 


V 


年々 


日 /7 、 


ただ 


KJ 

rv 

/ — { 


% 


/ 


次の よ 


は 「々一を 用い な 


ご 


% 


人々 

ぅな % 合 

民主主義  大学 学術 局  学生生活 課 
当用漢字 字体 表 

一語の なかで、 同音を くり 返す とき。 


〔例〕 あ 


た、 み 


と、 のえ る 


じ 


次の よぅな 場合は 「、- を 用いな 


〇 


バナナ 

手がかり 

あわてて 


ココア 

そのの ち 


p o  1  飞 

力  t  - 


まざ さ 


ままて 


横書きの 場合の 書き方 


i— 
llr; 利 


年 


文^ H l^ lfH -  ifii  詰の ^ き 表わ  _ i Ji 
月 叫) の 付録よ リ転躲 。なお、 公用文は 、特別な 

堪八 11 を阶き yr. ^ h I 4 きにする ことにな/て ハる 


次へ ー ジも 参照 さ iL た 


一省 党 編修 所 注 


のこと と 


t  J 


は 一語の 中で 


そうはい う ものの 
…… とともに 

返された 下の 音が ® ると き 


0 


力 


み 


1^9 


さぐ 波 


次の よぅな 場合には フ 

f 列〕 壳んだ ：こナ 

/ — \_ ---s  /  /  /  - - 

「 、 」 は'  二 字の かなを 


J を 用いない 
すべてです 


2 


3 


賴：き 

くリ M 
くきり 


I は / r ^ tl きとす る。 
兮 は、 「々」 以外は 用いな 


ただ 


:厂フ の 使い ^ は 

一き の 場合は 「 


か」*- TT 


Irr 


^ /K z と ^mi じて ある 

ず、 「 ， 


を ^ 


る 


4 


場合は  a lil 数" - J を ^] いる 


0 


B 3 00 叵 


い 落 一 


1/ 


返す とき。 


IV 


ろ 


わざ 


み^^と 

にる 場合、 および 二字 以上の 漢 
語 や、 横書きの 場合には 用いない。 


たたし、 一一 字 以上に わえ 


細 卜 fl5A, 蚌屮 8A, 


*  | > 
た ^ 


_L  1- 

ll rl 


/ — V 


f  :tr Fr な 「 
数， ^? を 用いる 


い 十  L s ds 沣 3  4 


B#,  4 羅薺阶 
N ll. 2 3  AT. 4 。 

または 数量 的な 意味の 


%r> 


// 


は、 用いない のを 原則と する 

は、 表 や 簿記な どには 用いる 


〇 


〇 


a 


M  l s f s 


ti u 3 9>' 4 


横 書 きの 場合の 
数の 書き表 し 方 


• 文部 宵 編 「文部省 公文書の 書式 
と 文例」 (平成 元年 12 月） よ リ 転載。 

(三省堂 編修 所 注) 

1 左 横書きの 文章では， 算用数字 （アラビア数字） を 用いる こと を 原則 
とする。 

2  数の けたの 区切りに ついては， 三け た ごとに コンマし ） を 用いる 0 

3  小数， 分数， ，!ii: 分数を 示す には， 原則として 下の (列に よる。 

例 小数  0.375 

分数  ％  又は  专 

带 分数  1M  又は 

4 日付は, 「昭和 31 年 4 月 1 日」 のように 書く。 必要が あれば， 「昭和 
31.4.1」 などと 略して 書いても よい。 

5  次の 場 介には， 漢字を 用いる ことと する。 

ア 数の 感じの 少なくな っ た 場合 

(列 一般 一部 (一部分の 意） 一時 保留 

イ 「ひとつ」 「ふたつ」 「みっつ」 などと li'Al む 場合' 

例 一 - 3 ずつ 二 間 続き 三 H ごと 乜 日 0 

6  次の ような 場合には， 漢卞を 用いる ことができる。 

ア 万 以上の 数を 書き表す と きの 単位と して， 敁 後に のみ 用いる 場合 

例 100®  1,000  " 

イ 概数を 示す 場合 

例 数十 H  叫， li: 人  五， 六十" 
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外来語の 表記 


【ホ】 

ホイット マン （人） 

ボウ リング 〔球技〕 

ホ ー ス 

ボー トレー ス 
ポ ー ランド （地） 

ボーリング boring 

ボクシング 
ポケット 
ホ スタ ー 
ボストン （地） 

ボタン 

ボディー 

ホテル 

ホノ ルル （地） 

ボラ ン ティア 
ボルガ/ ヴォ ルガ （i 也） 

ホル 丁 * ー ル/ ^ ウ オ ル 丁  — 
ル （人） 

ポルト ガル （地） 

ホ ル マリン 

【マ】 

マー ジャン 
マイ クロ ホン 
マカオ （地） 

マッター ホーン （地） 
マドリード （地） 

マニラ （地） 

マフラー 

マラソン 

マンション 

マンス フイ ー ルド （人） 
マン チェス ター (地） 
マンモス 

【ミ】 

ミイラ 
ミ キサ ー 

ミケランジェロ  （人） 

ミ シ シッビ （地） 


ネアポリス （地） 

ユン ヘン （ j 也) 

ルウ ォ ー キー （地） 

ミ ルク セー キ 

【メ】 

メーカー 

メーキャップ 

メ  ■  丁  一 
メ ガ ホン 
メッセー ジ 
I  メロディー 
メロン 

メンデル （人） 

メン丁 ルス ソ ー ン （人） 

メンノ  く — 

【モ】 

モータ— 

モーツァルト （人） 
モスクワ （地） 

モデル 

モリ エール （人） 
モルヒネ 

モン 丁ー ニユ （人） 

モン トリ オール （地） 

【ャ】 

ヤスパース （人） 

【ユ】 

ユーラシア （地） 

ユニホーム 
ユン クフ ラウ （地） 


ヨ —— ロ ッバ (地) 

3 ット 

【ラ】 

ライ バル 

ライプチヒ （地) 


【リ】 

リ オ デジ ャネ イロ （地) 
リ ズム 
リノ リウ ム 
リ ボン 

リ ユック サック 

リ レー 

リ  ンカ  ーン  (人） 

【ル】 

ルーベンス （人） 
ルーマニア （地） 

ルクス lux 

ルソー （人） 

【レ】 

レイアゥト 
レ ノレ 

レ ギュ ラー 


レスリング' 

レ ニン グ ラー ド （地) 
レヒュ — / レ v/ ユ ー 
レフ エリー 
し  <  ル 

レモン スカッシュ 
レンズ 

レ ン ブラント （人） 

【口】 

ローマ （地） 

ロケット 

ロシア （地） 

ロダン （人） 
ロッテルダム （地） 

口'^ ンス 
ロマンチック 
ロンドン （地） 

【ヮ】 

ワイ マール （地） 
ワイヤ 

ワシントン （地） 
ワックス 


ラジウム 

ラジオ 

ラ ファ エロ （人) 
ランニング 


ミッドウェー （地）  フン プ  ワット （人） 

付  前書きの 4 で 過去に 行われた 表記の こ とに ついて 述べた が， 例え 

ば， 明治 以来の 文芸作品 等に おいては， 下記の ような 仮名 表記 も 行 

われて いる。 

4  : ス 4 フ トの 「ガ リワ' 一脓行 記」 エ： エルテル ヲ： ヲ ルポール 

ワ '  : ヴイ オリン  キ： ヰオ ロン  ズ： 工:ル レエ ヌ 

デ： デ ルガ  ヂ： ケン ブリ ッヂ  ブ： ワーツ 'ワース 
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チャ トリ ヤ 
トウ リ ヤン 


チヤ 


一 


/  N 


ノ、 


人 


ファロー （地） 


ミン 


ヽ 


、■ラ グ 


(地 


ハラ グ アイ 

(地） 


フ 


/ 


(地） 


バルフ、 


レエ 〔舞 _  J 


ノくレ ' ホ —— ル 


ル 


【ヒ I 


ピアノ 

ビーナス/ ヴィ ー ナス 
ビール 

ビク トリ ア / ヴィク ト 

ァ （地） 

ビブ、 ケット 
ビスマルク （人） 
ビゼー （人） 

ビ タミ ン 

ビニール 

ビバルディ / ヴィ ヴァ 

ディ （人） 

ビュイヤール/ ヴュイ 
— ル （人） 

ヒュー フ、 

ビルデ イング 
ヒンズ ー教/ヒント 

教 

ビン セット 


ブール 

フ ェア バンク 
フェ アブレー 
ブエ ノ  7、 アイ レス 
フェルト 
フェン シンク’ 
フォーク 
フ オーク ダ + ンス 
フォード （人） 
フオ ーム 
フォス タ ー （ 


::地 ） 


(地） 


し  ぐ 

フ丁 


ユ 


グ 


3 


ル 


ヤ 


0 


ュン島 (地) 

ブラー ムス （人） 
ブラシ 

ブラ 7、 チック 
フラット ホ  ー 
ブ ラネ タリウム 
ブラ マン ク / ヴ ラマ 


フランクリン （ 
ブレーキ 
フロイト （人） 
プログラム 
フロ  丁ュ ~ — サ ' ~ 


，ク 

人） 


へ 


ヘア ピ 
ペイン 


ベ 


カリ 
ゲル 

ハ^  — コン 

ページ 


人 


べ——ル 


了 


ブル （人） 


ファイル 

7 アッ ン ヨン 

ファフ デー （人） 
T 


イー ト 


フ 

フ 

フ 

フ 

フ 


クシ ヨン 
ラデル フイ 
リ ピン （地） 

ルム 

レン ツエ （地） 

ン ランド （地） 


(地） 


ェ 


ー ル 


ベス トセ フー 
ペダル 

ベニヤ 


〜板〕 

ベランダ 
ペリー （..人） 

ヘリ ゥム 

ヘリ コ プター 

ベル サイ ユ / ヴェル サイ 

ュ （地） 

ペルシャ/ペルシア （地) 
ヘルシンキ （地） 

ヘル メット 
ベルリン （地） 

ペン ギン 
ヘンデル （人） 


丁ン 


〇 


ー ナツ 

ス ト エフ スキー 
ニゼッ ティ （人） 
ビュッ シー （.人） 


【ナ】 

ナイアガラ （地） 

ナイフ 

ナイル （地） 

ナト リウ ム 
十 ポリ （地） 

【二】 

二ー チェ （八） 

ニ ュ—ス 
ニュートン （人） 
ニュー ヨ — ク ( 地） 

【ネ】 

ネ^^ フル 
ネオン サイン 
ネ， ク タイ 

【ノ】 

ノ ー ベル （人） 

ノ ルウ ヱー （地） 

ノ ルマン デイー （地) 

【ハ】 


\V7  \IJ/ 

人  人 

/|\  /t\ 

ー  イス ー 
ブヤク  クト  ユィル 
イイ ツマ ン X スフ フネ 
マラ ラララ ラル レレ ロン 

f  ぐ— [V 、  :  、  C  f  f 


才 

イ 

T 


人 


グ 


人 


レ 


テオ  キドヤ ツ 

ー イン イイ イケ 
o\  VN  、  、  ヽぐ 

ノノ  ノノ  ノ  ノ 


力 一 

ス スタ 


\ 


ノ 
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コン ピュー タ ー / コン ヒ 

ュ ー タ 

コンマ 

【サ】 

サーカス 
サービス 
サナ トリ ウム 
サハラ （地） 

サフ ァイア 
サマー タイム 
サラダボウル 
サラブレッド 
サンドイッチ 

サンパウロ （地） 

【シ】 

シーボルト （人） 

ンェー カ ー - 

シェー ク スピア （人） 

シュー ド 

ンエツ ト ノン ノ 

シェ フイ ールド （地） 

ジェンナー （人.） 

シド ニー （地） 
ジブラルタル （地） 

ジャ カル 寅 (地) 

シャッ 
シャック ー 
シ ャ ベル 
シャンソン 
シャンツェ 
シュ  ー ^ク リーム 

ンユ — ス  juice,  deuce 

シュ ー ベルト （人） 

シ I ュ /  ノレ ミン 

ショー 

ショバン （人） 

シラー （人） 

シン フォ ニー 

シン ポジ ウム 

[ス】 

又 イー ト ピー 
又 イッチ 
スイング 

フ、 ウ ヱー デン （地） 

スーツ ケース 

スーブ 

スカート 

スキー 

スケート 


ス ケール 
スコール 
フ 、] ’ 1 

スター 
7、 タジ アム 
スタジオ 

7、 タン ダー ル （人） 

スチーム 

スチュワーデス 

フ、 r  — ジ 

ステッキ 

ステレオ 

マ、 テン ド グラス 

ステンレス 

スト ーブ 

ストック ホルム （地） 
スト ッ ブ ウオッ チ/スト 
y ブウ オッチ 
スブー ン 
スペイン （」 也） 

7、 ペース 
フ、 ポーツ 
ズボン 

スリ ツハ 

【セ】 

セ — ア — 

セーフ^ —  L 〜服 J 

セメント 
ゼラチン 
ゼ リー 

セ  ルバン  テス  （人） 

セ ロノ、 ン 

セン ター 

セント ローレンス （地） 

【ソ] 

ソ ウル （地） 

ソーセージ 
ソフ丁 一 

ソ ルジェ ニー ツイ ン （人） 

【夕】 

ダー ウィン （人） 

ター 十一 （人） 

ダイ ジェス ト 
タイヤ 

ダイ ヤ モンド 
ダイ ヤル 
タオル 
タキシード 
タ クシー 


タヒチ （地) 
ダンス 


【チ】 

千ー ズ 

卞 — ム 

チェ ー ホフ （人) 

ナェー ン 
千 エフ、 

チェック 

チケット 

チップ 


チフス 


チ ャイ コフ 7、 キー （人） 

卞ュ — ノべ/  7^ 二し'- ノ ぐ 

す ユ — / 

チューリ ッフ 
チュニジア/テ ュニ ジア 

(地) 

チョコ レ ー ト 
チロル （地） 

【ッ】 

ツアー  tour 


ツー ビース 

ツールー  7 ミ/ 7 トゥ ー ル 


ソエ ッ ペリン （人） 


ツン ドラ 

【テ】 


デイ ー セリ レ エンジン 
ディ 7 ご ニー （人） 

ティ チ アーノ/ティ ツィ 
アーノ  （人） 

ディドロ （人） 

テープ 


テー ブル 


デカルト (人) 
テキサス （地 } 
テキスト 
デザイン 


丁 ニス 

テネシ 

(地) 

デ/  < 一 

1、 

丁  ZL  — 

ィ 

(人) 

丁ユ 

ラ- 

— U 

ユ丄ツ 


デュ ッ セル ドルフ 
テレビジョン 


(地) 
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【ァ】 

アーケード 
アイス ク リーム 
アイロン 

アインシュタイン （人） 
アカデミー 
アクセサリー 
アジア （地） 

アスファルト 

アト ラン ティ ッ クシ ティ 
- (地） 

ア ナウ ンサー 

ァバ — 卜 

アフリカ （地） 

アメリカ （地） 

アラビア （地） 
アルジェリア （地） 
アルバム 
アルファベット 
アル ミニ ウム 

アン ケート 

【ィ】 

イェー ッ / ィ ェー ッ （人） 
イェ スペル セン （人） 

イェナ （地） 

イエロー ストン （地） 

イギリス （地） 

イコ —— ノレ 

イ スタ ン ブール （地） 
イタリァ （地） 

イニング 

インタビュ —/ インタ ヴ 
ユ ー 

インド （地） 

イン ドネ シア （地） 

インフレ ー シ ヨン 

【ゥ】 

ウイー ク デー 
ウィ ー ン （地） 

ウイ スキ ー /ウィ スキー 
ウイット 

ウイルソン （人） 

ウ ニールズ （地） 

ウェスト  waist 
ウェ ディン グ ケーキ/ ウ 
ェ ディン グ ケーキ 

ウェノ、ー ス 

ウェ ブス ター （人） 

ウォ ルポ ー ル （人） 


ウ フニ ウム 

【ヱ】 

エイト 

エキス 
エキストラ 
エジソン （人） 

エジプト （地） 
エチケット 
エッフ X ル （人） 

エネ ル ギー 

エプロン 

エル サレ ム/ イエ ル サレ 

ム （地） 

エレ ハ^一 ー  ター^/エレ ハ^一^ 


夕 

【才】 


ォーエン （ 

人） 

才 ー ス トフ 

リア （地） 

才ート バイ 

オーバ— コ 

ート 

オッ ク スフ 

ォ  ド （地) 

オフィス 

オホーツク 

(地） 

オリン ピッ 

ク 

オル ガン 
オレンジ 

【力】 

ガ^ゼ 
力ー アン 
カード 
力ー ブ 
カ クテル 
ガス 

ガソリン 
カタログ 
カ ツ、 

カップ 
カバ ー 

カムチャツカ （地） 

カメラ 

ガラス 

カリフ ォ ル ニア （地) 
カルシウム 
カ ル テット 
カレン ダー 
カ ロリー 

ガン ジー （人） 
カンツォーネ 

【キ】 


ギター 
キムチ 
キャベツ 
キャン デー 
キャンプ 
キュリー （人） 

ギリ シャ /ギリ シア （地) 

キリ マン ジャロ （地） 
キルティング 

【ク】 

グア テマ ラ/ グ T テマ ラ 

(地) 

クイーン 

クイズ 

クインテット 
ク ー デ ター 
ク' — ポン 

ク エス チョ ン マー ク 

クオ ー タリ ー / クォ ー タ 

リ — 

グラ ビア 
クラブ 

グラン ド キャ ニ オン （地) 
クリ スマス ツリー 
グリニッジ （地） 

クル — プ 

グレ コ >リ ウス （人） 
クレジット 
クレ 3 ン 

【ヶ】 

ケインズ （人） 

ゲーテ （人） 


ケーブ 

夕 

ゥ 

ン 

(地) 

ケー ブ 

ル 

力 

ゲー 

ム 

ケン 

夕 

ツ 

キ 

' 

(地) 

ケン 

ブ 

ツ 

ン 

(地) 

[ 

コ] 

1 

コ ー 

ヒ 

■ 

コ—— 

ル 

夕 

ル 

コ ス于 ューム 
コップ 
コ ピー 

コ ペル ニ クス （人） 
コミ ュ ニケ ー ショ ン 
コロンブス （人） 
コンクール 
コンクリート 
コンツェルン 


o 
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〔例〕 グラビア ヒア ノ  フェアプレー アジア （地） 

イタリア （地）  ミ ネアポリス （地） 

注 1 「ヤ」 と 書く 慣用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 タイヤ ダイヤモンド ダイ ヤル ベニヤ板 
注 2  「ギリシャ」 「ペルシャ」 について 「ギリシア」 「ペルシア」 

と 書く 惯用 も ある。 

5  語末 （ 特に 元素 名 等） の -⑴ um に 当たる ものは， 原則 として 
「-( イ ） ウム」 と 書く。 

〔例〕 アルミニウム カルシウム ナトリウム ラジウム 
サナトリウム シンポジウム ブ ラネ タリウム 
注 — アルミニウム」 を 「アルミ ニュー ム」 と 書く よう な惯用 も あ 
る。 

6  英語の つづ りの x に 当たる ものを 「クサ」 「クシ」 「クス」 「ク ソ」 と 
書く か， 1 キサ」 「キ シ」 キス」 1 キソ」 と:® く かは， in 用に 従う。 
〔例〕 タ クシー ボクシング ワックス オックスフォード （地） 

. エキストラ タキシード ミ キサー テキサス （地） 

7  拗音に 用いる 「ヤ」 「ュ」 「ヨ」 は 小-書きに する。 また， 「ヴ ァ」 
「ヴ ィ」 「ヴ X」 1 ヴォ」 や [ トゥ」 のよ うに 組み合せて 用いる 場合の 
「ア」 「イ」 「ウ」 「ェ」 「才」 も， 小 書きに する。 

8  複合した 語で ある こと を 示す ための， つなぎの 符号の 用い 方に つい 
ては， それぞれの 分針の 愤 用に 従う ものと し， ここでは 取決めを 行わ 
ない。 

L 例」  ケ — フヽ  バイ  ケ — フ、  ケ — ス * バイ ♦ケ ー フ、 

ケ ー ス-ノ  くイ -ケ — ス 

マノ レコ • ボ——ロ  マノ レコ = ボ——口 


付 


用例 集 

凡例 1 ここには， 日常よ. く 用いられる 外来語を 主に， 本文の 留意 事- 

項 その  2  (細則 的な 事項） の 各項に 例示した 語 や， その他の 地 
名， 人名の 例な どを 五十音順に 揭 げた。 地名- 人名には， それ 
ぞれ （地)， （人） の 文字を 添えた。 

2  外来語 や 外国の 地名 • 人名は， 語形 やその 書き表し 方の惯 用 
が一つ に 定まらず， ゆれの ある ものが 多い。 この 用例 集に おい 
て も， ここに 示した 語形 やその 書き表し 方は， 一例であって， 
これ 以外の 書き方を 否定す る ものでは ない。 なお， 本文の 留意 
事項 その 2 に 両様の 書き 方が 例示 して ある 語のう ち 土な も のに 
ついては， バイ オリ ン / ヴァ イオ リンの よう な 形で 併せ 掲げた 
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9  「フュ」 は， 外来 音 フュに 対応す る 仮名で ある。 

こ 例〕 フユー ジョン フユン 丨 ご） （地. デン マ ー ク .） ド レフ ユス （.人 ) 
i 1*  — • 般 的には， 1 ヒュ」 と齊 くこ とがで きる。 

〔例〕 ヒュ ー フ; 

10  「ヴ ュ」 は， 外来 音 ヴュに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 インタ ヴュー レ ヴュー ヴュイ ヤール （人. 画家） 

注 一般 的には， 「ビ ュ」 と 書く ことができる。 

〔例〕 インタビュ ー レビ ュ ー ビュイ ヤ ■ — ル （人） 

III 撥音， 促音， 長音 その他に 関する もの 

1 撥音は， 「ン」 を 用いて 書く。 

〔例〕 コンマ シャンソン  トランク  メンバー ランニング 

ランプ  ロンドン （地） レン ブラ ント （人） 

注 1 撥音を 人れ な い 慣用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 イニング （― イン ニン グ） 

サマータイム サン マータ イム） 

2  「シンポジウム」 を 「シム ポジ ウム J と 書く ような 愤 用 も ある 

2  促音は， 小 書きの 「ッ」 を 用いて 書く。 

〔例〕 カップ シャッ ター リュックサック  ロッ テル ダム （地） 

バッハ （人） 

注 促音を 人れ ない 惯 用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 アクセサリ  ー （ ~ ア クセッ サリ' 一 • ) 

フイ リピン （地） （トフ イリ ッ ピン） 

3  長音は， 原則として 長音符 号 「一」 を 用いて 書く。 

〔例〕 エネ ルキ * 一 •才 — パ、 ー コ — ト  クル — "7  ゲ ー ム  'ン =? 一 


丁 —— フ ''ル  バ —— 丁イ —— 

ウェールズ （地） ポーランド （地）  口ー マ （地） 

ゲー テ- (人） ニュートン （人） 

注 1 長音符 号の 代わり に 母音 字を 雒 えて 書く 慣用 も ある。 

〔例〕 バレエ （舞踊） ミイラ 

ifj:-  2  「エ ー 」 「 才 一 」 と 書かず， ！ エイ」 「ォ ゥ」 と 書く よう な慣 
用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 エイト ペイント レイアウト スペイン （地） 

ケインズ （人） 

サラダ ボウル ボ ウ リング （ 球技） 
i 1：  3  英語の 語末の- er， -or,  -ar な どに 当たる も のは， 原則と し 

てァ 列の 長音と し 長音符 号 「一」 を 用いて 書き表す。 ただし, 
惯用 に応じて 「一 」 を 省く ことができる。 

〔例〕 エレべ一 夕ー ギター  コンビ ュー ター マフラー 

エレ 八^  — タ  コン ピュ — 夕  X リ ッノ、 

4  イ列 •エ 列の 音の 次の ァの 音に 当たる ものは， 原則として 「ァ」 と 
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、例〕 ク ァル ァット クイン 丁ット クェスチョン マ ー ク 

クォータ リ—— 

注 1 一般的には， 「ク ア」 「クイ」 「クエ j 「クオ」 又は 「力」 

「キ」 「ケ」 「コ」 と 書く ことができる。 

〔例〕 ク アル テ ット クインテット クエスチョン マーク 

クオ ータ リー 

力  ル テット レモンスカッシュ キルティング 

イ コール 

注 2  「ク ァ」 は， 「ク ヮ」 と 書く 惯用も ある。 

4  「グ ァ」 は， 外来 音 グァに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 グァテマラ （地） パラグァイ （地） 

注 1 一般的には， 「 グア」 又は 「ガ」 と 書く こと がで きる。 

〔例〕 グアテマラ （地） パラグアイ （地） 

ガテ マラ （J ■也） 

注 2  「グ ァ」 は， 「グ ヮ」 と 書く 慣用 も ある。 

5  「ッイ」 は， 外来 音 ツイに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 ソル ジェニー ツイン （人） テイ ツイ アーノ  （人） 

注 一般的には， 「チ」 と 書く ことができる。 

〔例〕 ライプチヒ （地） ティチアーノ （人） 

6  — トゥ」 「ド ゥ」 は， 外来 音 トゥ， ドゥに 対応す る 仮名 である。 

〔例〕 トゥー ルーズ （地） ハチャトゥリヤン （人） 

ヒン ドウ ー 教 

注 一般 的には， 「ツ」 「ズ」 义は 「卜 」 「ド」 と 書く こ とがで きる。 
〔例〕 ツア ー {.  tour )  ツ ー ビ ー ス ツ ー ル ー ズ （ 地） 

ヒン ズ ー教 

ハチャ トリ ヤン （人）  ドビュッシー （人） 

7  r ヴァ」 「ヴ ィ」 「ヴ」 「ヴ ヱ」 「ヴ ォ」 は， 外来 音 ヴァ， ヴイ ，ヴ， ヴェ， 
ヴォ に 対応す る 仮名 である。 

〔例〕 ヴァイオリン ヴイ ー ナス ヴ ェール 

ヴィ クト リア （地） ヴヱル サイ ユ （地） ヴォルガ （地） 
ヴィヴァルディ （人） ヴラマンク （人） ヴォルテール （人） 
注 一般的には， 「バ」 「ビ」 「ブ」 「ベ」 「ボ」 と 書く ことができる。 
〔例〕 バイオリン  ビーナス ベー ル 

ビクト リア （地） ベルサイユ （地） ボルガ （地） 
ビバルディ （人） ブラマンク （人）  ボル テー ル （人) 

8  「テ ュ」 は， 外来 音 テュに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 テュー バ （楽器） テュニ ジア （地） 

注 一般的には， 「チ ュ」 と 書く ことができる。 

〔例〕 コスチ ュ ー ム  ス チュワ ー 丁' ス  チュ ■— バ チュ ー フ' 
チュニジア （地） 
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〔例〕 ステッキ キャン デー デザイン 

5  「ファ」 「フイ」 「フェ j 「 フォ」 は， 外来 音 ファ， フイ， フェ， フォ 

に 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 ファイル フイー ト  フェンシング フォーク ダンス 

バッファ ロー （地） フイ リピン （地） フヱア バンクス （地） 
カリフ ォ ル ニア （地） 

ファーブル （人）  マンス フイー ルド （人） ェッフェル （人） 
フォス タ ー （人） 

注 1 「ハ」 「ヒ」 「へ」 「ホ」 と 書く 惯 用の ある 場合は， それによ る 

〔例〕 セ ロハン  モルヒネ プ フット ホ ー ム ホルマリン 

メ ガ ホン 

U:.  2  「ファン」 「フイルム」 「フェルト」 等は， 「フアン」 「フイ ル 
ム」 「フェルト」 と 書く 慣闲も ある。 

6  「デュ」 は， 外来 音 デュに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 丁'' ュ ェット  ブロ  丁'' ュ ー サ ー デュッセルドルフ （地） 

デュ ー イ （人,） 

注 「ジ ュ」 と 書く 慣用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 ジュ ー フ、 (deuce)  ジュラルミン 

II 第 2 表に 示す 仮名に 関する もの 
第 2 表に 示す 仮名は， 原音 や 原 つづりに なるべく 近く 書き表 そうとす 
る 場合に 用いる 仮名で， これらの 仮名を 用いる 必要が な い 場合は， 一般 
的に， 第 1 表に 示す 仮名の 範囲で 書き表す こ とがで きる。 

1 「イヱ」 は， 外来 音 イヱ に 対応す る 仮名 である d 
〔例〕 イェルサレム （地） イェーツ （人） 

注 一般 的には， 「イェ」 又は 「ェ」 と 書く ことができる。 

〔例〕 ェルサレム （地） イェ ー ツ （人） 

2  「ウイ」 「ウ ヱ」 f ウォ」 は， 外来 音 ウイ， ウ ヱ， ウォに 対応す る 仮名 
である。 

〔例〕 ウイ スキー ウェディングケーキ ストップウォッチ 

ウイ ー ン （地.）  スウ ェ  ー ■デン （地）  ミル ウオ ー キ ー （地） 
ウィルソン （.人）  ウェフ 、スタ ー （人.）  ウォ ルボ ー ル （人） 

注 1 —般 的には， 「ウイ」 「ウ ェ」 「ウ オ」 と 書く ことができる。 
、例〕 ウイ スキ ー ウイット  ウェァ •インク ケ ー キ 

ウェハー ス  スト ッブ ウォッチ 

it. 2  「ウ」 を 省いて 書く 惯用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 サンドイッチ スイッチ スイ' ー トピ ー 
注 3  地名， 人名の 場合は， 「ウイ」 「ウ ヱ」 「ウォ J と 書く惯 用が 

強い 。 

3  「ク ァ」 「クイ」 「ク ェ」 「クオ」 は， 外来 音ク 丁， クイ， クェ， クオ 
に 対応す る 仮名で ある。 
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4  閑 語 化の 程度の 高い 語は， おおむね 第 1 衷に示 す 仮名で 書き表 •す こ 
とがで きる。 一方.， 国語 化の 程度が それほど 高くない 語， ある 程度 外 
国語に 近く 書き表す 必要の ある 語 —— 特に 地名* 人名の 場合 —— は， 
第 2 表に 示す 仮名を 用いて 書き表す こ とがで きる。 

5  第 _2 表に 示す 仮名を 用いる 必要がない 場合は， 第 1 表に 示す 仮名の 
範囲で 書き表す ことができる。 

例  イエ イエ  ウオ ~ ウオ  トゥ ~ ^ツ， ト  ウア ~ バ 

6  特別な 音の 書き表し 方に ついては， 取決めを 行わず， 由と する こ 
ととした が‘， その 中には， 例えば， 「スイ」 「ズ イ」 「グイ」 「グ ェ」 

「グ ォ」 「キェ」 「ニ ェ」 「ヒ ェ」 「フヨ」 「ヴ ヨ」 等の 仮名が 含ま i  I る。 

留 意 事項 その 2  ( 細則 的な 事項) 


以下の 各項に 示す 語 例は， それぞれの 仮名の 用法の 一例と して 示す も 
のであって， その 語を いつもそう 書かなければ ならない こと を 意味す る 
ものでは ない。 語 例のう ち， 地名. 人名には t それ ぞ 1L  (地）， （人） の 
文字を 添えた。 


W  ホ  土 
t よ， /トイ 、日 

シ ュ ー ド 


ン 


以下の 仮名に 関する もの 
ェ， ジ ヱに 対応す る 仮名で ある。 

ジェッ ト エンジン  y イジ エス ト 


シェフ イー ルド （地） アルジェリア （地） 
シエー クス ピア （人）  ミケランジェロ  （人) 


注 「セ」 「ゼ」 と 書く 慣用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 ミ ルク セー キ ゼラチン 

2  「チヱ」 は， 外来 音 チヱに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 チェー ン チェス チェック マン チェ スター （地） 

チェ ー ホフ （人） 

3  「ツ ァ」 「ツ ヱ」 「ツォ j は， 外米 音ツ ァ， ツエ， ツォに 対応す る 仮名 


である。 

例〕 コンツェルン  シャンツェ  カンツォーネ 

フィレンツェ （地）  モーツ アルト （人） ツェッペリン （人） 

4  「ティ」 「ディ」 は， 外米 音 ティ， ディに 対応す る 仮名で ある。 

〔例〕 テイー パー テイー ボランティア デイ ー ゼルエ ン ジン 

ビルディング 

アト ラン テイ ッ クシ テイー （地）  ノルマン デイー （地） 

ド ニゼッ テイ （人） デイ ズ ニー （人） 

HU  「チ」 「ジ」 と 書く 慣用の ある 場合は， それによ る。 

〔例〕 エチケット  スチーム ブラス チック  スタジアム 

ス タ ジオ ラジオ 


チロル （地） エジソン （人） 

注 2  「テ 《 「デ 1 と 書く 慣用の ある 場合は， それによ る 
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留 


1 この 『外来語の 表記』 では， 外米 語 や 外国の 地名 •人名を 片仮名で 
書き表す 場合の こと を 扱う。 

2  「ハンカチ」 と 「ハンケ チ」， 「グロ  ー フ」 と丨 ク フフ」 のように， 3 吾 
形に ゆれの ある ものに ついて， その 語形を どちら かに 決めよう とはし 
ていない。 

3  語形 やその 書き表し 方に ついては， 慣用が 定ま っ ている ものは それ 
による，， 分野に よって 異なる truu か 定まっ ている 場合には， それ それ 
の 慣用に よって 差し支えない。 


外来語の 表記 


• 平成 3 年 6 月 28 日 内閣 告示 第 2 号。 

• 昭和 29 年 3  U15 □に 国 ホ 密議 会 部会 報告と し 

て 「外来語の 表記に ついて」 が 発表され てい 
る。 しかし， これは 内 IH1 告示には 至らな かっ 
た。 


i 


国語 都 識 会では， h 記の 報告を 初め 多く の资 
料を 参考に し， 各方 面から の 意見を 参照して 
審議し， 平成 3 年 2 月 7 日に 文部大臣へ 答申 
した。 本 告示の 内容は, この 答申に よってい 


省 堂 編修 所 注 


き 


1 この 『外米 語の 表記』 は, 法令， 公用文 書， 新聞， 雑誌， 放送な ど， 
一般の 社会生活に おいて， 現代の 国語を 書き表す ための 「外来語の 表 
記」 のよ1) ど ころを 示す もの である。 

2  この 『外来語の 表記』 は， 枓 学， 技術， 芸術 その他の 各種 専門 分 ff 
や 個々 人の 表記に ま で 及ぼ そ うとす る ものでは ない。 

3  この 『外来語の 表記』 は， 固有名詞 など （例えば， 人名， 会社 名， 
商品名 等） で これによ リ がたい ものには 及ぼさない。 

4  この 『外来 語の 表記』 は， 過去に 行われた 様々 な 表記 （「付」 参照） 

を 否定し よ うとす る ものでは ない。 

5 この 『外来語の 表記』 は， 「本文」 と 「付録」 から 成る。 「本文」 に 
は 「外 来 語の 表記」 に 用いる 仮名と 符号の 表を 掲げ， こ れに 留意 事項 
その 1 (原則的な 事項） と 留意 事項 その 2  (細則 的な 事項） を 添えた。 
「付録」 には， 用例 集と して， 常よ く 用いられる 外米 語を 主に， 留意 
取项 その 2 に 例示し た 語 や， その他の 地名， 人名の 例な どを 五十 順 
に 掲げた。 


本  文 

「外来語の 表記」 に 用いる 仮名と 符号の 表 

1 第 1 丧に 示す 仮名は， 外来語 や 外国の 地名* 人名を 書き表す のに一 
般 的に 用いる 仮名と する。 

2  第 2 表に 示す 仮名は， 外来語 や 外国の 地名. 人名を 原音 や 原 つづり 
になるべく 近く 書き表そう とする 場合に 用いる 仮名と する， 

3  第 1 表. 第 2 表に 示す 仮名では 書き表せ ないような， 特別な 音の 書 
き 表し 方に ついては， ここでは 取決めを 行わず， 自由と する。 

4  せ： I 表 • 第 2 表に よって 語を®1 き 表す 場合には， おおむね 留意 事項 
を 適用す る 


〇 


ローマ字の つづり 方 


* 昭和 29 年 12 月 9 日 内閣 告示 第 1 号に よる 

•そえがきの 〔 謝 上〕 は 三哲堂 編修 所でつ けた 

(三教 堂 編修 所 注） 


まえがき 

1 一般に 国語を 書き表 わす 場合は， 第 1 表に 掲げた つづり 方に よる ものと する。 

2 国際的 関係 その他 従来の 惯 例を にわかに 改めが たい 事情に ある 場合に 限り， 第2 
表に 掲げた つづり 方に よっても さ しつ かえない。 

3 前 二 項の いずれの 場合に おいても， おおむね そえがきを 適用す る。 


前表に 定めた ものの ほか， 

1 はねる 音 「ン」 はすべ 
て n と 書く。 

〔補注〕 tenki 

sannm 
smbun 
sanmyaku 
denpo 

2 はねる 音を 表わす n と 
次に く る 母音 字 または y 
と を 切り離す 必要が ある 
場合には， n の 次に’ を 

入れる。 

〔補注〕 tan’i 

gen  m 

kin?yobi 
sin’ei 

3 つまる 音は， 最初の 子 

咅 字を 戴ね て 表わす。 

〔補注〕  gakko  kitte  zassi  syuppatu 

4 長音は 母音 字の 上に ^ をつ けて 表わす。 なお， 大文 

字の 場合は 母音 字を 並べて もよ い。 

〔補注]  ob4san  kuki  okii  Oosaka 

5 特殊 音の 薄き 表わし 方は 自山 とする。 

〔補 it〕  firumu  huirumu  otottsan  o tot t wan 

6 文の 書きは じめ， および 固有名詞は 語頭を 大文字で 
霤 く。 なお， 固仿 名詞 以外の 名詞の 語頭を 大文字で 軎 

いても よい 。 

〔補注 1  Kvo  wa  kayobi  desu,  Iluzisan  Ito-Ziro 

Nippon  Ginko  Suzusii  Kaze  ga  huku. 


第 2 表 


sha 

shi 

shn 

sho 

tsu 

cha 

chi 

chu 

cho 

fu 

ja 

•  * 

jo 

di 

du  dya 

dyu 

dyo 

kwa 

gwa 

wo 


そえがき 

おおむね 次の 各项 による。 

第 1 表 〔( ) は m 出を 示す。〕 


a 

* 

i 

u 

e 

0 

ka 

ki 

ku 

ke 

ko 

kya 

kyu 

kyo 

sa 

si 

su 

se 

so 

sya 

syu 

syo 

ta 

ti 

tu 

te 

to 

tya 

tyu 

tyo 

na 

ni 

nu 

ne 

no 

nya 

nyu 

nyo 

ha 

hi 

hu 

he 

ho 

hya 

hyu 

hyo 

ma 

mi 

mu 

me 

mo 

mya 

myu 

myo 

ya 

⑴ 

yu 

(e) 

yo 

ra 

pi 

ru 

re 

TO 

rya 

ryu 

ryo 

wa 

(i) 

⑼ 

(e) 

(0) 

ga 

gi 

gu 

ge 

go 

gya 

gyu 

syo 

za 

zi 

zu 

ze 

zo 

zya 

zyu 

zyo 

da 

(zi) 

(zu) 

de 

do 

(zya) 

(zyu) 

(zyo) 

ba 

bi 

bu 

be 

bo 

bya 

byu 

byo 

pa 

pi 

pu 

pe 

po 

pya 

pyu 

pyo 
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響 S 騰^! 懸；； 


_ 艦 Q 躍 

2 


1 


露 


7 


顧 2 魔 0 徊 驚 g 襲 S  II 鑑 S 

2  2 


2 


〇 

臨 Q 藩 M 
謝 H 謹 S 


1  朝 冗識  U  譜 Q 2 警 〇 Q 鏡 g 霧 g 韻：： 願 1 髄 g 離 4 鯨 Q 鶏 9 麗 g 晒 欄  s  競 g 籍 〇 議 3 護 Q 譲 2 釀 〇 錡  H 


斗 ^ 6 

〇 

<  J 

1 § 7 覆 Q 観 Q 贈 2 鎖 IY 鎮 q 難 g 題 g 額 Q 顔 J 類 C 顕 I 翻 Q 騎 2 騒 2 験 1 闘 2 晴瀨 S  爆 Q 璽：： 簿  S  繰 M 


頻_ 

〇 


害 9 范 to 段 6 貧 2 羊 

酉 4  果 6 館 


齢 Q 晒 懲 S 濯 Q 濫“ 


一一 


了 償 5  1 優 

1 


擦 9 擬 


2 


燥 6 2 爵 


0 


0 


2 6 犠 23 環  M 


6 

療 95 


癖 84 瞬 48 礎 61 穫 18 簡 20 糧 95 織 52 _ 


繭 3  1 職 


礁 51 縮 4 8 續 58 織 60 翼 93 聴 69 覽 94 W 7 3 謙 31 講  W 


薬 91 融 92 衛 12 衡 36 親 54 , 91 諮 42 謀 87 謡 93 賢 31 賴 94 輸 91 避 80 還 20 鋼 36 録 97 錘 55 錠 52 錯 39 錬 


裝 6 百 3  t 

Ik r か 9  S 7 


2 


橋 2 g 機 g 2 激 〇 q 濁 g g 濃  S  燃 7 g 獲！： 獣  S  l g Q 積 & 〇 穏 i J 築 Y 篤； r  糖 Q 緯 Q 縛  s  Ms  縦  n  繁 Q 膨 7 興 g 薄；： 薦 Q 薪  W  薰 


2 


3 


6 


駐£魅 〇 黙 0 1儒？凝 ^ 墾” 壁 


0 


壇 S  壊：； 奮 Q 嬢 2 憩 Q 憲 1 憶 0 憾 0| 懐：：擁 2 操 


6 


7 

5 


曇 W 樹 W 


誕 y 諸 


9 

4  111 rp 6 


謁 2 寶 ]^ 賜  _ 


■皆？ 武 d 


質 W 


趣 S 踏 


15 


2 


U 輪 S 遵 2 遷 S 選 Q 遺 Q 鋭 2 銬：； 閲 2 震 W 霊卩 


稿 S 穂 g 窮 4 窯 Q 箱 S 


範 S 緊 U 線 Q 締 S 縁 2 編 W 


緩 S 


撒 


撲 


2 


® 7 8i 8 ® 


o 


罷 S 膚 2 舗 S 舞 2 蔵 2 衝： ：：褒 Y 課：： 調 o 談 S 請 H 論^: 


( 

1 f  儀 22 億 1  3 劇 29 勲 28 器 22 噴 83 嘱 52 墜 69 « 


0 湾 S 转寶 寶㈣寶 P 

履： 


審 


導 


辑 8 學 8 


〇 

潤 48 潮 63 澄 68 熟 48 熱 75 監 20 盤 79 確 18 稼 

〇 

影 1  2 徹 7  1 慮 95 慰 1  0 慶 29 憂 92 11 83 戯 


乾 


銑 60 銘 90 銭 60 閣 1  8 閥 7 8 関 20 際 3 8 障 5  1 隠 i  1 雑 3 9 需 4 5 静 57 領 95 駄 63 駆 27 駅 1  2 髪 


"魂 37 鳴 90 &: 


0 


0 


緒“ 練 M 総 S 置 'Y 罰 S 聞^ 腐 2 膜 〇 製 W 複 〇 誌 2 認 S 誓 H 誘 2 語 Q 誤 2 説 o 読 H 豪 g 踊 S 


漁 R 漂 1 漆 Q 漏 rr 演 2 漫 S 潰 Q 漸 Q 獄 Q 疑 2 碑 Q 磁 W 種 S 稲：： 榖 


〇 


6 1J 而 
3 


5 


適 S 遭 S 遮 J 酵 S 酷 W 
箇： ：算 0 管 Q 精  U  緑 R 維 A 綱 g 網 Q 綿 Q 
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蕪 Q (T 嫡 S 察 g Q 寡：^ 寧 S 層 S 彰； ：； 徴 Q D 徳；！ 態 S 慕 S 慢2 慣 〇 Q 憎 Q 2 摘 S 旗 2 暮 g 暦 fi 構 S 概： ：模 Q 様 g 歌：： 歴 S 滴 M 

鉛 2 1鉄；^鉱 0 隔 〇 零1雷2電 1 靴：！預 2 頑 1 頒 〇 飼 2 飽 ^ 飾 2 塩 2 鼓 2 _像2僕“僚 5 塾2境 0 増 2 墨2 
話 S 該： ：詳 H 誇 O 誠 7 誉 S 豊 S 賃 Q 賄 Q 資 S 賊 q 跡 S 路^ 跳 S 践 Q 較 〇 載 Q 辞 2 農？ 違 Q 遠 g 遣 1 酬 S 酪 2 鈴 S 
節 S 絹 n 継 A 続 2 罪 S 署 Q 群 g 義 2 聖 Y 腰 Q 腸 S 腹 Q 艇 Q 蒸 2 蓄 7 虜 g 虞 Q 裏 W 裸 Q 褐 Q 解：； 触 2 試 2 詩 〇 詰 S 
源 I 準 S  溝 g 溶 q 滅 Q 滑 Q 滞  W  漠 H 漢 Q 滝 S  煙 2 照 t 煩 Q 猿 g 献 Q 痴 S  盟 s TI Q 督 W  碁 Q 禁 7 禍 B  福 〇 禅 2 稚 S 
愁 ？意 0 愚 ^7 愛9感 0 慈パ慎^慨^:戦 〇 損 〇 搬^!携 ^ 搾5摂2数“新；^暇；：暖：^暗 0 棄 〇 業 (1 楽 〇 楼2歳”殿；： 
債 Q 傷 H 傾 S 働 H 僧 S 勢 7 勧 Q 嗣 U 嘆 S 園 2 塊：： 塑 1 塗；： 墓 S 夢 Q 奨 1 嫁 g 嫌 Q 寝 U 寛 Q 幕 o 幹 Q 廉 f7 微 Q 想 〇 
殖 Q 2 量 S 鈍 H 開：： 閑 A 間 Q 陽 Q 隅 Y 隊； ：階： ：随 K 雄 2 雅 g 集 W 雇 2 雰 Q 雲：： 項 g 順 Q 飲：： 飯 Q 歯 u  i 傑 W 催 S 
詠 2 証 t 象；；： 貯 fl 貴 2 買；： 貸 2 費 Q 賀 S 賀 2 超 2 越 2 距 4 軸 2 軽 S 遂 S 遇 7 遊 S 運 1 遍 S 過 g 道 J 達 S 遅 S 酢 S 
絡 ^ 給^ 統 S 絵 ‘ 0 着 7 脹 S 腕 Q 落 W 葉 S 葬 1 蛮 Q 衆 S 街 PT 裁 Q 裂 S 裝 Q 裕 S 補 g 覚 〇^ 訴 S 診 2 詐 S 詔 Q 評 I 詞 2 
番 Q 畳 S 疎 Q 痘 3 痛 g 痢 J 登 W 短 S 硝 S 硫 IJ 硬 W 税^; 程 W 童 W 筆 n 等：： 筋 Y 筒 W 答：！ 策 Q 粧 S 紫：； 結 0 絶 g 絞 2 
pS 極 g 検 S 欺 2 款 Q 減；； 渡；： 渦 g 測 S 港 r 湖 2 湯 3 温：： 滋：満 Q 湿 Q 湾 Q 無 g, 焦 g 然 S 煮 2 焼 S 営 2 猶 M 琴 S 

換 Q 握 9 援 2 揮 2 揺 2 敢 S 散 n 敬 S 晚 Q 普 2 景 q 晴 H 晶 S 暑 Q 暁 S 替： ：最 Q 朝 S 期 2 棋 2 棒 S 練 n 森 W 棺 S 植 S 

〇 

富 〇 2 寒 〇 尊 S  尋 2 就 g 属 S  帽 g r7 幅 Q Q 幾 2 2 廊^; 廃；： 弾 g 復 Q g 御 2 A 循  W  悲 A 惑 〇 惰 q 愉 2 慌 K 扉 A 掌  S  提 Q 揚 Q 搭 JLI 

割 Q 創 1 勝 Q 募 g 勤 f7 博 Y 善 Q 喚 Q 喜 2 喪 2 喫 Q 圏 Q 堅 Q 堤  M  堪 A 報  S  場 2 堕 2 塔  W  塚 S  塀 塁 g 奥 2 婿”媒：： 

L  0 0 
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尺 4  予 

i、/  .1.  nMMt 

rfv  4  nH 


o 


閉 a 4 陪 7 7 陰 1  1 隆 9 5 陳 6 9 陵 9 5 淘 7 3 連 


雪 58 頂 68 魚 24 鳥 G8 麻 88 黄 3 5 黒 36 斎 38 2® 偉 1  0 傍 87 傘 40 備 


訟 50 訪 86 設 58 許 24 訳 91 豚 74 貧 81 貨 1  5 販 79 貫 1  9 責 58 * 


転 71 逮 64 週 46 進 53 逸 1  1 部 


2 


紹 


迫 


々ホ 3 


冬 6  u 
辞4  龜 


6 


2 


翌 93 習 4G 粛 47 脚  S 


付 凶 


7 


1%^ 


02  3 


菜 3 8 著 67 1* 


JMMJ 

0 


1  〇 

s D 郵 1 都；： 郷  S  酔 S  W 

Z 見 


: M 2 9 術 4 8 袋： 


〇 


理 94 瓶 

〇 

旋 59 族 63 望： 


産 4 0 咯 


盛 57 盗 


3 


■  一 

〇 


M 1 13 K 


祭 38 移 1  0 窒 G7 窓 G  1 章 


符 8 2 第 6 5 粒 


rr f^ 6  ⑴ 8  ^1 

g  \  C5 // 市 3 


6 


欲 


3 


& 

〇 


悼 73 情 52 惜 58 悪 9 惨 40 捨 
堂 74 婆 76 婚 37 婦 82 宿 47 寂 


歩 〇 華7 

〇 

苦 5 帚 1 

〇 

寄 22 密 W 


液 1  2 涼 95 淑 47 淡 


混 


授 


H  渓 28 渋 47 済 38 猛 90 猫 7 5 猢 95 率 63 現 

〇  〇 

掘 28 掛 1  8 採 38 探 65 接 58 控 35 推 55 措 60 描 8  1 掲 28 教 26 救 24 敗 77 斜 44 断 


尉 1  0 崇 5 5 崎 39 崩  W 

〇 


巣 61 帳 68 常 52 庶 49 康 35 庸 92 張 68 強 25 彩 38 彫 68 得  H 


患 19 


1 

1± 


乾 


通； 


偵 M 偏 S 
速 S 造 S  a 


健 S 側 S 偶 7 偽 2 剰 2 副 S 動；！ 勘 Q 務 


嗎 


f* * t* 


唱 50 商 50 問 9  1 啓 28 域 1  0 執 4 a 培 7 7 基 


2 

2 


n p 邊 〇  KM8  4 

逦 7 君 2 1H 44 

0 


HL7 


5  L ― ,3 a: iL 5 

B7 雅 4 奢 5 泛 3 


陛 84 院 1  1 陣 5 4 除 49 陥 1  9 隻 5 8 飢 21 馬 76 骨 3 6 高 3 5 鬼 21 党^! 


脂 4  1 脅 25 脈 89 致 66 航 35 般 79 荷 


蚊 1  6 蚕 39 衰 55 被： 


寸 3 
51 P 7 


言 2 


財 〇 貢 g 起 1 軒 Q 辱 S 透 n 逐；； 


口 出 8 

掌 8 

〇 

竜 0 5 

〇 

途 71 


真 53 眠 89 砲 86 破 76 秘 80 祥 50 租 60 秩 67 称 50 笑 50 粉 83 粋 


純 4 8 紙 41 紛  S  素 60 紡 87 索 39 翁 13 耕 3 5 耗 90 胴 74 胸 


残 40 殺 


流 94 浦 85 浪 97 浮 82 浴 93 浸 53 消 50 涙 96 浜 81 烈 97 特 74 珠 45 班 7 9 畔 79 留 95 畜 67 畝 55 疲 80 疾 4 3 病 81 症 50 益 


拳 24 敏 8  1 料 95 旅 95 既 21 時 4 3 書 49 朕 69 朗 97 栓 59 校 3 5 株 1  9 核 1  8 根 37 格： 


〇 


栈. 

〇 


杉 


梅 


4 


案 Q 桑 I 栽 Q 帰 U 殉 Q 殊 S 


師 1 席 Q 帯 S  座 fT 庫 2 庭 Q 弱“ 徐 Q 徒；： 従 W  恐 g 恥 Q 恩：： 恭 g 息  S  m 


i  S  肖 恋 Qy si  f  i  ㈣ 


員：： 哲 1 浚 


唇 〇 害 _ 

〇 


埋 S 夏 K 姫 Q 娘 Q 娯 


孫 S 官以宰 Q 害 Y 宴 2 宵 Q 家 H 容 2 射 X 将 Q 展；： 峰 S  © 


〇 
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_  修 46 俳 7 7 俵 8  1 倉 6  1 俸 8 6 値 6 6 個 3 2 倍 7 7 倒 7 2 候 3 5 借 44 倣 8 6 倫 9 5 倹 3 0 兼 3 0 准 4 8 凍 7 2 剖 87 剛 3 6 剤 3 8 剣 3 0 勉 8 5 匿 74 原 3  1 

1 〇 

負 2 赴 2 軌；： 軍 g 迷 Q 追 g 退 J 送 J 逃 W 逆 Q 郊 K 郎 S 重 0 限；： 面 Q 革 Y 音：： 風 Q 2 飛 A 食 S 首 S 香 S 点 H 衷 S 卸：； 
窃 S 糾 S 紀 I 約 1 紅^ 級 4 美 S 耐 2 肺？ 胃 Q 背 W 胎 3 胞 g p s 臭： S 茶 7 草 S 荒 S 荘 1 虐 Q 要 2 訂 M 計 S 変 S 貞 S 

牲 S 狩：： 狭 3 独 H 珍 q 甚 2 界 0 畑 g 疫 2 発 Q 皆 Q 皇ハ 盆 Q 盾 Q 省 W 看 g 砂 S 研 Q 砕 Q 祖 Q 祝 0 神 S 秋 S 科 g 秒 W 

〇 

枯 9 架 S 柄^ 某 <7 染 S 柔5 査 Y 柱 7 柳 2 和 J 栄 〇 段 S 泉 Q 洋 Q 洗 g Q 洞 H 津 S 洪 Q J 活 1  8 派 M 海：： 浄 g  1 浅 S 炭 S 為 n 

思 U 怠 J 急 S 恒れ限 W 悔 g 括 Q 拷 W 拾 S 持 Q 指：： 挑 Q 挟む 政 S 故 〇 叙 Q 施；： 星 S 映：： 春 S 咋 Q 昭 S 是 S 昼 S 県 W 

f  ,  〇  〇 

城；； 奏 H 契 3 姻：： 姿：： 威 Q. 孤 2 客 3 宣 S 室 W 封 S 専 S 厘 〇 峠 4 峽 5 帝 M 帥 S 幽 1 度 H 建 A 弧 2 待" 律^ 後 2 怒 2 

係 g 便 S 促 S 俊 Q 俗 S 保^ 信 Q 冒 M 冠 n 則 q 削 n 前 S 勅 Q 勇 J 卑 g 南 W 卷 G 厘 S 厚れ 咲 g 哀 9 品 1 単 2 型 g 垣 U 

〇 

英：： 芽：： 茂 Q 茎 Q 衷 Q 迫^: 迭 1 述 g 邸 Q 邪：： 直  S  金 Y 長 Q 門 Q w Q 附 〇 雨 1 青：^  非  J  斉 g f  乗 g t 亭 S  侯  S  侵 S 

炎 2 炉 Y 版 M 牧 Q 物 2 画：^ 的？ 盲 Q 知 S 祈 J 祉 U 空 S 突 W 並 S 者“ 肢 U 肥 W 肩 Q 肪 S 肯^ 育 A 舎 J 苗 S 若 W 苦 U 

〇 

枝：； 枢 S 果 g 欧：： 殴：： 歩 S 武 2 毒 W 河 g 沸 Q 油 1 治 W 沼 S 沿 2 況 S 泊^: 泌 S 法 S 泡 S 波 M 泣 〇 JI 泥 7 Q 注 S 泳 I 炊 S 
拍パ 拒^ 拓^ 拘れ拙 S 招 2 拝 W 担 S 拠 A 拡 Y 放 S 昆 ^7 昇 S 明 S 易！： 昔 g 服 Q 杯 H 東 W 松 A 板 Q 析 S 林 S 枚 g 枠 S 
岳 Q 幸 J 底 S 店；：： 府 ¢1 弦；； 彼 S 往！ ：征 S 径 〇 忠 P 念 W 怖 S 性 A 怪 0 房 7 所 S 承 S 披 n 抱 Q 抵 Q 押：： 抽 W 抹 S 拐 0 
奇 1 奉 S 奔 g 妹 Q 妻 Q 姉 n 始 C 姓 S 委 0 季 n 学 g 宗 S 官 n 宙 S 定 Q 宜 2 実 U 宝 S 尚 n 居 4 届 J 屈 g 岩 t 岬 Q 岸 n 
到 W 制 S 刷 Q 券 A 刺：： 刻 g 効^ 劾：：： 卒 S 卓 S 協 5 参 Q 叔 W 取 S 受“周 S 味 Q 呼 2 命 g 和 7 固 2 国 g 坪 S 垂 S 夜 2 
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多 

有 

老 

伺 

"6  3 

9 1 

9  7 

4 1 

好 

朱 

考 

似 

3  4 

4  5 

3  4 

42 

如 〇朴 

耳 

但 

4  9 

8  8 

4  2 

0  5 

妃 

7  9 

机 

2  I 

肉 

7  5 

位 

劣® 妄 朽® 肌 

97  9  0  2  3  7  8 


〇 屯 

出 

左 

d 

\1  辺 

7  4 

4  8 

3  7 

2 

6  8  4 

父 

刊 

巧 

t 卜0 凸 

8 1 

19 

3  3 

1 

9  7  4 

片 

功 

巨 

生 〇 凹 

8  4 

3  3 

2  4 

5 

6  1 3 

上 二 

2  4 

加 

1 4 

m 

4  0 

■  6 画 

犬 

包 

布 

田 交 

3  0 

8  6 

81 

7 

1  3  3 

王 

13 

北 

平 

E 

ヨ仰 

8  a 

8  4 

9 

1  2  6 

欠 

半 

幼 

ョ仲 

2  9 

7  8 

9  2 

3 

3  6  7 

予 

占 

広 

申 件 

9  2 

5  9 

3  3 

5 

3  3  0 

双 

去 

庁 

.1 

:  任 

61 

2  4 

G  8 

7 

7  7  5 

5 画 

古 

3  2 

必 

8  0 

皮 企 

7  9  21 

且句 打® 皿 伏 

19  27  63  3  9  82 


自 1  2 至 U 舌 g A 舟 5 色 g 2 芋：： 芝 U 虫 S 血 〇 Q 行 g J 衣 Q 西 g 武 H 迅 H igj 乱 JJ 亜 9 伯 U 伴 Q 仲 S 

2  1  一 9: 8  ゴ U 1  ^19  llr>3  E  4  kb  6  一 — -2  K6  ^  1 |/ ヨ2  LrTTO  ny/4  fT7  0 K 4  1J 4 9 £: 一  2  1 
TV  4  歹 4  00  メ  2  1 、>- 1 -¢3.  CO 、>,_  6  7  1  G ^ li  7  411 OQCi、 5 A: _ 6 『^\  8  4  *^pil  ^Tr  9  F7^7 1 

o 

字 S 存 g q 宅 g g 宇：： 守 S 安 Q 寺 o 州 S 巡 Q 帆 Q 年？ 式 g 忙 S 成 S 扱 A 旨：： 早：： 旬 g 曲 ti 会：^ 
匠 Q 印：： 危 1 叫 g 各：； 合 S 吉 3 同 H 名 Q 后 4 吏 4 吐 向 Q 吸 3 回：： 因：： 団 S 在 g 地 S 壮：： 


戈 3 长 3  1 x 4  ^7  k-8  fe9  ,AU3 v e o  ^5  4^  5  ^47  8  ^y6 

A17  f^v2  /^u-  7  t^\4  w\6  ^T\3  \ 3 6  wt  9  Hrf\  2  U3  2  K?\9 

目 Q 矛 Q 矢 I 石 g 示 2 礼 Q 穴 y 立 J 台^ 旧 S 処 S 号 M 弁 E 込^; 
払 S 斥 g 未 Q 末 Q 本 Q 札 A 正：^ 母 g 民 Q 氷 Q 永：： 汁 S 犯；！ 玄 H 

o 

召 S 可 u 史 S 右：： 同 Q 囚 S 四 S 圧 A 外：； 央 S 失 S 奴 0 写 2 尼 2 

世 S 丘 3 丙 W 主 S 仕 S 他 Q 付れ 仙 S 代い 令 Q 以 A 兄 S 冊 Q 冬 W 

〇 


邦 Q n 医 Q 里 g J 防 S  余 Q 体：： 麦 乳 g 延 2 事  W  享 g 京 R 佳 J 使 1 例 Q 侍 2 供 5 依 Q 侮 Q 併^  価：： 免 A 具  M  典；： 
系 Q 声 S 肖 Q 肝 Q 臣 Q 良 S 花 J 芳 H 芸 g 見 0 角：： 言 t 谷 g 豆 2 貝：： 売 Y 赤 S 走 S 足 〇 身 〇 車“ 辛 S 迎 9 近 S 返 W 
択 K 改： ：攻 / 更^ 杉 S 材 g 村 Q 束 o 条 H 求 4 決 Q 汽 1 沈 Q 没 Q 沖 £ 沢 S 災^; 状 1 狂 5 男 S 町 Q 社“ 秀 S 私“ 究 S 

床 Q 序 S 廷 A 弟 H 形 Q 役 1 忌 jr 忍 R 志 J 忘 7 快 g 応 〇 我 g 戒 H 戻 S 扶 1 批 n 技 2 抄 n 把 W 抑 Q 投 W 抗 S 折 S 抜 M 

〇  0 

呈 S 呉 qn 吹 H 告 Q g 困 Q Y 囲 Q 図 J 坂 M 均 W 坊 W 坑 4 害：： 寿：； 妊 S 妙 g 妥 S 妨 Y 孝^ 完 Q 対；： 尾 A 尿 S 局 g 岐 t 希；^ 
低 S 住 W 佐 W 何 J 作 Q 来 g 克 Q 児 W 兵^ 冷 0 初 S 判 S 別れ 利 4. 助 Q 努 2 労^: 励 0 却 Q 卵 S 即 2 君 g 吟 U 否？ 含 S 
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ゆるす  許 24 

ゆるむ  緩 20 

ゆるめる  緩 20 

ゆるやか  緩 20 

ゆれる  揺 92 

ゆわえる  結 30 

[ょ】 

よ  四 40 

世 55 
代 64 
夜 91 
よい  ©宵 50 

良 95 
善  60 

よう  八 78 

酔 55 
よこ  横 13 

よ ごす  汚 13 

よごれる  汚 13 

よし  ^  91 

よせる  寄 22 

よそおう  装 62 

よつ  m  40 


よっつ 

四 

40 

よぶ 

呼 

32 

よむ 

詠 

12 

二士 

me 

74 

よめ 

嫁 

15 

よる 

仪 

91 

因 

11 

寄 

22 

よろこぶ 

(二 i 

22 

よ わい 

弱 

44 

よわまる 

弱 

44 

よ わめる 

弱 

44 

よわる 

弱 

44 

よん 

兀 

40 

【わ】 

わ 

我 

16 

輪 

96 

わかい 

右 

44 

わかす 

沸 

83 

わかつ 

分 

84 

わかる 

分 

83 

わかれる 

分 

83 

別 

84 

わく 

©枠 

98 

沸 

83 

わけ 

訳 

91 

わける 

分 

83 

わざ 

技 

22 

業 

26 

わざわい 

災 

38 

わずらう 

氓 

19 

煩 

79 

わずらわす 

煩 

79 

わすれる 

87 

わた 

綿 

90 

わたくし 

私 

41 

わたす 

渡 

71 

わたる 

渡 

71 

わらう 

笑 

50 

わらべ 

里 

74 

わり 

割 

18 

わる 

割 

18 

わるい 

tli'i 

.#  tjj  \ 

9 

われ 

我 

16 

われる 

割 

18 
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乙 人 

13  5  4 

2 

-圃  7  5 


又 
8  8 

3 画 

丈 


丸 

2  0 

久 

2  3 

亡 

87 

凡 
8  8 


刃 


©は 「当 用 漢字 表」 より 増えた 漢与 


及 

子 

千 

中 

仏 

2  3 

4  0 

19 

6  7 

8  3 

P 

弓 

丹 

介 

3  3 

5  5 

2  3 

G  5 

1  G 

十 

.  J  -  m 

小 

才 

乏 

A 

7 1 

4  9 

3  7 

8  7 

3  7 

士 

[II 

与 

互 

7C 

4  0 

3  9 

9  2 

3  2 

31 

夕 

川 

力 

五 

内 

円幻収 木 

12  3 1  45  88 

区 天 吊 文 止 

27  7 1  68  84  4  0 

太 弓 I 斗 比 

6  4  11  71  7  9 

夫 心 斤 毛 

81  53  2 6  90 

孔 戸方 氏 


冗 

51 


IX 


7C 
8  0 


2  5 


分 升 


9 


8  3 

切 

5  8  3  2 

M  〇 厄 


6  8 

7  8 

3  9 

5  4 

5  7 

5  9 

H  0 

3  2 

7  5 

19 

91 

3  3 

3  2 

8  6 

4  0 

七 

4  3 

刀 

上 勺 

大 

X 

/I  jHTi 

ガ： 

公 

匁 

友 

少 

- 

于 

1 ヨ 

水 

7  2 

51 

4  4 

6  4 

3  3 

3  8 

91 

91 

4  9 

4  5 

7  5 

5  5 

九 

2  3 

力 

9  5 

— 、  千 

14  5  9 

女 

4  9 

己 

3  2 

不 

81 

仁 

5  4 

- t  ▲ 
/\ 

9  7 

化 

反 

7  8 

，尺 

4  4 

支 

月 

3  0 

火 
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やしなう 
令し ろ 
やすい 
やすまる 
やすむ 


もえる 

もぐる 

もしくは 

もす 

もちいる 

もつ 

もっとも 

もっぱら 

もと 


燃 

沿 

若 


用 

作 

r  1 
収 

r-  f  屬' 

A. 


ちとい 
もどす 
もとめる 
も どる 

もの 


もも 
もやす 
も よ おす 
もらす 
もり 


元 

本 

基 

基 

〇戾 
求 
〇 戻 

物 

'Y\ 

桃 

燃 

韻 


守 


もる 


もれる 

もんめ 


盛 

漏 

m 

匁 


【や: 1 


や 

八 

矢 

m 

竦 

やく 

焼 

やける 

焼 

やさ しい 

易 

76 

60 

44 

76 

92 

43 
38 
59 
14 
31 
88 
22 
22 
96 
24 

96 
83 

44 
72 
76 
38 

97 

45 
54 
57 
97 
97 
91 


78 

41 

13 

15 

50 

50 

12 

92 

93 
44 
10 
23 
23 


やすめる 

休 

23 

やつ 

八 

78 

やっつ 

八 

78 

やど 

j  *  ， 

伯 

47 

やとう 

m 

32 

やどす 

宿 

47 

やどる 

宿 

47 

やなぎ 

柳 

94 

やぶる 

破 

76 

やぶれる 

破 

76 

77 

やま 

山 

39 

やまい 

柄 

81 

やむ 

病 

81 

やめる 

辞 

43 

やわらか 

柔 

47 

軟 

75 

やわらかい 

柔 

47 

軟 

75 

やわらぐ 

和 

98 

やわらげる 

和 

98 

[ゆ】 


ゆ 

ゆう 


ゆえ 

ゆか 

ゆき 

ゆく 


湯 

夕 

111 

床 


〇 浙 


ゆさぶる 

ゆすぶる 

ゆする 

ゆずる 

ゆたか 

ゆび 

ゆ^み 

ゆめ 

ゆらぐ 

ゆる 

ゆるい 

ゆるぐ 


ば 

liU* 

抗- 

議 

iHi 

指 


it  *  i 


揺 

揺 


揺1 


73 

58 

30 

32 

49 

58 

34 

57 

93 

93 

93 

52 

86 

41 

23 

89 

92 

92 
20 

93 


むぎ 

むく 

むくいる 

むける 

むこ 

むこう 

むし 


麦 

向 

報 

向 

向 

虫 


むす 

むずかし 1 

、 難 

むすぶ 

rri 

むすめ 

娘 

むつ 

し 

ノヽ 

むっつ 

- 1  ^ 
八 

むな 

胸 

〇楝 

むね 

匕 

胸 

© 秘 

むら 

村 

群 

むらさ# 

紫 

むらす 

— 1-  !»■-* 

むれ 

群 

むれる 

水 

d  t 

むろ 

nr 

78 

34 

86 

34 

57 

34 

67 

52 

75 

30 

89 

97 

97 

25 

73 

41 
25 
73 
63 
28 

42 
52 
28 
52 
28 

43 


【め】 


め 


め ぐむ 
めぐる 
めし 
めす 


女 

闫 

-I  t- 

雌 

恵 

巡 

飯 

雌 

7J 


めずらしい 珍 

【も】 

も  喪 

〇 藻 

もうける  設 

もうす  中 


49 

90 

16 

42 

28 

48 
79 
42 

49 
69 


61 

62 

58 

53 


M 避 社 安 沐休 
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ほね 

骨 

37 

ほのお 

炎 

12 

ほまれ 

誉 

92 

ほめる 

〇褒 

87 

ほら 

〇 洞 

74 

ほり 

〇 堀 

88 

ほる 

彫 

68 

掘 

28 

ほろびる 

滅 

90 

ほろぼす 

滅 

90 

【ま】 

ま 

• 

90 

jfL 

53 

馬 

76 

問 

20 

まい 

舞 

82 

まいる 

参 

39 

ま ラ 

舞 

82 

まえ 

前 

60 

まかす 

任 

75 

負 

82 

まかせる 

任 

75 

まかなう 

賄 

98 

まがる 

曲 

26 

まき 

牧 

88 

>Jr. 

19 

まぎら 1 

紛 

83 

ま ぎら わし v 

ヽ紛 

83 

まぎらわす 

紛 

83 

ま ぎれ る 

紛 

83 

まく 

卷 

19 

まける 

負 

82 

まげる 

曲 

26 

まご 

孫 

63 

まこと 

誠 

57 

まさ 

正 

56 

まさる 

勝 

50 

まざる 

交 

33 

混 

37 

まじえる 

ン 1 ■マ 

33 

まじる 

，■-  .it 

父 

33 

混 

37 

まじわる 

ます 

まず' しい 
まぜる 

また 

またたく 

まち 


まつ 


'まったく 

まつり 

まつりごと 

まつる 

まと 

まど 

ま どう 

まなこ 

まなぶ 

ま ぬかれる 

まねく 

まぼろし 

まめ 

まもる 

まゆ 

まよう 

まる 

まるい 

まるめる 

まわす 

まわり 

まわる 

【み】 

み 


— I  Jl 

父 

33 

升 

49 

増 

62 

貧 

81 

交 

33 

37 

又 

88 

48 

町 

68 

街 

17 

松 

50 

待 

64 

全 

60 

祭 

38 

政 

56 

祭 

38 

的 

70 

窓 

61 

惑 

98 

眼 

21 

学 

18 

免 

90 

招 

50 

幻 

31 

豆 

72 

守 

45 

繭 

31 

、也 

90 

丸 

20 

丸 

20 

円 

12 

丸 

20 

冋 

16 

周 

46 

冏 

16 

39 

身  53 
実  43 

みえる  見 30 

みがく  〇 磨 88 
みき  幹  20 


みぎ  右 11 

みことのり 詔 51 

みさお  操 62 

みさき  〇 岬  89 

みささぎ  陵 95 

みじかい  短  65 

みじめ  惨  40 

みず  水 55 

みずうみ  湖 32 

みずから  自  42 


みせ 

みせる 

みぞ 

みたす 

みだす 

みだれる 

みち 

みちびく 

みちる 


店 71 
見 30 
〇 溝 36 
満 89 
舌 L  94 
乱 94 
m  74 
導 74 
満 89 
三 39 
貢 35 
三 39 


みとめる  認 75 

みどり  綠 95 

みな  皆： 16 

みなと  港 35 


みなみ  南 75 

みなもと  源 31 

みにくい  醜 46 

みね  峰  86 

みのる  実 43 

みみ  耳  42 

みや  官 24 


みやこ 

都 

71 

みる 

見 

30 

診 

54 

【む】 

む 

ノ、 

97 

むい 

t  * 

ノ、 

97 

むかう 

向 

34 

むかえる 

迎 

29 

むかし 

Mi 

53 
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[ 

ベ 

へだたる 

へだてる 

べに 

へび 

へらす 

へる 


【ほ〕 


ほ 

火 

帆 

穂 

ほ うむる 

葬 

ほ か 

外 

ほがらか 

朗 

ほこ 

矛 

ほこる 

誇 

ほし 

ほしい 

欲 

ほす 

十 

ほそい 

細 

ほそる 

細 

ほたる 

〇 蛍 

ほっする 

欲 

ほど 

斤 主 

ほとけ 

仏 

ほどこす 

施 

85 

18 

18 

34 

44 

31 

29 

31 

14 

78 

55 
61 
17 
97 
89 

32 

56 
93 
19 
38 
38 
29 
93 
70 
83 
41 


ふみ 

文 

84 

ふむ 

踏 

73 

ふやす 

殖 

52 

土 的 

62 

ふゆ 

冬 

72 

ふる 

振 

53 

降 

35 

ふるい 

古 

B2 

ふるう 

振 

53 

■■  3  ■せ 

54 

83 

ふるえる 

震 

54 

ふるす 

古 

32 

ふれる 

触 

52 

ひろがる 

ひろげる 

ひろまる 

ひろめる 

[ふ】 

ぶ /L 

ふ； L  〇 

ふ 力、 し ヽ 

ふかす 

ふかまる 

ふかめる 

ふく 

ふくむ 

ふくめる 

ふくらむ 

ふくれる 

ふくろ 

ふける 

ふさ 

ふし 

ふす 

ふせぐ 

ふせる 

ふた 

ふだ 

ぶた 

ふたたび 

ふたつ 

ふち 

ふで 

ふ とい 

ふところ 

ふとる 

ふな 

ふね 

ふまえる 


ひいでる 

ひぇる 

ひかえる 

ひがし 

ひかり 

ひかる 

ひき 

ひきいる 

ひく 

ひ  <  い 

ひくまる 

ひくめる 

ひける 

ひさ しい 

ひそむ 

ひたい 

ひたす 

ひだり 

ひたる 

ひつじ 

ひと 

ひと しい 

ひとつ 

ひとり 

ひびく 

ひま 

ひめ 

ひめる 

ひや 

ひやかす 

ひやす 

ひら 

ひらく 

ひらける 

ひる 

ひるがえす 
ひる 力' ; える 
ひろい 
ひろう 


辺 隔隔紅 蛇 減 経 減 

〇 


3  33  3  0  2^2  3  4  335300774747937  2  5194  7  53  0  47469693 
3  3  3  3  75653  5  5  5  822886938588876373718616  4  5457 
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のがれる 

逃 

72 

のき 

軒 

30 

のこす 

残 

40 

のこる 

残 

40 

のせる 

乘 

51 

載 

38 

のぞく 

49 

のぞむ 

望 

87 

臨 

96 

のち 

後 

33 

のばす 

伸 

53 

延 

12 

のびる 

仲 

53 

延 

12 

のべる 

延 

12 

\ . 1^ 

48 

のぼす 

h 

51 

のぼせる 

51 

のぼる 

h 

51 

昇 

50 

登 

73 

のむ 

飲 

11 

のる 

乘 

51 

載 

38 

【は】 

は 

刃 

54 

11 

某 

93 

歯 

42 

端 

65 

ば 

場 

52 

はい 

灰 

16 

はいる 

入 

75 

はえ 

栄 

12 

はえる 

栄 

12 

はえる 

生 

56 

映 

12 

はか 

墓 

85 

ばかす 

化 

14 

はがね 

鋼 

36 

はから 

う  計 

28 

はかる 

図 

54 
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計 28 


測 

63 

.IZL 

里 

95 

諮 

42 

謀 

88 

はく 

吐 

71 

掃 

61 

履 

94 

はげしい 

激 

29 

はげます 

励 

96 

はげむ 

励 

96 

ばける 

化 

14 

はこ 

m 

78 

はこぶ 

運 

11 

はさまる 

〇 挟 

25 

はさむ 

〇 挟 

25 

はし 

端 

65 

橋 

26 

はじ 

恥 

66 

はじまる 

始 

41 

はじめ 

初 

48 

はじめて 〔 

副〕 初 

48 

はじめる 

始 

41 

はしら 

柱 

67 

はじらう 

恥 

66 

はしる 

定 

61 

はじる 

恥 

66 

はずかしし 

、 恥 

66 

はずかしめる 摔 

53 

はずす 

外 

17 

はずむ 

弾 

66 

はずれる 

外 

17 

はた 

火 田 

78 

旗 

22 

端 

66 

機 

22 

はだ 

® 肌 

78 

はだか 

裸 

93 

はたけ 

畑 

78 

はたす 

果 

15 

はたらく 

働 

74 

はつ 

初 

48 

はて 

果 

15 

はてる 

果 

15 

はな 

花 

14 

華 

15 

鼻 

80 

はなし 

話 

98 

はなす 

放 

86 

話 

98 

離 

94 

はなつ 

放 

86 

はなはだ 

〇甚 

54 

はなはだ 

しい 

〇 逋 

54 

はなれる 

放 

86 

離 

94 

はね 

羽 

11 

はねる 

跳 

68 

はは 

母 

85 

はば 

幅 

83 

はばむ 

阻 

60 

はぶく 

省 

57 

はま 

浜 

81 

はやい 

早 

61 

di 

63 

はやし 

林 

95 

はやす 

牛 

56 

はやまる 

早 

61 

はやめる 

早 

61 

速 

63 

はら 

原 

31 

腹 

83 

はらう 

払 

83 

はらす 

晴 

57 

はり 

針 

53 

はる 

舂 

48 

張 

68 

はれる 

晴 

57 

【ひ】 

ひ 

75 

火 

14 

氷 

80 

灯 

72 
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とらえる 

捕 

85 

と ら われる 

捕 

85 

とり 

鳥 

68 

とる 

取 

45 

捕 

85 

執 

43 

採 

38 

撮 

39 

どろ  G 

> 泥 

70 

とん 

問 

91 

【な】 

な 

名 

89 

采 

38 

ない 

亡 

87 

伽 

#  1  \  \ 

89 

なえ 

イ ト 
田 

81 

なおす 

治 

43 

直 

69 

なおる 

治 

43 

直 

69 

なか 

中 

67 

仲 

67 

ながい 

永 

11 

長 

68 

ながす 

流 

95 

なかば 

78 

ながめる  〇 

眺 

68 

ながれる 

流 

95 

なく 

泣 

24 

鳴 

90 

なぐさむ 

慰 

10 

な ぐ さめる 

尉 

一  UjV 

10 

なぐる 

殴 

13 

なげかわしい 

、嘆 

65 

なげく 

嘆 

65 

なげる 

投 

72 

な ごむ 

和 

98 

な ごや か 

和 

98 

なさけ 

情 

52 

なす 

成 

56 

なつ 

夏 

15 

なつかしい 懐 17 


なつく  懷 17 

なつける  懐 17 

なな  七 43 

ななつ  七 43 

ななめ  斜 44 

なに  何 14 

なの  七 43 

なま  生 56 

なまける  怠 64 

なまり  鉛； 1.3 

なみ  並 84 

波 76 

なみだ  涙 96 

なめらか  滑 19 

なやます  悩 76 

なやむ  悩 76 

ならう  倣 86 


習 

46 

ならす 

鳴 

90 

惯 

20 

ならびに 

並 

84 

ならぶ 

並 

84 

ならべる 

並 

84 

なる 

成 

56 

嗚 

90 

なれる 

噴 

20 

なわ 

-f  H 

m 

81 

〇 縄 

52 

なん 

【に】 

f"f 

14 

に 

荷 

15 

にい 

新 

54 

にえる 

煮 

44 

にがい 

苦 

27 

にがす 

逃 

72 

にがる 

苦 

27 

にぎる 

握 

10 

にくい 

憎 

62 

にく しみ 

憎 

62 

にくむ  怕 62 

にくらしい 憎 62 


にげる 

逃 

72 

に ごす 

m 

65 

にごる 

濁 

65 

にし 

西 

56 

にせ 

偽 

22 

になう 

拘 

65 

にぶい 

鈍 

74 

にぶる 

鈍 

75 

にやす 

煮 

44 

にる 

似 

42 

魚 

44 

にわ 

庭 

70 

にわとり 

鶏 

29 

【ぬ】 

ぬう 

縫 

87 

ぬかす 

抜 

78 

ぬかる 

抜 

78 

ぬく 

抜 

78 

ぬぐ 

脱 

65 

ぬける 

抜 

78 

ぬげる 

脱 

65 

ぬし 

土 

45 

ぬすむ 

盗 

73 

ぬの  布  81 

ぬま  沼 50 

ぬる  塗 71 

【ね】 

ね  音 14 

根 37 
値 66 

ねがう  願 21 

ねかす  寝 54 

ねこ  〇 猫 81 

ねばる  粘 76 

ねむい  眠 89 

ねむる  眠 89 

ねる  寝 54 

練 97 

ねんごろ  懇 37 

【の】 

の  野  91 

のがす  逃 72 
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ところ 

と ざす 

とし 

とじる 


と どける 

とどこおる 

ととのう 


皆 

巾 


所 

閉 

年 

閉 

嫁 

hi 

旭 

滞 

調 

败 


ととのえる 調 

败 


となえる 

となり 

となる 

との 

どの 

とばす 

とびら 

とぶ 


唱 

隣 

隣 

殿 

殿 

飛 


〇 


とぼし V 
とまる 


とみ 

とむ 

とむらう 

とめる 


とも 


ともなう 


飛 

跳 

乏 

止 

泊 

留 

jtr 

m 

/フヒ* 

I  二 1 

na 

吊 

止 

泊 

留 

友 

北 

ノ、 

供 

伴 


52 

48 

84 

76 
84 
15 
74 
74 
64 

69 

57 

69 

57 

50 

96 

96 

71 

71 

80 

80 

80 

68 

87 

40 

77 
95 
82 
82 
68 
40 

77 
95 
91 
25 
25 

78 


っくす  尽 54 

つぐなう  償 51 

つくる  作 39 

造 62 

つくろう  繕 60 

つける  付 81 

就 46 
着 67 
〇漬 69 
つげる  告 36 

ったう  伝 71 

つたえる  伝 71 

つたわる  伝 71 

つち  上 72 

つちかう  培 77 

っっ  简 73 

つづく  続 63 

つづける  続 63 

つつしむ  慎 54 

謹 27 

つつみ  堤 70 

つづみ  鼓 32 

つつむ  包  86 

っどう  集 46 

つとまる  勤 27 

つとめる  努 72 

務 89 
勤 27 

っな  綱 36 

っね  常 52 

つの  角 17 

つのる  募 85 

つばさ  翼 93 

つぶ  粒 95 

っぽ  坪 69 

つま  妻 38 

っまる  詰 23 

つみ  罪  39 

つむ  詰 23 

摘 7〇 
積 58 
錘 55 


つむぐ 

紡 

87 

つめたい 

冷 

96 

つめる 

亏 i: 

jin 

23 

つもる 

積 

58 

つゆ 

97 

つよい 

強 

25 

つよまる 

強 

25 

つよめる 

強 

25 

つら 

而 

90 

つらなる 

連 

97 

つらぬく 

貫 

19 

つ ら ねる 

速 

97 

つる 

弦 

31 

〇 釣 

68 

つるぎ 

剣 

30 

つれる 

速 

97 

【て】 

て 

手 

45 

てら 

寺 

42 

てらす 

昭 

>  Vi  v 

51 

てる 

昭 

ハ、、. 

51 

でる 

出 

48 

てれる 

H 召 

4 1  %  1 

51 

【と] 

と 

十 

47 

p 

32 

とい 

問 

91 

と ラ 

問 

91 

とうげ 

峙 

74 

とうとい 

尊 

63 

貴 

22 

とうとぶ 

尊 

63 

貝 

22 

とお 

十 

47 

とおい 

遠 

13 

とおす 

通 

69 

とおる 

通 

69 

と かす 

洛 

93 

解 

17 

と 含 

時 

43 

とく 

溶 

93 

解 17 


9  0  3  7  5  9 
5  3  9  1  5  4 

説 研 溶解 遂床 


る 


とと 


る 

げこ 

とと 
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ちかう 

ちがう 

ちがえる 

ちから 

ちぎる 

ちち 

ちぢまる 

ちぢむ 

ちぢめる 

ちぢらす 

ちぢれる 

ち ら かす 

ちらかる 

ちらす 

ちる 

【つ】 


ゥ 

津 

ついえる 

费 

ついやす 

費 

つか 

® 塚 

つかう 

使 

m 

つかえる 

仕 

つかす 

段 

つかまえる 

捕 

つかまる 

捕 

つからす 

疲 

つかる 

0 漬 

つかれる 

疲 

つかわす 

m 

つき 

月 

つぎ 

次 

つきる 

尽 

つく  付 

突 

就 


つぐ  次 

接 

継 

つくえ  机 


57 
10 
10 

95 

28 

81 

75 

48 

48 

48 

48 

48 

40 

40 

40 

40 

53 
80 
80 
69 

41 
31 
40 

54 
85 
85 
80 
69 
80 
31 
30 

42 
54 
81 
74 
46 
67 
42 

58 
29 
21 


たがやす  m  35 

たから  宝.  86 

たき  滝 65 


たきぎ 

薪 

54 

たく 

炊 

55 

だく 

抱 

86 

たくみ 

巧 

33 

たくわえる 

蓄 

67 

たけ 

丈 

51 

竹 

67 

岳 

18 

た しか 

確 

18 

た 1 かめる 

確 

18 

たす 

足 

62 

だす 

出 

48 

たすかる 

助 

49 

たすける 

助 

49 

たずさえる 

携 

29 

たずさわる 

携 

29 

たずねる 

訪 

86 

尋 

54 

たたかう 

被 

60 

闘 

73 

ただし 

但 

65 

ただしい 

正 

56 

ただす 

止 

56 

ただちに 

\K 

69 

たたみ 

m 

52 

たたむ 

魯 

52 

ただよう 

漂 

81 

たつ 

G 竜 

95 

」 《■ 

1L 

94 

违 

30 

断 

66 

裁 

38 

絶 

59 

たっ とい 

尊 

63 

22 

たっとぶ 

德 

63 

一 

只 

22 

たて 

质 

48 

縦 

47 

たてまつる 奉 86 

たてる  立 94 

建 30 

たとえる  例 96 

たな  ©WJ  65 

たに  谷 36 

たね  稀 45 

たのしい  楽 18 

たのしむ  楽 18 

たのむ  頼 94 

たのもしい 賴 94 
たば  朿 62 

たび  度 72 

旅 95 

たべる  食 52 

たま  玉 26 

球 24 
弾  66 

霊 96 

たまご  卵 94 

たましい  魂 37 

だまる  黙 90 

たまわる  賜 42 

たみ  民 89 

ためす  試 42 

ためる  26 

たもつ  保 85 

たやす  絶 59 

たより  便 85 

たよる  賴 94 

たらす  垂 55 

たりる  足 62 

たる  足 62 

たれる  垂 55 

たわむれる 戯 22 
たわら  依 81 

【ち】 

ち  千  59 

血 29 
乳 75 
ちいさい  小  49 

ちかい  近 27 


誓 違 違 力 契 父 乳 縮 縮 縮 縮 縮 散散 散散 
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湿 

43 

しめる 

占 

59 

閉 

84 

湿 

43 

絞 

35 

締 

70 

しも 

下 

14 

m 

62 

しら 

白 

77 

しらべる 

調 

68 

しりぞく 

退 

64 

しりぞける 

退 

64 

しる 

¢5 汁 

47 

知 

66 

しるし 

印 

11 

しるす 

記 

21 

しろ 

白 

77 

代 

65 

城 

51 

しろい 


す 


すい 

すう 

すえ 

すえる 

すかす 


白 

77 

【す】 

州 

46 

巣 

61 

酢 

39 

酸 

40 

吸 

23 

末 

89 

〇据 

55 

透 

73 

すがた 

すぎ 

すぎる 

すく 

すくう 

すく ない 

すぐれる 

すけ 

すける 

すこし 

すごす 

すこやか 


姿  41 
G 杉  55 
過 15 
好 34 
透 73 
救 24 
少  49 
優  92 
助 49 
透 73 
少  49 
過 15 

m  so 


すじ 

肋 

27 

すず 

鈴 

96 

すずしい 

涼 

95 

すすむ 

進 

54 

すずむ 

涼 

95 

すすめる 

進 

54 

勧 

20 

薦 

60 

すたる 

廃 

77 

すたれる 

廃 

77 

すでに 

既 

21 

すてる 

捨 

44 

すな 

砂 

37 

すべる 

ジロ • 

TB 

19 

統 

73 

すまう 

住 

47 

すます 

济 

38 

澄 

68 

すみ 

M  土 

65 

©隅 

28 

畢 

88 

すみやか 

速 

63 

すむ 

住 

47 

済 

38 

澄 

68 

する 

刷 

39 

j  \ 

39 

する どい 

鋭 

12 

すれる 

擦 

39 

すわる 

座 

37 

〇 据 

55 

【せ】 

せ 

背 

76 

畝 

55 

瀬 

55 

せい 

北 

] J 

76 

せき 

関 

20 

ぜに 

銭 

60 

せばまる 

狹 

25 

せばめる 

狭 

25 

せまい 

狭 

25 

せまる 

迫 

77 

せめる  攻 料 

資 58 


せる  競 26 


[そ】 


そう 

沿 

12 

添 

71 

そうろう 

候 

35 

そ 元る 

添 

71 

そこ 

迪 

70 

そこなう 

J 

m 

63 

そこねる 

損 

63 

そそぐ 

注 

67 

そそ のかす 

唆 

37 

そだつ 

r:j 

10 

そだてる 

冃 

10 

そと 

外 

17 

そなえる 

供 

25 

flflJ 

80 

そなわる 

備 

80 

その 

園 

12 

そまる 

染 

59 

そむく 

3 匕 
肖 

76 

そむける 

二 J 匕 

H 

76 

そめる 

初 

48 

染 

59 

そら 

空 

27 

そらす 

反 

78 

そる 

反 

78 

【た】 

た 

手 

45 

田  71 

たいら  平  84 

たえる  耐 64 

m  19 
絶 59 


たおす 

倒 

72 

たおれる 

倒 

72 

たか 

_ 

科 

35 

たかい 

一 拿一- ■ 

p.t 

|nj 

35 

たがい 

Zl 

32 

たかまる 

问 

35 

たかめる 

_ 

尚 

85 

こやす 

m 

79 

こよみ 

暦 

96 

こらしめる 

徴 

Jo、 

69 

こ らす 

凝 

徴 

26 

69 

こりる 

徴 

ill*、 

69 

こる 

凝 

26 

ころがす 

転 

71 

ころがる 

転 

71 

ころげる 

転 

71 

ころす 

殺 

39 

< ^ つ ふ 

J  邊 

m 

71 

ころも 

衣 

10 

こわ 

-idtr 

ノエ！ 

56 

こわい 

怖 

82 

こわす 

壤 

17 

こわれる 

壤 

17 

【さ】 


さいわい 

幸 

34 

さえぎる 

〇 遮 

44 

さか 

坂 

79 

、 JL/L. 

逆 

23 

洒 

45 

さ かい 

境 

26 

さかえる 

栄 

12 

さがす 

捜 

61 

探 

65 

さかずき 

杯 

76 

さ かな 

魚 

24 

さからう 

逆 

23 

さかる 

盛 

57 

さがる 

下 

14 

さかん 

盛 

57 

さき 

先 

59 

〇  |llnj 

39 

さく 

咲 

39 

割 

18 

裂 

97 

さくら 

ふ、、, 

枝： 

13 

さぐる 

探 

65 

さけ 

洒 

45 

さけぶ 

叫 

25 

234 


さける 

裂 

97 

避 

80 

さげる 

下 

14 

提 

70 

ささえる 

支 

40 

ささる 

刺 

41 

さす 

刺 

41 

指 

41 

〇 押 

61 

笼 37 
授  45 
授  45 
誘 92 
定 70 
定 70 
定 70 
幸  34 
巫 94 
諭 91 
悟 33 
裁 38 
寂 45 
寂 45 
寂 45 
様 93 
冷 96 
覚 18 
妨 87 
さむい  雜 19 

さむらい  侍 43 

さめる  冷 96 

覚 18 
〇  JIIL  39 
更 34 
® 協 13 
去  24 

尺  G5 

騷 62 
触 52 
障 51 

【し】 

じ路 97 


さずかる 

さずける 

さそう 

さだか 

さだまる 

さだめる 

さち 

さと 

さとす 

さとる 

さばく 

さび 

さびしい 

さびれる 

さま 

さます 


さら 

さる 

さわ 

さわぐ 

さわる 


しあ わせ 
しいたげる 
しいる 
しお 


しげる 

しず 

しずか 

しずく 

しずまる 

しずめる 


しずむ 

した 

したう 

したがう 

したがえる 

したしい 

したしむ 

したたる 

しな 

しぬ 

しのばせる 

しのぶ 

しば 

しばる 

しぶ 

しぶい 

しぶる 

しぼる 

しま 

しまる 


しみ 

しみる 

しめす 
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< ちび る 
< ちる 

くつ¬ 
く  つがえ す 
く つがえ る 
くに 

く ばる 
くび 
くみ 
くむ 
くむ 
くも 
く％ る 
く やしい 
く やむ 
くら 

く らい 

くらう 


【く】 


る 


y 


<  § 

くさ 
く さい 
くさ らす 
くさり 
く さる 
く される 
く じら 
く ずす 
くすり 
く ずれる 

くせ 
くだ 
くだく 
く だける 
くださる 
くだす 
く だる 
くち 


n 

盘 


"争 

臭 

腐 

細 


腐 

減 

t » I 

朋 

楽 

崩 

癖 

管 

砕 

砕 

T 

ド 


p 


16 

52 
28 
61 
46 
82 

37 
82 
82 
29 
86 
91 
86 
84 
20 

38 
38 
14 
14 

14 
33 

53 
23 

15 
88 
83 
36 
77 
45 
60 
60 
44 
11 
75 

16 
16 
61 
62 
10 
10 
52 


く らす 
く ら ベる 
くる 


くるう 
く る おしい 
くる しい 
くるしむ 
くる しめる 
くるま 
く れ ない 
く れる 
くろ 
く ろい 
くわ 

く わえ る 
くわしい 
く わ だてる 
く わ わる 

[け】 

け 

けがす 

けが ら わし I 

けがれる 

けす 

けずる 

けむい 

けむり 

けむる 

けもの 

けわしい 

【こ】 


慕 

比 

来 

繰 

狂 

;く: 


紅 

Y-V 

里 

ハ V、 

fil 

#  li  1  ^ 

桑 

加 

詐 

企 

加 


86 

79 

93 

28 

25 

25 

27 

27 

27 

44 

34 

86 

36 

36 

61 

14 

51 

21 

14 


毛  90 
汚 13 
汚 13 
汚 13 


消 

削 

煙 

煙 

煙 

獣 

険 


50 

39 

13 

13 

13 

47 

30 


I 


こいしい 


小 

子 

木 

粉 

贲 

恋 

: itn 

m 

恋 


> 


7fy 


itlA 


49 

40 

88 

83 

35 

97 

76 

97 

53 

97 


こうむる 

こえ 


-：\l 

iin 

被 


こえる 


こおり 

こおる 

こがす 

こがれる 

こげる 

こ ごえる 

ここの 

ここ のつ 

こころ 

こころざし 

こころ ざす 

こころみる 

こころよい 

こし 

こす 


たえ 

たえる 

と 


ことぶき 

ことわる 

こな 

このむ 

こばむ 

こまか 

こまかい 

こまる 

こむ 

こめ 

こめる 

こやし 


肥 

肥 

越 

m 

氷 

'ail 

俄 


焦 

九 

九 

心 

志 

ri- 

JIZjS 

試 

快 

腰 

越 


答 

1^1 

穴 

131 


i- 


殊 


1X1 


崩 

断 

粉 

好 

拒 

細 

細 

困 

込 

米 

込 

肥 


57 

80 

56 

79 

79 
12 
68 

80 
72 
50 
50 
50 

72 
23 

23 
53 
41 

41 

42 
16 
93 
12 
68 

73 
73 
31 
42 
45 
10 
27 
45 
66 

83 
34 

24 
38 
38 
37 
37 

84 
37 
79 


# 朽靴覆 覆 国 配 首 組 組 酌雲蕓 悔悔倉 蔵 位 暗 食 

〇  〇  0 


1 じ 

7J: 


かみな 

かもす 

かよう 

から 


1 

から 

からい 

からす 

からだ 

からまる 

か らむ 

かり 


m 

通 

毕 

唐 

〇 殻 

柄 

辛 

祜 

休 

絡 


かりる 

かる 


かるい 
かれ 
かれる 
かろ や 力 
かわ 


かわかす 

かわく 


かわす 

かわる 


今/又 
ル I  I 


仮 

狩 

/111 
1  frl 

刈 

狩 

駆 

軽 

彼 

枯 

軽 

川 

皮 

M 

■  fc 卜 

側 

乾 

m 

乾 
— 1  * 
父 

代 


かん 

かんがえる 


換 

诗 

神 


かんばしい 芳 
かんむり  冠 

【き】 

き  木 


78 
94 

52 
69 
27 
72 
18 

84 

53 
32 
64 
94 
94 

14 
45 

44 
19 

45 
27 
29 

79 

32 
29 
59 
79 

15 
18 

63 
19 
18 

19 

33 

64 

85 

20 
64 
53 

34 

86 
19 


きえる 

きく 


きこえる 

きざし 

きざす 

きざむ 

きし 

きず 

きずく 

きせる 

きそう 

きた 

きたえる 

きたす 

きたない 

きたる 

きぬ 

きびしい 
きまる 
きみ 
きめる 
ぎ も 

きよい 

きよまる 

きよめる 

きらう 

ぎり 

きる 


88 


きれる 

きわ 

きわまる 


き わみ 
きわめる 
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かたし 


眉 

型 

〇 潟 

硬 


30 

28 

18 

32 

35 

30 

75 


かたき 

敵 

70 

かたち 

形 

28 

かたな 

刀 

72 

かたまり 

塊 

17 

かたまる 

固 

32 

かたむく 

倾 

29 

かたむける 

傾 

29 

かためる 

m 

32 

かたよる 

偏 

85 

かたらう 

語 

33 

かたる 

^ii 

u\-i 

33 

かたわら 

傍 

87 

かつ 

且 

19 

勝 

50 

かつぐ 

担 

65 

かて 

n 

95 

かど 

角 

17 

門 

91 

かな 

金 

27 

かな しい 

悲 

80 

かな しむ 

悲 

80 

かなでる 

かならず 

かね 


々セ 


かねる 

かの 

かぶ 

かべ 

かま 

かまう 

かまえる 

かみ 


61 
必  80 

金 27 
51 

兼 30 
彼 79 
株 19 
84 
窯 93 
構 36 
構 36 
上 51 
神  53 
紙 41 


§  邡恥恥 糾 財  g  料 0 Q g g q g 对  s gY g Y 2 g Q g g Q Q 〇 2 gQ QI Q 2 0 Q 2 0 2 9 1  q 价耵耵 QQ g q n Q 町 CQ q Q 2 0 以 9g 24 2K M 

生 黄 消 利 効 聞 聴 II 兆 兆 刻 岸 傷 築 着 競 北 鍛来汚 来 絹 厳 決 君 決 肝 清清 淸嫌霧 切蔚切 際 極 窮極 究 M 窮 
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おそい 

おそう 

おそれ 

おそれる 

おそ ろしい 

おそわる 

おだやか 

おちいる 

おちる 

おっと 

おと 

おとうと 
おどかす 
W とこ 

おと しいれる 

おとす 

おどす 

おと ずれる 

おどり 

おとる 

おどる 

おとろえる 

おどろかす 

おどろく 

おなじ 

おに 

おのおの 

おのれ 

おび 

おびやかす 

おびる 

おぼえる 

おも 

おもい 

おもう 

おもて 

おもむき 


押 

推 

遅 

襲 

處 

恐 

恐 

教 

111 


13 

55 

66 

47 

13 
25 

25 

26 

14 


i  1 


陥 19 
落 94 
夫 81 
14 

弟 70 
%  25 
iJ}  66 
陥 19 
落 94 
脅 25 
訪 86 
踊 93 
劣  97 
踊 93 
躍 91 
M  55 
驚 26 
驚 26 
同  74 
鬼 21 
各 17 
己  32 
64 

脅  25 
64 

覚 18 
主 45 
而 90 
M  47 
思 41 

m  81 

面 90 
趣  45 


出 


Mi 

fi-U 


おもむく 
おや 
およぐ 
およ び 〔接〕 
およぶ 
およ ぼす 
おり 
おりる 

おる 


おれる 

おろか 

おろし 

おろす 


おわる 

おん 

おんな 

【か】 

か 


かい 

かい 


赴 

82 

かおる 

薰 

28 

親 

54 

かかえる 

抱 

86 

冰 

11 

かかげる 

掲 

28 

及 

23 

かがみ 

i か 

26 

及 

23 

かがやく 

輝 

22 

及 

23 

かかり 

係 

28 

折 

58 

掛 

18 

かかる  係 28 

架 15 
掛 18 
懸 31 

かき  ©垣 17 

かぎる  限 31 

かく  欠 29 

書 49 


卸 

14 

かくす 

Ik、 

11 

降 

35 

かくれる 

11 

終 

46 

かげ 

陰 

11 

御 

25 

影 

12 

女 

49 

かける 

欠 

29 

架 

15 

臼 

75 

掛 

18 

香 

35 

駆 

27 

蚊 

16 

懸 

31 

貝 

17 

かげる 

陰 

11 

番 

40 

かこう 

囲 

10 

かう 

— 1-* 
父 

33 

rrri 

77 

m 

42 

かえす 

返 

85 

帰 

22 

かえ りみ る 

将 

57 

酿 

32 

かえる 

代 

64 

返 

85 

変 

85 

帰 

22 

換 

20 

64 

かお 

顔 

21 

かおり 

香 

35 

〇 かおる 

香 

35 

かこむ 

面 

10 

かさ 

〇 傘 

40 

かざ 

風 

82 

かさなる 

47 

かさねる 

M 

47 

かざる 

飾 

52 

かしこい 

賢 

31 

かしら 

頭 

73 

かす 

貸 

64 

かず 

数 

55 

かぜ 

風 

82 

かせぐ 

©稼 

16 

かぞえる 

数 

55 

かた 

方 

86 

片 

84 

形 

28 
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うすれる 
うた 
うたい 
うたう 
〇 うたう 
ろ す こがう 
うち 

うつ 


つくし!/ 

つす 


0 つた；^ る 
うつる 


うつわ 

うで 

うとい 

う とむ 

う ながす 

うね 

うばう 

うぶ 

うま 

うまる 

うまれる 


うみ 

うむ 


うめ 

うめる 

う もれる 

うやうやし 

うやまう 

うら 


うらなう 

うらむ 


おおう 
おお き V、 

おおせ 

おおやけ 

おか 

おかす 


おがむ 

おき 

おぎなう 

おきる 

おく 

おくらす 

おくる 

おくれる 

おこす 

おごそか 

ぉこ 7 こる 

おこなう 

おこる 


おさえる 

おさない 

おさまる 


おさめる 


おしい 
おしえる 
お しむ 
おす 


う ら めしい 
ろる 


恨 

—1^ 

クじ 


うるおう 

潤 

う る おす 

澗 

ろる し 

漆 

う るむ 

潤 

う る: b しい 

麗 

うれい 

秋 

® うれえる 

秋 

i じ、 

う れ える 

うれる 

売 

熟 

うわ 

上 

うわる 

植 

[え】 

え 

i\： 

直 

柄 

えがく 

iHk 

liii 

^  T.  ^ 

又た 

枝 

えむ 

笑 

えらい 

/it- 

えらぶ 

m 

えり 

〇 襟 

える 

得 

獲 


[お】 


お 


、 


おいる 

おう 


雄 

緒 

老 


おうぎ 

/羽 

おえる 

終 

ゼ お 

大 

おおい 

多 

し、 {こ 

大 

77 1  5 93 15 93 22 75 63 73 29 80 44 12 10 60 44 12 10 22 9S 60 60 63 55 65 40 76 88 56 40 16 56 40 77 88 88 25 29 85 94 59 37 


恭 


薄 歌謡 歌謡 疑 内 打 討 撃 美 写 映 移訴写 映 移 器 腕 疎 疎 促 畝 薄 産 馬 ■生産 海 生産 梅埋埋 敬 油 m h t'-l 恨 


83 64 26 33 23 78 53 87 76 67 85 21 13 67 66 61 62 33 66 21 36 32 64 34 72 21 36 93 1  3 92 45 43 46 76 45 43 46 76 58 26 58 92 
覆 大仰 公 丘 犯 曼 冒 拝 沖 補 起 奥 置 遅 送 贈 後 遅 起 興 厳 怠 行 怒 起 興 抑 押 幼収沿 修納収 治 修納 惜教惜 雄 


7  7  4  8  8  3 
3  7  7  4  4  4 


8 

4 


662627812 

949497455 


47411000  7  4 
3  4  8  8  4  5  1  6  2  7 


8  9  0  2  9 
1  4  8  9  4 


7  6  2 
9  5  8 


69 


9  6  4 
5  4  6 


3  4 
6 


6 
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いける  生 56 

いこい  憩 29 

® いこう  憩 29 

いさぎよい 潔 30 
いさむ  勇 91 

いし  石 58 

いしずえ  礎 61 

いずみ  泉 59 

いそがしい 忙 87 
いそぐ  急 24 

いた  板 79 

いたい  痛 69 

いだく  抱 86 

いたす  致 66 

いただき  m  68 

いただく  頂 68 

いたむ  悼 73 

痛 （59 
傷 51 

いためる  痛 69 

偽 51 

いたる  至 41 

いち  市 40 

いちじる しい 著 67 
いつ  五 32 


いつく しむ 

慈 

43 

いつつ 

11 

32 

いつわる 

偽 

22 

いと 

糸 

41 

いと なむ 

営 

12 

いどむ 

〇 挑 

68 

いな 

否 

79 

: f-V  ‘  if 

m 

73 

いぬ 

犬 

30 

いね 

tin 

73 

いのち 

命 

89 

いのる 

祈 

21 

いま 

今 

37 

いま しめる 

戒 

16 

いまわしい 

忌 

21 

いむ 

忌 

21 

いも 

于 

11 

いもうと  妹 88 

いや  ® 嫌 30 

いやしい  4L  79 

いやしむ  卑 79 

いやしめる 卑 79 
いる  入  75 

居 24 
要  92 

射 44 
鋳 67 

いれる  入 75 

いろ  色 52 

いろどる  彩 38 

いわ  岩 21 

いわう  祝 47 

【ぅ】 

うい  初 48 

憂  92 

うえ  上 51 

うえる  飢 21 

植 52 
うお  魚 24 

う かがう  伺  41 

うかぶ  浮 82 

うかべる  浮 82 

うかる  受  45 

うかれる  浮 82 

うく  浮 82 

うけたまわる 承 50 
うける 

う ごかす 
うごく 
うし 
ろじ 

う しなう 
う しろ 

うず  〇 渦 15 
うすい  薄 77 

うすまる  薄 T7 

うすめる  薄 T7 

うすらぐ  B  77 


1/ 

'又* 

45 

^  I? 

fin 

57 

動 

74 

動 

74 

ノト 

24 

氏 

40 

失 

43 

後 

33 

【ぃ】 

い 

いう 

いえ 

いかす 
いかる 
い 吾 

いきおい 

いきどおる 
I、 含る 


いくさ 

いけ 


謝 44 


あゆむ 

歩 

85 

あらい 

荒 

35 

粗 

60 

あらう 

洗 

59 

あらす 

荒 

35 

あらそう 

争 

61 

あらた 

新 

54 

あらたまる 

改 

16 

あらためる 

改 

16 

あらわす 

表 

81 

者 

67 

現 

31 

あら われる 

表 

81 

现 

31 

ある 

有 

91 

在 

38 

あるく 

歩 

85 

あれる 

土*: 

JTL 

35 

あわ  ® 泡 

86 

あわい 

淡 

65 

あわす 

门 

36 

あわせる 

ふ 

36 

併 

84 

あわた だしし’ 

、慌 

35 

あわてる 

1" し 

35 

あわれ 

r- 

9 

あわれむ 

哀 

9 

5156237364296 

5315765853256 

井 言 家 生 怒 息 勢 憤 生 行 幾戰池 
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[あ】 


あい 

相 

61 

あいだ 

間 

20 

あう 

会 

16 

ム 

36 

遭 

62 

あお 

冃 

56 

あおい 

.-.fe 

R 

56 

あおぐ 

仰 

26 

あか 

赤 

58 

あかい 

赤 

58 

あかす 

明 

90 

飽 

87 

あ かっき 

暁 

26 

あからむ 

赤 

58 

明 

90 

あからめる 

赤 

58 

あかり 

明 

89 

あがる 

上 

51 

挙 

24 

揚 

92 

あかるい 

明 

89 

あかるむ 

明 

89 

あき 

秋 

46 

あきなう 

商 

50 

あきらか 

明 

90 

あきる 

飽 

87 

あく 

明 

90 

空 

27 

開 

17 

あくる 

明 

90 

あける 

明 

90 

空 

27 

開 

17 

あげる 

h 

51 

挙 

24 
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揚 

92 

あさ 

麻 

88 

朝 

68 

あざ 

字 

42 

あさい 

浅 

59 

あ ざむ く 

欺 

22 

あざやか 

m 

r 

60 

あし 

足 

62 

脚 

23 

あじ 

味 

89 

あじわう 

味 

89 

あずかる 

預 

92 

あずける 

预 

92 

あせ 

汗 

19 

あせる 

隹 

50 

あそぶ 

遊 

92 

あたい 

fitli 

15 

値 

66 

あたえる 

与 

92 

あたたか 

温 

14 

暖 

66 

あたたかい 

温 

14 

暖 

66 

あたたまる 

UIIL 

14 

暖 

66 

あたためる 

温 

14 

暖 

66 

あたま 

頭 

73 

あたら しい 

新 

54 

あたり 

辺 

85 

あたる 

当 

72 

あっい 

/  了- 

34 

暑 

49 

孰 

/IV、 

75 

あっかう 

扱 

10 

あっまる 

集 

46 

あつめる 

あてる 

あと 


あな 

あなどる 

あに 

あね 

あばく 

あばれる 

あびせる 

あびる 

あぶ ない 

あぶら 

あま 


雨 

あまい  甘 19 

あまえる  甘 19 

あます  余 92 

あまやかす 甘 19 
あまる  余 92 

あみ  網 90 

あむ  編 85 


あめ  天 71 

雨 11 


あやうい 

危 

21 

あやしい 

怪 

16 

あやしむ 

怪 

16 

あやつる 

操 

62 

〇 あやぶむ 

危 

21 

あやまち 

過 

15 

あやまつ 

過 

15 

あやまる 

誤 

33 
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